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ははししががきき

日本モンゴル文化学会、2019年 2月 2日に日本の東京都立大学（元首都大学東京）にて創立

後、既に 7回の研究会を行った。この中、2020年 1から流行した新型コロナウイルスの影響で、

2020 年夏季大会と 2021 年夏季大会は同じくオンラインで開催された。2022 の冬大会からハイ

ブリッドの形で会場（対面）とオンラインで同時に行われた。

日本モンゴル文化学会のこれまでの活動状況は以下の通りである。

2019年 2月 2日、首都大学東京において日本モンゴル文化学会の創立発表会（第１回冬季大

会）。

2019年 5月 12日、「モンゴル研究の新時代・新力量・新探求」をテーマに、東京荒川区民館

で国際シンポジウム。

2019年 7月 20日、大阪市立大学で「日本モンゴル文化学会・第 2回夏季大会」。

2019年 12月 14日、神奈川大学で「日本モンゴル文化学会・第 3回冬季大会」。

2020年 7月 18日、Zoomオンラインで「日本モンゴル文化学会・第 4回夏季学術大会」。

2021年 6月 19日、Zoomオンラインで「日本モンゴル文化学会・第 5回夏季学術大会」。

2022年 12月 10日、東京都江戸川区の総合文化センターと Zoomオンラインで「日本モンゴ

ル文化学会・第 6回冬季学術大会」。

2023年 6月 24日、神奈川大学で「日本モンゴル文化学会・第 7回夏季学術大会」。

2023年 12月 16日、神奈川大学で「グローバル化とモンゴル文化研究の新たな展開」という

テーマで国際シンポジウムを開催。

日本モンゴル文化学会のこれからの活動については、発表者の応募状況、及び会員の要望を

考慮しつつ検討していきたい。

日本モンゴル文化学会 Email：mglculture@yahoo.co.jp

日本モンゴル文化学会編集委員会 2023年 12月 東京都・船橋市
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蒙蒙古古東東部部占占領領地地、、都都邑邑とと居居留留民民研研究究 通通遼遼とと庫庫倫倫旗旗、、開開魯魯

池田 健雄

【【要要旨旨】】

この場を借りて、筆者が蒙古東部占領地、都邑と居留民研究において昨年 月に満洲里を取り上

げた。次に海拉爾をと筆を進めていたが、急遽、通遼を取り上げた。ここに参加している皆さんの出身

地が通僚の方が海拉爾に比べ、多く馴染みがあるのではと考えた。

内モンゴル東部の先行研究を紹介する。吉田順一氏の総仕上げと 年に『戦前期の内モンゴル

東部と日本』を刊行された。中国史研究から塚瀬進氏は 年～ 年に亘り満洲国―民族協和の

実蔵研究や、中国近代東北経済研究史を発表している。広川佐保氏は 年に内モンゴル東部地

域を対象として、蒙土奉上を研究・発表した。女性研究者は 年に満洲国に組み込まれて、興安

省として成立する過程と満洲国の統治のあり方を、建国後の数年間までに時期を絞って考察した。

グレート通遼は、交通網に基幹である新幹線も停車する駅を中心に発展している。今回ははじめにて、

先行研究の紹介に加え、章立ては第一章に「 年までの通遼」、第二章として「 年～ 年の

通遼社会」とした。この二章は現地社会を中心に中華民国期から満洲国へと変革時代であり、現地住

民が如何に対応して生き延びたかを記述する。第三章は、現在グレート通遼に組み込まれている庫

倫旗を取り上げ、「 年～ 年の庫倫旗」とした。民国期も錫埒図庫倫喇嘛廟が宗教および政治

も強大な権利を有していた。満洲国になると蒙地奉上により喇嘛廟が保有する土地も返納することに

なった。 興源寺は 年に創建された伝統ある喇嘛廟である。旗における政教の中心と言われ、喇

嘛僧 名を加え、在家の 名の喇嘛僧を有した。 歳以上 名で 歳未満の若年僧は 名

に過ぎなかった。チベット語・文が分かる者が 名と言われたが、 名が蒙古文字を読むことがで

きなかった。 畝の土地を有するも家畜は牛など 頭を有しただけであった。併し、賃貸家屋

が多く所有し、年間 円の収入があった。清朝から政治と宗教を合体した寺廟で経済、文化

の中心でもあった。財政面や政治的にも満洲国に次第に組み込まれてゆく。第四章は「 年～

年の開魯」とした。開魯は 年に開放された。開魯は興安西省の有力都市であった。 年

月 日、日本軍が開魯を占領し、 年 月に、興安西分省公署がおかれた 。 年 月には

開魯商会が結成されており、商工業者は 戸で、役員従業員は 人を数えた。 年の開魯

日本人小学校は学級数 、児童数 名、教員 名、代用教員（漢語、裁縫） 名、校医 名、事務員

名、現地人小使 名であった。 年 月には開魯神社が建立された。それより、旱魃と流行病は

地域（通遼）が揃って抱えた難病であった。

（千葉大学・特別研究員）
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『『内内蒙蒙古古日日報報』』（（中中文文版版、、1950年年代代前前半半））ににつついいててのの書書誌誌的的考考察察
内モンゴルの教育状況との関連を意識して

包
ボルジギン

福
ボヤン

昇
デゲジレフ

【【要要旨旨】】

『内蒙古日報』は、中国共産党の内モンゴル地域における機関紙として、その政策の宣伝において

中核的な役割を果たしてきた。ただ、プロパガンダ以外に、様々な分野の状況や時勢の変遷などの情

報も多く含まれているため、内モンゴル地域の状況を知る上ではそれなりに有益である。特に歴史研

究において、資料的限界が感じられる 年代の状況について、当時の『内蒙古日報』を精察すると

いうのがある程度有効なアプローチになると思われる。

また、『内蒙古日報』自体は 年 月 日に創刊されたが、その前身を調べると、『内蒙自治報』、

『群衆報』、さらには『東蒙新報』までに遡ることができ、戦後東モンゴルの自治運動と関連を持つので

ある。そういう事情を鑑みると、とりわけ 年代初頭までの『内蒙古日報』の内容には、自治運動当

時の時代感覚や理念方針が反映されていると考えられ、その資料的価値が注目に値するであろう。

本発表は、上記のような問題意識の下で『内蒙古日報』に関する書誌的考察を行なう。それと同時

に、内モンゴルにおける教育事情に関する情報に留意し、時代的状況の抽出についての可能性を示

す。

『内蒙古日報』の前身についての考察は、拙稿「 年代前半内モンゴル自治区における民族語

教育の実相 ―『内蒙古日報』にみる漢語優位の構図―」（『教育史フォーラム』第 号、 年）にお

いて基本的な整理はあったが、今回は創刊の主旨、編集方針や編集者の人員構成などについての

情報をより詳細に記述し、その変遷の経緯をよりクリアに提示する。

『内蒙古日報』自体に関する考察は、対象期間を創刊の 年から「大躍進」直前の 年まで

にし、新聞誌面の構成、記事内容の分類、宣伝媒体としての役割などに注目し、同時期に発行されて

いた新聞紙との関連にも着目したい。さらには、その中に反映される地域の実態、時代的事情など歴

史的情報を抽出する可能性を、発表者が所属する教育史研究の事例で示す。

それに、新聞の所蔵状況、公開状況などの情報をもカバーし、研究を進める上での方向性にも触れる。

要するに、今回の発表を通じて、『内蒙古日報』という歴史資料の基本的情報およびその位置づけ

を明確にし、教育史研究の事例を通して、資料の歴史研究における可能性と限界性について考察し

たい。

（京都大学教育学研究科・博士後期課程）
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モモンンゴゴルル諸諸語語統統一一表表記記・・正正書書法法とと課課題題

城吉 一徳（ ）

【【要要旨旨】】

モンゴル語の「文語」はモンゴル諸語の共通語となっている。文語の５母音音素文字にプラス

三つの半母音で、近代モンゴル諸語のあらゆる発音を表記できる「モンゴル語 言文一致表記法」

は、本学会の 2020年夏期会が発表し、「モンゴル文化研究」誌第二号に掲載している。文語発音

に多くの語学的音韻変化があって、「前舌母音」「弱化母音」「半母音」「口蓋化子音」等があって、

発音が各方言間も差異が存在しているので、「半母音で語学変異表記する」ことで、文語音素５

母音体制を保持しながら発音の違さを表記できで、モンゴル諸語発音を統一した音声システム

に格納したのである。今回の発表は正書法の観点から、典型的事例から入手し、分かりやすく解

釈したいと思います。

「モンゴル諸語統一表記・子音連結」の発表は、本学会第五回夏期会で発表し、「モンゴル文

化研究」誌第三号に掲載している。本発表はモンゴル語口語表記正書法検討中に発見した言語

規則である。この規則が自律分節音韻論の自率分節規則で、分節音素素性がマトリクスで表記

できることと素性間階層構造を保有していることである。モンゴル語の子音連結がソノリティ

階層順を従い、階層順を覚えるだけで正書法をマスターできるのである。今回の発表はより細

かくソノリティシーケンス配列をルール化し、覚えやすい語呂合わせで、はじめての方も覚え

られる努力をしたいと思います。

「モンゴル諸語統一表記の思想と課題」の発表は、本学会第六回冬季会で発表して、「モンゴ

ル文化研究」誌第四号に掲載する予定で投稿している。本発表で検討したのは、モンゴル諸語統

一表記の必須条件「①モンゴル諸語を統一するなら、まず文字を統一すること；②モンゴル諸語

には言文一致表記システムがあること；③正書法は簡易性があること；④表記システムが利便

性があること；⑤音素表記が他言語と捩じれ表記がないこと；」等である。今回の発表は正書法

の観点から、五つの必須条件を典型的事例で、どんな方法で実現しているかを分かりやすく解

釈したいと思います。

今回の発表は中部方言を基準に「モンゴル諸語統一表記」の簡易版を作成したいとおもいま

す。形態音素の設定が最小限にして（キリル文字？）、皆さんが分かりやすくしたいと思います。

本研究の目的はモンゴル語の発音表記を精緻化し、モンゴル語で音声制御プログラムの作成

とAIロボットの音声制御である。

（独立研究者）
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シシベベリリアア鉄鉄道道のの旅旅(前前半半)
－イルクーツク市とエカテリンブルク市にて 

 
サイン・ホビト

【【要要旨旨】】

私は 2022年の 1月 31日の夜にロシアのブリヤート共和國の首都―ウランウデ市に着いた。

ロシア語を勉強するために一年間留学することになっている。シベリア鉄道で旅をすることが

留学前からの夢だった。ところが、二月にロシアとウクライナの戦争が爆発し、大学から一度日

本に帰国することを検討されたが、私はブリヤートに残り、留学を完成すると決意した。未知に

対して誰も不安になるが、期待する気持ちが全てを勝った。梅棹忠夫等のアフガニスタンでの

冒険が心に働いている。佐野先生はいつも「民は賢い」という。それが私に十分な勇気を与えて

くれた。だから「民」のいる場所で私は生活や旅することが問題ないと信じた。後田多先生は

「ロシアだけでやれることを考えて行動する」と言った。大野先生は学問へと導いてくれた恩

師で、またこの旅を支えてくれると確信していた。今時期が最も意義のある旅に間違いない。大

学側から至急討論会が開き、最後は本人の意志を支えるべきだと結論を出してくれた。

すぐに旅の計画を立て、大学に提出したが、安全を配慮し、先生たちは旅中に列車のみ利用す

るように要求した。大まかな計画はこのようである：イルクーツクに三泊して、エカテリンブル

クに二泊する。後者は休むためでもあり、続けてモスクワとサンクトペテルブルクに行く。移動

のチケットはトト（туту.ру）アプリ、宿泊はオスタロヴォク（Островок）アプリを利用する。現

地での移動はツウゲス（2гес）地図を利用し、訪問地や博物館などの情報取得はグーグル地図

（google.com/maps）と他のネット情報を利用した。市内は主に歩いて回ることにし、便利を図っ

て、宿泊はできるだけ市内中心にしたい。

旅は長く、先に行ってから詳しい計画を立て直したい。また、旅はなんかの原因で進められ

ず、途中からウランウデに戻っていることさえ想像した。旅中のことを考えて、出発の直前まで

緊張と興奮、心配と不安、はっきりと言えない気持ちだった。

今回はシベリア鉄道の旅の前半、エカテリンブルクまでの旅を共有し、言語と文化を超える

（確かに越えられたか？）産業社会に流動するため、どんな要素を満たすべきか？政治境界を

超えている「普遍的な要素」とは何か。国際社会においてまた我々が越えられることと、越えら

れないことを考え、今後の積み重ねにより、この旅の経験はとても貴重な材料になるだろうと

ノートを記録に残しておきたい。

（神奈川大学大学院・歴史民俗資料学研究科・博士後期課程）
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「「人人材材=財財産産」」理理念念ででよよりり良良いい企企業業をを構構築築方方法法
 

劉瑞

【【要要旨旨】】

「人材=財産」という理念は、多くの企業で採用されている。この理念はとても良いものと考
えられる。筆者は、企業が従業員を採用する際に、その人物の長所を見て採用していると考え

る。そのために、その従業員はある程度、企業の要求を達成できている「人材」となる。企業が

「人材」を「財産」として見て、育成することで、従業員が活躍する「好循環」となる。それに

対し、「人材」を単に「材料」として見て、従業員に充分な育成環境を与えないなら、従業員が

価値を活かせない「悪循環」となる場合もある。「人材=財産」は難しく、そういう理念を持つ企
業であっても、実際には「人材=材料」として見てしまうかもしれない。本研究では、「人材=財
産」理念でより良い企業を構築できることを明らかにしたい。 
本研究は、「人材=財産」理念が企業にとってプラスの作用があることを研究する。本研究は、
日本における企業を対象にして、企業のホームページなどを参考にして研究を実施する。そし

て、企業が従業員に対して「人材=財産」理念を持っていても、実際にそのように行動できてい
ないケースについても、調査を実施して、改善方法を検討したい。 
「人材=財産」理念に対する検討 
筆者は、「人材=財産」理念を持つ企業が「人材=材料」とみる企業より成功できると信じてい
る。企業として、利益を重視すべきであるが、本当に重視すべきなのは「長期利益」であり、人

材育成をせずにその経費を節約して得た「短期利益」ではないと考える。例えば、A 社では、
「人材=財産」と見て、従業員育成に力を入れている。その結果、A 社は世界有数の企業となっ
た。その逆に、「人材=材料」と見た企業は、大きく・強くなることは難しいと考える。「人材=
材料」理念を持つ企業がそれを利用して、「短期利益」を最優先するのではなく、「人材=財産」
とすることで「長期利益」を考えながら経営することでより良い企業を構築できると信じてい

る。 
本研究では、「人材=財産」理念を検討した。今後は、日本において成功している企業のホーム
ページなどを調査して、「人材=財産」理念の重要性を検証したい。「人材=財産」理念を持って
いても、実際にそれができていない企業と「人材=材料」理念を持つ企業についても、改善方法
を検討したい。 

 
（愛知工業大学大学院・博士前期課程修了・コンサルティング業会社員） 
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ᠣᠣᠶᠶᠤᠤᠨᠨᠴᠴᠢᠢ  ᠠᠠᠮᠮᠢᠢᠳᠳᠤᠤᠷᠷᠠᠠᠯᠯ  ᠵᠵᠢᠢᠴᠴᠢᠢ  ᠬᠡᠬᠡᠷᠷ  ᠦᠦᠨᠨ  ᠴᠴᠠᠠᠳᠳᠢᠢᠭᠭ  
  ᠤᠤᠶᠶᠤᠤᠨᠨ  ᠤᠤ  ᠬᠥᠬᠥ

ᠮᠮᠥᠥᠷᠷᠭᠡᠭᠡ  ))    ᠢᠢ  ᠪᠠᠪᠠᠢᠢᠭᠭᠤᠤᠯᠯᠵᠵᠦᠦ  ᠬᠥᠬᠥ
ᠭᠭᠵᠵᠢᠢᠭᠦᠭᠦᠯᠯᠬᠦᠬᠦ  ᠳᠳᠦᠦᠯᠯᠦᠦᠪᠯᠪᠯᠡᠡᠭᠡᠭᠡ ᠪᠦ

ᠷᠢᠨᠴᠤᠭᠳᠤ
ᠲᠤᠪᠴᠢ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ  

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠢᠲᠠᠳ

 ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠬᠡᠪ  ᠤᠨ ᠄

《ᠤᠶᠤᠨᠴᠢ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠭᠴᠢ 

》

ᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠴᠠᠳᠢᠭ 

（ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠤᠷᠤᠰᠢᠬᠤᠢ  

）

ᠪᠤᠯ ᠬᠥ
ᠮᠦᠰ ᠢ ᠬᠠᠪᠰᠤᠷᠤᠨ ᠨᠡᠩ ᠲᠡᠭᠦᠰ ᠲᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷ ᠵᠦᠭ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠭᠡᠵᠦ ᠂ 
ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠢ ᠨᠡᠩ ᠡᠷᠡᠭᠦᠯ ᠪᠥ

ᠭᠡᠳ
 ᠨᠡᠩ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠵᠦᠭ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠰᠡᠳᠬᠢᠴᠡ ᠡᠴᠡ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠨ ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ 
ᠶᠤᠮ᠃

 ᠪᠠᠰᠠ ᠤᠳᠤ ᠶᠢᠨ ᠢᠨᠲ᠋ᠸᠷ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ +
( ᠨᠡᠮᠡᠬᠦ ) ᠂ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ᠂ ᠣᠷᠣᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ ᠤᠨ ᠬᠡᠯᠬᠢᠶᠡᠰᠦ

（ 

区
块
链 

）᠂ ᠡᠭᠦᠯᠡᠨ ᠪᠤᠳᠤᠯᠲᠠ  

（ 

云
计
算 

）ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠵᠦ 

ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ᠃
 ᠡᠨᠡ ᠪᠣᠯ ᠢᠷᠡᠭᠡᠳᠦᠶ  ᠶᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠮᠠᠯ ᠣᠶᠤᠨ ᠤ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠠᠨᠳᠤᠰᠢ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃
 

ᠪᠢᠳᠡ  ᠦ 
ᠪᠦ

ᠳᠦᠭᠡᠬᠦ ᠵᠤᠷᠢᠯᠳᠠ ᠪᠤᠯ ᠬᠥ
ᠮᠦᠨ ᠦ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠤᠨ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠢᠶᠡᠷ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠪᠤᠯᠭᠠᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ᠃

 ᠳᠤᠰ ᠫᠷᠦᠭᠷᠦᠮ ᠨᠢ ᠬᠥ
ᠮᠦᠰ ᠢ ᠬᠠᠪᠰᠤᠷᠤᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠰᠢᠶᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠵᠦ᠂ ᠵᠢᠭᠠᠨ 

ᠵᠢᠯᠤᠭᠤᠳᠬᠤ᠂ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠲᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ᠂ ᠬᠥ
ᠮᠦᠨ ᠦ ᠳᠤᠲᠠᠭᠳᠠᠯ ᠢ ᠨᠦᠬᠦᠪᠤᠷᠢᠯᠡᠬᠦ᠂ ᠬᠦ

ᠮᠦᠨ ᠢ ᠢᠦᠬᠢᠶᠠᠮᠠᠯ ᠤᠶᠤᠨ ᠲᠠᠢ 
ᠬᠤᠯᠪᠤᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠬᠦ

ᠮᠦᠨ ᠢ ᠪᠦ
ᠬᠦ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠡᠴᠡ ᠨᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠳᠦᠭᠦᠮ ᠬᠢᠮᠡᠯ ᠤᠶᠤᠨᠴᠢ ᠴᠢᠳᠠᠪᠬᠢ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ

（
模

块 

） ᠢ ᠪᠠᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃
 

ᠲᠤᠰ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠨᠢ ᠬᠤᠪᠢ
 ᠬᠦ

ᠮᠤᠨ ᠤ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ ᠵᠠᠩᠭᠢ ᠪᠤᠶᠤ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠶᠢ ᠴᠤᠭᠯᠠᠭᠤᠯᠤᠨ  
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠲᠤᠯᠠ ᠵᠦᠪᠬᠡᠨ ᠬᠤᠪᠢ

 ᠬᠦ
ᠮᠤᠨ ᠳᠤ ᠯᠡ ᠲᠤᠭᠢᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠢᠮᠡᠯ ᠤᠶᠤᠨ ᠪᠠᠢᠵᠦ ᠂ ᠬᠤᠪᠢ

 ᠬᠦ
ᠮᠤᠨ ᠤ 

ᠪᠤᠳᠤᠯ ᠰᠡᠳᠭᠢᠯ ᠵᠠᠩ ᠠᠪᠤᠷᠢ ᠶᠢ ᠬᠤᠪᠢ
 ᠬᠦ

ᠮᠤᠨ ᠲᠠᠢ ᠨᠢ ᠤᠯᠠᠮ ᠠᠳᠠᠯᠢᠬᠠᠨ ᠲᠦᠷᠰᠤᠯᠡᠵᠦ ᠲᠦᠯᠦᠭᠡᠯᠡᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠨ ᠠ᠃
 

ᠡᠨᠡ ᠪᠤᠯ ᠲᠠᠷᠤᠢ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠪᠦ
ᠳᠦᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ

（ 

模
块 

）ᠳᠠᠶᠢᠲ᠋ᠠ 

（ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ  

） ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ ᠢ ᠡᠭᠦᠳᠦᠨ 

ᠪᠦ
ᠳᠦᠭᠡᠬᠦ ᠲᠦᠰᠦᠯ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃

     
ᠲᠡᠭᠡᠪᠡᠯ ᠶᠠᠭᠤ ᠶᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠮᠠᠯ ᠪᠤᠶᠤ ᠬᠢᠮᠡᠯ ᠤᠶᠤᠨ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠪᠤᠢ᠃

 ᠬᠢᠮᠡᠯ ᠤᠶᠤᠨ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠭᠡᠳᠡᠭ 

ᠪᠤᠯ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ ᠤ ᠲᠠᠷᠢᠬᠢ  ᠶᠢ ᠳᠠᠭᠤᠷᠢᠶᠠᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠬᠦ᠂ ᠲᠠᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠷᠡᠬᠦ ᠦ

ᠢᠯᠡ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠳᠠᠭᠤᠷᠢᠶᠠᠨ ᠬᠢᠬᠦ ᠪᠡᠷ 
ᠬᠠᠷᠠᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷᠢᠯᠡᠨ ᠢᠯᠡᠳᠭᠡᠬᠦ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠪᠤᠶᠤ  ᠫᠷᠦᠭᠷᠦᠮ ᠂ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠮᠳᠠ ᠲᠠᠢ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠨ 
ᠤᠶᠤᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠵᠣᠬᠢᠴᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠤᠳᠤᠬᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃

ᠬᠡᠷᠪᠡ ᠬᠤᠪᠢ
 ᠬᠦ

ᠮᠤᠨ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠤᠶᠤᠨᠴᠢ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠭᠴᠢ 

（ᠤᠶᠤᠨ ᠤ 
ᠬᠥ

ᠮᠥᠷᠭᠡ
 

）ᠲᠠᠢ ᠪᠤᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠪᠤᠯ ᠬᠤᠪᠢ
 ᠬᠦ

ᠮᠤᠨ ᠤ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ᠂ ᠢᠷᠡᠭᠡᠳᠦᠶ  ᠪᠠᠰᠠ ᠤᠳᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠲᠡᠷᠡ 

ᠬᠡᠪ ᠢᠶᠡᠷ  ᠢᠶᠠᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠭᠳᠡᠬᠦ ᠮᠦᠷᠳᠡᠭᠡᠨ ᠬᠤᠪᠢ
 ᠬᠦ

ᠮᠤᠨ ᠤ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠢ ᠵᠦᠪ ᠲᠡᠰᠢ ᠬᠦ
ᠳᠦᠯᠬᠦ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃

 
ᠪᠠᠰᠠ ᠬᠦ

ᠮᠤᠰ ᠤᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯ ᠤᠬᠠᠮᠰᠠᠷ᠂ ᠣᠶᠤᠨ ᠪᠢᠯᠢᠭ ᠂ ᠴᠢᠨᠠᠭᠰᠢᠯᠠᠪᠠᠯ ᠬᠠᠢᠷ ᠠ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠂ ᠦ

ᠨᠢ ᠡᠭᠦᠷᠢᠳᠡ 
ᠢᠨᠲ᠋ᠸᠷ ᠨᠸᠲ  ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠮᠦᠩᠭᠡ  ᠶᠢᠨ ᠳᠠᠶᠢᠲ᠋ᠠ ᠪᠤᠯᠵᠦ ᠦ

ᠯᠡᠳᠠᠨ ᠠ᠃
ᠶᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠪᠦ

ᠳᠦᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ

（
模
块
）（ᠲᠤᠰ  

 ᠤ ᠬᠡᠪ ᠤᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠲᠠᠢ ᠤᠶᠤᠨᠴᠢ 
ᠴᠢᠳᠠᠪᠬᠢ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ  

） ᠪᠤᠯ ᠬᠦ
ᠮᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢ

 ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ ᠵᠠᠩᠭᠢ  ᠪᠤᠶᠤ 

ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠢ ᠴᠤᠭᠯᠠᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ

（
模
块
） ᠢᠶᠡᠷ ᠵᠠᠳᠠᠯᠠᠵᠤ ᠪᠤᠳᠤᠨ᠂ ᠦ

ᠨᠳᠦᠷ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠤᠨ 
ᠲᠦᠪᠰᠢᠨ ᠳᠦ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶ ᠲᠦᠷᠰᠦᠯᠡᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷᠢᠴᠢᠯᠠᠬᠤ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃

 ᠡᠢᠮᠤᠷᠬᠦ ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ ᠢᠶᠡᠷ ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠨ 

ᠬᠤᠪᠢ
 ᠬᠦ

ᠮᠦᠨ ᠲᠠᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠬᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶᠡᠨ ᠦ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ ᠵᠠᠩᠭᠢ ᠪᠤᠶᠤ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠶᠢ ᠡᠮᠬᠢᠳᠬᠡᠨ 
ᠴᠤᠭᠯᠠᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠬᠤᠪᠢ

 ᠬᠦ
ᠮᠤᠨ ᠤ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠶᠢ ᠢᠨᠲ᠋ᠸᠷ ᠨᠸᠲ  ᠲᠤ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠨ᠂ ᠬᠢᠮᠡᠯ ᠤᠶᠤᠨ ᠤ ᠳᠠᠶᠢᠲ᠋ᠠ 

ᠬᠦ
ᠮᠦᠷᠭᠡ ᠶᠢ ᠪᠦ

ᠳᠦᠭᠡᠨ ᠠ ᠃
ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ᠄ ᠬᠤᠪᠢ

 ᠬᠦ
ᠮᠤᠨ ᠤ ᠡᠷᠡᠭᠦᠯ ᠮᠡᠨᠳᠤ᠂ ᠢᠷᠡᠭᠡᠳᠦᠶ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠰᠦᠪ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ᠂ ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ  ᠦ 
ᠲᠤᠷᠠᠰᠤᠯ ᠮᠦᠷᠦᠭᠡᠳᠦᠯ ᠭᠡᠬᠦ ᠵᠡᠷᠭᠡ᠃

 ᠪᠠᠰᠠ ᠦ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠡᠮᠦᠨᠡᠬᠢ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠳᠠᠨ 

ᠰᠠᠳᠤᠨ ᠢᠶᠠᠨ ᠬᠦ
ᠷᠲᠡᠯ ᠡ ᠡᠷᠢᠵᠦ ᠬᠠᠢᠵᠦ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃

 ᠲᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠮᠠᠨᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠣᠶᠢᠴᠢ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠬᠢᠨ ᠴᠦ ᠮᠠᠨᠤᠰ  ᠢ 

ᠡᠷᠢᠵᠦ ᠬᠠᠢᠵᠦ ᠪᠤᠯᠬᠤ ᠮᠦᠷᠳᠡᠭᠡᠨ ᠮᠠᠨᠤᠰ ᠲᠠᠢ ᠤᠢᠯᠠᠭᠠᠯᠴᠠᠵᠦ

《 ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠵᠦ 

》ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃
 ᠡᠶᠢᠮᠤ ᠠᠴᠠ ᠡᠨᠡᠬᠦ ᠬᠢᠮᠡᠯ 

ᠤᠶᠤᠨᠴᠢ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ

（

模
块 

） ᠢ ᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠴᠠᠳᠢᠭ ᠭᠡᠵᠦ ᠬᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠤ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃
 ᠡᠴᠤᠰ ᠲᠤ ᠨᠢ᠂ ᠡᠶᠢᠮᠦᠷᠬᠦ 

︱ ᠬᠢᠮᠡᠯ ᠤᠶᠤᠨᠴᠢ ᠴᠢᠳᠠᠪᠬᠢ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ

（

模
块 

） ᠢ  ᠬᠥ
ᠮᠦᠨ ᠪᠦ

ᠬᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠᠯ ᠵᠤᠬᠢᠰ ᠲᠠᠢ 
ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃

（ᠲᠤᠰᠠᠭᠠᠷ ᠰᠣᠳᠣᠯᠭᠠᠳᠠᠨ  

）
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ᠲᠥᠷᠦ ᠡᠴᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ  

ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠᠯᠠᠵᠤ ᠪᠤᠢ ᠪᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ᠂ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠯᠲᠡ  ᠲᠡᠮᠦᠷ ᠦᠨ ᠰᠡᠷᠡᠡᠴᠢᠮᠡᠭ  
ᠲᠤᠪᠴᠢ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ 
 

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯᠴᠤᠳ

 ᠤᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠬᠢᠳᠠᠨ᠂ ᠲᠣᠳᠣ᠂ ᠳᠥᠷᠪᠡᠯᠵᠢᠨ᠂ ᠰᠣᠶᠤᠩᠪᠤ᠂ ᠠᠯᠢ ᠭᠠᠯᠢ᠂ 
ᠸᠠᠺᠢᠨᠳᠠᠷ ᠠ᠂ ᠯᠠᠲ᠋ᠢᠨ᠂ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠡᠴᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠭᠰᠠᠭᠠᠲᠠᠨ ᠤ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡ 
ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠶᠢᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠥ

ᠨᠢ ᠤᠳᠠᠭᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠳᠡᠵᠦ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯᠴᠤᠳ

 ᠤᠨ ᠣᠶᠤᠨ ᠤ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪ ᠢ 

ᠲᠡᠭᠡᠭᠡᠵᠦ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠢᠯᠡ᠃
  

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢ  ᠶᠢᠰᠦ- ᠠᠷᠪᠠ ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠦ

ᠶ ᠠ ᠡᠴᠠ 20 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠦ
ᠶ ᠡ 

ᠬᠦ
ᠷᠳᠡᠯ ᠡ ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠡᠷ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠳ
᠂ 1941 ᠣᠨ ᠤ 05 ᠳᠤᠭᠠᠷ 

ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 09  ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠠᠷᠠᠳ ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠬᠠᠯᠲᠤ ᠨᠠᠮ ᠤᠨ ᠲᠥᠪ ᠬᠤᠷᠢᠶ ᠠ᠂ ᠰᠠᠶᠢᠳ

 ᠨᠠᠷ ᠤᠨ 
ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠣᠷᠣᠰ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠲᠣᠯᠣᠭᠠᠢ ᠳᠤ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠦ
ᠰᠦᠭ ᠢ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢ ᠭᠠᠷᠴᠤ᠂ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠦ
ᠰᠦᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠬᠦ ᠪᠣᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠲᠡᠢ᠃

 ᠪᠥ
ᠭᠥᠳᠠ ᠨᠡᠢᠢᠷᠡᠮᠳᠡᠡᠡᠥ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠤ 
ᠰᠠᠶᠢᠳ

 ᠤᠨ 1985 ᠣᠨ ᠤ 151  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠲᠤᠰᠢᠶᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ 7᠂ 8 
ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠠᠩᠭᠢ ᠳᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠᠷ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠵᠦ᠂ ᠤᠯᠠᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠪᠠᠭ ᠠ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠠᠴᠠ 1991 ᠣᠨ ᠳᠤ 

《 ᠪᠥ
ᠭᠥᠳᠠ ᠨᠡᠢᠢᠷᠡᠮᠳᠡᠡᠡᠥ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠤᠷ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢ 

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠦᠨ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠬᠠᠩᠭ
ᠠᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ 

》36 ᠳᠤᠭᠠᠷ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠭᠠᠷᠴᠤ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠥ

ᠷᠭᠡᠨ ᠳᠠᠯᠠᠶᠢᠴᠠ ᠲᠠᠢ ᠠᠵᠢᠯ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠢᠯᠡ᠃
 ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ  

ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 1995 ᠣᠨ ᠤ 43 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ 

ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ 

》  ᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠨ᠂ 1995-2005 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ 2008 ᠣᠨ ᠳᠤ 

《 ᠮᠤᠩᠭ
ᠤᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ I 

》  ᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ 2008 -2015 ᠣᠨ ᠳᠤ 
ᠠᠮᠵᠢᠯᠲᠠᠲᠠᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠢᠯᠡ᠃

 ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠠᠴᠠ 2015 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ 7.2  ᠲᠤᠷ 

《 ᠡᠨᠡ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ 11.1.2 ᠲᠤᠷ ᠵᠢᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ 

ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ ᠶᠢ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠱᠠᠲᠤ ᠲᠠᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠵᠣᠬᠢᠬᠤ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠬᠠᠩᠭ
ᠠᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠲᠡᠭᠡᠷ ᠡ 
ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠬᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠭ ᠠ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢᠶᠡᠨ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠣᠣᠰ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠦᠨ  ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠ 

》ᠭᠡᠵᠦ᠂ 24.2 ᠲᠤᠷ 

《 ᠡᠨᠡ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ 7.2 
ᠳᠠᠬᠢ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠢ 2025 ᠣᠨ ᠤ 01 ᠳᠤᠭᠡᠷ  ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 01  ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠡ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠳᠠᠭᠠᠵᠤ ᠮᠦᠷᠳᠡᠨ ᠡ 

》

ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠤᠰ ᠲᠤᠰ ᠵᠢᠭᠠᠭᠰᠠᠨ᠃
 ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠬᠠᠩᠭ

ᠠᠬᠤ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶᠡᠨ ᠳᠦ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ 

ᠭᠠᠵᠠᠷ 2020 ᠣᠨ ᠤ 96 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ 

III 

》 ᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠵᠤ᠂ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ ᠶᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ 3 ᠳᠡᠳ᠋ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠦᠨ ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠨ ᠢ ᠲᠣᠮᠢᠯᠠᠵᠤ᠂ 
ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠲᠥᠯᠥᠪᠯᠡᠭᠡ ᠶᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ᠃

 ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠦᠳ
 ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ ᠳᠦ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠳᠠᠷᠠᠭᠠᠬᠢ 
ᠵᠣᠷᠢᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃

 ᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ᠄  
1  ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠢ ᠪᠦ
ᠷᠢᠨ ᠪᠦ

ᠷᠢᠳᠦᠭᠦᠯᠬᠦ  
2  ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠲᠦ ᠰᠤᠷᠭᠠᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠡᠷᠴᠢᠮᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠳᠤ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠤ᠂  ᠦ
ᠷ ᠡ 

 ᠳᠥᠩ ᠳᠦ ᠬᠦ
ᠷᠭᠡᠬᠦ  

3  ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠦᠨ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠬᠤ᠂ ᠴᠢᠨᠠᠭᠰᠢᠳᠠ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠲᠦ ᠪᠥ
ᠷᠢᠨ ᠰᠢᠯᠵᠢᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠵᠦᠢ᠂ ᠲᠧᠭᠨᠣᠯᠣᠭᠢ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠪᠦ

ᠷᠢᠳᠦᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠬᠠᠩᠭ
ᠠᠬᠤ  

4  ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ᠂ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ᠂ ᠰᠤᠷᠲᠠᠯᠴᠢᠯᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ᠂  ᠠᠷᠭ ᠠ 

ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠩᠭ
ᠤᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ  

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ᠂ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶᠢᠯᠡᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠳᠡᠷᠭᠡᠳᠡᠬᠢ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ 
ᠪᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ᠂ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠶᠠᠮᠤ᠂ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ 

ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ  III  

》 ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ  3 ᠳᠡᠳ᠋ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ᠂ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ ᠦᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ᠂ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠪ᠂  
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ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ᠂ ᠬᠥ
ᠮᠥᠠ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠰᠥᠨᠢᠠ ᠪᠦ

ᠭᠦᠳᠠ ᠪᠡᠷ ᠬᠥ
ᠳᠥᠯᠪᠦᠷᠢ ᠢᠢᠠ ᠵᠥᠷᠢᠯᠳᠠ᠂ 

ᠳᠥᠥᠯᠥᠪᠯᠡᠭᠡ ᠢᠢ ᠮᠥᠷᠳᠡᠠ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠵᠥ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ 2025 ᠣᠨ ᠠᠴᠠ ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢ 

ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠠ  ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ  ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠦᠨ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ  ᠡᠠᠮᠵᠢᠯᠳᠡᠳᠡᠢ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃

 
 

（ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠠ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠺᠦ ᠭᠠᠵᠠᠷ᠂ ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ ᠦ ᠨᠥᠭᠡᠴᠡ ᠶᠢᠨ ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠡᠩᠬᠢᠮ ᠦᠨ ᠳᠡᠳ᠋ ᠫᠷᠣᠹᠧᠰᠰᠣᠷ᠂ ᠳᠣᠺᠲ᠋ᠣᠷ (Ph.D

) 

）  
 



 

時間：2023年 12月 16日（土曜日） 11：00～17：00
場所：神奈川大学でハイブリッドの形で開催

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
モ
ン
ゴ
ル
文
化
研
究
の
新
た
な
展
開
」 
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モモンンゴゴルル遊遊牧牧社社会会ににおおけけるる人人間間とと馬馬のの関関係係 
―競走馬に歌う歌「 」を事例に―

サリントヤ

【【要要旨旨】】

モンゴル国には人口に比べして膨大な数の馬が飼育されている。 世紀から遊牧民にとって

馬は単なる日常的な「乗り物」だけではなく彼らの心の支えてあり、崇高な存在である。馬はモ

ンゴルの文化のそのものあると長沢が述べたように馬はモンゴル遊牧民にとって精神文化の象

徴でもある。馬に対する思いの奥深さは口承文芸および牧畜生業における多様な儀礼によって

表現されている。馬はモンゴルの歴史と文化の生成過程において特出した役割を果たしたこと

は、モンゴルの口承文芸をはじめ歴史書にまで広く記録されている。「元朝秘史」においては、

チンギス・ハーンは自分の部下である四人の英雄に「 」駿馬という称号を与え、「四駿」

として名称され、モンゴル帝国の形成に尽力したことが知られている。これは馬とモンゴル人

の関係を考察するうえで大きな示唆を与えるものと考えられる。現在でもモンゴル人は馬に対

しての特有な感情を伝える⾳楽を通してコミュニケーションをとっている。それは儀礼的要素

の強いものである競馬に対する歌「 」である。

従来の研究では、歌やダンスを創出される「音楽性」を通して人間と動物間のコミュニケーシ

ョン役割は明らかにされてない。音楽を通して人間間のコミュニケーションや社会的関係を論

じられるものが多く、人間中心的である。

本発表では、モンゴル遊牧民社会における人間と馬の相互的認知について述べ、それからモ

ンゴルの競走馬の調教法、競走馬と子ども（騎手）の儀礼、その中の「 」である馬に対す

歌がどのような役割を果たすか、または人間と動物関係をどのように構築し、両者間で何が立

ち現るのか、その過程とコミュニケーション動態を検討する。

（北海道大学文学院・文化人類学研究室・博士後期課程）
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内内モモンンゴゴルル仏仏教教寺寺院院建建築築にに関関すするる研研究究

―無量寺大雄宝殿の架構形式と断面計画について

エンケホルワ・阿部和暁

【【要要旨旨】】

モンゴル国や内モンゴル自治区などを含めた広範なモンゴル地域に現存する仏教寺院の建築

は、 世紀からモンゴルのアルタン・ハーンの時代に建立が始まったものが主流である。特

に、その中で最初に建立された、内モンゴルフフホト市に位置する「無量寺」は、寺格が最も

高い寺院であり、その建物の意匠性を系統的に明らかにすることは、文化・歴史的背景を理解

する上で欠かせない。過去の研究では、内モンゴル仏教寺院建築の伽藍配置や、大雄宝殿をは

じめとする主要建物の平面構成に焦点が当てられてきた。しかし、具体的な構造部材、特に柱

や梁の組み合わせ、さらには屋根材の配置や断面計画という詳細な部分に関 する研究は未だ

不足している。

本研究では、上記の課題に対応するため、関連する調査資料や、現地での調査図⾯、写真な

どを⽤いて、建物の詳細部分に焦点を当てた、建物の模式図を作成し、詳細な分析を進める。

この詳細分析の結果、無量寺大雄宝殿の門廊、経堂、仏殿という三つの主要な空間が、どのよ

うな架構形式を持ち、それに伴う意匠的な特徴や技術的な背景を有するのかを明らかにするこ

とを⽬指す。最終的には、これらの詳細な情報をもとに、無量寺の⼤雄宝殿の架構形式を示す

三次元図の作成を行い、内モンゴル仏教寺院建築の特徴や背景をより深く理解するための新た

な知⾒を提供することを期待する。

エンケホルワ（八戸工業高等専門学校・環境都市・建築デザインコース助教）

阿部 和暁（八戸工業高等専門学校・環境都市・建築デザインコース・ 年生）
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内内モモンンゴゴルル牧牧畜畜民民ののゲゲルルにに関関すするる研研究究

―内モンゴル四子王旗を事例として

ホホスルーテ

【【要要旨旨】】

四子王旗（ドルブッデ旗）は自治区「八強牧畜旗」（牧畜業が発達した八つの旗という意味）の一つと

して指定されており、モンゴル民族の遊牧地として長い歴史を持つ地域である。本研究は、民俗学の

視点（心意伝承・文化伝承等）から遊牧文化の産物であるゲルの居住者と固定住居を用いた定住遊牧

者の居住形態を比較分析し、現代の牧民はゲルをどのように利用し、生活にどのような影響が及ぼさ

れているのかを明らかにしようとするものである。

内モンゴル・四子王旗（ドルブッデ旗）はモンゴル人独自の生活様式である遊牧を確立してきた地域

であり、古くから移動式住居（ゲル）が年間を通して使用されてきた。しかし、 年代以降、中国政府

により「改革開放」が行われ、四子王旗（ドルブッデ旗）にも定住遊牧が広がった。これに伴い遊牧にお

ける居住形式が移動式住居から固定家屋へと変化した。「遊牧」は単一の牧草地ではなく、多様な生

態系（牧草地、塩害地、砂漠など）を必要とする。移動することで様々な家畜の飼育条件を満たし、自

然環境の回復のための時間を確保し、持続可能な生産方式を維持することができる。しかし、 年

代前半に中国が「家族経営改革」を実施し、遊牧は完全に消滅した。その後、遊牧文化が農耕文化に

適用されることで、定住遊牧が形成されている。

本研究は四子王旗における現在のゲルに関する考察から究明したい。歴史的に見て重要な地域

である四子王旗（ドルブッデ旗）をフィールドとして、ゲルを持つ牧民の生活実態や民俗文化の地域性

を明らかにすることで、これまで研究があまり行われていなかった領域から遊牧文化及びゲルに関す

る民俗誌的な研究を行う事ができる。現在の牧民関連の資料は、中国政府の政治的な政策から、牧

民の実態とは一致しないものが多い。そこで、内モンゴルで調査を行い、その資料や分析を日本で行

うことにより客観的な視点から論述が可能になる。モンゴル族は東アジアに影響を与えた民族のひと

つである。しかし、遊牧文化の実態は曲解されている面もある。現在の内モンゴルの遊牧文化の実態

を明確にすることとは、東アジアの文化の理解にもつながる。

（神奈川大学、歴史民俗資料学科・博士前期課程）
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『『内内モモンンゴゴルル自自治治区区通通遼遼のの歴歴史史』』

池田健雄

【【要要旨旨】】

通遼の市街 地は通遼鎮と言われ、 年 月、達頼罕旗の卓利克得王が自己の負債を返還す

る為に、愛新廟の荒地の払い下げを行い、民国政府は白音他拉の西 キロの場所を中心とした東西

キロ、南北 キロの区域を開発した。これが通遼の市街区である。 年には、市街は小街と大

街の二大街を有し、戸数が五百に及び巡警分局、商務会分会などもあった。市街は最近の発展により

多くの商店は鄭家屯の支店が進出してきており、大小二百の店舗が 軒に達していた 。日本人も

年末に 戸、 名が暮らしていた。 年になると、通遼の市街は急速に商業が発展し、戸数は

に、人口も約 千人に増加した。 年には、現地住民（支那人・満人・蒙古・漢人は戸数が 万

千戸、人口が 万 千名を数えた。日本人は 戸の 名が進出していた。 年、人口は 万

千人を数え、鉄道の開 通は鄭家屯に代わり、急速に発展した。通遼は 年に大通支線の敷設

によって更に繁栄した。人口 万 千人、日本人は 人、朝鮮人 人が居留していた。 年

の旅行案内書には、一番の繁華街・大街基には支那人 約 万人、日本人が 人とあった。日本人

を対象とした旅館はなく、満鉄公所派出所に斡旋依頼するのがベストとされ、満鉄の派出所が一番に

頼れる存在であった 。自動車便もあり通寧―開魯が 時間で行くことができた。その後、鉄道開通に

より通遼は急速な発展をとげ、今ではモンゴル人も多いとされるが、中国人が圧倒的に多いのに驚か

される。

（千葉大学大学院・人文公共学府・特別研究員）
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「「五五族族共共和和」」ととモモンンゴゴルルのの行行方方

―民国初期の内モンゴル･エリート層の言説をめぐって―

サラントヤ

【【要要旨旨】】

中華民国の国是となった「五族共和」における「モンゴル」の位置付けが、どういうものであ

ったのか。それに対して（内）モンゴル・エリート層（王公・知識人など）が如何なる反応を見

せたのか。これらの問いは、 世紀前半におけるモンゴル民族のナショナリズム運動に現れた

「民族」・「国家」という概念や枠組みの一端を検討するには、有益な示唆を与えてくれるだろ

う。

本報告では、こうした問題意識を踏まえながら、清末民初の革命家や知識人が考える「五族」

における「モンゴル」像や同時期の内モンゴル・エリート層による民族的な自己認識をめぐる諸

言説について考察したい。具体的には、主に以下の三つの論点に則して分析を試みた。まず、「五

族共和」論の展開された過程を先行研究に基づいて整理する。次に、 年代における内モン

ゴル・エリート層による諸言説を取り上げ、彼らの主張する「モンゴル」の内実を提示する。最

後に、（内）モンゴル・エリートと民国双方の「五族共和」をめぐる言説の齟齬に注目を当てて、

その歴史的な意義を検討する。

中国の公式的な史観において、モンゴル民族の統一運動が「騒乱」や「分裂」といった歪んだ

解釈をされるか、あるいは意図的に改竄されてきた。こうした解釈や改竄は、すでに多 くの先

行研究で指摘されているため、ここでは繰り返すつもりはない。但し、本報告で取り扱う「五族

共和」に限ってだけ言うと、従来の公式的な見解ではモンゴル人による「共和」への賛同の姿勢

のみが強調され、賛同の結果に至るまでの過程について語ろうともしなかった。そこで、発表者

は独立や革命の間に彷徨う民国初期の（内）モンゴルの行方について、国民国家という枠を越え

て、自他の多角的な視点から再検討する試みをしたい。

（東京大学大学院・総合文化研究科・博士後期課程）
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モモンンゴゴルル語語とと文文字字のの変変遷遷及及びび教教育育方方法法

бичгийг хэлний хувьсал тайлбарлан заах тухайд 

T.サランチムゲ（Төмөрийн Саранчимэг）

【【要要旨旨】】

Монгол Улсын Их Хурлаас 2015 онд баталсан Монгол хэлний тухай хуульд  ”... үндэсний бичгийн 

хөтөлбөрийг үе шаттай хэрэгжүүлж, зохих бэлтгэл хангасны үндсэн дээр төрийн болон нутгийн өөрөө 

удирдах байгууллага албан хэргээ кирилл болон үндэсний хос бичгээр хөтлөн явуулна”, хөтлөх хугацааг 

2025 оны 01 дүгээр сарын 01-ний өдрөөс эхлэн мөрдөхөөр заасан.

Монгол Улсын Засгийн газар хуулийн хэрэгжилтийг хангах зорилгоор “Монгол бичгийн үндэсний 

хөтөлбөр III”-ыг баталж, хөтөлбөрийг хэрэгжүүлэхээр Монгол Улсын Ерөнхийлөгчийн дэргэдэх Хэлний 

бодлогын үндэсний зөвлөл, Боловсрол шинжлэх ухааны яам, “Монгол бичгийн үндэсний хөтөлбөр III”-

ыг хэрэгжүүлэх 3 дэд ажлын хэсэг, Боловсролын судалгааны үндэсний хүрээлэнгийн Монгол хэл, бичгийн 

судалгаа арга зүйн төв, Удирдлагын академи, “Хүмүн бичиг” сонин зэрэг байгууллагууд хамтран ажиллаж 

байна.

Удирдлагын академи 1999-2004 онд монгол бичгийн сургалтыг төрийн удирдлага, нийгмийн 

удирдлага, бизнесийн удирдлагын менежерийн анги, нутгийн захиргааны удирдлагын ангид заасан 

туршлагадаа суурилан төрийн албанд анх томилогдсон болон давтан сургалтад суралцаж буй бүх 

төрийн албан хаагчдад анхан, дунд, ахисан шатны хичээлийг бэлтгэн, 2023 оны 04 дүгээр сарын 20-

ны өдрөөс эхлэн цахимаар судлуулж байна.

Монгол бичгийн сургалтыг насанд хүрэгчдийн мэдлэг боловсролын давуу талд тулгуурлан 

бичгийн хэл ба ярианы хэлний ялгаа, богино болон урт эгшгийн хувьслыг түүхэн хэл шинжлэлийн 

үүднээс товч тайлбарлан, цээжлүүлж биш ойлгуулж заах нь илүү үр дүнтэй хэмээн үзэж байна. 

Монгол бичгийн хэл болон орчин цагийн ярианы хэл нь эртний бичиг үсэгтэй  улс үндэстний 

адил дуудлага бичлэгийн зөрөөтэй боловч англи, герман, франц гэх зэрэг хэлтэй харьцуулахад 

харьцангуй бага зөрөөтэй тул дараах 4 хувьслыг тайлбарлан, заах аргадаа ашиглах нь суралцагчдад 

илүү ойлгомжтой, тогтолцоот байх магадлалтай.

1. Эртний монгол хэлний хамжин шүргэх Ж гийгүүлэгч нь орчин монгол хэлний халх, ойрд, 

буриад аялгуунд З, Ж болон хувьссан. 

И эгшгийн өмнө орсон Ж гийгүүлэгч тагнайшин хэлэгддэг тул Ж хэвээр дуудагдаж, А, Э, О,Ө, 

У, Ү эгшгийн өмнө орсон Ж гийгүүлэгч З болон хувьсчээ.
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Иймд Ж гийгүүлэгчийн ард И эгшиг орсон тохиолдолд Ж үсгээр, бусад тохиолдолд З үсгээр 

уншина гэж тайлбарлах нь зүйтэй.

2. Эртний монгол хэлний хамжин шүргэх Ч гийгүүлэгч нь орчин монгол хэлний халх, ойрд, 

буриад аялгуунд Ц, Ч болон хувьссан. 

И эгшгийн өмнө орсон Ч гийгүүлэгч тагнайшин хэлэгддэг тул Ч хэвээр дуудагдаж, А, Э, О,Ө, У, 

Ү эгшгийн өмнө орсон Ч гийгүүлэгч Ц болон хувьсчээ.

Иймд Ч гийгүүлэгчийн ард И эгшиг орсон тохиолдолд Ч үсгээр, бусад тохиолдолд З үсгээр 

уншина гэж тайлбарлах нь зүйтэй.

3. Орчин цагийн монгол хэлний үүсмэл урт эгшиг нь Э+Г+Э гэсэн бүтэцтэй байгаад 

өгүүлэхийн явцад Г гийгүүлэгч суларсаар, сугарч ЭЭ гэсэн бүтэцтэй болсон. Гийгүүлэгчийн өмнө 

ба хойно орсон аль нэг эгшиг нь уруулын эгшиг байгаа тохиолдолд уруулын эгшиг нь өмнө буюу 

хойно орсон эгшгийг өөртөө татан ижилсүүлэн хувьсгажээ.

Иймд Э+Г+Э гэсэн үеийн Г гийгүүлэгчийг гээж унших, хоёр эгшиг өөр тохиолдолд уруулын 

эгшгээр уншина хэмээн тайлбарлах нь зүйтэй.

4. Тэргүүн үедээ О, Ө эгшигтэй үгийн дараах үед орсон У, Ү эгшиг ихэнх тохиолдолд өмнөх 

эгшигтээ татагдан ижилссэн байна.

Иймд тэргүүн бус үедээ О, Ө эгшгээр дуудагдаж байгаа эгшгийг У, Ү эгшгээр галиглахгүй 

“хоног”, “өндөр” гэж уншина хэмээн тайлбарлах нь зүйтэй.

Удирдлагын Академийн Хүний нөөцийн удирдлагын тэнхимийн дэд профессор, доктор(Ph.D)

（モンゴル国管理アカデミー・人事管理学科・副教授）
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モモンンゴゴルル諸諸語語統統一一表表記記・・実実例例検検証証

城吉 一徳（ ）

【【要要旨旨】】

モンゴル諸語統一表記を実現する必須条件について、本学会誌第 号 号 号にて；母音構

成、子音形態、表記案と正書基準「子音連結」の発表があったのである。概ね纏めると「①モン

ゴル諸語を統一するなら、まず文字を統一すること；②モンゴル諸語には言文一致表記システ

ムがあること；③正書法は簡易性があること；④表記システムが利便性があること；⑤音素表記

が他言語と捩じれ表記がないこと；」等である。今回の発表は正書法の観点から、五つの必須条

件を典型的事例で、どんな方法で実現しているかを文語実例の口語表記を展示しながら検証し

ていきたいと思われる。

検証一 文語 母音表記から 母音、 母音、 母音表記を実現する方法と前舌母音表記の

実例と検証。

検証二 正書基準となる「子音連結」の実例と検証。

検証三 簡易表記案ただき台導出と検証。

モンゴル語の「文語」はモンゴル諸語の共通語となっている。文語の 母音音素文字にプラ

ス三つの半母音で、近代モンゴル諸語のあらゆる発音を表記できる「モンゴル語 言文一致表記

法」は、本学会の 年夏期会で発表し、「モンゴル文化研究」誌第二号に掲載している。文語

発音に多くの語学的音韻変化があって、「前舌母音」「弱化母音」「半母音」「口蓋化子音」等があ

って、発音が各方言間も差異が存在しているので、「半母音で語学変異表記する」ことで、文語

音素 母音体制を保持しながら発音の違さを表記できたのである。モンゴル諸語の発音表記も

半母音の有無で 母音、 母音、 母音、 母音表記ができて、語源の 母音と半母音との関係

で容易に音韻確認できるのである。

「文語 ᠴᠠᠰᠤの発音が 等があって、文字統一表記が にする」話が有名な話

である。形態音素の観点から文語 ᠴᠠ の頭子音を に分けて、文語 ᠵᠠの頭子音を に分け

ることで諸語方言からも自分の方言で読めるようになり、諸語子音統一表記ができるのである。

（独立研究者）
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ススンンスス・・ドドーーダダホホ儀儀礼礼のの臨臨床床人人類類学学的的研研究究

朝克

【【要要旨旨】】

モンゴル人は、伝統的に、人間の「スンス（sünesü）」（日本語の魂）の存在を信じ、これを行

動性があり、何らかの原因で肉体を離れ、浮遊するものであると考えてきた。例えば、外部から

何か強いショックを受けるなどして、正気を失ったり、普段のような元気がなくなったりした

場合、また、精神的なダメージから立ち直れなくなった場合などに、その原因を肉体から魂の離

脱によると判断し、魂をもとの肉体に呼び戻す、いわゆる「招魂」の儀礼を行う。

筆者の調査によると、この儀礼は、モンゴル全域にわたって広範に存在し、地域によって「ス

ンス・ドーダホ（sünesü daɤudaqu）」、「サヒォス・ドーダホ（sakiɤusu daɤudaqu）」（「魂を呼ぶ」

の意）などと呼ばれている。本研究ではより一般的な名称である「スンス・ドーダ ホ」をこの

儀礼の名称として使用する。モンゴル人社会においては、「魂を呼ぶ儀礼」の類は、死者の魂を

呼び戻す際にも行われているが、本研究で扱う「招魂」の儀礼＝スンス・ド ーダホ儀礼は、生

きた人間の魂を肉体に呼び戻す儀礼を指す。

本発表ではスンス・ドーダホ儀礼について、人々が何らかの病になった場合に、何を理由にそ

の治療方法として同儀礼を選択するのか、具体的にその儀礼はどのように執り行われるのか、

また、その形式的ヴァリエーションを 2023 年 3 月に実施した現地調査によって得 た知見より

分析する。

（東京外国語大学大学院・総合国際学研究院・特別研究員）
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内内モモンンゴゴルルシシャャママンンののググロローーババルル化化にに関関すするる研研究究

嘉藤 恵

【【要要旨旨】】

内モンゴルでは、近年、シャマンの数が急増している。この現象は、グローバル化の進展と深

く関わっていると考えられるが、その実態や意味については、十分に研究されていない。本論文

の目的は、内モンゴルのシャマンのグローバル化の現状とその背景を分析し、その意味と影響

について考察することである。

本論文では、以下の三つの論点を検討する。

・内モンゴルのシャマンのグローバル化は、モンゴル文化の復興や、中国社会の変化と関連して

いることを明らかにする。

・内モンゴルのシャマンは、現代社会において、人々に自然や祖先とのつながりを感じさせ、精

神的な支えや安らぎを提供する。

・内モンゴルのシャマンのグローバル化は、モンゴル文化の新たな展開をもたらしている。

本論文では、文献調査とフィールドワークを組み合わせて研究を行う。文献調査では、内モン

ゴルのシャマンに関する文献を収集・分析する。フィールドワークでは、内モンゴルで活動する

シャマンにインタビューを行い、その実態を把握する。

そして、 時代にシャマンの能力を活かし、その叡智をグローバル化するためのシステムを

考察する。

本論文は、内モンゴルのシャマンのグローバル化に関する新たな知見を提供するものである。

本論文を通して、内モンゴルのシャマンが現代社会でどのような役割を果たしているかを理解

し、現代社会におけるシャーマニズムの意義について考える一助となることが期待される。

（特定非営利活動法人平泉会・審査員・理事）
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ググロローーババリリゼゼーーシショョンンととモモンンゴゴルルののブブラランンドドにに関関すするる考考察察 
―モンゴルのファッションを事例に―

アルタンバガナ

【【要要旨旨】】

本発表では、モンゴル国のブランドのグローバル化について検討する。これまでの研究では

モンゴルのブランドやファッションに関する研究が少ない。本発表では、現代モンゴルのブラ

ンドやファッションはいかにグローバル化している戦略について考察することを目指している。

発表順番はまずグローバル化（グローバリゼーション）に関する概念を紹介し、その後にモンゴ

ルのブランドはいかなるものであるかについて記述し、最後にモンゴルのファッションを事例

として取り上げる。

グローバル化はGlobalization（グローバリゼーション）の日本語表記であり、中国の内陸や台

湾では全球化や全球一体化という。モンゴル語では、Даяарчлал(Dayaɤarčilal)と言い、普及を意味

する。さらに、Дэлхий（Deleqi,世界）を加えて、世界的規模で普及する意味する。『広辞苑』に

よれば、「国を超えて地球規模で交流や通商が拡大すること。世界全体をわたるようになること」

というように解釈している（新村編 2008：839）。

モンゴルのブランドというと、アルヒ・ウォッカ、チンギス・ウォッカなどお酒が有名であれ

ば、GOBI や NOOS などカシミア製商品が有名である。これらのブランド商品は日本の羽田空

港のマーケットプレイスやバザラス（BAZARASU）など実際の店やネットショッピングで販売

されている。さらに、最近はモンゴルの岩塩やチャツァルガン、カシス、クランベリーミックス

などジュース類も日本のアマゾンや楽天ショッピングなどで販売されている。

本発表で取り上げるスチン・ファッション（Setsen fashion）は 2019年 10月にモンゴル国のウ

ラーンバートルで初めて作られたものであり、2020年から 3年間のコロナ禍を経て現在は正常

運営をしている新たなファッションブランドである。このブランドは 2023年 3月に日本の東京

で行われた「東京プロジェクト 2023国際博覧会,または東京国際フォーラム（Tokyo International 

Forum）」に参加し、自分のスタイル、モンゴルのファッション文化を世界にアピールしたとい

う。スチン・ファッションはその後に、日本の渋谷におけるアパレル業界と協力し、店に商品を

展示し、販売することに成功したのである。本発表では、これについてグローバリゼーションと

いう概念に照らし合わせて検討する試みである。

（千葉大学人文公共学府・特別研究員）

引用文献： 
新村出 2008、『広辞苑』（第六版）、博文館 
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ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠂ ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠂ ᠡᠳ᠋ ᠦᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠦ
ᠵᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ ᠤ 

ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠦ
ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠵᠢᠴᠢ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠴᠢᠳᠠᠪᠬᠢ ᠶ᠋ᠢ 

ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠪᠠ
 ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠳ᠋ ᠥ

ᠯᠥᠭ ᠦᠨ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ 
ᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ 

︽ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ 

︾ ᠪᠠ
 

︽ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ 
ᠰᠣᠶᠣᠯᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ 

︾ ᠢ ᠢᠳᠡᠪᠬᠢᠲᠡᠢ ᠥ
ᠷᠨᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠢᠶ ᠡᠷ 

ᠵᠣᠭᠰᠣᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠦ

ᠬᠦᠶᠢᠯᠡ ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠯ ᠳᠤ 

ᠵᠠᠩᠭᠢᠯᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠲᠠᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠴᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠦ
ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠤᠷᠠᠳᠴᠠᠢ ᠃ 

         
ᠲᠦᠯᠬᠢᠭᠦᠷ ᠦ

ᠭᠡ ᠄ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ 

ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ 

( M
ongol Em

pire ) 
᠂ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ  
( Q

araqorum
 ) ᠂ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ( Archaeology ) ᠂ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ 
ᠵᠦᠢ ( Anthropology of K

now
ledge ) 

          
ᠨᠢᠭᠡ ᠂ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠲᠣᠪᠴᠢ ᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠬᠦᠨ 

 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠪᠣᠯ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠬᠠᠩᠭ

ᠠᠢ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨ ᠬᠣᠶᠢᠭᠤᠷ ᠣᠷᠬᠣᠨ 
ᠭᠣᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ 13 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠭᠤᠴᠢᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ 

︵ ᠪᠠᠭᠤᠷᠢ  

︶ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠠᠪᠠ 

ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠨᠢ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠥ
ᠩᠭᠡ ᠰᠢᠮᠡᠯᠢᠭ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠡᠷᠲᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠠᠪᠤᠭᠠᠳ

 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠢᠶᠠᠷ 
ᠠᠵᠤ ᠲᠥᠷᠥᠵᠦ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠵᠤ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠢᠵᠠᠭᠤᠷᠲᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠮᠠᠯ ᠤᠨᠤᠭ ᠠ ᠠᠳᠤᠭᠤᠯᠠᠵᠤ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ 
ᠬᠢᠬᠦ ᠳᠦ ᠲᠣᠬᠢᠯᠢᠭ ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠲᠠᠢ ᠶᠤᠮ ᠃ 

1235  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠣᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠥ
ᠭᠡᠳᠡᠢ 

ᠬᠠᠭᠠᠨ ( 1229-1241 ᠤᠨ ᠤ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠣᠷᠣ ᠰᠠᠭᠤᠪᠠ
 ) ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠣ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠬᠣᠲᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠠᠢ ᠃
 ᠬᠣᠵᠢᠮ ᠨᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠭᠦ
ᠶᠦᠭ ᠬᠠᠭᠠᠨ  ( 1246-1248 ᠣᠨ ᠤ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤ 

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠣᠷᠣ ᠰᠠᠭᠤᠪᠠ
 ) ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠳᠥᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠤ 

ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ (1251-1259 ᠣᠨ ᠤ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠣᠷᠣ ᠰᠠᠭᠤᠪᠠ
 ) ᠨᠠᠷ ᠴᠥᠮ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠵᠦ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠢᠳᠡᠪᠬᠢᠲᠡᠢ 

ᠳᠠᠶᠢᠴᠢᠯᠠᠨ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ  ᠶᠤᠮ ᠃ 
ᠥ

ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠤ ᠰᠠᠭᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠶᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠮᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠴᠡᠭᠴᠡᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠵᠢᠭᠠᠪᠤᠷᠢ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠠᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠬᠤ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ 
ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠢ ᠴᠡᠭᠴᠡᠯᠡᠵᠦ ᠂ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠢ ᠵᠠᠷᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠵᠠᠮ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠢ ᠰᠠᠶᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ 
ᠭᠠᠶᠢᠯᠢ ᠭᠣᠪᠴᠢᠭᠤᠷ ᠤᠨ ᠭᠠᠷ ᠭᠦ

ᠢᠴᠡᠳᠬᠡᠯ ᠢ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠯᠲᠡᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠠᠯᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠡᠢ ᠃

 ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠳᠣᠲᠣᠷᠠᠬᠢ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠥ
ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠡ ᠨᠢ ᠳᠠᠷᠤᠢ 

ᠲᠥᠪ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠮᠤᠵᠢ ( Central Secretariat ) ᠶ᠋ᠢ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ 
ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠥ
ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ 1235  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠤᠷᠠᠯᠳᠠᠢᠬᠤᠷᠠᠵᠤ ᠂ 
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ᠥ
ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠣᠷᠣᠨ ᠂ ᠡᠮᠦᠨᠡᠲᠦ ᠰᠦᠩ ᠤᠯᠤᠰ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠰᠣᠯᠣᠩᠭ

ᠣᠰ ᠲᠣ ᠬᠠᠨᠳᠤᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 
ᠭᠠᠳᠠᠭᠰᠢ  ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠥ

ᠷᠭᠡᠳᠬᠡᠬᠦ ᠳᠠᠶᠢᠨ ᠤ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠪᠡᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠵᠠᠢ 

﹇1

﹈ ᠃ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠦ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠡᠴᠠ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠥ
ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠡᠴᠡ ᠮᠠᠰᠢ 

ᠣᠯᠠᠨ ᠭᠠᠳᠠᠭᠠᠳᠤ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠡᠯᠴᠢ ᠨᠠᠷ ᠵᠢᠴᠢ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠴᠢᠳ
 ᠢ ᠲᠣᠮᠢᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ 

ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠡᠴᠠ ᠠᠷᠠᠯᠵᠢᠶᠠᠴᠢᠨ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠴᠢᠳ

 ᠪᠠ
 ᠤᠷᠠᠨ ᠳᠠᠷᠬᠠᠳ

 ᠨᠠᠷ 
ᠬᠤᠷᠠᠨ ᠴᠤᠭᠯᠠᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠤᠷᠢᠳ

 ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠭᠠᠷᠤᠭ ᠠ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠴᠡᠴᠡᠭᠯᠡᠨ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠵᠡᠢ ᠃
 ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ 

ᠬᠣᠵᠢᠮ ᠨᠢ ᠬᠤᠪᠢᠯᠠᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠤ ᠰᠠᠭᠤᠭᠠᠳ
 ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠠᠬᠢᠷᠤᠨ 

ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠬᠦ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠳᠠᠶᠢᠳᠦ 

︵ ᠪᠡᠭᠡᠵᠢᠩ
 

︶ ᠳᠦ ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠳᠦ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠪᠠᠨ ᠠᠯᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠮᠥᠨ ᠯᠠ ᠭᠣᠪᠢ

 ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠮᠠᠷᠠᠲᠤ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠠᠬᠢ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠡᠳ᠋ ᠦᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠪᠠ

 ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠲᠥᠪ ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ ᠴᠢᠳᠠᠪᠬᠢ ᠪᠠᠨ 
ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃

 ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠠᠬᠢ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ  ᠤᠨ ᠨᠣᠶᠠᠷᠬᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠦ
ᠴᠦᠨ ᠰᠤᠯᠠᠷᠠᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ 

ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠤᠮᠠᠷᠠᠲᠤ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠨ ᠮᠠᠨᠳᠤᠵᠠᠢ 

﹇2

﹈ ᠃
   

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ 

︽ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠷ 
︾ ᠤᠨ 

︿ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠣᠶᠢᠯᠠᠯᠭ ᠠ 

﹀ ᠳᠦ

《 

哈 

剌 

和 

林 
》 
︵ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ  

︶ ᠭᠡᠵᠦ ᠂ ᠳᠥᠭᠥᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡᠳ 

《 

和 

林 

》
︵ ᠬᠤᠷᠤᠮ  

︶ᠭᠡᠵᠦ ᠪᠠᠰᠠ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠵᠡᠢ ᠃
 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ  ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢᠳ ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ 

ᠥ
ᠲᠡᠯᠦᠭᠡ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠡᠴᠡ ᠥ
ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠵᠠᠰᠠᠭᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠵᠢᠴᠢ ᠬᠤᠪᠢᠯᠠᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠣᠷᠣ ᠰᠠᠭᠤᠬᠤ 
ᠬᠦ

ᠷᠲᠡᠯᠡᠬᠢ
 40 ᠭᠡᠳ

 ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠲᠤᠷᠰᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ ᠴᠢᠳᠠᠪᠬᠢ ᠪᠡᠨ  

ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠭᠡᠵᠦ ᠦ
ᠵᠡᠳᠡᠭ ᠃

 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠦᠨ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠢᠷᠡᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ 
ᠣᠯᠠᠨ  ᠶᠠᠩᠵᠤ ᠪᠠᠷ ᠲᠠᠶᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠳᠠᠭ ᠃

 

︽ ᠬᠤᠷᠤᠮ  

︾ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ  

︽ ᠬᠠᠶᠢᠷ ᠠ ᠴᠢᠯᠠᠭᠤ  

︾ 
ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠪᠦ

ᠬᠦᠢ ᠲᠦᠷᠺ ᠭᠠᠷᠤᠯ ᠲᠠᠢ  ᠦ
ᠭᠡ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠦ

ᠵᠡᠳᠡᠭ ᠃
 ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ 

︽ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ  

︾ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ  

︽ ᠬᠠᠷᠠᠪᠲᠤᠷ ᠬᠠᠶᠢᠷ ᠠ ᠴᠢᠯᠠᠭᠤ  

︾ ᠲᠠᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ  ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ 

ᠦ
ᠭᠡ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠤ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠲᠥᠪ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠣᠷᠴᠢᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ 

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠬᠠᠩᠭ
ᠠᠢ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠣᠷᠢᠨ ᠰᠤᠮᠤᠨ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠳᠠᠭ ᠃

 
ᠤᠯᠠᠭᠠᠨᠪᠠᠭᠠᠲᠤᠷ ᠡᠴᠠ ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨᠰᠢ 320 ᠺᠢᠯᠣᠮᠧᠲ᠋ᠷ ᠵᠠᠢ ᠲᠠᠢ ᠂ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠤᠨ ᠳᠡᠭᠡᠳᠦ ᠤᠷᠤᠰᠬᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠬᠥ

ᠭᠰᠢᠨ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨ ᠡᠷᠭᠢ ᠣᠷᠴᠢᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠥ

ᠨᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ 
ᠨᠢ ᠡᠮᠦᠨᠡᠰᠢ ᠬᠣᠶᠢᠰᠢ 100 ᠺᠢᠯᠣᠮᠧᠲ᠋ᠷ ᠂ ᠵᠡᠭᠦᠨᠰᠢ ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨᠰᠢ 30 ᠺᠢᠯᠣᠮᠧᠲ᠋ᠷ ᠦ

ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠡᠭᠰᠢ 
ᠨᠠᠮᠬᠠᠨ ᠲᠠᠯᠠᠷᠬᠠᠭ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠳᠤ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ 

ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠩᠬ
ᠠᠨ ᠤ ᠪᠤᠳᠳᠾᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠤ ᠰᠦᠮ ᠡ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠡᠷᠳᠡᠨᠢ ᠵᠣᠣ ᠬᠡᠶᠢᠳ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ 
ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠣᠯ ᠡᠷᠲᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠠᠪᠤᠭᠠᠳ

 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠲᠥᠷᠥ 

ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠮᠠᠨᠳᠤᠵᠤ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠥ

ᠯᠵᠡᠢ ᠪᠡᠯᠭᠡ ᠲᠠᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠡᠴᠡ 

ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨ ᠬᠣᠶᠢᠰᠢ 27 ᠺᠢᠯᠣᠮᠧᠲ᠋ᠷ ᠤᠨ ᠵᠠᠢ ᠲᠠᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠣ 8  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠶᠢᠭᠤᠷ ᠤᠨ 

ᠬᠥ
ᠬᠡ ᠲᠥᠷᠺ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ ( G

öktürks ) ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣ ᠪᠠᠯᠢᠭ ( O
rdu-Baliq ) 

ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠬᠠᠭᠤᠴᠢᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 

︽ ᠪᠠᠯᠢᠭ 

︾ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ  

︽ 
ᠬᠣᠲᠠ 

︾ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠦ
ᠭᠡ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠃

 ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ 

︽ ᠣᠷᠳᠣ ᠪᠠᠯᠢᠭ 

︾ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ 

︽ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠬᠣᠲᠠ  

︾ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠡᠳᠦᠭᠡ ᠣᠷᠳᠣ ᠪᠠᠯᠢᠭ ᠨᠢ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ 

ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠳᠦ 

︽ 
ᠬᠠᠷ ᠠ 

ᠪᠠᠯᠭᠠᠰᠤ  

︾ 
ᠪᠤᠶᠤ 

︽ 
ᠬᠠᠷ ᠠ 

ᠪᠠᠯᠭᠠᠰᠤᠨ  

︾ 
( K

arabalgasun
 ) ᠬᠡᠮᠡᠨ ᠨᠡᠷᠡᠯᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ 

﹇3

﹈ ᠃ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ 
ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠪᠣᠯ ᠤᠤᠯ ᠤᠨ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠷᠲᠠᠭ ᠠ 
ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠴᠢ ᠪᠥ

ᠭᠡᠳ
 ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠨ ᠨ  · ᠮ · ᠶᠠᠳᠷᠢᠨᠴᠸᠸ ( ,1842-1894 ) 

ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ 

︵ 
ᠵᠢᠷᠤᠭ 1

︶ 
᠃

 ᠲᠡᠷᠡ 1889  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ  ᠵᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠨᠠᠶᠢᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠣᠷᠣᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠠᠷᠲᠠᠭ ᠠ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠠᠵᠢᠯ ᠬ  ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠨ  
ᠥ

ᠷᠨᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠪᠠᠨ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠡᠴᠠ  8 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ  
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ᠵᠢᠷᠤᠭ  1 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ 
ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ 

ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ 
ᠠᠩᠬ ᠠ 

ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ 
ᠨ  · 

ᠮ · 
ᠶᠠᠳᠷᠢᠨᠴᠸᠸ 

﹇4

﹈ 
  

 
ᠤᠶᠢᠭᠤᠷ ᠤᠨ  ᠬᠥ

ᠬᠡ ᠲᠥᠷᠺ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠣᠷᠳᠣ ᠪᠠᠯᠢᠭ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠬᠥ
ᠬᠡ ᠲᠥᠷᠺ 

ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠥ
ᠰᠢᠶ ᠡ  ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠥ

ᠰᠢᠶᠡᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ( O
rkhon 

script ) ᠵᠢᠴᠢ 13 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠶᠡᠬᠡ  ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ 

ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠣᠷᠣᠰ ᠤᠨ ᠪᠠᠷᠲᠠᠭ ᠠ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ  ᠮᠠᠰᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠲᠤᠰᠬᠠᠯ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠠᠢ 

﹇5

﹈ ᠃ 
1933 -1934 

ᠣᠨ ᠤ 
ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤ 

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ  

— 
ᠵᠥᠪᠯᠡᠯᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠬᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠩᠭᠢ ᠳ  · ᠳ  · ᠪᠤᠺᠢᠨᠢᠴᠢ ( Дми́трий Д

емья́нович 

Буки́нич,1882 – 1939 )  ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠠᠩᠬ
ᠠᠨ ᠤ ᠮᠠᠯᠲᠠᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ 

ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠴᠠ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠯ ᠪᠠ
 ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠪᠠᠭ ᠠ 

ᠬᠡᠮᠵᠢᠶᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠥ
ᠷᠨᠢᠭᠦᠯᠵᠡᠢ 

﹇6

﹈ ᠃ 1948 -1949 ᠣᠨ ᠤ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

— ᠵᠥᠪᠯᠡᠯᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠩᠭᠢ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠨ 
ᠰ · ᠸ · ᠺᠢᠰᠸᠯᠠᠶᠤᠸ ( Серге́й Влади́мировичКиселёв,1905-1962 )  ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶᠡᠨ ᠦ ᠮᠠᠯᠲᠠᠯᠭ ᠠ ᠬᠢᠵᠦ ᠮᠠᠰᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠦ

ᠨ ᠡ ᠥ
ᠷᠲᠡᠭ ᠪᠦ

ᠬᠦᠢ 
ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯᠲᠤ ᠡᠳ᠋ ᠥ

ᠯᠥᠭ ᠢ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ  ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ 

ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠵᠠᠢ ᠃
 ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠲᠤᠰ ᠤᠳᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠨᠢ 

ᠵᠥᠪᠯᠡᠯᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠳᠠᠪᠴᠠᠩ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠮᠠᠰᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠲᠤᠰᠬᠠᠯ ᠭᠠᠷᠭᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ 1950  ᠣᠨ ᠳᠦ ᠲᠡᠷᠡ 

︽ ᠰᠲ᠋ᠠᠯᠢᠨ ᠨᠡᠷᠡᠮᠵᠢᠲᠦ ᠱᠠᠩᠨᠠᠯ  

︾ ᠢ ᠬᠦ
ᠷᠲᠡᠵᠦ ᠂ 1953 

ᠣᠨ ᠳᠤ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ ᠦᠨ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢᠴᠢ ᠪᠠᠷ ᠡᠯᠰᠡᠭᠳᠡᠵᠡᠢ 
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﹈ ᠃
 

1976-1985 ᠣᠨ ᠤ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ ᠦᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠰᠠᠯᠪᠤᠷᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠤᠳᠠᠭ ᠠ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠳᠤ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠬᠢᠵᠦ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠡᠳ᠋ 
ᠥ

ᠯᠥᠭ ᠦᠨ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠤᠳ
 ᠢ ᠬᠤᠷᠠᠮᠳᠤᠭᠤᠯᠵᠠᠢ ᠃

 1990  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠨᠢ ᠠᠷᠠᠳᠴᠢᠯᠠᠯ ᠳᠤ 

ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠰᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠬᠣᠶᠢᠰᠢ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠨᠢ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠳᠤ ᠰᠢᠯᠵᠢᠨ 
ᠣᠷᠣᠵᠠᠢ ᠃

 ᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ 1995 ᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠬᠣᠶᠢᠰᠢᠬᠢ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ -  ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠤ ᠬᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠂ 

1999  ᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠬᠣᠶᠢᠰᠢᠬᠢ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

— ᠭᠧᠷᠮᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠨᠢ ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠭᠧᠷᠮᠠᠨ 
ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠭᠰᠡᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠳᠠᠪᠰᠢᠩᠭ
ᠤᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠣᠨᠣᠭ 

ᠲᠥᠬᠥᠭᠡᠷᠡᠮᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠵᠤ ᠮᠠᠯᠲᠠᠯᠭ ᠠ ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠨᠢ ᠤᠷᠢᠳ 
ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠭᠠᠷᠤᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠠᠬᠢᠴᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃
 ᠡᠳᠦᠭᠡ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠵᠢᠩᠬᠢᠨᠢ 

ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠨᠢ ᠡᠷᠳᠡᠨᠢ ᠵᠤᠤ ᠬᠡᠶᠢᠳ
 ᠦᠨ ᠬᠦ

ᠷᠢᠶᠡᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ  ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ ᠴᠤ 
ᠳᠤᠭᠤᠯᠳᠠᠬᠤ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠴᠥᠮ ᠰᠢᠨᠡᠪᠲᠦᠷ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠥ
ᠨᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠣ ᠣᠷᠣᠰᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠭᠠᠵᠠᠷ 
ᠵᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠯ ᠨᠢ ᠮᠠᠰᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠥ
ᠨᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠠᠪᠠ 

ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠡᠭᠦᠰᠦᠯ ᠮᠠᠨᠳᠤᠯ ᠤᠨ ᠭᠣᠯᠣᠮᠲᠠ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠨᠢᠭᠡ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠥ
ᠪ 

ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠥ

ᠨᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠡᠴᠠ ᠮᠠᠯᠲᠠᠨ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠵᠣᠭᠰᠣᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠦ

ᠬᠦᠶᠢᠯᠡ ᠲᠥᠪ 
ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠵᠢᠴᠢ ᠭᠠᠳᠠᠭᠠᠳᠤ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠳᠤᠷᠠᠰᠤᠮᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠮᠠᠰᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠦ

ᠨ ᠡ ᠥ
ᠷᠲᠡᠭ 
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ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ  2004 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠶᠦᠨᠸᠰᠺᠤ᠋ ᠶ᠋ᠢᠨ  28 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠴᠢᠭᠤᠯᠭᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ 
ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠥ

ᠨᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ ᠨᠢ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠪᠦ

ᠷᠢᠳᠬᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ 
ᠶᠤᠮ ᠃

 

︽ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠥ
ᠨᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ  

︾ ᠨᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠥ

ᠪ ᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯ ᠢ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠬᠠᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠲᠦ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠶᠦᠨᠸᠰᠺᠤ᠋ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠪᠦ

ᠷᠢᠳᠬᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠦ
ᠨᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ ᠳᠤ

① 8 ᠳᠤᠭᠠᠷ 
ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠡᠬᠢᠨ ᠦ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠥ
ᠬᠡ ᠲᠦᠷᠦᠭ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠪᠣᠰᠬᠠᠭᠰᠠᠨ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠥ

ᠰᠢᠶ ᠡ 
ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ ᠂ 

② 8  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠶᠢᠭᠤᠷ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠦ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠬᠠᠷ ᠠ 
ᠪᠠᠯᠭᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠂ 

③ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠂ 
④ 1585 

ᠣᠨ ᠳᠤ 
ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠡᠷᠳᠡᠨᠢ 

ᠵᠣᠣ 
ᠬᠡᠶᠢᠳ

 
᠂ 

⑤ 
ᠲᠥᠪᠬᠦᠨ 

ᠬᠡᠶᠢᠳ
 

( Төвхөнхийд ) ᠂ 

⑥ ᠥ
ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠤᠯᠠᠷᠢᠯ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠤ ᠰᠠᠭᠤᠴᠠ 

ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠂ 

⑦ ᠤᠯᠠᠭᠠᠨ  ᠴᠢᠳᠬᠤᠯᠠᠩ ᠤᠨ ᠬᠦ
ᠷᠬᠢᠷ ᠡ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠪᠠ

 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠠᠬᠤᠢ ᠲᠠᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ  ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪ ᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠳᠠᠨ ᠪᠦ
ᠷᠢᠳᠬᠡᠭᠳᠡᠵᠡᠢ 

﹇8

﹈ 

﹇9

﹈ ᠃
 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠦ
ᠨᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ ᠤᠨ ᠨᠢᠭᠡ ᠪᠡᠷ ᠶᠦᠨᠸᠰᠺᠤ᠋ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠪᠦ

ᠷᠢᠳᠬᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠦ
ᠨ ᠡ 

ᠥ
ᠷᠲᠡᠭ ᠢ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠳᠤ ᠤᠬᠠᠭᠤᠯᠤᠨ ᠲᠠᠨᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠳᠤᠷᠠᠰᠤᠮᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ 
ᠵᠥᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠠᠬᠤᠶᠢᠴᠢ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠷ ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ 
ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠢ ᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠴᠤ ᠮᠠᠰᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠴᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠶᠤᠮ ᠃

 
ᠡᠳᠦᠭᠡ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠨᠢ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠪᠡᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ 

︽

 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ  

︾ ᠂ 

︽ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ  

︾ 
ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠵᠦ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯᠴᠢ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ
 ᠢᠶ ᠡᠷ ᠵᠣᠭᠰᠣᠬᠤ 

ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠂ ᠴᠡᠷᠢᠭ 

ᠳᠠᠶᠢᠨ ᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠂ ᠥ
ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠠ

 ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠂ ᠲᠥᠪ 
ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠂ ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠤ 
ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠥ

ᠷᠭᠡᠨ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶ ᠡ ᠴᠠᠷ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠣᠮᠣᠬᠠᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠰᠡᠳᠦᠪᠯᠡᠬᠦᠨ ᠪᠣᠯᠵᠤ 

ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠭᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ ᠃ 

2011  ᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠮᠥᠽᠸᠢ ᠨᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠭᠰᠠᠨ ᠡᠴᠠ ᠬᠣᠶᠢᠰᠢ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠠᠶᠠᠯᠠᠯ ᠵᠢᠭᠤᠯᠴᠢᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠂ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠠᠨ 
ᠤᠯᠤᠰ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠵᠣᠴᠢᠳ

 ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠬᠦ

ᠨᠳᠦᠳᠬᠡᠯ ᠪᠠᠬᠠᠷᠬᠠᠯ ᠢ ᠤᠯᠠᠮ ᠢᠯᠡᠭᠦᠦ ᠲᠠᠲᠠᠬᠤ 
ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃ 
          
ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠂ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠦᠨ ᠮᠠᠨᠳᠤᠯ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠯ 
       

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠮᠠᠨᠳᠤᠯ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠪᠣᠯ ᠮᠥᠨ ᠴᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠮᠠᠨᠳᠤᠯ 
ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠮᠠᠨᠳᠤᠯ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠤ 
ᠰᠤᠳᠤᠯᠬᠤ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠮᠥᠨ ᠴᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠮᠠᠨᠳᠤᠯ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠬᠤ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠪᠥ

ᠭᠡᠳ ᠴᠢᠨᠠᠭᠰᠢᠯᠠᠪᠠᠯ 13-14 ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠥᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠣᠶᠢᠯᠭᠠᠬᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠲᠦᠯᠬᠢᠭᠦᠷ ᠪᠣᠯᠳᠠᠭ ᠶᠤᠮ ᠃ 

ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠬᠢᠨᠠᠨ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠨᠢ ᠡᠮᠦᠨᠡᠰᠢ 
ᠬᠣᠶᠢᠰᠢ ᠪᠠᠨ 1,450  ᠮᠸᠲ᠋ᠷ ᠂ ᠵᠡᠭᠦᠨᠰᠢ ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨᠰᠢ ᠪᠠᠨ  1,138  ᠮᠧᠲ᠋ᠷ ᠬᠡᠪᠴᠢᠶ ᠡ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠡᠴᠠ ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ ᠢ ᠮᠠᠯᠲᠠᠨ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ 
ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠂ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠂ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠳᠠᠶᠢᠨ ᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ 
ᠡᠷᠭᠢᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠵᠠᠢ ᠃

 ᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ 

︽ ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠠᠮᠤᠭᠤᠯᠠᠩ ᠣᠷᠳᠣᠨ  

︾ 
᠂ ᠪᠣᠷᠵᠢᠨ 
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ᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠢᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠰᠡᠶᠢᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠮᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠴᠢᠯᠠᠭᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠨᠢ ᠮᠠᠰᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠠᠯᠳᠠᠷᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠪᠣᠯ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠂ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠂ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠥᠪ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ 
ᠥ

ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠠ ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠡᠴᠠ ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠡᠯᠴᠢ ᠵᠠᠭᠤᠴᠢ ᠂ ᠠᠷᠠᠯᠵᠢᠶᠠᠴᠢᠨ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠴᠢᠨ ᠪᠠ
 

ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠨᠣᠮ ᠤᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠰ ᠬᠤᠷᠠᠨ ᠴᠤᠭᠯᠠᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃

 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ 

ᠥ
ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠠ

 ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠤᠳ
 ᠲᠣ ᠮᠠᠰᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠡᠴᠠ ᠮᠠᠯᠲᠠᠨ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯᠲᠤ ᠪᠣᠳᠠᠰ ᠢ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠤᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠯᠦᠭᠡ ᠬᠠᠷᠭᠤᠭᠤᠯᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠬᠤ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ 
ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠮᠠᠰᠢ ᠡᠷᠴᠢᠮ ᠲᠠᠢ ᠶᠠᠪᠤᠭᠳᠠᠵᠤ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠰᠣᠷᠭᠣᠭ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠤᠳ

 ᠢ ᠣᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ 
ᠶᠤᠮ ᠃ 1254  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠹᠷᠠᠨᠼᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠴᠢ ᠸᠢᠯᠢᠶᠠᠮ ᠷᠦᠪᠷᠦᠭ ( W

illiam
 

of Rubruck,1220 -1293 ) ᠹᠷᠠᠨᠼᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠳᠤ ᠡᠯᠴᠢᠯᠡᠵᠦ 

ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠷᠠᠳᠠᠨ  ᠵᠣᠯᠭᠠᠵᠠᠢ ᠃
 ᠢᠩᠭᠢᠭᠡᠳ

 ᠲᠡᠷᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠣᠷᠣᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠦ

ᠵᠡᠵᠦ 
ᠰᠣᠨᠣᠰᠤᠭᠰᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠠ  ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠵᠦᠢ ᠂ ᠵᠠᠩ 
ᠵᠠᠩᠰᠢᠯ ᠂ ᠰᠢᠲᠦᠯᠭᠡ ᠪᠢᠰᠢᠷᠡᠯ ᠂ ᠦ

ᠭᠡ ᠬᠡᠯᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠭᠰᠡᠨ 

︽ ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ  ᠡᠯ ᠡ ᠤᠯᠤᠰ ᠢᠶᠠᠷ 
ᠠᠶᠢᠯᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ  

︾ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠪᠢᠴᠢᠵᠡᠢ ᠃
 ᠷᠦᠪᠷᠦᠭ ᠦᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠳᠤ ᠡᠯᠴᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠦ ᠭᠣᠣᠯ  
ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠦᠨ ᠲᠤᠰᠠᠯᠠᠮᠵᠢ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠾᠷᠢᠰᠲ᠋ᠣᠰ ᠤᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠢ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃

 
ᠷᠦᠪᠷᠦᠭᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠹᠷᠠᠨᠼᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ 
ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤᠬᠢ ᠣᠯᠠᠨ  ᠵᠢᠭᠤᠬᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢ ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃

 ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠠᠰᠠ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ 
ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠲᠥᠪᠡᠳ ᠦᠨ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠤ  ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠤ ᠰᠦᠮ ᠡ ᠳᠦ ᠲᠥᠪᠡᠳ

 ᠦᠨ ᠯᠠᠮᠠ ᠨᠠᠷ ᠲᠠᠢ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠤ 
ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠴᠣᠶᠢᠷ ᠬᠠᠶᠠᠯᠴᠠᠵᠤ ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠵᠡᠢ 

﹇10

﹈ ᠃
 ᠷᠦᠪᠷᠦᠭ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ  

︽ 
ᠠᠶᠠᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ  

︾ ᠳᠡᠬᠡᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠤᠨ  ᠲᠤᠬᠠᠢ 

︽ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠡᠭᠦᠳᠡ ᠲᠠᠢ ᠃
 ᠵᠡᠭᠦᠨ ᠡᠭᠦᠳᠡᠨ ᠳᠡᠬᠡᠨ ᠠᠮᠤ ᠪᠤᠳᠠᠭ ᠠ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠵᠤ ᠂ ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨ  

ᠡᠭᠦᠳᠡᠨ ᠳᠡᠬᠡᠨ ᠬᠣᠨᠢ ᠢᠮᠠᠭ ᠠ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠵᠤ ᠂ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠡᠭᠦᠳᠡᠨ ᠳᠡᠬᠡᠨ ᠦ
ᠬᠡᠷ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠡᠷᠭᠡ ᠤᠨᠤᠭ ᠠ 

ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠵᠤ ᠂  ᠬᠣᠶᠢᠲᠤ ᠡᠭᠦᠳᠡᠨ ᠳᠡᠬᠡᠨ ᠠᠳᠤᠭᠤ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ  

︾ 

﹇11

﹈ ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠵᠡᠢ 

︵ ᠵᠢᠷᠤᠭ  2 

︶ ᠃ 
ᠵᠢᠷᠤᠭ 

2  
ᠸᠢᠯᠢᠶᠠᠮ 

ᠷᠦᠪᠷᠦᠭ ᠤᠨ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ ᠵᠣᠷᠢᠵᠤ ᠠᠶᠠᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠠᠶᠠᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠱᠤᠭᠤᠮ

﹇12

﹈ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ 
ᠬᠣᠲᠠ 

ᠨᠢ 
ᠢᠰᠯᠠᠮ ᠤᠨ 

ᠠᠷᠠᠯᠵᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ ᠂ ᠬᠢᠲᠠᠳ ᠤᠷᠠᠴᠤᠳ
 ᠤᠨ 

ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ 
ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ 

ᠬᠣᠶᠠᠷ 
ᠶᠡᠬᠡ 

ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ 
ᠲᠣ 

ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃
 ᠣᠷᠣᠰ ᠂ ᠹᠷᠠᠨᠼᠢ ᠵᠡᠷᠭᠡ 

ᠣᠯᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠠᠷᠠᠯᠵᠢᠶ ᠠ 
ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠭ ᠠ 

ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠶᠡᠨᠲᠡᠢ ᠶᠠᠪᠤᠭᠳᠠᠵᠤ ᠣᠯᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠴᠢᠨᠠᠷ 

ᠲᠠᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠬᠣᠲᠠ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃

 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠤ ᠰᠦᠮ ᠡ ᠬᠡᠶᠢᠳ

 

12  ᠂ ᠢᠰᠯᠠᠮ ᠤᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠤ ᠰᠦᠮ ᠡ ᠬᠡᠶᠢᠳ
 2  ᠂ 

ᠾᠷᠢᠰᠲ᠋ᠣᠰ ᠤᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠤ ᠰᠦᠮ ᠡ ᠬᠡᠶᠢᠳ
 1  ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ 

ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠰᠤᠷᠲᠠᠬᠤᠨ ᠤ ᠴᠢᠯᠦᠭᠡᠲᠦ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ 

﹇13

﹈ ᠃  
ᠥ

ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠡᠭᠦᠰᠬᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠵᠠᠮ ᠨᠡᠪᠲᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠭᠡ ᠮᠥᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠡᠷ 

ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃

 

︽ ᠵᠠᠮᠴᠢ  

︾ 
ᠬᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠬᠦ ᠥ

ᠷᠲᠡᠭᠡ ᠤᠯᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠡᠷ 
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ᠲᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷᠵᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃
 ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠡᠴᠠ ᠬᠢᠲᠠᠳ ᠣᠷᠣᠨ ᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠰᠠᠨ ᠥ

ᠷᠲᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢ  
37 ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠣ 500  ᠦ

ᠬᠡᠷ ᠲᠡᠷᠭᠡ ᠪᠡᠷ ᠲᠠᠷᠢᠶ ᠠ ᠪᠤᠳᠠᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠯ ᠦᠨ ᠵᠦᠢᠯᠡᠰ ᠢ ᠬᠢᠲᠠᠳ

 ᠣᠷᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠵᠥᠭᠡᠭᠡᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠭᠡᠵᠦ 

︽ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠤᠨ ᠴᠢᠭᠤᠯᠭᠠᠨ 

︾ ᠳᠤ ᠮᠠᠰᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ 

﹇14

﹈ ᠃ 
ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠥ

ᠨᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠣᠯ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠩ ᠤᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡᠰ ᠢ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠮᠠᠰᠢ 
ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠮᠵᠢᠲᠠᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ 1247 ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠣᠶᠢᠷᠠᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠩ ᠤᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡᠰ 

ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠡᠷ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠢ ᠣᠨ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠵᠢᠭᠤᠯᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠠᠯᠲᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠤ 

ᠲᠦᠰᠢᠮᠡᠯ ᠵᠠᠩ ᠳᠧ ᠾᠦᠢ (

張
德
輝 Zhang de hui,  1195-1275 )  ᠡᠴᠡ 

ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ 1248  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠬᠡᠪᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ 

︽ ᠳᠠᠪᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠷᠤ ᠪᠠᠷ ᠵᠢᠭᠤᠯᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ  
︾ 
﹇15

﹈ 
ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠳᠡᠬᠡᠨ ᠨᠠᠷᠢᠯᠢᠭ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠵᠡᠢ ᠃

 ᠵᠠᠩ ᠳᠧ ᠾᠦᠢ 1247  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ 
ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠦ ᠭᠣᠣᠯ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠬᠤᠪᠢᠯᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠺᠦ

ᠩᠽᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯ ᠢ 
ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ 

﹇16

﹈ ᠃
 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠪᠠᠰᠠ ᠲᠡᠮᠦᠷ ᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠵᠤ 

ᠡᠯ ᠡ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠲᠡᠮᠦᠷᠯᠢᠭ ᠪᠠᠭᠠᠵᠢ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠠᠯᠲᠠᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ 

ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠠᠢ 

﹇17

﹈ ᠃
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠡᠴᠠ ᠰᠦᠩ ᠤᠯᠤᠰ ᠂ ᠠᠯᠲᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠂ 

ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠸᠠᠭᠠᠷ ᠰᠠᠪᠠ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠡᠮᠦᠷᠯᠢᠭ ᠡᠳᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠵᠦᠢᠯᠡᠰ ᠢ ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ

 ᠣᠯᠠᠨ ᠢ 
ᠮᠠᠯᠲᠠᠨ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠡᠢ 

﹇18

﹈ ᠃
 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ ᠪᠦ

ᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠡᠴᠠ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ 1220 ᠣᠨ ᠤ 
ᠦ

ᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠥ
ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠡᠭᠦᠦ ᠲᠣᠯᠣᠢ 3,000  ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠨ ᠲᠡᠷᠢᠭᠦᠯᠡᠵᠦ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠣᠶᠢᠷᠠᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶᠢᠯᠠᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠪᠠᠷ 
ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ 

﹇19

﹈ ᠃ 
1948-1949  ᠣᠨ ᠤ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤ ᠣᠷᠣᠰ ᠤᠨ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠨ ᠰ · ᠸ 

· 
ᠺᠢᠰᠸᠯᠠᠶᠤᠸ  

( 
Серге́й 

Влади́мирович 
Киселёв,1905-1962  

) 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠮᠠᠯᠲᠠᠯᠭ ᠠ ᠬᠢᠵᠦ ᠂ 

︽ ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠠᠮᠤᠭᠤᠯᠠᠩ ᠣᠷᠳᠣᠨ  

︾ ᠤ ᠳᠣᠣᠷ ᠠ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠡᠴᠠ 

ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠬᠤ ᠡᠳ᠋ ᠥ

ᠯᠥᠭ ᠦᠨ ᠪᠣᠳᠠᠰ ᠢ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠠᠢ ᠃
 

ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠪᠣᠳᠠᠰ ᠢ ᠲᠡᠷᠡ 
︽ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠷ  

︾ ᠤᠨ 

︽ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠵᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠶᠢᠯᠠᠯᠭ ᠠ  

︾

 ᠳᠠᠬᠢ
 

︽ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠠᠩᠬ ᠠ 1220  ᠣᠨ ᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠠᠢ  

︾ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠨᠢ ᠵᠥᠪ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠵᠠᠢ 

﹇20

﹈ ᠭᠡᠵᠦ ᠦ
ᠵᠡᠵᠡᠢ ᠃ 

ᠲᠣᠯᠣᠢ 1224 ᠣᠨ ᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠮᠥᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶ ᠡᠷ 

ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠬᠣᠲᠠ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ 

ᠥ
ᠷᠭᠡᠳᠬᠡᠨ ᠪᠦ

ᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠥ
ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ  

︽ 
ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠠᠮᠤᠭᠤᠯᠠᠩ ᠣᠷᠳᠣᠨ  

︾ ᠤ ᠳᠣᠣᠷ ᠠ ᠡᠴᠠ  8-9  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠶᠢᠭᠤᠷ ᠤᠨ 

ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ ᠬᠠᠨᠠᠨ ᠬᠡ ᠲᠠᠢ ᠸᠠᠭᠠᠷ ᠤᠨ ᠬᠠᠭᠠᠷᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠠᠯᠲᠠᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠡᠢ ᠃

 
ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠠᠰ ᠨᠢ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠣ ᠠᠯᠢ ᠡᠷᠲᠡ ᠤᠶᠢᠭᠤᠷ ᠤᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ 
ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠵᠣᠬᠢᠬᠤ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶᠡᠨ ᠦ ᠬᠣᠲᠠ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠢ ᠬᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃

 ᠶᠸᠯᠢᠦᠢ ᠴᠦᠼᠠᠢ 

( 

耶
律
楚
材 Yelü Chucai,1190-1244) ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠦ ᠶᠸᠯᠢᠦᠢ ᠵᠤ ( 

耶
律
鋳 

Yelü Zhu,1221-1285 )  ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠰᠠᠨ  

︽ ᠬᠣᠶᠢᠮᠤᠰᠤᠨ  ᠭᠣᠷᠣᠬ ᠠ ᠳᠤᠷ ᠰᠣᠭᠲᠣᠭᠤᠷᠠᠨ 
ᠳᠠᠯᠳᠠᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ  

︾ (

《 

双
渓
酔
隠
集 

》 ) ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠨᠣᠮ ᠳᠤ 

︽ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠪᠣᠯ 
ᠤᠶᠢᠭᠤᠷ ᠤᠨ ᠡᠬᠡ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ  

︾ ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠶᠸᠯᠢᠦᠢ ᠵᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ 

ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠯᠲᠡ ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠲᠡᠷᠡ ᠬᠦ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠨᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠨᠡᠨ 
ᠲᠠᠢ ᠣᠶᠢᠷᠠᠲᠤᠨ ᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ

 ᠦ
ᠵᠡᠳᠡᠭ 

﹇21

﹈ ᠃
 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ 
ᠪᠣᠯ 13  ᠳᠤᠭᠠᠷ 

ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ 
ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ 

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ 

ᠥ
ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠭᠡᠨᠡᠳᠲᠡ ᠪᠡᠷ ᠢᠯᠡᠷᠡᠨ ᠭᠠᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠣᠮᠣ ᠬᠣᠲᠠ 

ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠠᠬᠢ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠠᠭᠠᠳ

 ᠢᠵᠠᠭᠤᠷᠲᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠠᠵᠤ 

ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢᠳ
 ᠦᠨ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠯ ᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠲᠠᠲᠠᠳᠠᠭ ᠃

 ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠥ
ᠭᠡᠳᠡᠢ 

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠠᠬᠢ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠬᠤ ᠨᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠨ ᠡ 
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ᠥ
ᠷᠲᠡᠭ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ
 ᠥ

ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠳᠡᠮᠡᠢ 
ᠤᠳᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠭᠠᠲᠠᠳᠠᠭ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠭᠡᠵᠦ ᠦ
ᠵᠡᠳᠡᠭ ᠃

 ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠥ
ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠡᠷᠭᠢᠨ 

ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠳᠤ ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠤᠯᠠᠷᠢᠯ ᠤᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠣᠲᠣᠷ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠦᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠪᠡᠷ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠪᠠᠷᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠨᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠡᠴᠠ ᠶᠤᠮ ᠃ ᠬᠠᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠡᠬᠢᠨ 
ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠵᠤᠨ ᠤ ᠡᠬᠢᠨ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠣᠬᠣᠷ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠰᠠᠭᠠᠲᠠᠵᠤ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠠᠵᠢᠯ ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ ᠦ 
ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠰᠢᠯᠵᠢᠳᠡᠭ ᠃

 ᠬᠠᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠢ ᠨᠢ 

︽ ᠭᠡᠭᠡᠨ ᠴᠠᠭᠠᠨ 
ᠣᠷᠳᠣᠨ 

︾ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠃
 ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠨᠢ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠡᠴᠠ ᠬᠣᠶᠢᠰᠢ ᠨᠢᠭᠡ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠦᠨ 

ᠵᠠᠢ ᠲᠠᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ 1237  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠢᠰᠯᠠᠮ ᠤᠷᠠᠴᠤᠳ
 ᠪᠠᠷᠢᠵᠠᠢ ᠃

 ᠬᠠᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠤᠯᠠᠷᠢᠯ ᠤᠨ 
ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠨᠢ ᠠᠩ ᠠᠪᠠ ᠬᠢᠬᠦ ᠳᠦ ᠶᠡᠬᠡ ᠯᠡ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠮᠵᠢᠲᠠᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠃

 
ᠬᠠᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠤ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠨᠢ ᠠᠷᠤ ᠬᠠᠩᠭ

ᠠᠢ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠬᠣᠲᠣᠩ ᠰᠤᠮᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠨᠠᠭᠤᠷ ᠤᠨ 
ᠣᠶᠢᠷᠠᠯᠴᠠᠭᠠᠬᠢ ᠳᠣᠪᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠷᠣᠢ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠢ 

ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ 
ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠡᠢ ᠃

 ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠨᠢ  

︽ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠷ  

︾ ᠤᠨ 

︽ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠵᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠣᠶᠢᠯᠠᠯᠭ ᠠ  

︾ ᠳᠠᠬᠢ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠯᠦᠭᠡ ᠨᠡᠶᠢᠴᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 1252  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢᠶᠠᠷ 

ᠠᠶᠢᠯᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠫᠸᠷᠰ ᠦᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢ ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ  

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ

 

︾ 
ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠪᠦ

ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠳᠡᠬᠡᠨ 
︽ ᠬᠢᠲᠠᠳ

 ᠤᠷᠠᠴᠤᠳ
 ᠤᠨ ᠪᠠᠷᠢᠭᠰᠠᠨ ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠠᠮᠤᠭᠤᠯᠠᠩ 

ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠢ ᠥ
ᠯᠥ ᠲᠣᠭᠣᠮᠰᠠᠷᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠢᠰᠯᠠᠮ ᠤᠷᠠᠴᠤᠳ

 ᠬᠠᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠢ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠠᠷᠢᠵᠠᠢ  

︾ 

﹇
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﹈ ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠥ

ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠨᠢ 

︽ 
ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠷ  

︾ ᠪᠣᠯᠣᠨ 

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠵᠡᠷᠭᠡ 
ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠤᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠯᠦᠭᠡ ᠪᠦ

ᠷᠢᠮᠦᠰᠦᠨ ᠨᠡᠶᠢᠴᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 1253 ᠣᠨ ᠤ 

12 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠡᠴᠠ ᠡᠮᠦᠨᠡᠰᠢ 10  ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠦᠨ ᠵᠠᠢ ᠲᠠᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠣ ᠮᠥᠩᠬᠡ 
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠳᠤ ᠷᠦᠪᠷᠦᠭ ᠠᠶᠢᠯᠴᠢᠯᠠᠵᠠᠢ ᠃

 ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠳᠤ 
ᠨᠢ ᠭᠠᠳᠠᠭᠠᠳᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠯᠴᠢᠨ ᠢ ᠬᠦ

ᠯᠢᠶᠡᠨ ᠠᠪᠬᠤ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠲᠠᠢ ᠂ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠥ
ᠪᠡᠭᠦᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ 

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠲᠤᠨ ᠦ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠲᠠᠢ ᠃
 ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠤ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠡᠲᠡᠭᠡᠳ ᠲᠣ ᠨᠢ ᠾᠷᠢᠰᠲ᠋ᠣᠰ ᠤᠨ 

ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠤ ᠰᠦᠮ ᠡ ᠪᠠᠰᠠ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃
 ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠨᠢ ᠪᠠᠭᠠᠬᠠᠨ ᠰᠢᠭ ᠬᠣᠲᠠ ᠵᠡᠭᠡᠯᠢ ᠲᠠᠢ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠤᠳ ᠢ ᠷᠦᠪᠷᠦᠭ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠵᠡᠢ 

﹇23

﹈ ᠃
   ᠵᠢᠷᠤᠭ 

3 
ᠫᠯᠠᠨᠤ᠋ 

ᠺᠠᠷᠫᠢᠨᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠤᠯᠤᠰ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠢᠶᠠᠷ 

ᠠᠶᠠᠯᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠵᠠᠮ 

ᠱᠤᠭᠤᠮ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ 

﹇24

﹈ 
 

ᠵᠤᠨ 
ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠳᠤ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠡᠴᠠ ᠡᠮᠦᠨᠡᠭᠦᠷ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ 
ᠠᠭᠤᠯᠠᠨ ᠳᠤ 

︽ 
ᠰᠢᠷ ᠠ ᠣᠷᠳᠣ 

︾

 
ᠪᠠᠷᠢᠵᠤ 

ᠵᠤᠨᠵᠢᠵᠤ 
ᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠭ ᠃

 ᠲᠡᠷᠡ ᠬᠦ 

︽ ᠰᠢᠷ ᠠ 
ᠣᠷᠳᠣ  

︾ ᠨᠢ ᠮᠢᠩᠭ
ᠠᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠢ 
ᠪᠠᠭᠲᠠᠭᠠᠵᠤ 

ᠳᠡᠶᠢᠯᠬᠦ 
ᠠᠭᠤᠵᠢᠮ 

ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠣᠷᠳᠣ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠰᠢᠷ ᠠ 

ᠣᠷᠳᠣ ᠨᠢ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠡᠴᠠ ᠡᠮᠦᠨᠡᠰᠢ  
20  ᠺᠢᠯᠣᠮᠧᠲ᠋ᠷ ᠵᠠᠢ ᠲᠠᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ 

ᠲᠣ ᠂ ᠣᠳᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠬᠠᠩᠭ

ᠠᠢ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠬᠤᠵᠢᠷᠲᠤ ᠰᠤᠮᠤᠨ ᠳᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 1246  ᠣᠨ ᠳᠤ 

ᠢᠲ᠋ᠠᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠴᠢ ᠫᠯᠠᠨᠤ᠋ ᠺᠠᠷᠫᠢᠨᠢ ( Iohannes de Plano Carpini, 
1182-1252 ) ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠡᠯᠴᠢᠯᠡᠨ ᠵᠢᠭᠤᠯᠴᠢᠯᠠᠵᠤ 

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯᠴᠤᠳ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠪᠤᠶᠤ 

︽ ᠺᠠᠷᠫᠢᠨᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠶᠠᠯᠠᠯ ᠤᠨ  ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ  

︾ ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠨᠣᠮ ᠢ ᠪᠢᠴᠢᠵᠡᠢ ᠃
 ᠡᠨᠡ ᠠᠶᠠᠨ ᠤ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠳᠡᠬᠡᠨ 
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ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠦ ᠦ
ᠵᠡᠵᠦ  ᠰᠣᠨᠣᠰᠤᠭᠰᠠᠨ ᠵᠦᠢᠯ ᠪᠠ

 ᠭᠦ
ᠶᠦᠭ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠤ 

ᠰᠠᠭᠤᠬᠤ ᠶᠣᠰᠣᠯᠠᠯ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠭᠰᠠᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ  ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠨᠤᠭᠤᠳ
 ᠢ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠵᠡᠢ 

︵ ᠵᠢᠷᠤᠭ 3

︶ ᠃
 ᠭᠦ

ᠶᠦᠭ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠢᠵᠠᠭᠤᠷᠲᠠᠳ

 ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠤᠷᠠᠯᠲᠠᠢ ᠪᠠᠷ  ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠤ 
ᠰᠣᠩᠭ

ᠣᠭᠳᠠᠨ ᠭᠠᠷᠴᠠᠢ ᠃
 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠡᠴᠠ ᠡᠮᠦᠨᠡᠰᠢ 15-20  ᠺᠢᠯᠣᠮᠧᠲ᠋ᠷ ᠵᠠᠢ ᠲᠠᠢ ᠂  ᠠᠭᠤᠯᠠᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠᠭᠤᠷ 

ᠤᠷᠤᠰᠬᠤ ᠭᠣᠣᠯ ᠤᠨ ᠬᠥ
ᠪᠡᠭᠡᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠪᠠᠷᠢᠭᠰᠠᠨ ᠠᠯᠲᠠᠨ ᠰᠢᠷᠭᠠᠯ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠳᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ  ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠭᠦ

ᠶᠦᠭ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠰᠢᠷᠡᠭᠡᠨ ᠳᠤ ᠰᠠᠭᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ 

﹇25

﹈ ᠃ 
ᠨᠠᠮᠤᠷ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠬᠥ

ᠬᠡ ᠨᠠᠭᠤᠷ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠨᠠᠮᠤᠷᠵᠢᠵᠤ ᠂ ᠡᠪᠦᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠡᠴᠠ 
10  ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠦᠨ ᠵᠠᠢ ᠲᠠᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠣ ᠡᠪᠦᠯᠵᠢᠳᠡᠭ ᠃

 ᠡᠪᠦᠯ ᠦᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠢ ᠨᠢ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠬᠠᠩᠭ

ᠠᠢ 
ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠥ

ᠯᠵᠡᠶᠢᠲᠦ ᠰᠤᠮᠤᠨ ᠤ ᠲᠥᠪ ᠦᠨ ᠣᠶᠢᠷᠠᠯᠴᠠᠭᠠᠬᠢ ᠰᠠᠩ ᠤᠨ ᠳᠠᠯᠠᠢ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠭᠡᠵᠦ 
ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠬᠢᠴᠢᠳ

 ᠦ
ᠵᠡᠳᠡᠭ ᠃ ᠡᠪᠦᠯ ᠦᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠨᠢ ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠬᠠᠩᠭ
ᠠᠢ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠠᠨ ᠬᠣᠩᠭ

ᠣᠷ 
ᠰᠤᠮᠤᠨ ᠳᠠᠬᠢ ᠱᠠᠭᠠᠵᠠᠩ ᠬᠣᠲᠠ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠥ
ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠡᠨᠡ 

ᠮᠡᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠡᠷᠭᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠳᠦ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠤ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠪᠡᠷ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠵᠠᠰᠠᠭᠯᠠᠳᠠᠭ 
ᠠᠷᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠭᠦ

ᠶᠦᠭ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠮᠥᠨ ᠠᠳᠠᠯᠢᠬᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠨ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ 

﹇26

﹈ ᠃ 

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ
 

︾ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ 13  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ 
ᠫᠸᠷᠰ ᠦᠨ 

ᠤᠯᠤᠰ 
ᠲᠥᠷᠥᠴᠢ 

ᠪᠥ
ᠭᠡᠳ 

ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢ 
ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ 

( 
Atâ-M

alek 
Juvayni,1226-1283 ) ᠬᠣᠷᠢᠭᠠᠳ

 ᠨᠠᠰᠤᠲᠠᠢ ᠭᠠᠯ ᠵᠠᠯᠠᠭᠤ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠭᠤᠷᠪᠠ ᠤᠳᠠᠭ ᠠ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠡᠯᠴᠢ ᠪᠡᠷ ᠲᠣᠮᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠨ ᠢᠷᠡᠵᠦ ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠷᠠᠳᠠᠵᠠᠢ ᠃

 ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ ᠲᠤᠰᠪᠦᠷᠢ 
1246-1247  ᠣᠨ ᠂  1249-1251 ᠣᠨ ᠂ 1251-1253  ᠣᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 
ᠢᠩᠭᠢᠭᠡᠳ

 ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠵᠢᠭᠤᠯᠴᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠂ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠂ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠪᠠ

 ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠨᠢᠳᠦ ᠪᠡᠷ ᠢᠶ ᠡᠨ 
ᠦ

ᠵᠡᠵᠦ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠣᠶᠢᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠭᠠᠶᠢᠬᠠᠮᠰᠢᠭᠲᠤ ᠠᠭᠤᠤ 

ᠲᠥᠷᠬᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠢᠳᠦ ᠪᠡᠷ ᠦ
ᠵᠡᠵᠦ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯ ᠲᠠᠲᠠᠭᠳᠠᠬᠤ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠠᠷ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠨᠣᠮ ᠪᠢᠴᠢᠬᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠣᠷᠢᠵᠠᠢ ᠃

 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠠᠬᠢ ᠭᠤᠷᠪᠠ ᠤᠳᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠶᠢᠯᠴᠢᠯᠠᠯ ᠨᠢ 
ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠳᠦ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠲᠠᠢ ᠲᠠᠨᠢᠯᠴᠠᠬᠤ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠠᠪᠰᠢᠶᠠᠨ ᠢ ᠣᠯᠭᠣᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠠᠷ ᠤᠷᠢᠳ 
ᠬᠣᠵᠢᠳ

 8 ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠴᠠᠭ ᠢ ᠵᠠᠷᠤᠴᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠳ
 1260 ᠣᠨ ᠳᠤ 3 ᠪᠣᠳᠢ ᠪᠠᠷ ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠦᠭᠰᠡᠨ  

︽ 
ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ

 

︾ ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠨᠣᠮ ᠢ ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠠᠢ 
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ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ  

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ
 

︾ ᠳᠠᠬᠢ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ 
ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠨᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠨᠡᠨ ᠪᠣᠳᠠᠲᠠᠢ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠯᠤᠭ ᠠ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠨᠡᠶᠢᠴᠡᠨ ᠡ ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢᠳ 
ᠦ

ᠵᠡᠳᠡᠭ ᠃ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠪᠣᠯ ᠥ
ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠂ ᠭᠦ

ᠶᠦᠭ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠂ ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ 13  
ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠭᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠪᠠᠷᠢᠵᠤ ᠵᠠᠰᠠᠭ 
ᠵᠠᠰᠠᠭᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠨ ᠲᠤᠤᠱᠲᠠᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠲᠥᠪ 
ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠳᠡᠬᠢ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠶᠡᠬᠡ ᠲᠠᠢ ᠲᠣᠮᠣᠬᠠᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ 
ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠴᠢᠨ ᠦ ᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠳᠠᠪᠰᠢᠩᠭ
ᠤᠢ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠲᠧᠭᠨᠢᠭ 

ᠬᠤᠷᠠᠨ ᠴᠤᠭᠯᠠᠷᠠᠵᠤ ᠂ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠡᠴᠠ ᠡᠯᠴᠢ ᠵᠢᠭᠤᠯᠴᠢᠨ ᠵᠣᠷᠴᠢᠵᠤ ᠂ ᠠᠷᠠᠯᠵᠢᠶ ᠠ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠭ ᠠ 
ᠪᠠ

 ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠶᠡᠨᠲᠡᠢ ᠶᠠᠪᠤᠭᠳᠠᠵᠤ ᠂ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠵᠠᠰᠠᠭ 
ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠂ ᠭᠠᠳᠠᠭᠠᠳᠤ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠥᠪ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠯᠲᠡ ᠲᠠᠢ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃ ᠶᠠᠮᠠᠷ 
ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠶᠠᠭᠤᠮ ᠠ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠭᠡᠳ ᠣᠷᠭᠢᠯ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠲᠤᠯᠪᠠᠯ ᠵᠠᠪᠠᠯ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠰᠢᠯᠵᠢᠳᠡᠭ ᠨᠢ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠢᠮ ᠡ ᠶᠣᠰᠣ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠴᠤ ᠮᠥᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠵᠢᠮ ᠡ ᠶᠣᠰᠣ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃ 

1259 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠭᠡᠨᠡᠳᠲᠡ ᠲᠠᠭᠠᠯᠠᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ ᠰᠠᠬᠢᠵᠤ 

ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠬᠤᠪᠢᠯᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠡᠭᠦᠦ ᠠᠷᠢᠭᠪᠦ᠋

ᠬᠡ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠬᠢᠲᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠣᠷᠣᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠯᠳᠤᠵᠤ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠬᠤᠪᠢᠯᠠᠢ ᠠᠬ ᠠ ᠳᠡᠭᠦᠦ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠤᠨ  ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠪᠤᠯᠢᠶᠠᠯᠳᠤᠬᠤ ᠮᠠᠷᠭᠤᠭᠠᠨ 
ᠡᠭᠦᠰᠴᠦ ᠂ 1260 ᠣᠨ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ ᠳᠣᠲᠣᠭᠠᠳᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠶᠢᠨ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
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ᠬᠤᠪᠢᠯᠠᠢ ᠳᠠᠪᠠᠭᠤᠯᠢᠭ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠡᠵᠡᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠷᠤᠭᠤ ᠬᠦ
ᠷᠭᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠡᠳ᠋ 

ᠪᠣᠳᠠᠰ ᠲᠠᠰᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠡᠴᠠ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠬᠠᠭᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠳᠤ 
ᠣᠷᠣᠵᠠᠢ ᠃

 1264  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠠᠷᠢᠭᠪᠦ᠋
ᠬᠡ ᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠭᠤᠵᠤ ᠥ

ᠭᠭᠦᠭᠰᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠳᠣᠲᠣᠭᠠᠳᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠳᠠᠶᠢᠨ ᠲᠡᠭᠦᠰᠴᠡᠢ ᠃

 ᠢᠩᠭᠢᠭᠡᠳ
 ᠬᠤᠪᠢᠯᠠᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠺᠠᠢ ᠫᠢᠩ ᠹᠦ᠋
 ( 

開

平
府 ) ᠶ᠋ᠢ ᠱᠠᠩᠳᠤ ( 

上
都 ) ᠬᠡᠮᠡᠨ ᠨᠡᠷᠡᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠠᠢ ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠪᠣᠯᠵᠤ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠲᠠᠢ ᠬᠣᠲᠠ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠵᠠᠢ ᠃
 ᠬᠤᠪᠢᠯᠠᠢ 1267 ᠣᠨ ᠡᠴᠠ 

ᠳᠠᠶᠢᠳᠦ ᠬᠣᠲᠠ  ( 

大
都 ) ᠶ᠋ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠡᠬᠢᠯᠡᠵᠡᠢ ᠃

 1271 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠴᠣᠯᠠ ᠪᠠᠨ ᠶᠡᠬᠡ 
ᠶᠤᠸᠠᠨ (

大
元 ) ᠬᠡᠮᠡᠨ ᠥ

ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠵᠡᠢ ᠃
 ᠪᠡᠭᠡᠵᠢᠩ

 ( 

北
京 ) ᠪᠣᠯ ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠳᠠᠶᠢᠳᠤ ᠬᠣᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠨ ᠲᠣᠮᠣᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠣᠲᠠ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ 
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﹈ ᠃ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠳᠠᠶᠢᠨ ᠳᠠᠵᠢᠨ ᠤ ᠰᠢᠭᠤᠳ

 ᠬᠣᠬᠢᠷᠠᠯ ᠳᠦ ᠥ
ᠷᠲᠥᠭᠰᠡᠨ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠤᠤᠯ ᠤᠨ 
ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠪᠠᠨ ᠠᠯᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠡᠴᠠ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠬᠣᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠵᠡᠭᠦᠶᠢᠷᠡᠯ ᠪᠠ

 ᠳᠣᠷᠣᠶᠢᠲᠠᠯ ᠨᠢ 
ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ

 ᠶᠡᠬᠡ ᠲᠦᠷᠭᠡᠰᠴᠡᠢ ᠃ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠶᠣᠰᠣᠨ ᠤ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭ ᠠ 

ᠪᠠ
 ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠦᠨ ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠢ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃
 ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠬᠠᠶᠢᠳᠤ 

( 1235-
1301 ) ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠷᠪᠠᠯᠭᠠᠨ ᠢ ᠲᠦᠪᠰᠢᠳᠬᠡᠬᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠰᠠᠭᠤᠯᠭᠠᠬᠤ ᠪᠤᠶᠤ 
ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠦᠨ ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ ᠃

 1281 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ 
ᠵᠢᠩᠬᠢᠨᠢ ᠪᠡᠷ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠦᠨ ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠠᠢ ᠃

 ᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠣᠷᠣᠨ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠲᠠᠢ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠣᠲᠠ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠵᠠᠢ ᠃

 1299 ᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ 
ᠥ

ᠷᠭᠡᠳᠬᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠪᠦ
ᠬᠦᠯᠢ 10 ᠵᠢᠯ ᠶᠠᠪᠤᠭᠳᠠᠵᠠᠢ ᠃

 ᠥ
ᠷᠭᠡᠳᠬᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ 7-8 ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠬᠤ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠥᠰᠥᠭᠡᠯᠡᠳᠡᠭ ᠃

 14 ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ 
ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠷᠦᠪᠷᠦᠭ ᠦᠨ ᠠᠶᠢᠯᠴᠢᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ 13  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠᠴᠢ 
ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠢ ᠯᠦᠭᠡ ᠣᠨᠴᠣᠭᠤᠢ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠣᠯᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ 

ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠬᠥ

ᠮᠥᠰ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠬᠤ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢᠳ
 ᠦ

ᠵᠡᠳᠡᠭ 

﹇29

﹈ 
᠃

 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠮᠥᠨ ᠢᠰᠯᠠᠮ ᠤᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠤ ᠰᠦᠮ ᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠡᠮᠡᠵᠦ ᠪᠠᠷᠢᠵᠠᠢ ᠃
 ᠢᠰᠯᠠᠮ ᠤᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠤ 

ᠭᠦ
ᠨᠵᠡᠭᠡᠶᠢᠷᠡᠬᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ 

ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠢᠭᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠢ ᠢᠯᠡᠷᠬᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠳ᠋ ᠥ
ᠯᠥᠭ ᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠢ 

ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠡᠢ 
﹇30

﹈ ᠃ 
1350   ᠭᠠᠳ ᠣᠨ ᠤ ᠦᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠭᠠᠩ ᠭᠠᠴᠢᠭ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠶᠡᠬᠡᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠡᠯ ᠡᠭᠠᠵᠠᠷ ᠢᠶᠠᠷ 

ᠶᠠᠩᠵᠤ ᠪᠦ
ᠷᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠷᠪᠠᠯᠭᠠᠨ ᠰᠠᠮᠠᠭᠤᠨ ᠡᠭᠦᠰᠴᠦ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠭᠥ

ᠷᠥᠨ ᠦ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ  ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠪᠠ 
ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠮᠵᠢ ᠨᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠤᠨ ᠪᠤᠰᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠵᠠᠢ ᠃

 1368  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠵᠤ 
ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠵᠠᠩ ᠦᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠳᠠᠶᠢᠳᠦ ᠳᠤ ᠲᠦᠷᠢᠨ ᠣᠷᠣᠵᠤ ᠂ 100  ᠰᠢᠬᠠᠮ ᠵᠢᠯ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠤ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠨᠢᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠦ ᠲᠥᠷᠥ ᠬᠡᠯᠮᠡᠭᠳᠡᠯ ᠳᠦ ᠣᠷᠣᠵᠠᠢ ᠃
 ᠲᠣᠭᠤᠭᠠᠨᠲᠡᠮᠦᠷ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠤᠷᠤᠭᠤ ᠪᠠᠨ ᠤᠬᠤᠷᠢᠵᠤ ᠂ ᠢᠩᠴᠠᠩ ᠹᠦ᠋ (

応
昌
府 ) ᠪᠤᠶᠤ ᠪᠠᠷᠰ ᠬᠣᠲᠠ ᠳᠤ ᠢᠷᠡᠵᠦ 

ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠮᠣᠷᠢ ᠪᠠᠨ ᠲᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠨ ᠮᠢᠩ ᠦᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠯᠳᠤᠵᠠᠢ ᠃
1370 ᠣᠨ ᠤ  5 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ  

25 ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠂ ᠲᠣᠭᠤᠭᠠᠨᠲᠡᠮᠦᠷ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠲᠠᠭᠠᠯᠠᠯ ᠲᠡᠭᠦᠰᠬᠦ ᠳᠦ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠥ
ᠪᠡᠭᠦᠨ ᠠᠶᠤᠰᠢᠷᠢᠳᠠᠷᠠ 

(1340-1378) ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠤ ᠰᠠᠭᠤᠵᠤ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠪᠠᠷᠢᠪᠠ ᠃
 ᠤᠳᠠᠯ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠮᠢᠩ ᠦᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ 
ᠲᠣ ᠤᠤᠯᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠲᠡᠷᠡ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠠᠩᠭᠢ ᠪᠠᠨ ᠠᠪᠴᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠬᠦ

ᠷᠴᠤ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠮᠣᠷᠢ ᠪᠠᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠨ ᠲᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠵᠦ ᠬᠦ

ᠴᠦᠨ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠰᠡᠯᠪᠢᠵᠡᠢ ᠃
 1378 ᠣᠨ ᠤ  5 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 10 ᠦ ᠡᠳᠦᠷ 

ᠠᠶᠤᠰᠢᠷᠢᠳᠠᠷᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠲᠠᠭᠠᠯᠠᠯ ᠲᠡᠭᠦᠰᠴᠡᠢ ᠃
 ᠠᠶᠤᠰᠢᠷᠢᠳᠠᠷᠨ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠬᠡ ᠥ

ᠭᠡᠷ ᠡ ᠳᠡᠭᠦᠦ 
ᠲᠡᠭᠦᠰᠲᠡᠮᠦᠷ (1342-1388) ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠢ ᠵᠠᠯᠭᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠵᠤ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠪᠠᠷᠢᠵᠠᠢ ᠃

 ᠢᠩᠭᠢᠭᠡᠳ
 

1388 ᠣᠨ ᠤ 11 ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ  1 ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠡᠭᠦᠰᠲᠡᠮᠦᠷ ᠬᠣᠣᠷᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠵᠠᠭᠤᠷᠠᠳᠤ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠯᠢᠵᠠᠢ ᠃
 

ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠯ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠪᠡᠯᠭᠡᠳᠡᠯ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠰᠡᠬᠦᠶᠢᠨ 
ᠪᠣᠰᠴᠤ  ᠂ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠂ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠰᠢᠲᠦᠯᠭᠡ ᠂ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠳᠠᠶᠢᠨ ᠂ 
ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠥᠪ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠨ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢᠩᠭᠢᠵᠦ 160 ᠭᠠᠷᠤᠢ 
ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠲᠦ ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ ᠪᠡᠨ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠲᠥᠷᠥᠯᠬᠢᠲᠡᠨ ᠦ ᠠᠯᠢᠪᠠ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠮᠠᠨᠳᠤᠯ 
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ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠵᠢᠮ ᠡ ᠶᠣᠰᠣ ᠪᠠᠷ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠮᠠᠨᠠᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠵᠠᠮᠬᠠᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃ 
ᠳᠠᠶᠢᠳᠦ ᠡᠴᠠ ᠤᠬᠤᠷᠢᠨ ᠭᠠᠷᠴᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠲᠡᠬᠡᠨ ᠪᠤᠴᠠᠨ ᠢᠷᠡᠭᠡᠳ

 ᠴᠡᠷᠢᠭ 
ᠮᠣᠷᠢ ᠪᠠᠨ ᠲᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠵᠦ ᠮᠢᠩ ᠦᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠯᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠲᠣᠭᠤᠭᠠᠨᠲᠡᠮᠦᠷ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠂ ᠠᠶᠤᠰᠢᠷᠢᠳᠠᠷᠠ 
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠰᠲᠡᠮᠦᠷ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠤᠮᠠᠷᠠᠲᠤ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ( N
orthern 

Yuan dynasty ) ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠪᠥ
ᠭᠡᠳ

 ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠢ ᠤᠮᠠᠷᠠᠲᠤ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ 
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠭᠡᠳᠡᠭ 

﹇31

﹈ ᠃ 
ᠤᠮᠠᠷᠠᠲᠤ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠮᠢᠩ ᠤᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠢ ᠡᠰᠡᠷᠭᠦᠴᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠯᠳᠤᠬᠤ ᠴᠠᠶᠢᠵᠠ 
ᠪᠡᠬᠢᠯᠡᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠠᠷᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠣᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠷᠳᠡᠨᠢ ᠵᠤᠤ ᠬᠡᠶᠢᠳ
 ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠣᠯ ᠳᠠᠷᠤᠢ 

ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠴᠠᠶᠢᠵᠠ ᠪᠡᠬᠢᠯᠡᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ
 ᠦ

ᠵᠡᠳᠡᠭ ᠃
 

ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠴᠠᠶᠢᠵᠠ ᠪᠡᠬᠢᠯᠡᠯᠲᠡ ᠨᠦᠭᠥᠳ
 ᠦᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠨᠢ ᠡᠳᠦᠭᠡ ᠴᠤ ᠮᠥᠨ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠵᠤ 

ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠨᠡᠨ ᠢ ᠴᠢᠮᠡᠭᠡ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠬᠦ
ᠦᠷᠨᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠬᠥ

ᠰᠢᠶ ᠡ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠵᠡᠢ
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﹈᠃ 
      
ᠭᠤᠷᠪᠡ

 ᠂ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠪᠣᠯ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ  
ᠡᠨᠧᠷᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠥᠪ ᠮᠥᠨ 

 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠬᠣᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠭᠠᠯᠭ ᠠ ᠡᠭᠦᠳᠡ ᠪᠠᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠮᠠᠯ ᠨᠢ ᠪᠠᠯᠠᠷᠠᠵᠤ ᠰᠦᠢᠷᠡᠵᠤ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ 
ᠶᠢᠷᠲᠢᠨᠴᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠰᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠠᠷᠴᠢᠭᠳᠠᠭᠠᠳ

 ᠣᠨ ᠤᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠡᠴᠠ 
ᠡᠷᠲᠡᠨ ᠦ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯᠲᠤ ᠡᠳ᠋ ᠥ

ᠯᠥᠭ ᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠮᠠᠯᠲᠠᠨ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠢᠵᠢ ᠪᠦ

ᠷᠢᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠂ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠡᠰᠢᠲᠦ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ 
ᠵᠢᠴᠢ ᠤᠮᠠᠷᠠᠲᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠤᠤᠭᠠᠯ ᠰᠢᠨᠵᠢ 

ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠮᠡᠯ ᠴᠢᠨᠠᠷ 

( O
riginal 

O
neness ) ᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ

 ᠣᠯᠠᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠬᠠᠷᠠᠭᠠᠰᠤ ᠡᠴᠠ ᠴᠥᠬᠥᠷᠡᠯ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠡᠯᠪᠡᠭ ᠠᠮᠵᠢᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠣᠯᠵᠤ 

ᠬᠥ
ᠮᠥᠨ 

ᠲᠥᠷᠥᠯᠬᠢᠲᠡᠨ ᠦ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠥᠷᠡᠨ ᠳᠦ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠴᠤ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠳᠤᠰᠤᠯ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠨᠡᠮᠡᠷᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠭᠡᠷ 
ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠠᠮᠵᠢᠯᠲᠠ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠦᠳ

 ᠦᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠴᠥᠮ ᠡ ᠨᠢ ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ 
ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠩᠭ

ᠤᠢ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠪᠣᠯ ᠮᠥᠨ 

ᠴᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠭᠡᠷᠡᠯᠲᠦ ᠴᠠᠮᠬᠠᠭ ᠤᠨ ᠡᠭᠦᠷᠭᠡᠴᠢᠯᠡᠯ ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ 
ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠤ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠤᠳ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠭᠳᠡᠨ ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠠᠰᠤᠭ ᠪᠤᠰᠤᠭ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ 

ᠪᠠ
 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠡᠴᠠ ᠮᠠᠯᠲᠠᠨ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠬᠠᠭᠠᠷᠬᠠᠢ ᠬᠡᠯᠲᠡᠷᠬᠡᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠡᠳ᠋ 

ᠥ
ᠯᠥᠭ ᠦᠳ ᠢ ᠬᠡᠴᠢᠨᠡᠨ ᠡᠪᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠵᠦᠢᠪᠡᠴᠦ ᠪᠦ

ᠷᠢᠨ ᠪᠦ
ᠲᠦᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠲᠥᠷᠬᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠱᠤᠭᠤᠵᠤ 

ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠬᠦ

ᠴᠢᠷ ᠲᠠᠢ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠬᠡᠳᠦᠢ ᠲᠡᠶᠢᠮᠦ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠬᠥ

ᠷᠥᠰᠥᠨ ᠳᠣᠣᠷ ᠠ 
ᠰᠢᠩᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠡᠷᠲᠡᠨ ᠤ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠴᠢᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠤᠷ ᠠ ᠴᠢᠳᠠᠯ ᠪᠠ
 ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠦ

ᠨ ᠳᠠᠯᠠᠢ 
ᠨᠢ ᠬᠡᠵᠢᠶᠡᠳᠡ ᠳᠤᠨᠳᠠᠷᠠᠰᠢ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠳᠦᠭᠦᠷᠡᠩ ᠬᠡᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠶᠤᠮ ᠃ ᠡᠨᠡ ᠪᠣᠯ ᠳᠠᠷᠤᠢ  
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤ ᠡᠨᠧᠷᠭᠢ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠲᠡᠷᠡ ᠬᠦ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠨᠧᠷᠭᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠢᠳᠡ 
ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠶᠣᠰᠣ ᠪᠠᠷ ᠵᠥᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠠᠭᠤᠳᠠᠯᠵᠤ ᠂ ᠵᠥᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠲᠠᠨᠢᠵᠤ ᠂ ᠵᠥᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠲᠠᠶᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠬᠤ 
ᠨᠢ ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠣᠳᠤ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠦᠭ ᠰᠦᠨᠡᠰᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠢᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠥᠪ ᠭᠣᠣᠯᠴᠢ ᠪᠥ
ᠭᠡᠳ

 ᠬᠦ
ᠴᠢᠷ 

ᠪᠡᠷᠬᠡᠰᠢᠶᠡᠯᠲᠡᠢ ᠠᠵᠢᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠲᠥᠪ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠣᠷᠣᠰᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠡᠷᠲᠡᠨ ᠦ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠵᠦᠭ ᠲᠣ 
ᠨᠡᠪᠲᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠵᠠᠮ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠲᠥᠪ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃

 ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠥ
ᠨᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ 

ᠨᠢ ᠡᠷᠲᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠠᠪᠤᠭᠠᠳ
 ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠴᠢᠨ ᠦ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠨᠦᠭᠥᠳ
 ᠤᠨ 

ᠥ
ᠯᠥᠭᠡᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠠᠷᠢᠭᠤᠨ ᠲᠠᠭᠱᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠾᠦᠩᠨᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠠᠨ 
ᠢᠦᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠂ ᠲᠥᠷᠬᠦᠳ

 ᠤᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠦ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠨᠢ ᠴᠥᠮ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ 
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ᠬᠦ
ᠨᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠣ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠤᠶᠢᠭᠤᠷ ᠤᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠦᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠦ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ 
ᠣᠷᠳᠣ ᠪᠠᠯᠢᠭ ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠬᠰᠨ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ 
ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠤ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠪᠠᠭᠤᠴᠠ ᠨᠢ ᠮᠥᠨ ᠢᠯᠠ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠬᠡᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠦ

ᠯᠡᠳᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃
 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠵᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠴᠠ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠯ ᠡᠴᠠ ᠨᠢ ᠦ
ᠵᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠤ ᠂ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠲᠠᠯ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠦ
ᠵᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ 

ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠵᠠᠰᠠᠭᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠴᠢᠨ ᠦ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠪᠠ
 ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠥᠪ 

ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠥ
ᠯᠵᠡᠢ ᠪᠡᠯᠭᠡᠳᠡᠯᠲᠦ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃ ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ 
ᠨᠢ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠦᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠢᠶᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠢ ᠡᠷᠬᠡᠰᠢᠶᠡᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠬᠤ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ 

ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ 

﹇33

﹈ ᠃ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠪᠣᠯ ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠮᠠᠨᠳᠤᠵᠤ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠵᠤ ᠭᠦ

ᠢᠴᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠣᠮᠣᠬᠠᠨ 
ᠬᠣᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 2020  ᠣᠨ ᠪᠣᠯ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠬᠣᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ  
800 ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠣᠢ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠂ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ 1220  ᠣᠨ ᠳᠤ 
ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠲᠠᠯᠪᠢᠵᠠᠢ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠯ ᠲᠠᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠶᠤᠮ 

﹇34

﹈ ᠃
 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠬᠠᠭᠤᠴᠢ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠡᠴᠠ ᠪᠢᠳᠡ ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ ᠨᠢᠭᠤᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠂ ᠪᠤᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ 
ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠂ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠂ ᠰᠤᠷᠠᠭ ᠵᠠᠩᠭᠢ ᠂ ᠦ
ᠨᠡᠲᠦ 

ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠵᠢᠴᠢ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠶᠠᠩᠵᠤᠲᠤ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢ ᠬᠠᠶᠢᠨ ᠰᠦᠪᠡᠭᠴᠢᠯᠡᠵᠦ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠢᠶ ᠡᠷ 
ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠦ ᠡᠯ ᠡ ᠬᠠᠭᠠᠳ

 ᠂ ᠢᠵᠠᠭᠤᠷᠲᠠᠳ
 ᠂ 

ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠴᠢᠨ ᠦ ᠲᠥᠷᠥ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯ ᠢ ᠰᠦᠪᠡᠭᠴᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠣᠳᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠯᠤᠰ 

ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠭᠡᠳᠡᠷᠡᠭᠡᠨ ᠪᠤᠶᠤ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠦᠢᠷᠡᠯ ᠳᠦ ᠦ
ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠲᠥᠷᠥᠯᠬᠢᠲᠡᠨ ᠦ 
ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠢ ᠠᠪᠤᠷᠠᠬᠤ ᠂ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠢ ᠠᠪᠤᠷᠠᠬᠤ ᠪᠤᠶᠤ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠢ ᠪᠦ

ᠲᠦᠭᠡᠬᠦ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠲᠣᠭᠲᠠᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃ 
2006 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠣ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ 800 ᠵᠢᠯ ᠦᠨ 

ᠣᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠡᠷ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠵᠡᠢ ᠃
 ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠣᠷᠣᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠮᠥᠨ ᠶᠠᠩᠵᠤ 

ᠪᠦ
ᠷᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠦ

ᠢᠯᠡ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠥ
ᠷᠨᠢᠭᠦᠯᠵᠡᠢ ᠃

 ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠳᠣᠲᠣᠷ ᠠ ᠭᠧᠷᠮᠠᠨ 
ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠣ ᠶᠠᠪᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠤ ᠠᠩᠬ
ᠠᠷᠤᠯ ᠢ ᠲᠠᠲᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠭᠧᠷᠮᠠᠨ ᠳᠤ 
2005  ᠣᠨ ᠳᠦ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ 

︽ ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠥ
ᠪ ᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯ 

︾ ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠳᠡᠯᠭᠡᠨ 
ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠯᠭᠡ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠨᠢ ᠭᠧᠷᠮᠠᠨ ᠤ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠳᠡᠮᠵᠢᠯᠭᠡ ᠳᠣᠣᠷ ᠠ ᠶᠠᠪᠤᠭᠳᠠᠵᠠᠢ ᠃

 ᠳᠡᠯᠭᠡᠨ ᠦ
ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠯᠭᠡ ᠳᠦ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠠᠩᠵᠤ 

ᠪᠦ
ᠷᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠳ᠋ ᠥ

ᠯᠥᠭ ᠦᠨ ᠣᠯᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠂ ᠡᠯ ᠡ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠂ ᠣᠯᠠᠨ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠬᠠᠷ ᠠ 
ᠵᠢᠴᠢ ᠶᠠᠩᠵᠤ ᠪᠦ

ᠷᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠷᠠᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠦᠳ

 ᠪᠠᠭᠲᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ
 

﹇35

﹈ 

﹇36

﹈ ᠃ 
ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠦ

ᠢᠯᠡ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠢᠶᠠᠷ ᠵᠣᠭᠰᠣᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ
 ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠵᠡᠯ 
ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯ ᠢ ᠲᠤᠰᠬᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠲᠣᠭᠲᠠᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠡᠮᠵᠢᠬᠦ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢ
 ᠪᠠᠷ ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠠᠯᠢᠨ ᠳᠠᠪᠠᠭᠰᠠᠨ 

ᠣᠷᠣᠰᠢᠬᠤᠢ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠡᠳᠦᠭᠡ ᠴᠤ ᠮᠥᠨ ᠯᠤᠭᠰᠢᠨ ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠦ

ᠵᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠭᠡᠷᠡᠯᠲᠦ 
ᠴᠠᠮᠬᠠᠭ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠪᠡᠯᠭᠡᠳᠡᠯ  
( Sym

bol ) ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠲᠥᠷᠦᠲᠦ ᠶᠣᠰᠣᠨ  ᠦ ᠢᠯᠡᠷᠬᠡᠶᠢᠯᠡᠯ ( Im

agination ) 
ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ 

᠂ 
ᠮᠥᠨ 

ᠴᠤ 
ᠠᠽᠢᠶ ᠠ 

ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ
 ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠳᠦᠷᠰᠦᠯᠡᠮᠵᠢ 

( Representation ) ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠢᠭᠡ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠶᠤᠮ ᠃ 
ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ  1206 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠤ 
ᠰᠠᠭᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠨ ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠡᠢ ᠃

 ᠡᠭᠦᠨ ᠦ 
ᠤᠯᠠᠮ ᠡᠴᠠ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃
 ᠢᠩᠭᠢᠭᠡᠳ 

ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ 1220 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠣ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠵᠢᠷᠤᠬᠠᠶᠢᠴᠢ ᠰᠢᠨᠵᠢᠭᠡᠴᠢ ᠨᠠᠷ ᠢ ᠴᠤᠭᠯᠠᠭᠤᠯᠵᠤ 
ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ 
ᠲᠥᠯᠥᠪᠯᠡᠭᠡ ᠪᠠᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠵᠠᠢ  

﹇37

﹈ ᠃
 ᠤᠴᠢᠷ ᠨᠢ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠨᠢ 
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ᠾᠦᠩᠨᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠡᠴᠡ ᠠᠪᠤᠭᠠᠳ

 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠲᠥᠷᠦᠲᠦ ᠶᠣᠰᠣᠨ ᠤ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠵᠤ 
ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠥ
ᠯᠵᠡᠢ ᠪᠡᠯᠭᠡᠳᠡᠯ ᠲᠠᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠮᠥᠨ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠳᠡᠭ 

ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃
 ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠥ

ᠨᠳᠡᠢ ᠡᠴᠡ ᠾᠦᠩᠨᠦ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠦ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠂ 8  ᠳᠤᠭᠠᠷ 

ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠶᠢᠭᠤᠷ ᠤᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠦ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠣᠷᠳᠣ ᠪᠠᠯᠢᠭ ᠂ ᠲᠦᠷᠦᠭ ᠤᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ 
ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠦ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠢᠯᠢᠭ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠥ

ᠰᠢᠶᠡᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠮᠠᠰᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠳ᠋ 
ᠥ

ᠯᠥᠭ ᠢ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ ᠨᠦᠭᠥᠳ ᠨᠢ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠬᠥ
ᠨᠳᠡᠢ ᠪᠣᠯ ᠡᠷᠲᠡᠨ ᠡᠴᠡ 

ᠠᠪᠤᠭᠠᠳ
 ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠴᠢᠨ ᠦ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠨᠦᠭᠥᠳ
 ᠦᠨ ᠮᠠᠨᠳᠤᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ 

ᠥ
ᠯᠥᠭᠡᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠵᠠᠢ 

﹇38

﹈ ᠃
 ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ

 ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ 
1220  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨᠰᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ ᠦ

ᠶᠡᠰ ᠶᠡᠬᠡ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠬᠣᠵᠢᠮ ᠨᠢ ᠥ

ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠤᠯᠠᠮ ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠡᠷ ᠥ

ᠷᠭᠡᠳᠬᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠠᠢ 

﹇

39

﹈ ᠭᠡᠵᠦ ᠦ
ᠵᠡᠳᠡᠭ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠪᠣᠯ ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠬᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠠᠷᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠡᠯᠭᠡᠳᠡᠯ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠤᠴᠢᠷ ᠨᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠪᠣᠯ ᠴᠠᠭ ᠣᠷᠣᠨ ᠵᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠯ ᠂ ᠳᠤᠷᠠᠰᠤᠮᠵᠢ ᠪᠠ

 ᠴᠡᠭᠡᠵᠢᠯᠡᠪᠦᠷᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠠᠲᠠᠶᠢᠵᠢᠯ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ ᠤᠯᠤᠰ ᠭᠡᠷ ᠂ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠤᠭᠰᠠᠭᠠᠲᠠᠨ ᠪᠠ
 ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠬᠡᠪ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤ ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠯᠲᠡ ᠭᠦ
ᠨ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠲᠡᠷᠡ ᠬᠦ ᠠᠮᠢᠳᠤ ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠯᠲᠡ ᠨᠢ ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠨᠡᠨ ᠦ ᠭᠡᠷᠡᠴᠢ ᠪᠣᠯᠳᠠᠭ ᠃

 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠡᠶᠢᠮᠦᠷᠬᠦᠦ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠭᠦ

ᠨ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠳ
 ᠤᠨ ᠳᠣᠲᠣᠷ ᠠ 1252  

ᠣᠨ ᠳᠤ ᠫᠸᠷᠰ ᠦᠨ ᠡᠳ᠋ ᠦᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭᠴᠢ ᠪᠥ
ᠭᠡᠳ ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢ ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠢᠯ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠥ

ᠯᠥᠭ 
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠯᠤᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠠᠳᠠᠬᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ ᠵᠣᠷᠢᠵᠤ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ 
ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠮᠠᠰᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠳᠠᠭ ᠃ 

ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ

 ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠢ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠬᠤ ᠳᠠᠶᠢᠴᠢᠨ 
ᠵᠣᠷᠢᠭ ᠲᠠᠭᠠᠨ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠥᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠣᠷ ᠠ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠮᠵᠢ ᠰᠢᠨᠡᠴᠢᠯᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠂ ᠨᠠᠩᠭᠢᠶᠠᠳ
 ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠲᠤ ᠵᠢᠴᠢ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ

 
ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠢ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠵᠢᠯᠣᠭᠣᠨ ᠳᠣᠣᠷ ᠠ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠬᠤ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃

 ᠮᠥᠩᠬᠡ 
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠪᠢᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠳᠦᠷᠢ ᠪᠠᠷ ᠪᠥ

ᠷᠲᠥᠯᠵᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃
 ᠶᠠᠭ ᠡᠨᠡ 

ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠦ 27 ᠨᠠᠰᠤ ᠲᠠᠢ ᠫᠸᠷᠰ ᠵᠠᠯᠠᠭᠤ ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠯ ᠬᠢᠵᠦ 

ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠨ ᠲᠥᠷᠥᠯᠬᠢᠲᠡᠨ ᠦ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠥ

ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠭᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠦ 

ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠭᠠᠷᠭᠠᠶ ᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠵᠣᠷᠢᠭ ᠰᠢᠭᠤᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃
 ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ ᠳᠠᠷᠤᠢ  

︽ Ta' 
rīkh-i Jahān-gushāy  

︾ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 

︽ ᠲᠠᠷᠢᠬᠢ
 

︾ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ 

︽ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠂ 

︽ ᠵᠠᠬᠠᠨ  

︾ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ  

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ  

︾ ᠂  

︽ ᠭᠦ
ᠰᠢ  

︾ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ  

︽ 
ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠭᠴᠢᠳ

 

︾ 
ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠪᠦ

ᠬᠦᠢ ᠫᠸᠷᠰ ᠦ
ᠭᠡ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠳᠠᠷᠤᠢ  

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ 
ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠭᠴᠢᠳ

 ᠦᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠭᠠᠷᠴᠠᠭ ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ ᠨᠣᠮ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠲᠠᠢ ᠪᠥ

ᠭᠡᠳ
 ᠨᠠᠷᠢᠯᠢᠭ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠰᠤᠳᠤᠷ 

ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠦ

ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃ 
ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠠᠩᠬ

ᠠᠷᠤᠯ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠠᠪᠤᠭᠰᠠᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠯ 
ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠣᠷᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠢᠯᠡ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃
 ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ 

ᠨᠣᠮ ᠤᠨ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠪᠣᠯᠬᠤ 

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠭᠴᠢᠳ
 

︾ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠤᠰ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢ 
ᠵᠢᠭᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠡᠪᠦᠭᠡ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠯᠠᠭᠴᠢ 
ᠪᠥ

ᠭᠡᠳ
 ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠨ ᠰᠦᠭᠢᠶᠠᠮᠠ ᠮᠠᠰᠠᠠᠺᠢ
 ( 

杉
山
正
明 

Sugiyam
a m

asa'aki, 1952-) ᠡᠴᠠ ᠪᠢᠳᠡᠨ ᠦ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠳᠡᠭ ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ  

︽ 
ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ

 

︾ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠤᠯ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠨᠢ 

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠭᠴᠢᠳ
 ᠦᠨ 

ᠲᠡᠦᠬᠡ
 

︾ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠥ
ᠭᠦᠯᠡᠮᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠤᠷᠠᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠪᠢᠳᠡ ᠪᠦ

ᠬᠦᠨ ᠳᠦ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠬᠢᠵᠤ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠦ
ᠨᠡᠨᠳᠡᠭᠡᠨ ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ 

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠢ ᠲᠦᠪᠰᠢᠳᠬᠡᠵᠦ ᠥ
ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠠ

 ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠳᠤ ᠬᠠᠨᠳᠤᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠮᠣᠷᠢ 
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ᠬᠥ
ᠳᠡᠯᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠠᠪᠤᠨ ᠦ

ᠵᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠲᠠᠢ ᠰᠢᠭ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠬᠠᠷᠢᠨ 
ᠥ

ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠠ ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠡᠳ᠋ ᠦᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ 
ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠵᠠᠮ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠵᠢᠴᠢ ᠰᠤᠷᠠᠭ ᠵᠠᠩᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠡᠯ ᠠ ᠬᠠᠭᠠᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ 
ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠦ

ᠲᠦᠭᠡᠯᠴᠢ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠴᠢᠪ ᠬᠡᠮᠡᠨ ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ  

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ 
ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠭᠴᠢᠳ

 ᠦᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠨᠣᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠣᠳᠠᠲᠠᠶᠢᠵᠢᠵᠤ ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠬᠣᠵᠢᠮ ᠤᠨ 
ᠮᠡᠷᠭᠡᠳ

 ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠤᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠠᠬᠤᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠪᠤᠶᠤ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠤᠨ ᠡᠴᠢᠨ ᠡ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠪᠠ
 

ᠳᠠᠯᠳᠠ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠡᠩᠳᠡᠭᠦᠦ ᠴᠥᠯᠢᠰ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠤ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠡᠮᠰᠢᠯ ᠪᠣᠯᠵᠤ 
ᠦ

ᠯᠡᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ ᠃ 
ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ 8  ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠴᠠᠭ ᠢ ᠵᠠᠷᠤᠴᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ 1260  ᠣᠨ ᠳᠤ 3 ᠪᠣᠳᠢ ᠪᠠᠷ ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠦᠭᠰᠡᠨ  

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ
 

︾ ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠨᠣᠮ ᠢᠶᠡᠨ ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠠᠢ ᠃
 ᠲᠡᠷᠡ 

ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠫᠸᠷᠰ ᠦᠨ ᠢᠵᠠᠭᠤᠷᠲᠠᠨ ᠤ ᠭᠡᠷ ᠲᠣ ᠲᠥᠷᠥᠵᠦ ᠥ
ᠰᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠬᠣᠵᠢᠮ ᠨᠢ ᠫᠸᠷᠰ 

ᠬᠡᠯᠡ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠᠷᠠᠪ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠳᠦ ᠨᠡᠪᠲᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠰᠡᠬᠡᠭᠡᠲᠡᠨ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ 

ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠷᠠᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠂ ᠮᠥᠩᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠡᠴᠠ ᠬᠥ
ᠯᠥᠭ ᠢ ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨᠰᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ 

ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠦᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠵᠠᠬᠢᠷᠤᠭᠴᠢ ᠪᠠᠷ ᠲᠣᠮᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠫᠸᠷᠰ ᠦᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠵᠠᠬᠢᠷᠤᠭᠴᠢ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠦ
ᠶᠡᠰ ᠲᠡᠭᠦᠨ  ᠦ 

ᠨᠠᠷᠢᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭᠡᠴᠢ ᠪᠡᠷ ᠲᠣᠮᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠵᠤ ᠪᠠᠭᠳᠠᠳ᠋ ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ ᠳᠠᠶᠢᠨ ᠳᠤ 

ᠪᠡᠶᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠂ ᠢᠯ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠥ
ᠯᠥᠭ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠵᠠᠰᠠᠭᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ 
ᠫᠸᠷᠰ ᠦᠨ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠩ ᠤᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡᠰ ᠢ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠂ ᠬᠣᠲᠠ ᠲᠣᠰᠬᠤᠨ ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠂ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠤᠷᠠᠯᠢᠭ ᠢ 

ᠰᠡᠷᠭᠦᠭᠡᠨ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠵᠢᠯ ᠳᠤ ᠬᠦ

ᠨᠳᠦ ᠪᠡᠷ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ 

﹇

43

﹈ ᠃
 ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠬᠣᠪᠣᠷ ᠨᠠᠨᠳᠢᠨ ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠨᠤᠭᠤᠳ

 ᠨᠢ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ 

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠢᠴᠢᠬᠦ ᠳᠦ ᠨᠢ ᠮᠠᠰᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠲᠠᠢ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠦᠯ 

ᠦ
ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃ 

ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ  

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ
 

︾ ᠨᠢ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ 

ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠪᠠᠰᠠ ᠲᠣᠯᠣᠭᠠᠢ ᠰᠡᠭᠦᠯ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠰᠠᠨ ᠰᠢᠯᠦᠭᠯᠢᠭ ᠠᠶᠠᠰ ᠲᠠᠢ ᠪᠥ
ᠭᠡᠳ

 ᠠᠷᠠᠪ 
ᠬᠡᠯᠡ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠫᠸᠷᠰ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠯᠭ ᠠ ᠵᠦᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠭᠠᠷᠮᠠᠭᠠᠢ ᠤᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠬᠡᠯᠡ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠯᠭ ᠠ ᠪᠤᠶᠤ 
ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠮᠵᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠪᠴᠠᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠢᠯᠡᠷᠬᠡᠢ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 
ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠷᠡ ᠬᠦ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠪᠢᠴᠢᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠨᠢ ᠬᠣᠵᠢᠮ ᠤᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠫᠸᠷᠰ ᠦᠨ 
ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢᠳ

 ᠦᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠪᠢᠴᠢᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢ ᠶᠡᠬᠡᠳᠡ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃ ᠨᠡᠩ ᠢᠯᠠᠩᠭ
ᠤᠶ ᠠ 

ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠡᠴᠡ ᠬᠠᠭᠠᠰ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠵᠢᠯ 
ᠬᠣᠵᠢᠭᠤ  ᠦ

ᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠷᠠᠰᠢᠳ᠋ ᠠᠳ᠋ ᠳᠢᠨ ᠤ 

︽ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠤᠨ ᠴᠢᠭᠤᠯᠭᠠᠨ 

︾ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠰᠤᠷᠠᠭ ᠵᠠᠩᠭᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠣᠮ ᠡᠴᠠ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ 
ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠮᠠᠶᠢᠭ ᠢ ᠨᠢ ᠴᠤ ᠵᠣᠬᠢᠬᠤ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠮᠥᠷᠳᠡᠭᠰᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ 14 ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠫᠸᠷᠰ ᠦᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢ ᠸᠠᠰᠰᠠᠹ 

( W
assaf,1265-1328 ) ᠤᠨ 1328 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠲᠤᠭᠤᠷᠪᠢᠭᠰᠠᠨ 

︽ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯ 
ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠣᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠯᠠᠷᠢᠯ  

︾ ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠨᠢ  

︽ ᠸᠠᠰᠰᠠᠹ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ
 

︾ ᠬᠡᠮᠡᠨ 
ᠨᠡᠷᠡᠯᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠂ ᠢᠯ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠫᠸᠷᠰ ᠲᠡᠬᠢ ᠨᠣᠶᠠᠷᠬᠠᠯ ᠂ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠳᠧᠯᠢ — 
ᠰᠦᠯᠲ᠋ᠠᠨ  ᠤ ᠡᠯ ᠡ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠸᠠᠰᠰᠠᠹ ᠦᠨ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ 
ᠨᠢ ᠮᠥᠨ ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠮᠠᠰᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠡᠷ ᠬᠦ

ᠷᠲᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠰᠢᠯᠦᠭᠯᠢᠭ ᠬᠡᠯᠡᠯᠭᠡ ᠪᠠ
 ᠵᠦᠢᠷᠯᠡᠯ 

ᠳᠠᠪᠠᠭᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠭᠠᠷᠮᠠᠭᠠᠢ ᠤᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠫᠸᠷᠰ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠤᠷᠠᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ 
ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠠᠪᠴᠤ ᠦ

ᠵᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠤ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠲᠤᠶᠢᠯ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠦ
ᠴᠢᠷ ᠲᠠᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ 

ᠭᠡᠵᠦ ᠦ
ᠨᠡᠯᠡᠭᠳᠡᠳᠡᠭ ᠃

 

︽ ᠸᠠᠰᠰᠠᠹ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠨᠢ ᠮᠥᠨ 

︽ 
ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ

 

︾ ᠪᠠ
 

︽ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠤᠨ ᠴᠢᠭᠤᠯᠭᠠᠨ  

︾ ᠯᠤᠭ ᠠ 
ᠮᠥᠷᠦ ᠵᠡᠷᠭᠡᠴᠡᠬᠦ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠦ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠲᠤᠯᠭᠤᠷ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠬᠡᠮᠡᠨ ᠠᠯᠳᠠᠷᠰᠢᠵᠤ 

ᠢᠷᠠᠵᠠᠢ ᠃ 
ᠡᠭᠦᠨ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠸᠠᠰᠰᠠᠹ ᠴᠤ ᠮᠥᠨ ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠷᠠᠰᠢᠳ᠋ ᠠᠳ᠋ ᠳᠢᠨ ᠯᠤᠭ ᠠ ᠮᠥᠷᠥ 



― 40 ― 

ᠵᠡᠷᠭᠡᠴᠡᠭᠰᠡᠨ ᠫᠸᠷᠰ ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢᠳ
 ᠦᠨ ᠳᠣᠲᠣᠷᠠᠬᠢ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠨᠣᠶᠠᠨ ᠣᠷᠭᠢᠯ ᠬᠡᠮᠡᠨ ᠡᠷᠭᠦᠮᠵᠢᠯᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ 

﹇44

﹈ 

﹇45

﹈ ᠃ 
13  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠰᠣᠩᠭ

ᠣᠳᠠᠭ ᠠᠭᠤᠤ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ 

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠨᠢᠭᠤᠴᠠ ᠲᠣᠪᠴᠢᠶᠠᠨ  

︾ ᠤ ᠶᠡᠬᠡᠩᠬᠢ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ 1228  ᠣᠨ ᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠂ ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠥ

ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠵᠠᠰᠠᠯᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠬᠦ

ᠦᠷᠨᠢᠬᠦ ᠳᠡᠬᠡᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠬᠥ
ᠮᠥᠨ ᠦ ᠰᠡᠳᠬᠢᠬᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠲᠣ ᠵᠣᠬᠢᠴᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠤᠶᠠᠩᠭ

ᠠᠯᠠᠨ ᠬᠦ
ᠦᠷᠨᠢᠬᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ 

ᠥ
ᠷᠭᠡᠨ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠤᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠡᠶᠢᠮᠦᠷᠬᠦᠦ ᠪᠢᠴᠢᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠨᠢ ᠲᠠᠲᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠂ 
ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠂ ᠷᠠᠰᠢᠳ᠋ ᠠᠳ᠋ ᠳᠢᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠸᠠᠰᠰᠠᠹ ᠨᠠᠷ ᠤᠨ 

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠂ 

︽ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠤᠨ ᠴᠢᠭᠤᠯᠭᠠᠨ  

︾ ᠪᠠ
 

︽ ᠸᠠᠰᠰᠠᠹ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ
 

︾ ᠨᠢ 

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠨᠢᠭᠤᠴᠠ ᠲᠣᠪᠴᠢᠶᠠᠨ 
︾ ᠤ ᠡᠬᠡ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠪᠤᠶᠤ 

︽ ᠠᠯᠲᠠᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ  

︾ ᠡᠴᠡ ᠬᠢᠨᠠᠮᠠᠭᠠᠢ ᠰᠤᠷᠤᠯᠴᠠᠵᠤ ᠂ ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠤᠳ
 ᠢᠶ ᠡᠨ ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ 

ᠲᠤᠭᠤᠷᠪᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠶᠤᠮ ᠃ 
 ᠳᠥᠷᠪᠡ ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠰᠬᠡᠯ 
 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠨᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠣᠯᠠᠨ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠤ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠠᠵᠤ ᠲᠥᠷᠥᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠂ ᠣᠯᠠᠨ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠤᠨ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠡ ᠲᠠᠢ ᠂ ᠣᠯᠠᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠤ  ᠰᠢᠲᠦᠯᠭᠡ ᠪᠢᠰᠢᠷᠡᠯ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠴᠢᠯᠦᠭᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠦ

ᠵᠡᠯ ᠤᠬᠠᠮᠰᠠᠷ ᠤᠨ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠭᠠᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠭᠡᠷᠡᠯᠲᠦ ᠴᠠᠮᠬᠠᠭ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ ᠃

 
ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠨᠢ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠫᠸᠷᠰ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠂ ᠠᠷᠠᠪ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ 
ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠂ ᠲᠦᠷᠦᠭ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠂ ᠬᠢᠲᠠᠳ

 ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠨᠢ ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 

ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠂ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠦᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠂ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠯᠲᠡ 

ᠵᠢᠴᠢ ᠥ
ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠠ

 ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠦᠯ ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠵᠦ 
ᠴᠢᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠬᠣᠵᠢᠮ ᠤᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢᠳ
 ᠦᠨ ᠪᠢᠷ ᠦᠨ ᠰᠢᠳᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠣᠷᠢᠵᠤ ᠂ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠲᠡᠩᠬᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠢᠯᠭᠠᠬᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶ ᠡ ᠴᠠᠷ ᠠ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ ᠃ 

13-14  
ᠳᠦᠭᠡᠷ 

ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ 
ᠠᠽᠢᠶ ᠠ 

ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ
 ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ 

ᠲᠣᠳᠣᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠂ ᠬᠥ
ᠰᠢᠶ ᠡ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ ᠂ ᠵᠢᠷᠤᠭ ᠳᠦᠷᠰᠦ ᠂ ᠭᠠᠷ ᠤᠷᠠᠯᠠᠯ ᠤᠨ 

ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠂ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠳ᠋ ᠥ

ᠯᠥᠭ ᠨᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠦᠯ ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠭ ᠃
 ᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ 

ᠫᠧᠷᠰ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠂ ᠬᠢᠲᠠᠳ
 ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠂ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠂ ᠲᠦᠷᠦᠭ 

ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠣᠯᠠᠨ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭᠤᠯᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠬᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 

13-14 ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠦ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠂ ᠪᠣᠳᠠᠰ ᠪᠠ
 ᠰᠤᠷᠠᠭ 

ᠵᠠᠩᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠯᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠤᠷᠢᠳ
 ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠭᠠᠷᠤᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠣᠷᠣᠵᠤ ᠂ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ 
ᠨᠢ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠥᠪ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠪᠣᠯ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠥᠪ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠲᠥᠷᠦᠲᠦ ᠶᠣᠰᠣ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠨ 
ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠳᠠᠷᠬᠠᠨ ᠭᠣᠯᠣᠮᠲᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠲᠥᠪᠯᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ 

ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠦ ᠡᠯ ᠡ ᠴᠢᠳᠠᠪᠬᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠥ

ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠢᠳᠠᠷ ᠲᠦᠰᠢᠮᠡᠯ ᠢᠯᠦᠭᠡᠢ ᠨᠣᠶᠠᠨ (Ilügei 
noyan,

？-

？) ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠨ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠵᠠᠢ ᠃
 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠡᠳ᠋ ᠦᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠂ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠤ ᠡᠯ ᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠮᠵᠢ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠦᠵᠡᠢ ᠃
 ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥᠴᠢ ᠤᠶᠢᠭᠤᠷ ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠴᠢᠨᠬᠠᠢ ( Činqai,

？ – 1251 ) ᠡᠳ᠋ ᠦᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ 
ᠲᠣᠪᠴᠢᠶ ᠠ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠥᠪ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠲᠣᠪᠴᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠳᠠᠷᠤᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠵᠠᠢ ᠃

 ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨ ᠭᠠᠷᠤᠨ ᠡᠳ᠋ ᠦᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠬᠤᠷᠸᠽᠮ ᠭᠠᠷᠤᠯ ᠲᠠᠢ ᠮᠠᠾᠮᠦᠳ᠋ 
ᠶᠠᠯᠠᠸᠠᠴᠢ ( M

a ḥm
ūd Yalaw

āch, 

？ – 1255 ) ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠵᠠᠢ ᠃
 ᠵᠡᠭᠦᠨ ᠭᠠᠷᠤᠨ 

ᠡᠳ᠋ ᠦᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠢ  ᠬᠢᠳᠠᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠨ ᠶᠸᠯᠦᠢ ᠴᠦᠼᠠᠢ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠵᠥᠷᠴᠢᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ 
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ᠴᠦᠩ ᠱᠠᠨ  (Čungšan,

？-

？) ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠵᠠᠢ ᠃
 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠠᠬᠢ ᠲᠥᠷᠥ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠦ 
ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠲᠦᠰᠢᠮᠡᠳ

 ᠨᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢᠲᠠᠨ ᠢ ᠡᠯᠰᠡᠨ  ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠲᠠᠢ 

ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠵᠢᠭᠠᠪᠤᠷᠢ ᠨᠢ ᠦ
ᠰᠦᠭ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠂ ᠶᠡᠬᠡ  ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ 
ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠣ ᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠳᠠᠭ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ  

﹇46

﹈ 

﹇47

﹈ ᠃
 ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ 

ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠡᠴᠡ  ᠶᠡᠬᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠨᠢ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷᠡᠬᠢ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠬᠦ

ᠴᠦᠷᠬᠡᠭ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ 

ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠨᠢᠭᠡᠨ  ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ ᠨᠢ ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢᠲᠠᠨ ᠢ ᠵᠥᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠲᠠᠢ ᠰᠢᠭᠤᠳ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠭᠡᠵᠦ  ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢᠳ ᠦ

ᠵᠡᠳᠡᠭ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠨᠡᠩ ᠢᠯᠠᠩᠭ

ᠤᠶ ᠠ 

︽ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠤᠨ 
ᠴᠢᠭᠤᠯᠭᠠᠨ 

︾ ᠢ ᠬᠥ
ᠮᠥᠨ ᠲᠥᠷᠥᠯᠬᠢᠲᠡᠨ ᠦ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ  

ᠳᠡᠭᠡᠷᠡᠬᠢ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠩᠬ
ᠠᠨ ᠤ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠦ

ᠨᠡᠯᠡᠳᠡᠭ 
﹇48
﹈ ᠃ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠢ ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠵᠤ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠢ  

︖ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠵᠤ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠨ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠵᠦ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠢ  

︖ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠠᠬᠢ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠬᠤᠷᠠᠯᠳᠠᠢ ᠨᠢ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠢ  

︖ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠢᠷᠡᠵᠦ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠠᠭᠠᠳ

 ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠷᠠᠳᠠᠨ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠲᠠᠢ 
ᠲᠠᠨᠢᠯᠴᠠᠵᠤ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠢ ᠭᠠᠶᠢᠬᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ 

︽ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ
 

︾ ᠶ᠋ᠢ 
ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠵᠦᠸᠠᠶᠢᠨᠢ ᠂ 

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯᠴᠤᠳ

 ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠺᠠᠷᠫᠢᠨᠢ ᠂ 

︽ 
ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠡᠯ ᠡ ᠤᠯᠤᠰ ᠢᠶᠠᠷ ᠠᠶᠢᠯᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ  

︾ ᠢ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠷᠦᠪᠷᠦᠭ ᠨᠠᠷ ᠬᠡᠷᠬᠢᠨ 
ᠬᠥ

ᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠠᠷᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠢ 
︖ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠲᠠᠢ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠬᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ ᠪᠤᠶᠤ ᠠᠷᠾᠧᠯᠣᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠳ᠋ ᠥ
ᠯᠥᠭ ᠲᠤᠩ ᠬᠣᠪᠣᠷ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠶᠤᠮ ᠃ 

ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠣᠯᠠᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠤᠴᠢᠷ ᠢ 

ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠮᠡᠳᠡᠬᠦ ᠴᠣᠷ ᠤᠨ ᠭᠠᠭᠴᠠ ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠭᠴᠢ ᠪᠣᠯ ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠣᠷᠬᠣᠨ ᠤ ᠰᠠᠪᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ 
ᠪᠣᠷᠵᠢᠨ ᠴᠢᠯᠠᠭᠤ ᠪᠠᠷ ᠰᠡᠶᠢᠯᠵᠦ ᠠᠮᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠡᠳᠦᠭᠡ ᠡᠷᠳᠡᠨᠢ ᠵᠤᠤ ᠬᠡᠶᠢᠳ

 ᠦᠨ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠬᠡᠪᠲᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ 
ᠮᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠴᠢᠯᠠᠭᠤ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ 

︵ ᠵᠢᠷᠤᠭ  4 

︶ ᠃
 ᠲᠡᠷᠡ ᠬᠦ ᠮᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠴᠢᠯᠠᠭᠤ ᠪᠣᠯ ᠮᠥᠨ ᠴᠤ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠠᠯᠢᠪᠠ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠦᠭ ᠰᠦᠨᠡᠰᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠠᠬᠢᠵᠤ ᠬᠣᠴᠣᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠮᠠᠨᠠᠵᠤ ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠭᠰᠡᠨ 

ᠴᠣᠷ ᠤᠨ 
ᠭᠠᠭᠴᠠ ᠬᠦ

ᠦᠷᠨᠢᠭᠴᠢ 
ᠪᠣᠯᠬᠤ 

ᠶᠤᠮ ᠃  ᠵᠢᠷᠤᠭ 
4 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ 
ᠬᠠᠷᠠᠩᠭ

ᠤᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠦ
ᠦᠷᠨᠢᠵᠦ ᠬᠡᠪᠲᠡᠭᠡ 

ᠮᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠴᠢᠯᠠᠭᠤ 

﹇49

﹈ 
 ᠲᠡᠶᠢᠮᠦ 

ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯᠴᠤᠳ
 

ᠲᠡᠷᠡ 
ᠮᠡᠯᠡᠬᠡᠢ 

ᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠨ ᠤ 
ᠬᠦ

ᠵᠦᠭᠦᠦ 
ᠪᠤᠶᠤ 

ᠨᠢᠷᠤᠭᠤᠨ 
ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ 

ᠬᠠᠳᠠᠭ 
ᠰᠠᠮᠪᠠᠢ 

ᠤᠶᠠᠵᠤ ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠢ 

︽ ᠰᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠰᠤᠨ 
ᠮᠡᠯᠡᠬᠡᠢ  

︾ 
ᠬᠡᠮᠡᠵᠦ 

ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠩᠭᠦᠶᠢᠯᠡᠨ 
ᠬᠦ

ᠨᠳᠦᠳᠬᠡᠵᠦ ᠳᠠᠶᠢᠵᠤ ᠲᠠᠪᠢᠭᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠨᠢ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠶᠣᠰᠣ ᠲᠠᠢ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠪᠣᠯ ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠢ 
ᠬᠦ

ᠦᠷᠨᠢᠬᠦ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠬᠦ

ᠦᠷᠨᠢᠬᠦ ᠤᠷ ᠠ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠨᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠳᠠᠭ ᠃
 ᠵᠥᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ 

ᠬᠦ
ᠦᠷᠨᠢᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠪᠠᠯ ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ ᠵᠥᠪ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠳᠠᠭ ᠃

 ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠬᠥ
ᠮᠥᠨ 

ᠲᠥᠷᠥᠯᠬᠢᠲᠡᠨ ᠦ ᠬᠦ
ᠦᠷᠨᠢᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠡᠳᠦᠭᠡ ᠴᠤ ᠮᠥᠨ ᠲᠤᠩ ᠣᠯᠠᠨ  ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 

ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠶᠢᠷᠲᠢᠨᠴᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠰᠣᠨ ᠳᠤ ᠪᠤᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠠᠳ
 ᠣᠨ ᠤᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ 

ᠬᠦ
ᠦᠷᠨᠢᠬᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠳᠤ ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠢᠨᠡᠴᠢᠯᠡᠯ ᠂ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯ ᠪᠠ
 ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠷᠠᠭᠠᠰᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠥ

ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠡ ᠨᠢ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠣᠨᠣᠯ ᠪᠣᠯᠳᠠᠭ 
ᠶᠤᠮ ᠃ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠪᠣᠯ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠰᠢᠭᠤᠷᠭᠠᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠪᠥ
ᠷᠲᠥᠯᠵᠡᠨ ᠪᠠᠯᠠᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠡᠷᠲᠡᠨ ᠦ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ  

︽ ᠨᠢᠭᠤᠴᠠ ᠲᠣᠪᠴᠢᠶᠠᠨ  

︾ ᠪᠣᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 
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ᠮᠠᠨᠠᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠪᠦ
ᠷᠦᠯᠵᠡᠨ ᠦ

ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠡᠷᠲᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠪᠣᠯᠬᠤ 
ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠪᠣᠯᠣᠨ  

︽ ᠨᠢᠭᠤᠴᠠ ᠲᠣᠪᠴᠢᠶᠠᠨ 

︾ ᠤ ᠢᠵᠢᠯᠢ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠢ 

︽ ᠡᠭᠦᠷᠢᠳᠡ 
ᠪᠥ

ᠷᠲᠥᠯᠵᠡᠨ ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠣᠷᠣᠰᠢᠬᠤᠢ  

︾ 
ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠮᠥᠨ ᠴᠤ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ 
ᠪᠤᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠨᠧᠷᠭᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠥᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠠᠭᠤᠳᠠᠯᠤᠨ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠡᠭᠦᠨ ᠦ 
ᠤᠯᠠᠮ ᠡᠴᠠ ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠴᠢᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠯᠴᠠᠭ ᠠ 
ᠨᠢ ᠤᠯᠠᠮ ᠢᠯᠡ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠢᠷᠡᠨ ᠠ ᠃

 ᠡᠰᠡ ᠲᠡᠶᠢᠮᠦ ᠪᠣᠯ ᠵᠥᠪᠬᠡᠨ ᠮᠠᠨᠠᠨ ᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠮᠠᠩᠰᠢᠭᠤᠷᠠᠨ 
ᠲᠥᠭᠡᠷᠢᠭᠰᠡᠨ ᠮᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠰᠢᠭ ᠶᠠᠭᠤᠮ ᠠ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠬᠦ

ᠷᠦᠨ ᠡ ᠃
 ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠬᠠᠭᠤᠴᠢᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ 

ᠰᠠᠬᠢᠵᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠠᠷᠠᠩᠭ
ᠤᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠦ

ᠦᠷᠨᠢᠵᠦ ᠬᠡᠪᠲᠡᠭᠡ ᠮᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠴᠢᠯᠠᠭᠤ ᠪᠣᠯ 
ᠥ

ᠭᠡᠷ ᠡ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠤᠴᠢᠷ ᠨᠢ ᠮᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠲᠦᠯᠭᠡ ᠨᠢ ᠬᠡᠳᠦᠶᠢᠪᠡᠷ ᠡᠨᠡᠳᠬᠡᠭ ᠡᠴᠡ 

ᠭᠠᠷᠤᠯ ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠬᠡᠪᠲᠡᠭᠡ ᠮᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠪᠣᠯ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠳᠦᠷᠰᠦᠯᠡᠮᠵᠢ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ ᠃ 

21 ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠭᠰᠠᠨ ᠡᠴᠠ ᠬᠣᠶᠢᠰᠢ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠭᠤᠷ 
ᠠᠮᠢᠰᠬᠤᠯ ᠮᠠᠰᠢ ᠪᠤᠳᠤᠯᠢᠶᠠᠨ ᠲᠠᠢ ᠪᠥ

ᠭᠡᠳ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠤᠨ ᠪᠤᠰᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ ᠃
 

ᠠᠹᠭᠠᠨᠢᠰᠲ᠋ᠠᠨ ᠤ ᠳᠠᠶᠢᠨ ᠂ ᠰᠢᠷᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠲᠣᠭᠠᠳᠤ  ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠶᠢᠨ ᠂ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠲᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠂ 
ᠲᠠᠯᠢᠪᠠᠨ ᠤ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠡᠳᠦᠷᠵᠢᠨ ᠰᠥᠨᠢᠵᠢᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠦ ᠠᠮᠢ 
ᠨᠠᠰᠤ ᠂ ᠡᠳ᠋ ᠬᠥ

ᠷᠥᠩᠭᠡ ᠬᠣᠬᠢᠷᠠᠯ ᠰᠦᠢᠷᠡᠯ ᠳᠦ ᠤᠴᠠᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠂ ᠺᠣᠷᠤᠨᠠ 

ᠸᠢᠷᠦᠰ ᠂ ᠬᠤᠯᠤᠭᠠᠨ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠢᠵᠢᠭ ᠂ ᠵᠢᠭᠦᠷᠲᠡᠨ ᠦ ᠬᠢᠵᠢᠭ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ ᠲᠠᠬᠤᠯ ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯ 
ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠲᠠᠢ ᠪᠡᠷ ᠡᠭᠦᠰᠴᠦ ᠂ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠂ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠪᠠ
 ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠤᠨ 

ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠬᠥ
ᠮᠥᠨ ᠠᠷᠠᠳ ᠤᠨ ᠠᠮᠢ ᠨᠠᠰᠤ ᠨᠢ ᠤᠷᠢᠳ

 ᠡᠮᠦᠨ ᠡ 
ᠭᠠᠷᠤᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠡᠷ ᠭᠡᠯᠮᠡᠭᠳᠡᠯ ᠪᠠ
 ᠰᠦᠷᠳᠡᠭᠦᠯᠦᠯ ᠳᠦ ᠤᠴᠠᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠨᠡᠩ ᠢᠯᠠᠩᠭ
ᠤᠶ ᠠ 

ᠣᠷᠴᠢᠮ ᠤᠨ ᠵᠢᠯ ᠡᠴᠡ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠪᠴᠢᠶᠡᠨ ᠦ ᠦ
ᠶᠡᠷ ᠤᠰᠤᠨ ᠤ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠂ ᠴᠠᠰᠤ ᠮᠥᠰᠥᠨ ᠦ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠂ 

ᠡᠯᠡᠰᠦᠨ ᠰᠢᠭᠤᠷᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠂ ᠭᠠᠯ ᠲᠦᠢᠮᠡᠷ ᠦᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠪᠠ
 ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠬᠥ

ᠳᠡᠯᠦᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠨᠢ 
ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠪᠦ

ᠬᠦᠶᠢᠯᠡ ᠬᠥ
ᠮᠥᠨ ᠲᠥᠷᠥᠯᠬᠢᠲᠡᠨ ᠦ ᠣᠷᠣᠩᠨᠠᠯ ᠲᠣᠭᠲᠠᠨᠢᠯ ᠳᠤ ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷᠯᠠᠰᠢ 

ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠡᠳ᠋ ᠪᠣᠳᠠᠰ ᠤᠨ ᠬᠣᠬᠢᠷᠠᠯ ᠪᠠ

 ᠣᠶᠣᠨ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠦᠷᠳᠡᠭᠦᠯᠦᠯ ᠢ ᠠᠪᠴᠢᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ 
ᠲᠥᠷᠥᠯᠬᠢᠲᠡᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠮᠠᠨᠳᠤᠵᠤ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠵᠤ ᠶᠠᠪᠤᠭᠰᠠᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠪᠡᠨ ᠡᠷᠭᠢᠴᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠲᠤᠩᠭ
ᠠᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠡᠬᠡ 

ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠂ ᠡᠬᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠪᠠ
 ᠪᠥ

ᠮᠪᠥᠷᠴᠡᠭ ᠦᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠶᠠᠮᠠᠷᠬᠠᠨ ᠬᠤᠪᠢ

 ᠨᠡᠮᠡᠷᠢ 
ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠ
 ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠵᠤ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠵᠦ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠢ 

︖ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠤᠬᠠᠮᠰᠠᠷᠠᠨ ᠲᠠᠨᠢᠬᠤ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠢ ᠴᠠᠭ ᠮᠥᠴᠡ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠢᠷᠡᠭᠡᠳ

 ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠦ

ᠵᠡᠪᠡᠯ 
ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠣᠯᠠᠨ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯᠲᠤ ᠡᠳ᠋ ᠥ

ᠯᠥᠭ ᠵᠢᠴᠢ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠠᠬᠤᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠨᠢᠭᠲᠠ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠫᠸᠷᠰ ᠬᠡᠯᠡ ᠂ ᠬᠢᠲᠠᠳ

 ᠬᠡᠯᠡ ᠂ ᠠᠷᠠᠪ ᠬᠡᠯᠡ ᠂ ᠲᠦᠷᠺ ᠬᠡᠯᠡ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠣᠯᠠᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠡᠷᠲᠡᠨ ᠦ 
ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠢᠨᠠᠮᠠᠭᠠᠢ ᠤᠩᠰᠢᠵᠤ ᠨᠠᠷᠢᠯᠢᠭ ᠰᠤᠳᠤᠯᠬᠤ ᠨᠢ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠳᠤ ᠨᠢᠭᠤᠭᠳᠠᠨ 
ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠥ

ᠪ ᠡᠷᠳᠡᠨᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠥᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠵᠥᠪ ᠢᠶ ᠡᠷᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠣᠳᠤ 
ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ  ( K
now

ledge society ) ᠳᠦ ᠦ
ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ 

ᠯᠤᠭ ᠠ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠬᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠬᠤᠶᠢᠴᠢ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃
 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ 

︽ ᠬᠠᠷ ᠠ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ 

︾ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠮ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠷᠠᠩᠭ
ᠤᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠭᠡᠶᠢᠭᠦᠯᠵᠤ ᠂ 

ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠶᠢᠮᠣᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠮᠠᠨᠳᠤᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠᠷ ᠡᠷᠴᠢᠮ ᠲᠠᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠥ
ᠷᠨᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠨᠢ 

ᠬᠠᠷᠠᠬᠤᠷᠤᠮ ᠤᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠨ ᠵᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠳᠤ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠰᠣᠷᠭᠣᠭ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠣᠨᠣᠯ ᠤᠨ 

ᠲᠣᠭᠲᠠᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠣᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠮᠠᠰᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠴᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠨᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠶᠤᠮ ᠃ 
  ᠵᠡᠭᠦᠯᠲᠡ ᠄ 

﹇1

﹈
岡
田
英
弘2010

『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
か
ら
大
清
帝
国
へ
』
東
京
：
藤



― 43 ― 

原
書
店
、pp.40-41

。 

﹇2

﹈
京
大
東
洋
史
編
纂
会
編1980

『
新
編
東
洋
史
辞
典
』
東
京
：
東
京

創
元
社 

︵
︵ ᠺᠢᠤᠲ᠋ᠤ᠋ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠷᠤᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤᠭᠤᠶᠢᠯᠠᠩ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠪᠠ 

︶
︽ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 

ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠣᠯᠢ 

︾ 

︶ p.162 

﹇3

﹈ O
rdu-Baliq (  https://en.w

ikipedia.org/w
iki/, 

ᠠᠩᠭ᠍ᠯᠢ 
ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ 

ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃
 ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄2021-8-11). 

﹇4

﹈ 

﹇5

﹈ N
ikolai M

ikhailovich 

Yadrintsev(https://en.w
ikipedia.org/w

iki/N
ikolai _Yadrintsev,

ᠠᠩᠭ᠍ᠯᠢ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃ ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-11). 

﹇6

﹈ Букинич, Д
митрий Д

емьянович, 
( https://ru.w

ikipedia.org/w
iki /, ᠣᠷᠣᠰ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃

 ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-
11). ﹇7

﹈ Киселёв, Сергей Владимирович (археолог), 

( https://ru.w
ikipedia.org/ w

iki, 
︵ ᠣᠷᠣᠰ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃ ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-

11 ). ﹇8

﹈ О
рхоны хөндийн соёлын 

дурсгал,(https://m
n.w

ikipedia.org/w
iki/ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠦᠨ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃ ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 

2021-8-11 ).

﹇9
﹈ O

rkhon Valley , https://en.w
ikipedia.org/w

iki/(  ᠠᠩᠭ᠍ᠯᠢ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ 
ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃

 ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄2021-8-12). 
﹇10

﹈
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ル
ブ
ル
ッ
ク 

( https://ja.w
ikipedia.org/w

iki/ ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃
 ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-

14) 

。 

﹇11
﹈ 
﹇13

﹈ 

﹇14

﹈ 

﹇16

﹈ 

﹇17

﹈ 

﹇18

﹈ 

﹇19

﹈ 

﹇20

﹈ 

﹇21
﹈ 

﹇22

﹈ 

﹇23

﹈ 

﹇25

﹈ 

﹇26

﹈ 

﹇28

﹈ 

﹇29

﹈ 

﹇30

﹈ 
﹇32

﹈
白
石
典
之
『
チ
ン
ギ
ス
＝
カ
ン
の
考
古
学
』
東
京
：
同
成
社
、

2001 p.142, p.143, pp.144-145, p.172, p.145, 169, p.149, p.151, 

pp.151-152, p.159, pp.162-163, pp.164-165, pp.154-166, pp.173-176, 

pp.187-189, p.191, p.199

。

﹇12

﹈ W
illiam

 of Rubruck 

( https://en.w
ikipedia.org/w

iki/W
illiam

_of_Rubruck , ᠠᠩᠭ᠍ᠯᠢ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃ 

ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-12).

﹇15

﹈
【
金
元
】
張
德
輝
撰
《
嶺
北
紀
行
》1248

年
。

﹇24

﹈ G
iovanni da Pian del 

Carpine( https://en.w
ikipedia.org/w

iki/G
iovanni_da_Pian_del_Carpine

, ᠠᠩᠭ᠍ᠯᠢ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠤ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃ ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-12).

﹇27

﹈
ア
ラ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
タ
ー
マ
リ
ク
・
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ー

(https://ja.

。w
ikipedia.org/w

iki/, ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃
 ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-

14 ﹇31

﹈ N
orthern Yuan 

D
ynasty(https://en.w

ikipedia.org/w
iki/ 

N
orthern_Yuan_dynasty, ᠠᠩᠭ᠍ᠯᠢ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃

 ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-18) 

﹇33

﹈ 

﹇47

﹈
杉
山
正
明
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
興
亡
』（
上
）
東
京
：
講



― 44 ― 

談
社
、1997  pp.66-67, pp.68-69

。 

﹇34

﹈ 

﹇37

﹈ 
Alan 

J.K
.Sanders 

(2003), 
H

istcrical 
D

ictionary of M
ongolia

( Second Edition ),Lanham
 and 

O
xford:The Scarecrow

 Press, p.175. 

﹇35

﹈ 

﹇40

﹈ 

﹇41

﹈ 

﹇48

杉
山
正
明
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
長
い
そ

の
後
』
東
京
：
講
﹈ 2008

談
社
、p.111, pp.138-140, p.141, p.76
。 

﹇37

﹈ H
irm

er Verlag(2005),D
schingis K

han U
nd Seine 

Erben: D
as W

eltreich D
er M

ongolen,M
ünchen : H

irm
er. 

﹇38

﹈
「
中
世
の
世
界
首
都
で
あ
る
カ
ラ
コ
ル
ム
建
都
周800
」( https:// 

m
ontsam

e.m
n/jp/read/238102, ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃

 ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-
19 ) 

。 

﹇39

﹈
村
上
正
二1992(1976)

『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
東
京
：
平
凡
社
、3 

p.327

。 

﹇42

﹈ ʻ Alāʼ  al-D
īn ʻ A

ṭā M
alik Juvaynī; John Andrew

 Boyle 
(tr.),(1958), The H

istory of the W
orld-Conqueror, (2 vols)., 

Cam
bridge, M

ass : H
arvard U

niversity Press. 

﹇43

﹈ Ata-M
alik Juvayni(https://en.w

ikipedia.org/w
iki/Ata-

M
alik_Juvayni, ᠠᠩᠭ᠍ᠯᠢ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃

 ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-23). 

﹇44
﹈
ワ
ッ
サ
ー
フ( https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/ ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃

 

ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-20) 

。 
﹇45

﹈
「
世
界
征
服
者
の
歴
史
」(https://ja.w

ikipedia.org/w
iki/ ᠶᠠᠫᠤᠨ 

ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃ ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-20) 

。 

﹇46

﹈ Ilkhanate(https://en.w
ikipedia.org/w

iki/, ᠠᠩᠭ᠍ᠯᠢ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃
 

ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021 -8-23). 

﹇49
﹈ K

arakorum
(https://en.w

ikipedia.org/w
iki/, ( ᠠᠩᠭ᠍ᠯᠢ 

ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ 

ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠃
 ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠄ 2021-8-29). 

  ᠨᠣᠮ ᠵᠦᠢ 

青
柳
正
規  

2009

『
人
類
文
明
の
黎
明
と
暮
れ
方
』
東
京
：
講
談
社
。 

岡
田
英
弘 

2010

『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
か
ら
大
清
帝
国
へ
』
東
京
：
藤
原
書
店
。  

カ
ル
ピ
ニ
／
ル
ブ
ル
ク
（
著
）
護
雅
夫
訳 

1999

『
中
央
ア
ジ
ア
・
蒙
古
旅
行
記
ー
遊
牧
民
族
の
実
情
の
記
録
』

東
京
： 

光
風
社
出
版
。 

京
大
東
洋
史
編
纂
会
編 

1980

『
新
編
東
洋
史
辞
典
』
東
京
：
東
京
創
元
社
。 

白
石
典
之 

2001

『
チ
ン
ギ
ス
＝
カ
ン
の
考
古
学
』
東
京
：
同
成
社
。 

杉
山
正
明  

1997

『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
興
亡
』（
上
）
東
京
：
講
談
社
。  
2006

『
モ
ン
ゴ
ル
が
世
界
史
を
覆
す
』
東
京
：
日
本
経
済
新
聞
社
。 

2008

『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
長
い
そ
の
後
』
東
京
：
講
談
社
。

  



― 45 ― 

杉
山
正
明
／
北
川
誠
一 

1997

『
大
モ
ン
ゴ
ル
の
時
代
』
東
京
：
中
央
公
論
社
。 

デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
モ
ー
ガ
ン
（
著
）
杉
山
正
明
／
大
島
淳
子 

共
訳 

1993

『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
歴
史
』
東
京
：
角
川
書
店
。  

ド
ー
ソ
ン(

著),

佐
口
透  

訳
注  

1968

『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史2

』
東
京
：
平
凡
社
。 

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ

愛
宕
松
男 

訳
注 

     1998(1970)

『
完
訳
東
方
見
聞
録1

』
東
京
：
平
凡
社
。 

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー(

著)

慎
改
康
之

訳 
2014( 2012 ),

『
知
の
考
古
学
』
東
京
：
河
出
書
房
新
社
。 

宮
紀
子 2018

『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』（
上
下
）
名
古
屋
：
名

古
屋
大
学
出
版
会
。 

村
上
正
二

 
1992(1976)

『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史3

』
東
京
：
平
凡
社
。 

Alāʼ  al-D
īn ʻ A

ṭā M
alik Juvaynī; John Andrew

 Boyle (tr.), 
1958 The H

istory of the W
orld-Conqueror, (2 vols)., 

Cam
bridge, M

ass :  H
arvard U

niversity Press. 
Alan J.K

.Sanders 
2003 

H
istcrical 

D
ictionary 

of 
M

ongolia 
(Second 

Edition),Lanham
 and

 O
xford:The Scarecrow

 Press. 
G

eorge Lane 

2003 Early M
ongol Rule in Thirteenth-Century Iran: A 

Persian
 Renaissance.London: Routledge Curzon. 

H
irm

er Verlag 
2005 D

schingis K
han U

nd Seine Erben: D
as W

eltreich 
D

er M
ongolen,  M

ünchen : H
irm

er. 
Stefan T. K

am
ola 

2013 Rashīd al-D
īn and the m

aking of history in 
M

ongol Iran, Seattle:  U
niversity of W

ashington . 
* ᠪᠣᠷᠵᠢᠭᠢᠨ ᠨ  · ᠤᠷᠲᠤᠨᠠᠰᠤᠲᠤ ᠄ ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠭᠰᠠᠭᠠᠲᠠᠨ ᠵᠦᠢ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠵᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠡᠭᠡᠳᠦ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠳᠣᠺᠲ᠋ᠣᠷ ᠂ ᠫᠷᠣᠹᠧᠰᠰᠣᠷ 
 

（
ボ
ル
ジ
ギ
ン
・
オ
ル
ト
ナ
ス
ト
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
社
会
学
民
族
学
学
院 

教
授
、
博
士
）᠃ 

·

「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
の
首
都
カ
ラ
コ
ル
ム
に
関
す
る
知
識
人
類
学
的
考

察
」 

· An Anthropological K
now

ledge Study on the Q
araqorum

 
* 

ᠲᠤᠰ 
ᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠯ Ц
.Ц

эрэндорж, Л.Ганбат
.ХАРХО

РУМ
-800 М

онголын 

эзэнт
 гүрний нийслэл Хархорум хот

 байгуулагдсаны 800 ж
илийн 

ойд зориулсан өгүүллийн эмхэт
гэл, Улаанбаатар.2022 он.  ᠳᠦ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠢᠶ ᠡᠷ 
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ᠲᠥᠷᠦ ᠡᠴᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ 

ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠᠯᠠᠵᠤ ᠪᠤᠢ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ᠂ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠯᠲᠡ 
ᠲᠡᠮᠦᠷ ᠦᠨ ᠰᠡᠷᠡᠡᠴᠢᠮᠡᠭ  

      ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯᠴᠤᠳ

 ᠤᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠬᠢᠳᠠᠨ᠂ ᠲᠣᠳᠣ᠂ ᠳᠥᠷᠪᠡᠯᠵᠢᠨ᠂ ᠰᠤᠶᠤᠩᠪᠤ᠂ ᠠᠯᠢ ᠭᠠᠯᠢ᠂ 
ᠸᠠᠭᠢᠨᠳᠠᠷ ᠠ᠂ ᠯᠠᠲ᠋ᠢᠨ᠂ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠡᠴᠡ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠭᠰᠠᠭᠠᠲᠠᠨ ᠤ 
ᠨᠡᠶᠢᠲᠡ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠶᠢᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠥ

ᠨᠢ ᠤᠳᠠᠭᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠳᠡᠵᠦ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯᠴᠤᠳ ᠤᠨ ᠣᠶᠤᠨ ᠤ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ 

ᠥ
ᠪ ᠢ ᠲᠡᠭᠡᠭᠡᠵᠦ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠢᠯᠡ᠃ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢᠴᠢ ᠳ᠂ ᠲᠡᠮᠦᠷᠲᠣᠭᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠶᠢᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ 
ᠭᠠᠷᠤᠯ ᠡᠭᠦᠰᠦᠯ ᠦᠨ ᠲᠠᠯᠠᠭᠠᠷᠬᠢ 

《 ᠤᠶᠢᠭᠤᠷ ᠤᠳ
 ᠠᠩᠬ ᠠ ᠫᠧᠷᠰ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠢᠶᠠᠨ 
ᠤᠯᠠᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠰᠣᠭᠳᠠ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠢ ᠬᠡᠯᠡ ᠠᠶᠠᠯᠭᠤᠨ ᠳᠤ ᠪᠠᠨ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠᠪᠴᠤ᠂ ᠤᠯᠠᠮ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠩᠭ
ᠤᠢ 

ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠡᠯᠡ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠶᠠᠭ ᠲᠡᠷᠡ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯᠴᠤᠳ
 ᠲᠡᠳᠡᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ 

ᠦ
ᠰᠦᠭ ᠢ ᠠᠪᠴᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠲᠡᠳᠦᠢ ᠯᠠ ᠡᠷᠡᠭᠡᠯᠵᠡᠭᠡ ᠲᠡᠢ ᠪᠢᠰᠢ 

》 ( ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ 

ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠣᠨᠣᠯ᠂ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠳ
 2002  ) ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠳᠦᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠲᠡᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ 

ᠰᠠᠨᠠᠯ ᠨᠡᠶᠢᠯᠡᠳᠡᠭ᠃ 
   ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠨ ᠭᠣᠣᠯᠯᠠᠨ᠂ ᠲᠣᠳᠣ᠂ ᠳᠥᠷᠪᠡᠯᠵᠢᠨ᠂ ᠰᠣᠶᠣᠮᠪᠣ᠂ ᠠᠯᠢ ᠭᠠᠯᠢ᠂ ᠸᠠᠭᠢᠨᠳᠠᠷ ᠠ 
ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠲᠡᠢ ᠪᠡᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡᠴᠡᠭᠦᠯᠦᠨ 20 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠬᠦ

ᠷᠲᠡᠯ ᠡ 
ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠡᠷ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠳ
᠂ 1941 ᠣᠨ ᠤ 05 ᠳᠤᠭᠠᠷ 

ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 09  ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠬᠠᠯᠲᠤ ᠨᠠᠮ ᠤᠨ ᠲᠥᠪ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ᠂ ᠰᠠᠶᠢᠳ
 

ᠨᠠᠷ ᠤᠨ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠣᠷᠣᠰ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠲᠣᠯᠣᠭᠠᠢ ᠳᠤ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠰᠠᠨ 

ᠰᠢᠨ ᠡ ᠦ
ᠰᠦᠭ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢ ᠭᠠᠷᠴᠤ᠂ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠬᠦ 

ᠪᠣᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠲᠡᠢ᠃ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠢᠷᠭᠡᠳ ᠪᠦ

ᠬᠦ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡ ᠪᠡᠷ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦ
ᠰᠦᠭ 

ᠰᠤᠷᠴᠤ᠂ ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ ᠯᠠ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠡᠨᠡᠬᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠵᠥ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠴᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠨ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ᠂ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠦᠪᠰᠢᠨ ᠳᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠰᠡᠭᠡᠷ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠢᠯᠡ᠃
    

    ᠪᠦ
ᠭᠦᠳᠡ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠮᠳᠠᠬᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠤ 
ᠰᠠᠶᠢᠳ

 ᠤᠨ 1985  ᠣᠨ ᠤ 06  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ  24 ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ 151  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠲᠤᠰᠢᠶᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ 
ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ 7 ᠂ 8 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠠᠩᠭᠢ ᠳᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢ 
ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠᠷ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯᠴᠤᠳ
 ᠤᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠨ ᠰᠡᠷᠭᠦᠭᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ 
ᠬᠦ

ᠰᠡᠯ ᠡᠷᠮᠡᠯᠵᠡᠯᠡᠯ ᠢ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ᠃ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠤᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠲᠣᠭᠲᠠᠯᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ 

ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠰᠡᠨ ᠢᠶᠡᠷ᠂ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ᠂ ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠤᠨ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠠᠮᠠᠷ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠵᠠᠮ ᠢ ᠲᠤᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ 

ᠥ
ᠨᠥ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠲᠡᠢ ᠵᠣᠯᠭᠠᠬᠤ ᠨᠥᠬᠥᠴᠡᠯ ᠪᠥ
ᠷᠢᠯᠳᠦᠨ᠂ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠠᠴᠠ 1991 ᠣᠨ ᠳᠤ 

《 ᠪᠦ
ᠭᠦᠳᠡ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠮᠳᠠᠬᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠤ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠦᠨ 

ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠬᠠᠩᠭ
ᠠᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ  

》 36 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠭᠠᠷᠴᠤ᠂ 
ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠥ

ᠷᠭᠡᠨ ᠳᠠᠯᠠᠶᠢᠴᠠ ᠲᠠᠢ ᠠᠵᠢᠯ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠳᠠᠨ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠲᠧᠯᠧᠸᠢᠽ 
 ᠢᠶᠡᠷ ᠱ ᠴᠣᠶᠢᠮ ᠠ ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢᠶᠡᠷ ᠣᠯᠠᠨ ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠬᠦ

ᠮᠦᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ 

ᠤᠩᠰᠢᠵᠤ ᠰᠤᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ᠃
  

ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 1995
 ᠣᠨ ᠤ 43 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ
ᠲᠦᠯᠪᠦᠷᠢ 

》 ᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠨ᠂ 1995-2005 ᠣᠨ ᠳᠤ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠬᠥ
ᠲᠦᠯᠪᠦᠷᠢ ᠳᠦ ᠳᠡᠪᠰᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠵᠣᠷᠢᠯᠲᠠ ᠶᠢ 

ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠳᠦ ᠪᠡᠨ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠭᠡᠵᠦ ᠳᠦᠩᠨᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ  
2008 ᠣᠨ ᠳᠤ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ  II  

》 ᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠭᠡᠵᠦ ᠦ

ᠵᠡᠭᠰᠡᠨ ᠦ ᠳᠠᠭᠠᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠰᠠᠶᠢᠳ

 ᠤᠨ 
2008 ᠣᠨ ᠤ 19  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠵᠠᠬᠢᠷᠤᠮᠵᠢ ᠪᠠᠷ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ ᠶᠢ ᠰᠢᠨᠡᠴᠢᠯᠡᠨ 
ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ 2008-2015

 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠠᠮᠵᠢᠯᠲᠠᠲᠠᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠢᠯᠡ᠃ 
    

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ I ᠂ II 

》 ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠰᠡᠨ ᠢᠶᠡᠷ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ 
ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ VI-IX ᠠᠩᠭᠢ ᠳᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠢᠷᠭᠡᠨ ᠦ 
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ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢ ᠺᠢᠷᠢᠯ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠵᠡᠷᠭᠡᠴᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠬᠦ᠂ ᠨᠣᠮ᠂ 
ᠰᠤᠷᠬᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠬᠤ᠂ ᠬᠥ

ᠷᠪᠡᠭᠦᠯᠬᠦ᠂ ᠲᠡᠦᠬᠡ᠂ ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠤᠨ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠢ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠦ

ᠷᠲᠡᠭᠡᠯ ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ 
ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠦ

ᠷ ᠡ  ᠳᠥᠩ ᠲᠡᠢ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ᠃ 
   ᠮᠥᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠠᠴᠠ 2015 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠲᠤᠬᠠᠢ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ 11  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠵᠦᠢᠯ ᠳᠦ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠬᠦ
ᠯᠢᠶᠡᠬᠦ ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ ᠶᠢ 

ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠪᠠᠨ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ᠂ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠡ ᠶᠢ ᠨᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠭᠦᠯᠬᠦ᠂ 
ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ᠂ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ᠂ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠡᠨ ᠳᠦ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠰᠢᠯᠵᠢᠬᠦ ᠳᠤᠮᠳᠠ 

ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠤᠷᠲᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ᠂ ᠳᠦᠷᠢᠮ᠂ ᠵᠢᠷᠤᠮ᠂ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠴᠢᠭᠯᠡᠯ 

ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ  

》 ᠭᠡᠵᠦ᠂ ᠮᠥᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ 7.2  ᠳᠦ 

《 ᠡᠨᠡ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ 11.1.2 
ᠲᠤ ᠵᠢᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ ᠶᠢ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠱᠠᠲᠤ ᠲᠠᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠵᠣᠬᠢᠬᠤ 
ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠬᠠᠩᠭ

ᠠᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠬᠤ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠭ ᠠ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢᠶᠡᠨ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠣᠣᠰ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠦᠨ 

ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠ  

》 ᠭᠡᠵᠦ᠂ 24.2  ᠳᠤ 

《 ᠡᠨᠡ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ  7.2 ᠳᠠᠬᠢ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠢ 2025 ᠣᠨ ᠤ 
01   ᠳᠤᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ  01  ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠡ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠳᠠᠭᠠᠵᠤ ᠮᠥᠷᠳᠡᠨ ᠡ 

》 ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠤᠰ ᠲᠤᠰ 
ᠵᠢᠭᠠᠭᠰᠠᠨ᠃

    
   ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠬᠠᠩᠭ

ᠠᠬᠤ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶᠡᠨ ᠳᠦ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ 2020 

ᠣᠨ ᠤ 96
 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ
ᠲᠦᠯᠪᠦᠷᠢ  III 

》

 ᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠵᠤ᠂ 

《 ᠠᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭ ᠠ- 2050  

》 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠤᠷᠲᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ 

ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠯ ᠦᠨ 

ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠪᠠᠨ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ 
ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠮᠡᠯ 

ᠦ
ᠨᠡᠲᠦ 

ᠵᠦᠢᠯ ᠢ 
ᠠᠯᠪᠠᠨ 

ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ 
ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠵᠤ᠂ 

《 ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠦᠢ ᠪᠡᠷ ᠨᠠᠷᠢᠪᠴᠢᠯᠠᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠵᠤ᠂ 

ᠬᠥ
ᠳᠡᠯᠦᠰᠢ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠣᠳᠠᠲᠤ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠳᠤ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠭᠰᠡᠨ 

《 ᠡᠬᠡ ᠬᠡᠯᠡ᠂ ᠡᠬᠡ ᠲᠡᠦᠬᠡ᠂ ᠥ
ᠪ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠢ  

》 
ᠨᠡᠶᠢᠲᠡ ᠬᠦ

ᠮᠦᠨ ᠠᠮᠠ ᠳᠤ ᠲᠥᠯᠦᠪᠰᠢᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠢᠵᠢᠯᠢᠰᠦᠯ ᠣᠨᠳᠣᠣᠰᠢᠯ ᠤᠨ ᠭᠦ

ᠨ ᠤᠬᠠᠮᠰᠠᠷ᠂ 
ᠳᠠᠷᠬᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ  ᠤᠯᠤᠰ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠲᠤᠯᠭᠠᠭᠤᠷ ᠪᠣᠯᠬᠤᠶᠢᠴᠠ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠮᠡᠯ ᠦ
ᠨᠡᠲᠦ 

ᠵᠦᠢᠯᠡᠰ ᠢ ᠴᠣᠭᠴᠠᠯᠠᠭᠠᠬᠤ  
》 ᠲᠡᠷᠢᠭᠦᠨ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠦ

ᠷᠢᠶᠡᠨ ᠳᠦ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ᠂ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠨ 

ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠦ

ᠨᠡᠲᠦ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠪᠦ
ᠷᠢᠳᠦᠯ ᠪᠣᠯᠭᠠᠨ ᠢᠷᠭᠡᠨ ᠪᠦ

ᠷᠢ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠢ ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠵᠦ᠂ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ 
ᠬᠡᠪᠰᠢᠨ ᠡ  

》 ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠵᠣᠷᠢᠯᠲᠠ ᠳᠡᠪᠰᠢᠭᠦᠯᠦᠨ᠂ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠱᠠᠲᠤ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠩᠭ

ᠠᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠵᠤ 
ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃

  
   ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ᠂ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠠᠶᠢᠳ

 2022  ᠣᠨ ᠤ 01  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ  28  ᠤ 
ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠰᠢᠶᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ III  

》 ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ 
3 ᠳᠡᠳ᠋ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠦᠨ ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠨ ᠢ ᠲᠣᠮᠢᠯᠠᠵᠤ᠂ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠲᠥᠯᠥᠪᠯᠡᠭᠡ ᠶᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ᠃
 

ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠦᠳ
 ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ ᠳᠦ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠳᠠᠷᠠᠭᠠᠬᠢ ᠵᠣᠷᠢᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠠᠵᠤ 
ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃

 ᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ᠄ 
   1 . ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠢ ᠪᠦ
ᠷᠢᠨ ᠪᠦ

ᠷᠢᠳᠦᠭᠦᠯᠬᠦ 
   2 . ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠲᠦ ᠰᠤᠷᠭᠠᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠡᠷᠴᠢᠮᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠳᠤ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠤ᠂ ᠦ
ᠷ ᠡ 

 ᠳᠥᠩ ᠳᠦ ᠬᠦ
ᠷᠭᠡᠬᠦ 

   3 . ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠦᠨ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠬᠤ᠂ ᠴᠢᠨᠠᠭᠰᠢᠳᠠ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠲᠦ ᠪᠥ
ᠷᠢᠨ ᠰᠢᠯᠵᠢᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠵᠦᠢ᠂ ᠲᠧᠭᠨᠣᠯᠣᠭᠢ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠪᠦ

ᠷᠢᠳᠦᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ 
ᠬᠠᠩᠭ

ᠠᠬᠤ 
   4 . ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ᠂ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ᠂ ᠰᠤᠷᠲᠠᠯᠴᠢᠯᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ᠂ 
ᠠᠷᠭ ᠠ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠩᠭ

ᠤᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ   
 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠢ ᠪᠦ

ᠷᠢᠨ ᠪᠦ
ᠷᠢᠳᠦᠭᠦᠯᠬᠦ  

》  
ᠴᠢᠭᠯᠡᠯ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠳ 

 
1.  ᠰᠲ᠋ᠠᠨᠳᠠᠷᠲ ᠬᠡᠮᠵᠢᠯ ᠵᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠳᠠᠷᠤᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 2022 ᠣᠨ ᠤ 04  ᠳᠦᠭᠡᠷ 
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ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 04  ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ C-013 ᠲᠣᠭᠠᠲᠤ ᠲᠤᠰᠢᠶᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠦ

ᠢᠯᠡᠥᠡᠬᠦ 
ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠡᠪᠯᠡᠮᠡᠯ ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠰᠤ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠪᠦ

ᠷᠢᠳᠦᠯ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠯᠠᠯ ᠳᠤ ᠲᠠᠯᠪᠢᠬᠤ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ 

ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ 

《 M
N

S
 6395 ᠄2022 

》 ᠰᠲ᠋ᠠᠨᠳᠠᠷᠲ ᠢ ᠰᠢᠨᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ᠃ 
   2. ᠳᠡᠳ᠋ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠦᠨ ᠵᠠᠬᠢᠶᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ 2023 ᠣᠨ ᠤ 1   ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠤᠯᠠᠷᠢᠯ ᠳᠤ ᠴᠠᠬᠢᠮ ᠳᠤ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠪᠢᠴᠢᠬᠦ N
otepad- ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ᠂ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠺᠢᠷᠢᠯ 
ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠯᠠᠲ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠰᠦᠭ ᠲᠦ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠭᠠᠬᠤ ᠭᠠᠷ ᠤᠨ  ᠳᠷᠠᠢᠸᠠᠷ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠯᠲᠡ᠂ ᠶᠦᠨᠢᠺᠣᠳ᠋  ᠤᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠦ
ᠰᠦᠭ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠯᠠᠯ ᠢ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠦ
ᠰᠦᠭ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠯᠠᠯ ᠳᠤ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠲᠢᠭ 

ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠭᠰᠡᠨ᠃ 

   3. ᠳᠡᠳ᠋ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠦᠨ ᠵᠠᠬᠢᠶᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ 2023 ᠣᠨ ᠤ 1  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠤᠯᠠᠷᠢᠯ ᠳᠤ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠴᠤᠪᠤᠷᠠᠯ 20 ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ 

ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠦ
᠊ ∙ ᠠᠷᠢᠭᠤᠨᠪᠣᠯᠥᠥᠠ ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠳᠦᠷᠰᠦᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃

 ᠤᠭ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ 
ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ ᠦᠨ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ᠂ 

ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ᠂ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠪ 

》᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠲᠧᠯᠧᠸᠢᠽ ᠲᠡᠢ ᠬᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠨ 
ᠪᠦ

ᠲᠦᠭᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃
    

4. ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
᠂ ᠵᠠᠯᠠᠭᠤᠴᠤᠳ

 ᠲᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠣᠯᠭᠤᠬᠤ ᠳᠤ ᠲᠤᠰᠠ ᠨᠡᠮᠡᠷᠢ ᠪᠣᠯᠬᠤ 

ᠡᠭᠦᠳᠡᠨ ᠡᠴᠡ  FM
 107.5  

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠲᠤᠭᠤᠷᠭᠠᠲᠠᠨ ᠤ ᠷᠠᠳᠢᠣ᠋ 

》 ᠲᠠᠢ ᠬᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠷᠠᠳᠢᠣ᠋ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠳᠦᠷᠰᠦ ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ ᠴᠤᠪᠤᠷᠠᠯ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢ 2023

 ᠣᠨ ᠤ 01  ᠳᠦᠭᠡᠷ 
ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 04   ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠡ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠳᠣᠯᠣᠭ ᠠ ᠬᠣᠨᠣᠭ ᠤᠨ ᠮᠢᠭᠮᠠᠷ ᠭᠠᠷᠠᠭ ᠪᠦ

ᠷᠢ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃
 

ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢ 
《 ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ  

》ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠭᠴᠢ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠪᠠᠭᠰᠢ᠂ 

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠤᠨ ᠭᠠᠪᠢᠶᠠᠲᠤ ᠵᠢᠳᠬᠦᠯᠲᠡᠨ ᠪ ∙ ᠡᠯᠪᠡᠭᠵᠠᠶᠠᠭ  ᠠ  ᠵᠢᠭᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠪᠥ

ᠭᠡᠳ
 

ᠴᠢᠨᠠᠭᠰᠢᠳᠠ ᠴᠤᠪᠤᠷᠠᠯ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢ 2023 ᠣᠨ ᠤ ᠲᠤᠷᠰᠢ ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠡ᠃ 

 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠲᠦ ᠰᠤᠷᠭᠠᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠳᠤ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠤ᠂  

ᠦ
ᠷ ᠡ ᠳᠦᠩ ᠳᠦ ᠬᠦ

ᠷᠬᠦ 

》ᠴᠢᠭᠯᠡᠯ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠳ  
 1. ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠠᠶᠢᠳ

 ᠤᠨ  2022 ᠂01.14
 ᠠ

/10 ᠲᠣᠭᠠᠲᠤ 
ᠲᠤᠰᠢᠶᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ ᠦᠨ ᠪᠦ

ᠲᠦᠴᠡ ᠳᠦ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ᠂ 

ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠪ ᠢ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ᠃ 
2 . ᠨᠥᠬᠥᠴᠡᠯ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠠᠯᠠᠭᠠᠷᠬᠢ ᠳᠠᠷᠠᠭᠠᠬᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ᠃ 

〇 ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠰᠲ᠋ᠠᠲ᠋ᠢᠰᠲ᠋ᠢᠺ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ 2021

 ᠣᠨ ᠳᠤ 

《 ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ 
ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ  

》 ᠢ  149.1 ᠮᠢᠩᠭ
ᠠᠨ 

ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ᠃
  

   

〇

ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ᠂ ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ 

ᠲᠠᠩᠳᠠᠬᠤ ᠲᠡᠭᠦᠪᠦᠷᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ  2800 ᠬᠥ
ᠮᠥᠠ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ   

〇 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ᠂ ᠤᠷᠠᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ᠂ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠶᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ᠂ 
ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠶᠢᠨ ᠰᠣᠷᠢᠯ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ 1803   ᠬᠥ

ᠮᠥᠠ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 
    ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠨᠠᠷ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠲᠠᠩᠳᠠᠯᠲᠠ 
ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ 436

 ᠬᠥ
ᠮᠥᠠ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 

3. 2022 
ᠣᠨ ᠳᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠢᠯᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢ 4 ᠤᠳᠠᠭ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠳᠠᠪᠬᠤᠷᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ 41170 ᠰᠢᠯᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ᠃ 
    4. ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠥᠷᠦ ᠡᠴᠡ ᠣᠯᠭᠤᠬᠤ ᠰᠠᠩᠬᠦᠦ ᠶᠢᠨ ᠳᠡᠮᠵᠢᠯᠭᠡ᠂ ᠲᠡᠳᠬᠦᠯᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ 
ᠠᠪᠬᠤ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶᠡᠨ ᠦ ᠲᠤᠬᠠᠢ 2022 ᠣᠨ ᠤ 09 ᠳᠤᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 14  ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ 
346 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠡᠳᠬᠦᠯᠭᠡ ᠣᠯᠭᠤᠬᠤ ᠵᠢᠷᠤᠮ ᠢ ᠰᠢᠨᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠪᠠ᠃

 
ᠡᠨᠡ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠤᠨ  3 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠬᠠᠪᠰᠤᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 2.1.10  ᠲᠤ 

《 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ 
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ᠪᠢᠴᠢᠭᠲᠡᠨ  

》 ᠤᠷᠤᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠤ ᠡᠬᠢᠨ ᠦ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠳᠤ ᠰᠢᠯᠭᠠᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠤᠷᠤᠯᠴᠠᠭᠴᠢ ᠢᠢ ᠰᠠᠩᠬᠦᠦ ᠶᠢᠨ 
ᠳᠡᠮᠵᠢᠯᠭᠡ ᠳᠦ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠳᠠᠬᠤ ᠡᠷᠬᠡ ᠵᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠴᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ᠃

  
5. ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠲᠡᠭᠦᠰᠦᠭᠴᠢᠳ

 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ᠂ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠢᠯᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢ 

ᠵᠠᠪᠠᠯ ᠥ
ᠭᠴᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠪᠥ

ᠭᠡᠳ
 ᠰᠢᠯᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠧᠰᠲ ᠦᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ  30 
ᠳᠣᠭᠣᠭᠰᠢ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠬᠤᠪᠢ
 ᠳᠤ ᠬᠦ

ᠷᠭᠡᠵᠦ᠂ 2022 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠢᠯᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢ  4 

ᠤᠳᠠᠭ ᠠ 
ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ 
ᠳᠠᠪᠬᠤᠷᠳᠠᠭᠰᠠᠨ 

ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ 
41170 

ᠰᠢᠯᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ 
ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ᠃ 
        6. ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ᠂ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠶᠠᠮᠤ 11 ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ 6200

 ᠣᠷᠴᠢᠮ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢᠳ

 ᠢ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠤᠯᠤᠨ 

《 ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠴᠠᠬᠢᠮ ᠳᠤ ᠪᠢᠴᠢᠬᠦ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠦᠢ  

》 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠃ 
         7 . ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ᠂ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠶᠠᠮᠤ ᠬᠦ

ᠮᠦᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠠᠴᠠ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠨ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠳᠠᠭ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭᠲᠡᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠤᠷᠤᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠢ ᠬᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ 2022

 

ᠣᠨ ᠳᠤ 16
 ᠰᠠᠶ ᠠ ᠲᠥᠭᠦᠷᠢᠭ ᠦᠨ ᠳᠡᠮᠵᠢᠯᠭᠡ ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ᠃ 
 

《 ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠦᠨ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠬᠤ᠂ 
ᠴᠢᠨᠠᠭᠰᠢᠳᠠ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠲᠦ ᠪᠥ
ᠷᠢᠨ ᠰᠢᠯᠵᠢᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠵᠦᠢ᠂ ᠲᠧᠭᠨᠣᠯᠣᠭᠢ ᠶᠢᠨ 

ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠪᠦ
ᠷᠢᠳᠦᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠬᠠᠩᠭ

ᠠᠬᠤ  

》ᠴᠢᠭᠯᠡᠯ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠳ  
 

1 . ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠤ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ ᠦᠨ 2022
 ᠣᠨ ᠤ 11  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 14

  ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ 
600  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠤᠨ 1  ᠳᠥᠭᠡᠷ ᠬᠠᠪᠰᠤᠷᠤᠯᠲᠠ ᠪᠠᠷ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠠᠨᠺᠧᠲ 
 ᠢ ᠰᠢᠨᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠺᠡ   ᠢᠢᠠ ᠳᠥᠪᠰᠢᠠ ᠨᠡᠮᠡᠠ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ᠃ 
      2 . ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ ᠦᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ᠂ 

ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ᠂ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠪ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢᠳ
 ᠲᠤ ᠵᠣᠷᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ 
ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠰᠤᠷᠭᠠᠬᠤ ᠭᠠᠷ ᠤᠲᠠᠰᠤᠨ ᠤ 

《 ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ

 

》 ᠠᠫᠫᠯᠢᠺᠧᠢᠰᠢᠨ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠵᠦ᠂ 2023  

ᠣᠨ ᠤ 09   ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 23
  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠠᠫᠫ ᠰᠲ᠋ᠣᠷ  ( App store  )  ᠲᠦ 

ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ᠃
    

3 . ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ 2022  ᠣᠨ ᠤ 08 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 24

  ᠦ 
ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ 

《 ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠳᠤ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠲᠣᠮᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠳᠠᠪᠲᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠳᠠᠬᠤ 
ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢᠳ

 ᠲᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠨᠡᠮᠡᠵᠦ ᠲᠤᠰᠬᠠᠬᠤ  

》 312 ᠳᠤᠭᠠᠷ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠨ᠂ ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢ 2023
 

ᠣᠨ ᠤ 04
  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠰᠡᠷ ᠠ  ᠢᠢᠠ 20   ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠡ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠴᠠᠬᠢᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠵᠢᠭᠠᠵᠤ ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ᠃ 

      4. ᠰᠲ᠋ᠠᠨᠳᠠᠷᠲ ᠬᠡᠮᠵᠢᠯ ᠵᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠳᠠᠷᠤᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 2022 ᠣᠨ ᠤ 07 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 
08  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ C/31  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠲᠤᠰᠢᠶᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ 

《 ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠰᠤᠨ ᠳᠤ ᠲᠠᠯᠪᠢᠬᠤ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ

《 M
N

S 6978 ᠄2022 ᠰᠲ᠋ᠠᠨᠳᠠᠷᠲ ᠢ 
ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ᠃ 
  

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ᠂ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ᠂

ᠰᠤᠷᠲᠠᠯᠴᠢᠯᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠵᠢᠯ  
ᠤᠬᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ᠂ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠩᠭ

ᠤᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ 

》 ᠴᠢᠭᠯᠡᠯ ᠢᠶᠡᠷ 
 ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠳ 

 
1. ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ 1992-2001 ᠣᠨ ᠤ 10 ᠵᠢᠯ ᠦᠨ 434 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠤᠨ 
1848 ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠪᠦ

ᠬᠦᠢ ᠴᠠᠭᠠᠰᠤᠨ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ᠢ 2023  ᠣᠨ ᠤ 1   ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠤᠯᠠᠷᠢᠯ ᠳᠤ ᠴᠠᠬᠢᠮ ᠬᠤᠪᠢᠯᠪᠤᠷᠢ ᠳᠤ 
ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠣᠯᠠᠨ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠦ

ᠷᠲᠡᠭᠡᠯ ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠪᠡᠯᠡᠨ ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ᠃ 
          2 . ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠪᠦ

ᠷᠢᠳᠬᠡᠯ ᠦᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ 2022
 ᠣᠨ ᠤ 03 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 
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28
  ᠤ 1/2660

 ᠲᠣᠭᠠᠲᠤ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠲᠦ ᠳᠤᠷᠠᠳᠠᠠᠠᠰᠤᠨ ᠢᠶᠠᠷ 2022 ᠣᠨ ᠤ 03 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 
25  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ 233098 ᠢᠷᠭᠡᠨ ᠦ ᠨᠡᠷ ᠡ᠂ 91483 ᠣᠪᠤᠭ ᠢ ᠺᠢᠷᠢᠯ᠂ ᠯᠠᠲ᠋ᠢᠨ᠂ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠵᠡᠷᠭᠡᠴᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠢᠷᠭᠡᠳ
 ᠲᠠᠨᠢᠯᠴᠠᠬᠤ᠂ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠪᠣᠯᠤᠮᠵᠢ ᠶᠢ 

ᠪᠦ
ᠷᠢᠳᠦᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ᠃

 ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠡᠲᠡᠭᠡᠳ
 ᠦᠨ 227605 ᠨᠡᠷ ᠡ ᠶᠢ ᠳᠡᠭᠡᠷᠡᠬᠢ ᠴᠠᠬᠢᠮ ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠰᠤᠨ ᠳᠤ 

ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠥ
ᠭᠡᠳ

 ᠡᠨᠡᠬᠦ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠶᠢ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠪᠢᠴᠢᠬᠦ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠡᠷ 

ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃
   

       3. ᠢᠷᠭᠡᠨ ᠦ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠪᠦ
ᠷᠢᠳᠬᠡᠯ ᠦᠨ ᠲᠥᠷᠦᠭᠰᠡᠨ ᠦ᠂ ᠭᠡᠷᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠦ ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠭᠡ ᠶᠢ ᠺᠢᠷᠢᠯ᠂  

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠵᠡᠷᠭᠡᠴᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠣᠯᠭᠤᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

       

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶᠢᠯᠡᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠳᠡᠷᠭᠡᠳᠡᠬᠢ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ 
ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠵᠠᠬᠢᠶᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠰᠲ᠋ᠠᠲ᠋ᠢᠰᠲ᠋ᠢᠺ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠤ 2021 ᠣᠨ ᠳᠤ 149.1 
ᠮᠢᠩᠭ

ᠠᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ 

《 ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ  

ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ 

》  ᠢ  ᠲᠣᠪᠴᠢ ᠪᠠᠷ  ᠳᠥᠩᠨᠡᠬᠦ ᠳᠦ᠄ 
      1. ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ 53.6 ᠬᠤᠪᠢ
 ᠨᠢ 

ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢᠶᠡᠨ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠣᠣᠰᠯᠠᠭᠤᠯᠤᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠪᠡᠯᠡᠨ ᠭᠡᠵᠦ 

ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠯᠵᠠᠢ᠃
    

      2.  ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢᠳ ᠤᠨ 85.0 ᠬᠤᠪᠢ
 ᠨᠢ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠭᠡ᠂ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠦ

ᠵᠡᠭᠰᠡᠨ 
         3. 35-39 ᠨᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ 

ᠪᠤᠰᠤᠳ
 ᠨᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ ᠲᠡᠢ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠤ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢ ᠢᠯᠡᠭᠦᠦ ᠣᠯᠠᠨ ᠵᠢᠯ ᠢᠶᠡᠷ ᠵᠢᠭᠠᠯᠭᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠲᠠᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠠᠲᠠᠢ 
ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 
         4. 

ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠯᠪᠠᠨ 

ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ 

ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ 

ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ 
ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠶᠢ 

ᠥ
ᠪᠡᠷᠰᠡᠳ

 ᠦᠨ ᠬᠢ ᠨᠢ ᠦ
ᠨᠡᠯᠡᠭᠡ ᠪᠡᠷ ᠠᠪᠬᠤ ᠠᠴᠠ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ᠂ ᠳᠠᠷᠠᠭᠠᠬᠢ ᠡᠬᠡ ᠶᠢ ᠤᠩᠰᠢᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠳᠠᠪᠬᠤᠷ 

ᠦ
ᠨᠡᠯᠡᠭᠡ ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ᠃

 ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ 50.9 ᠬᠤᠪᠢ

 
ᠨᠢ ᠥ

ᠭᠭᠦᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠡᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠢ ᠤᠩᠰᠢᠬᠤ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠲᠠᠢ᠂ 38.8 ᠬᠤᠪᠢ
 ᠨᠢ ᠪᠦ

ᠲᠦᠨ ᠢᠶᠡᠷ 
ᠨᠢ ᠤᠩᠰᠢᠬᠤ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯ 10.3 ᠬᠤᠪᠢ

 ᠨᠢ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶᠢᠨ ᠡᠬᠡ ᠶᠢ ᠣᠭᠲᠣ ᠤᠩᠰᠢᠵᠤ 
ᠴᠢᠳᠠᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 
    ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶᠢᠯᠡᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠳᠡᠷᠭᠡᠳᠡᠬᠢ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ 

ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ 21
 ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠲᠤ ᠰᠠᠯᠪᠤᠷᠢ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠨ᠂ ᠰᠠᠯᠪᠤᠷᠢ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠭᠡᠰᠢᠭᠦᠳ

 ᠲᠦ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ᠂ 
ᠰᠤᠮᠤ ᠶᠢᠨ 

ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ 

ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠷᠢᠯᠠᠨ᠂ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ 
ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ 

ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢ 
ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠪᠢᠯᠡ᠃ 
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    ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ 1999   ᠠᠴᠡ 2004 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ 

ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢ 
ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ 

ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ᠂ 
ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ 

ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ᠂ 
ᠪᠢᠽᠢᠨᠨᠧᠰ ᠦᠨ 

ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠮᠧᠨᠧᠵᠧᠷ ᠦᠨ ᠠᠩᠭᠢ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠤ ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠩᠭᠢ ᠳᠤ 
ᠵᠢᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠪᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠯᠠᠨ ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠳᠤ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠲᠣᠮᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠳᠠᠪᠲᠠᠨ 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠰᠤᠷᠤᠯᠴᠠᠵᠤ ᠪᠤᠢ ᠪᠦ

ᠬᠦ ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢᠳ ᠲᠤ ᠠᠩᠬ
ᠠᠨ᠂ ᠳᠤᠮᠳᠠ᠂ ᠠᠬᠢᠰᠡᠨ 

ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠤ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠨ᠂ 2023 ᠣᠨ ᠤ 04 ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 20  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠡ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ 
ᠴᠠᠬᠢᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃

 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠴᠠᠬᠢᠮ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢ ᠣᠳᠣ ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ 

1405 ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠵᠤ᠂ 783 ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠭᠡ ᠪᠡᠨ 
ᠠᠪᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃

   
    ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶᠢᠯᠡᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠳᠡᠷᠭᠡᠳᠡᠬᠢ 

ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ᠂ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠶᠠᠮᠤ᠂ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ

ᠲᠥᠯᠪᠦᠷᠢ III  

》 ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ 3 ᠳᠡᠳ᠋ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ᠂ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ ᠦᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ᠂ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠦᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠲᠥᠪ᠂ ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ᠂ ᠬᠥ

ᠮᠥᠠ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠰᠥᠨᠢᠠ  ᠪᠦ
ᠭᠦᠳᠠ ᠪᠡᠷ ᠬᠥ

ᠳᠥᠯᠪᠦᠷᠢ ᠢᠢᠠ 
ᠵᠥᠷᠢᠯᠳᠠ᠂ ᠳᠥᠥᠯᠥᠪᠯᠡᠭᠡ ᠢᠢ ᠮᠥᠷᠳᠡᠠ  ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠵᠥ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ 2025   ᠣᠨ ᠠᠴᠠ ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠠ  ᠦ  ᠪᠢᠴᠢᠭ   ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠺᠢᠷᠢᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠦᠨ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ 

ᠠᠵᠢᠯ ᠢ  ᠡᠠᠮᠵᠢᠯᠳᠡᠳᠡᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠤ ᠪᠠᠢᠢᠨ ᠠ ᠬᠡᠮᠡᠠ ᠳᠦᠩᠨᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

 ᠨᠣᠮ ᠵᠦᠢ  
         1 . ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠬᠠᠯᠲᠤ ᠨᠠᠮ ᠤᠨ ᠲᠥᠪ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ᠂ ᠰᠠᠶᠢᠳ

 ᠨᠠᠷ ᠤᠨ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ ᠦᠨ 
1941 ᠣᠨ ᠤ 05 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 09

  ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ᠂ 

《 ᠣᠷᠣᠰ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠲᠣᠯᠣᠭᠠᠢ ᠳᠤ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠲᠤᠬᠠᠢ 

》 
         2. ᠪᠦ

ᠭᠦᠳᠡ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠮᠳᠠᠬᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ  ᠤᠨ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠤ 

ᠰᠠᠶᠢᠳ
 ᠤᠨ 1985

 ᠣᠨ ᠤ 06
 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 24

  ᠦ
 ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ 151  ᠳᠤᠭᠡᠷ ᠲᠤᠰᠢᠶᠠᠯ᠂ 

《 ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ 7 ᠂ 8 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠠᠩᠭᠢ ᠳᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢ 

ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠤᠯᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ 

》 
3.  ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 1991 ᠣᠨ ᠤ 36 
ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ 

《 ᠪᠦ
ᠭᠦᠳᠡ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠮᠳᠠᠬᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠯᠤᠰᠳᠦ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠥ
ᠲᠥᠯᠦᠨ 

ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠬᠠᠩᠭ
ᠠᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ 

》 
          4. ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 1995
 ᠣᠨ ᠤ 43 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ

ᠲᠦᠯᠪᠦᠷᠢ  

》 ᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ 
          5. ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠶᠢᠨ  2008  ᠣᠨ ᠤ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ 

ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ

ᠲᠦᠯᠪᠦᠷᠢ II  

》 ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ 
          6. ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠤᠷᠠᠯ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》 2015 
          7. ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ 2020 ᠣᠨ ᠤ  96 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ 

ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ

ᠲᠦᠯᠪᠦᠷᠢ  III  

》 ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ 
          8. ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ 2022 ᠣᠨ ᠤ 08 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 24 
 ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ 312 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ 

《 ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠳᠤ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠲᠣᠮᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠤᠨ 
ᠳᠠᠪᠲᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠳᠠᠬᠤ ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢᠳ

 ᠲᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ 

ᠨᠡᠮᠡᠵᠦ ᠲᠤᠰᠬᠠᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ 

》 
          9.  ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 2020  ᠣᠨ ᠤ 56 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ 

《 ᠠᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠬᠠᠷᠠᠭ ᠠ -2050

 

》 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠤᠷᠲᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ 
         10. ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠤ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ ᠦᠨ 2022

 ᠣᠨ ᠤ 11 ᠳᠤᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 14
  ᠦ 
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ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ 600
 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠤᠨ 1 ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠬᠠᠪᠰᠤᠷᠤᠯᠲᠠ 

《 ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠨᠺᠧᠲ ᠰᠢᠨᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ 

》 
       11. ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ᠂ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠠᠶᠢᠳ

 ᠤᠨ  2022  ᠣᠨ ᠤ  01 ᠳᠤᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 28
 

 ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠰᠢᠶᠠᠯ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠥ
ᠲᠦᠯᠪᠦᠷᠢ III  

》 ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ 3  
ᠳᠡᠳ᠋ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠦᠨ ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠨ ᠢ ᠲᠣᠮᠢᠯᠠᠵᠤ᠂ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠲᠥᠯᠦᠪᠯᠡᠭᠡ ᠶᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ 
        12. ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠠᠶᠢᠳ

 ᠤᠨ 2022 ᠣᠨ ᠤ 01 ᠳᠤᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 14 
 ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ ᠠ

/10 ᠲᠣᠭᠠᠲᠤ ᠲᠤᠰᠢᠶᠠᠯ 

《 ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ ᠬᠦ

ᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ ᠦᠨ 
ᠪᠦ

ᠲᠦᠴᠡ ᠳᠦ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ᠂ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠪ ᠢ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ 

ᠲᠤᠬᠠᠢ 

》 13 . ᠰᠲ᠋ᠠᠨᠳᠠᠷᠲ ᠬᠡᠮᠵᠢᠯ ᠵᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠳᠠᠷᠤᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 2022  ᠣᠨ ᠤ 04  ᠳᠤᠭᠡᠷ 
ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 04    ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ C-013 ᠲᠣᠭᠠᠲᠤ ᠲᠤᠰᠢᠶᠠᠯ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠦ
ᠢᠯᠡ ᠳᠦ ᠬᠢ 

ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠡᠪᠯᠡᠮᠡᠯ ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠰᠤ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠪᠦ
ᠷᠢᠳᠦᠯ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠯᠠᠯ ᠳᠤ ᠲᠠᠯᠪᠢᠬᠤ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ 
ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ 

《 M
N

S 6395 ᠄2022
 

》 ᠰᠲ᠋ᠠᠨᠳᠠᠷᠲ ᠢ ᠰᠢᠨᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ 
         14. ᠰᠲ᠋ᠠᠨᠳᠠᠷᠲ ᠬᠡᠮᠵᠢᠯ ᠵᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠳᠠᠷᠤᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 2022 ᠣᠨ ᠤ  07 ᠳᠤᠭᠠᠷ 
ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 08

  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠦᠨ C/31 ᠳᠤᠭᠡᠷ ᠲᠤᠰᠢᠶᠠᠯ 

《 ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠰᠤᠨ ᠳᠤ ᠲᠠᠯᠪᠢᠬᠤ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ

《 M
N

S 6978 ᠄2022 ᠰᠲ᠋ᠠᠨᠳᠠᠷᠲ ᠢ 
ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ 
           15. ᠲᠡᠮᠦᠷᠲᠣᠭᠣᠭ ᠠ ᠳ᠂ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠣᠨᠣᠯ᠂ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠳ 
2002ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠶᠢᠨ ᠬᠦ

ᠮᠦᠨ ᠦ ᠨᠥᠭᠡᠴᠡ ᠶᠢᠨ ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠡᠩᠬᠢᠮ ᠦᠨ 
ᠳᠡᠳ᠋ ᠫᠷᠣᠹᠧᠰᠰᠣᠷ᠂ ᠳᠣᠺᠲ᠋ᠣᠷ (Ph.D

)    
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ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠤᠠ ᠳᠡᠬᠢ ᠬᠣᠲᠠᠴᠢᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠦ
ᠷ ᠡ ᠨᠦᠯᠦᠭᠡ  

―
 ᠬᠦ

ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠪᠠ
 ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠥᠷᠠᠯ ᠳᠤ  
ᠲᠤᠯᠭᠠᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠣᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠤ 

 
ᠪᠣᠷᠵᠢᠭᠢᠨ ᠨ  ᠂ ᠮᠥᠩᠬᠡᠪᠠᠲᠤ   

     

【 ᠲᠣᠪᠴᠢ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ 

】 ᠲᠤᠰ ᠦ
ᠭᠦᠯᠡᠯ ᠳᠤ ᠥ

ᠪᠦᠷ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠤᠠ ᠤ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ 

ᠠᠬᠤᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠣᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠠ ᠡᠭᠦᠰᠴᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠬᠦ
ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠂ 

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠣᠭᠤᠷᠢᠨ ᠡᠴᠠ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠬᠤᠲᠠᠴᠢᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠤᠷᠤᠰᠬᠠᠯ ᠨᠢ ᠬᠦ

ᠳᠡᠭᠡ ᠠᠵᠤ 
ᠠᠬᠤᠢ ᠂ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠤᠲᠤᠮ ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠦ
ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠨᠥᠯᠦᠭᠡ 

ᠲᠤᠰᠬᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠦ
ᠭᠦᠯᠡᠪᠡ ᠃

 ᠮᠦᠨᠴᠦ ᠬᠦ
ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠰᠤᠵᠤ ᠴᠣᠮᠬᠠᠳᠬᠠᠬᠤ 

ᠡᠴᠠ ᠪᠤᠯᠵᠤ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠤᠳ

 ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠤᠲᠤᠮ  ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠳᠤᠯᠭᠠᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ  ᠤᠨ 
ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠠᠪᠡ ᠃

 
    

【 ᠲᠦᠯᠬᠢᠭᠦᠷ ᠦ
ᠭᠡ

 

】 ᠰᠤᠶᠤᠯ  ᠤᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ 

︔ ᠬᠣᠲᠠᠴᠢᠯᠠᠯ 

︔ ᠬᠦ
ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ 

︔ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠯ  
           
     ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨ ᠣᠷᠣᠨ ᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠡᠷ ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠨ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠨ 
ᠲᠤᠤᠱᠠᠯᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠡᠪᠴᠢᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠠᠭᠤᠷᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠤᠯᠠᠭᠳᠠᠴᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠨ 
ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠦᠯᠬᠢᠨ ᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ 
ᠡᠷᠢᠯᠬᠢᠯᠡᠵᠦ ᠢᠷᠠᠪᠠ ᠃

 ᠮᠦᠨᠴᠦ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠵᠤ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠥ

ᠷᠨᠢᠭᠦᠨ ᠢᠶᠠᠷ 
ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠣᠷᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃
 ᠭᠡᠪᠡᠴᠦ ᠂ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠬᠢ ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠪᠤᠶᠤ ᠠᠰᠢᠭᠲᠤ ᠮᠠᠯᠲᠤᠮᠠᠯ ᠢ 

ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠨ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ  ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠠᠭᠤᠷᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠭᠴᠢᠳ
 ᠪᠠ

 ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠂ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠢᠷᠣᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠪᠠ
 ᠬᠠᠮᠢᠶ ᠠ ᠪᠦ

ᠬᠦᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠂ ᠵᠠᠳᠠᠭᠠᠢ ᠨᠡᠭᠦᠷᠡᠰᠦᠨ ᠠᠭᠤᠷᠬᠠᠢ ᠨᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠮᠢ 
ᠠᠬᠤᠢ ᠳᠤ ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠬᠣᠣᠷ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠤᠯᠠᠨ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠪᠠ
 ᠵᠥᠷᠢᠴᠡᠯ ᠮᠥᠷᠭᠥᠯᠳᠦᠭᠡᠨ 

ᠡᠭᠦᠰᠦᠭᠰᠡᠭᠡᠷ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 

    ᠡᠭᠦᠨ ᠲᠠᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠬᠣᠲᠠᠴᠢᠯᠠᠯ ᠦᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠴᠦ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠤ ᠥ
ᠷᠭᠡᠨ ᠢᠶ ᠡᠷ 

ᠶᠠᠪᠤᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠢ ᠬᠣᠲᠠ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠬᠤ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠳᠦ 
ᠰᠤᠮᠤ ᠭᠠᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ  ᠶ᠋ᠢ ᠬᠣᠰᠢᠭᠤ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠲᠥᠪ ᠲᠦ ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠨᠢ ᠬᠣᠲᠠᠴᠢᠯᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠰᠢᠷᠦᠭᠦᠨ ᠤᠷᠤᠰᠬᠠᠯ ᠢ ᠤᠯᠠᠮ ᠨᠢᠭᠡ ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠲᠦᠷᠭᠡᠳᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠬᠡᠮᠡᠨ ᠦ

ᠵᠡᠵᠦ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ 

ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠦ ᠲᠠᠷᠬᠠᠨ ᠣᠷᠣᠰᠢᠬᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢ 

《 ᠲᠥᠪᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢ 
ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ  

》 ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠳᠤᠷᠠᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠣᠷᠢᠭ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠳᠠᠶᠢᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠳᠣᠣᠷ ᠠ ᠂ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ 
ᠬᠥ

ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠡᠳ᠋ ᠦᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠡᠬᠢ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠥᠪᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠂ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ 
ᠴᠢᠨᠰᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠤᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃

 ᠰᠤᠮᠤ ᠭᠠᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠴᠢᠬᠡᠪᠡᠯ ᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠬᠠᠮᠠᠳ

 ᠤᠳ
 ᠴᠦ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
 ᠢᠶ ᠡᠨ ᠳᠠᠭᠠᠵᠤ ᠠᠶᠠᠨᠳᠠᠭᠠᠨ 

ᠬᠣᠲᠠ ᠤᠷᠤᠭᠤ ᠰᠢᠯᠵᠢᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠬᠤ ᠬᠠᠨᠳᠤᠰᠢ ᠲᠠᠢ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ ᠃
 ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠨᠢ ᠬᠤᠲᠠ ᠤᠷᠤᠵᠤ ᠦ
ᠢᠯᠡᠰ 

ᠪᠣᠰᠬᠠᠬᠤ ᠂ ᠦ
ᠷ ᠡ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ ᠢᠶᠡᠨ ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠤ ᠰᠠᠭᠤᠯᠭᠠᠨ ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠯ ᠬᠦ
ᠷᠲᠡᠭᠡᠬᠦ ᠬᠡᠭᠦ 

ᠮᠡᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠤᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠷ ᠬᠤᠲᠠ ᠤᠷᠤᠵᠤ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠢᠶᠡᠨ ᠪᠣᠰᠬᠠᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠡᠮᠡᠴᠡᠭᠰᠡᠭᠡᠷ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 

     ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠮᠠᠯᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠳᠦ ᠲᠠᠪᠤᠨ ᠬᠣᠰᠢᠭᠤ ᠮᠠᠯ ᠨᠢ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨᠳᠤᠷᠤᠯ ᠤᠨ ᠡᠬᠢ 

ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠨᠢ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠡᠴᠠ ᠪᠠᠨ ᠰᠠᠯᠵᠤ ᠬᠣᠲᠠ ᠣᠷᠣᠬᠤ ᠨᠢ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ ᠤᠨ 

ᠲᠠᠯ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠠᠪᠴᠤ ᠬᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠣᠷᠣᠯᠭ ᠠ ᠵᠠᠷᠤᠯᠭ ᠠ ᠂ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠪ ᠵᠤᠷᠰᠢᠯ ᠂ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠬᠤᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠦ

ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠲᠠᠨᠢᠯᠲᠠ ᠪᠠᠨ ᠵᠠᠭᠤ ᠨᠠᠶᠠᠨ ᠭᠷᠠᠳᠦᠰ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠤᠷᠢᠳ
 ᠲᠤᠯᠭᠠᠷᠠᠬᠤ 

ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠦ

ᠷ ᠡ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
 ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠬᠣᠲᠠ ᠣᠷᠣᠵᠤ ᠂ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠪᠠᠷᠠᠳᠠᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ 

ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠪᠤᠶᠤ ᠭᠡᠷ ᠤᠨ ᠠᠬᠠᠮᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠨᠢᠳᠦᠨ ᠡᠮᠦᠨ ᠠ ᠨᠢ ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠡᠭᠡᠳᠡᠷᠡᠭᠡᠨ ᠪᠤᠳᠤᠯᠢᠶᠠᠨ ᠲᠠᠢ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ 
ᠲᠤᠯᠭᠠᠷᠠᠬᠤ ᠨᠢ ᠳᠠᠮᠵᠢᠭ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠶᠤᠮ ᠃
  

     ᠰᠢᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠪᠣᠯ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠬᠣᠲᠠ ᠪᠠᠯᠭᠠᠰᠤᠨ ᠳᠤ ᠲᠥᠪᠯᠡᠷᠡᠵᠦ 
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ᠰᠠᠭᠤᠭ ᠠ ᠬᠥ
ᠮᠥᠰ ᠢ ᠨᠢ ᠭᠠᠷᠭᠠᠪᠠᠯ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠨᠢ ᠶᠡᠬᠡᠩᠬᠢ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠡᠵᠡᠯᠡᠵᠦ ᠪᠤᠢ ᠃
 ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠲᠣᠰ 

ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨ ᠦ
ᠵᠦᠮᠦᠴᠢᠨ ᠬᠣᠰᠢᠭᠤ ᠪᠣᠯ ᠴᠤᠯ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠬᠣᠰᠢᠭᠤ ᠶᠤᠮ ᠃

  2008 ᠣᠨ ᠤ 
ᠪᠦ

ᠷᠢᠳᠬᠡᠯ ᠢ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠪᠡᠯ ᠲᠣᠰ ᠬᠣᠰᠢᠭᠤ ᠨᠢ 71,344 ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠠᠮᠠ ᠲᠠᠢ ᠂ ᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ ᠬᠦ
ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠠᠮᠠ ᠲᠠᠢ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠦ ᠨᠢ 37,359 ᠬᠥ
ᠮᠥᠨ ᠠᠮᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠪᠦ

ᠬᠦ ᠬᠣᠰᠢᠭᠤᠨ ᠤ 
ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠠᠮᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 52%
  ᠢ ᠡᠵᠡᠯᠡᠵᠦ ᠪᠣᠢ 

﹇ 
1

 

﹈ 
᠃

 ᠭᠡᠪᠡᠴᠦ ᠡᠨᠡᠭᠦ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠯ ᠨᠣᠷᠮ ᠠ ᠨᠢ 
ᠬᠣᠲᠠᠴᠢᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠷᠨᠢᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢ  ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠵᠢᠯ ᠡᠴᠡ ᠵᠢᠯ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠬᠤ ᠬᠠᠨᠳᠤᠰᠢ ᠲᠠᠢ ᠬᠡᠮᠡᠨ ᠦ
ᠵᠡᠵᠦ ᠪᠣᠯᠬᠤ 

ᠶᠤᠮ ᠃
 2000 ᠣᠨ ᠤ ᠡᠬᠢ ᠪᠡᠷ ᠥ

ᠷᠨᠢᠭᠰᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠮᠵᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠥ
ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠡ ᠪᠡᠷ 

ᠰᠤᠮᠤ ᠪᠠᠯᠭᠠᠰᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠡᠶᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠴᠣᠮᠬᠠᠳᠬᠠᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠰᠤᠮᠤ ᠭᠠᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠥᠪ ᠲᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠨᠣᠭᠣᠳ

 ᠢ 
ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ 

ᠬᠣᠲᠠ 
᠂ 

ᠬᠣᠰᠢᠭᠤ 
ᠪᠠᠯᠭᠠᠰᠤᠨ ᠤ 

ᠲᠥᠪ ᠲᠦ 
ᠨᠡᠶᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ 

ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠣᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠤ ᠴᠤ ᠣᠯᠠᠨ ᠠᠷᠪᠢᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠳ
 ᠡᠭᠦᠰᠴᠦ 

ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠳᠣᠣᠷ ᠠ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠪᠤᠰᠤᠭ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ  ᠤᠳ

 ᠡᠴᠠ ᠡᠰᠢ ᠲᠠᠲᠠᠨ ᠪᠣᠳᠠᠳᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠶ ᠠ ᠃
  

 ᠨᠢᠭᠡ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠴᠤᠭᠴᠠ ᠨᠢ ᠵᠠᠳᠠᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠤᠴᠠᠷᠠᠪᠠ 

      
     ᠰᠤᠮᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠥᠪ ᠨᠢ 

《 ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠯ  

》 ᠤᠨ ᠡᠭᠦᠰᠦᠯ ᠲᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠶᠠᠪᠤᠴᠠ ᠶ᠋ᠢ 
ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠥ
ᠨᠥᠬᠡᠨ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯ ᠠ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠠᠭ ᠵᠠᠩᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠥᠪ ᠨᠢ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠳᠤᠭᠲᠠᠪᠤᠷᠢᠵᠢᠭᠰᠠᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃

 ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠢᠶ ᠡᠨ ᠰᠤᠮᠤᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠦ ᠬᠦ
ᠷᠭᠡᠬᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠭᠠᠤ ᠠᠮᠤ ᠪᠤᠳᠠᠭ ᠠ ᠠᠪᠬᠤ ᠂ 

ᠠᠷᠠᠯᠵᠢᠶ ᠠ ᠮᠠᠶᠢᠮᠠᠢ ᠬᠢᠬᠦ ᠂ ᠡᠮ ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠳᠤ ᠣᠴᠢᠬᠤ ᠂ ᠰᠢᠤᠳᠠᠨ ᠪᠠᠩᠬᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠂ ᠰᠤᠷᠠᠭ ᠵᠠᠩᠭᠢ 
ᠰᠤᠯᠢᠯᠴᠠᠬᠣ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠭᠡ ᠪᠡᠨ ᠪᠦ
ᠷᠢᠳᠦᠭᠦᠯᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠳᠠᠭ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃

 
ᠰᠤᠮᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠥᠪ ᠨᠢ ᠶᠠᠪᠤᠵᠤ ᠰᠠᠭᠤᠬᠤ ᠳᠤ ᠵᠠᠮ ᠨᠡᠪᠳᠡᠷᠡᠯᠭᠡ ᠨᠢ ᠴᠦ ᠳᠥᠭᠥᠮ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠠᠳᠤᠭᠤ ᠪᠠᠨ 
ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠵᠤ ᠂ ᠬᠣᠨᠢ ᠪᠠᠨ ᠡᠷᠬᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠭᠠᠤ ᠰᠤᠮᠤ ᠤᠷᠤᠭᠠᠳ ᠢᠷᠡᠳᠡᠭ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠵᠤᠨ ᠤ ᠤᠯᠠᠷᠢᠯ ᠪᠤᠯᠪᠠᠯ 
ᠰᠤᠮᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠶᠢᠷ ᠠ ᠬᠠᠪᠢ

 ᠪᠠᠷ ᠤᠲᠤᠷᠯᠠᠨ ᠪᠠᠭᠤᠵᠦ ᠵᠤᠰᠠᠲᠠᠭ ᠠᠶᠢᠯ ᠤᠳ
 ᠴᠤ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠳᠠᠭ ᠃

 ᠠᠩᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠭᠡᠷ  ᠤᠨ ᠴᠤᠩᠬ
ᠤ ᠪᠠᠷ ᠰᠢᠯᠢ ᠪᠤᠷᠤᠯᠵᠢ ᠪᠦ

ᠷᠬᠦᠨ ᠮᠠᠯ ᠰᠦᠷᠦᠭ ᠢᠳᠡᠰᠢᠯᠡᠨ ᠪᠠᠯᠴᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠳᠠᠭ 
ᠪᠢᠯᠡ ᠃

 ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠠᠵᠢᠯᠲᠠᠳ
 ᠴᠤ ᠰᠠᠭᠠᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠨᠢᠶ ᠠ ᠂ ᠤᠨᠤᠭᠠᠨ  ᠤ ᠮᠤᠷᠢ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ 
ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠲᠡᠷᠡ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠰᠤᠮᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠦᠪ ᠨᠢ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠂ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠰᠣᠶᠤᠯ ᠳᠤ 
ᠠᠭᠤᠰᠤᠯᠴᠠᠭᠰᠠᠨ ᠵᠢᠵᠢᠭᠬᠡᠨ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠴᠤᠭᠴᠠ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠭᠡᠳᠡᠭ  ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠤ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ ᠃

 
    ᠰᠤᠮᠤᠨ ᠤ 

ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢ 
ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ 

ᠡᠴᠡ 
ᠬᠣᠶᠢᠰᠢ 

ᠰᠤᠮᠤᠨ ᠳᠠᠬᠢ 
ᠠᠯᠪᠠᠨ  ᠤ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠭ ᠠ ᠨᠤᠭᠤᠳ
 ᠡᠭᠦᠳᠡ ᠪᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠬᠣᠰᠢᠭᠤᠨ ᠤ ᠲᠦᠪ ᠤᠷᠤᠭᠤ ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃

 
ᠰᠢᠤᠳᠠᠨ ᠤ ᠲᠣᠪᠴᠢᠶ ᠠ ᠨᠢ ᠰᠢᠯᠵᠢᠴᠢᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠳ
 ᠨᠢ ᠨᠣᠮ ᠰᠡᠳᠭᠦᠯ ᠵᠠᠬᠢᠶᠠᠯᠠᠬᠤ ᠳᠣᠬᠢᠶᠠᠯ 

ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃

 

《 ᠨᠠᠶᠠ ᠶᠡᠷᠡᠭᠡᠳ
 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠮᠠᠨᠤᠰ ᠢ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠬᠣᠷ ᠂ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠪᠠᠯᠠᠢ ᠭᠡᠵᠦ 

ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠤᠷᠤᠭᠤᠰᠢᠶᠠᠳᠠᠭ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠬᠣᠵᠢᠮ ᠨᠢ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
 ᠦᠳ ᠮᠢᠨᠢ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠨᠢᠳᠦᠯᠡᠬᠦ 
ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠂ ᠲᠡᠳᠡᠨ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠨᠣᠮ ᠳᠠᠭᠤᠳᠠᠭᠤᠯᠳᠠᠭ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠣᠶᠢᠷ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠵᠢᠯ ᠡᠴᠠ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠰᠡᠳᠬᠦᠯ 
ᠣᠯᠳᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠰᠡᠪᠡᠭᠦᠨ ᠵᠦᠢᠯ ᠣᠯᠵᠤ ᠦ
ᠵᠡᠬᠦ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃
 ᠪᠠᠰᠠ ᠭᠠᠷ ᠤᠲᠠᠰᠤᠨ ᠤ 

ᠳᠣᠯᠭᠢᠶᠠᠨ ᠰᠤᠪᠤᠷᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠠᠭᠤᠯᠠᠰ ᠤᠨ ᠣᠷᠣᠢ ᠪᠠᠷᠢᠨ ᠡᠨᠳᠡ ᠲᠡᠨᠳᠡ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠰᠡᠷᠪᠡᠶᠢᠨ ᠰᠡᠬᠦᠶᠢᠭᠡᠳ

 ᠷᠠᠳᠢᠣ᠋ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠳᠣᠯᠭᠢᠶᠠᠨ ᠨᠢ ᠬᠠᠷᠰᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠨ ᠂ ᠷᠠᠳᠢᠣ᠋ ᠰᠣᠨᠣᠰᠴᠤ ᠳᠡᠶᠢᠯᠬᠦ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠣᠯᠴᠢᠬᠠᠯ ᠠ ᠃
 ᠰᠣᠨᠣᠰᠬᠤ ᠷᠠᠳᠢᠣ᠋ ᠦ

ᠭᠡᠢ 
ᠴᠢᠬᠢ ᠳᠦᠯᠡᠢ ᠂ ᠦ

ᠵᠡᠬᠦ ᠨᠣᠮ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠨᠢᠳᠦ ᠰᠣᠬᠣᠷ ᠭᠡᠵᠦ ᠡᠨᠡ ᠳᠠ ᠃

 ᠣᠳᠣ ᠶᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠬᠢᠨ ᠰᠤᠷᠠᠭ 
ᠵᠠᠩᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠭᠡᠵᠡᠭᠡᠬᠦ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠮᠠᠨ ᠤ ᠣᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠨᠡ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠶᠠᠭᠤ ᠭᠡᠵᠦ ᠬᠡᠯᠡᠬᠦ ᠪᠢᠯᠡ ᠃

 
ᠴᠠᠭ ᠲᠥᠷᠥ ᠴᠢᠨᠢ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ  ᠦᠦ 

︖ ᠤᠬᠤᠷᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ  ᠦᠦ 

︖ ᠮᠡᠳᠡᠬᠦ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠃

 

》 

﹇ 2 

﹈ ᠬᠡᠮᠡᠨ ᠦ
ᠵᠦᠮᠦᠴᠢᠨ ᠦ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠳᠠᠯᠠᠭᠠᠳ

 ᠨᠠᠰᠤᠲᠠᠢ ᠪᠤᠭᠤᠷᠤᠯ ᠡᠮᠡᠭᠡᠨ ᠨᠢᠳᠦᠨ ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠨᠢᠯᠪᠤᠰᠤ 
ᠵᠠᠶᠢᠷᠲᠤᠭᠤᠯᠤᠨ ᠂ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠡᠴᠡ ᠲᠤᠰᠠᠭᠠᠷᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢᠶᠡᠨ ᠲᠣᠭᠠᠴᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃
  

     ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠡᠴᠠ ᠪᠤᠯᠵᠤ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠤᠨ ᠳᠤᠭᠲᠠᠪᠤᠷᠢᠵᠢᠭᠰᠠᠨ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠤᠨ 

ᠪᠦ
ᠳᠦᠴᠡ ᠨᠢ ᠵᠠᠳᠠᠷᠠᠨ ᠰᠠᠷᠨᠢᠵᠤ ᠂ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠠᠬᠤᠢ ᠨᠢ ᠤᠲᠤᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠳᠠᠶᠢᠨ ᠳᠤ ᠥ
ᠷᠲᠥᠭᠳᠡᠨ ᠂ 

ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠨᠢ ᠬᠦ
ᠯ ᠠᠯᠳᠠᠵᠤ ᠪᠣᠰᠠᠨᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠳᠤ ᠣᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠭᠠᠵᠤ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ ᠃

 ᠨᠦᠭᠦᠭᠡ 
ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠬᠦ

ᠮᠦᠰ ᠤᠨ ᠪᠡᠶ ᠠ ᠰᠡᠳᠬᠢᠴᠡ ᠳᠤ ᠨᠢ ᠬᠥ
ᠨᠳᠦ ᠳᠠᠷᠤᠭᠠᠰᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠪᠴᠢᠷᠠᠵᠤ ᠂ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠣᠲᠣᠮ ᠤᠨ 

ᠠᠮᠢᠳᠦᠷᠠᠯ ᠨᠢ ᠬᠡᠪ ᠤᠨ ᠪᠣᠰᠣ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠳᠤ ᠤᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠲᠤᠳᠤᠷᠬᠠᠢ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠨ ᠠ ᠃
 ᠬᠤᠲᠠ ᠤᠷᠤᠬᠤ ᠴᠤ 



― 57 ― 

ᠶᠤᠮ ᠤᠣ 

︖ ᠮᠠᠯ ᠢᠶᠡᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠴᠤ ᠶᠤᠮ ᠤᠣ 

︖ ᠠᠷᠠᠯᠵᠢᠶ ᠠ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠭ ᠠ ᠬᠢᠬᠦ ᠴᠤ ᠶᠤᠮ ᠤᠣ 

︖ 
ᠭᠡᠵᠤ ᠴᠢᠭᠯᠡᠯ ᠢᠶᠡᠨ ᠠᠯᠳᠠᠨᠰᠠᠨ ᠤᠩᠭ

ᠤᠴᠠ ᠰᠢᠭ ᠦ
ᠭᠡᠷᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠠ ᠰᠢᠨᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠷᠦᠭᠦᠨ ᠳᠠᠪᠠᠯᠭᠠᠨ ᠳᠤ 

ᠬᠤᠶᠢᠯᠠᠷᠠᠨ ᠂ ᠪᠤᠰᠠᠨᠢᠯ ᠤᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠬᠦ
ᠮᠦᠰ ᠤᠯᠠᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠬᠤ ᠪᠤᠯᠪᠠ ᠃

 
 ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠳᠤ ᠪᠤᠰᠠᠨᠢᠯ ᠡᠭᠦᠰᠪᠡ 
      
      ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠦᠳ
 ᠦᠨ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠤᠲᠤᠮ ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠢ ᠠᠵᠢᠭᠯᠠᠪᠠᠯ ᠂ ᠬᠣᠲᠠ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠵᠤ ᠰᠤᠷᠤᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠮᠦᠷ ᠬᠦ
ᠭᠡᠭᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠨᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠦᠳ
 ᠪᠦ

ᠭᠦᠨ ᠢᠶᠠᠷ  ᠢᠶ ᠡᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠳᠤ 
ᠰᠠᠭᠤᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠯ ᠠ ᠃
 ᠣᠨᠴᠠᠭᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠠᠩᠭᠢ ᠪᠤᠶᠤ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠢᠭᠡ 

ᠬᠣᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠣᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠨᠢ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠪᠡᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠳᠤ ᠰᠠᠭᠤᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠮᠥᠷᠲᠡᠭᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠳᠠᠳᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠠ ᠭᠡᠷ ᠲᠦᠷᠢᠶᠡᠰᠦᠯᠡᠬᠦ ᠪᠤᠶᠤ ᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠠᠬᠠᠮᠠᠳ
 ᠨᠢ ᠰᠠᠳᠤᠨ ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠳᠤ ᠪᠠᠨ ᠨᠠᠶᠢᠳᠠᠨ ᠭᠡᠷ ᠲᠦ ᠨᠢ ᠰᠠᠭᠤᠯᠭᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠂ 
ᠰᠢᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠰᠢᠯᠤᠭᠤᠨ ᠬᠥ

ᠬᠡ ᠬᠣᠰᠢᠭᠤᠨ ᠤ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ 
ᠣᠨ ᠳᠤ 141 ᠨᠡᠷᠡᠰ ᠰᠣᠷᠣᠭᠴᠢ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ 34 ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢ ᠨᠢ ᠬᠣᠰᠢᠭᠤ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ ᠤᠨ 
ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠠᠮᠠ ᠲᠠᠢ ᠂ 107 ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢ ᠨᠢ ᠬᠥ

ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠠᠮᠠ ᠲᠠᠢ ᠃
 ᠬᠥ

ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠳᠣᠲᠣᠷ ᠠ 67%

 ᠬᠤᠪᠢ
 ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢ ᠨᠢ ᠭᠡᠷ ᠲᠦᠷᠢᠶᠡᠰᠦᠯᠡᠨ ᠰᠠᠭᠤᠵᠤ ᠂ 20%

 ᠨᠢ ᠰᠠᠳᠤᠨ 
ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠦᠨ ᠳᠦ ᠪᠡᠨ ᠰᠠᠭᠤᠵᠤ ᠂ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠳᠤ ᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠭ ᠰᠣᠷᠣᠭᠴᠢ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ 

﹇ 3 

﹈ ᠃
 ᠡᠨᠡ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠡᠴᠠ ᠭᠡᠷ ᠲᠦᠷᠢᠶᠡᠰᠦᠯᠡᠵᠦ ᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠭ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠨᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠢ 
ᠲᠠᠨᠢᠵᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ ᠃

 
《 ᠣᠷᠣᠬᠤ ᠭᠡᠷ ᠣᠭᠣᠴᠢᠬᠤ ᠠᠶᠠᠭ ᠠ 

》 ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠤᠬᠠᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠳᠤ 

ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠬᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠶᠠᠷᠢᠶᠠᠨ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠃
 

     ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠭᠡᠷ ᠲᠦᠷᠢᠶᠡᠰᠦᠯᠡᠵᠦ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠤᠨ ᠮᠦᠷ ᠢ ᠬᠥ

ᠭᠡᠭᠡᠬᠦ ᠨᠢ ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ 
ᠬᠦ

ᠴᠢᠷ ᠪᠡᠷᠬᠡᠰᠢᠶᠠᠯ ᠰᠠᠭᠠᠳ
 ᠳᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠳᠤᠳᠠᠭ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠯᠢᠭ ᠵᠢᠱᠢᠶ ᠡ ᠭᠡᠪᠡᠯ 

《 ᠭᠤᠳᠤᠮᠵᠢᠨ ᠤ 

ᠮᠣᠩᠭ
ᠤᠯ 

﹇ 
4  

﹈ 
》 ᠭᠡᠬᠦ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠤᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠤᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠲᠤᠰ ᠵᠤᠬᠢᠶᠠᠯ ᠤᠨ ᠵᠤᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ 
ᠪᠤᠯ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠦ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠲᠡᠷᠡᠪᠡᠷ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠯᠲᠠᠨ ᠪᠣᠱᠤᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠯᠬᠤᠨ 
ᠤᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠡᠴᠠ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠡᠪᠦᠭᠡ ᠠᠪᠤ᠋ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠬᠤᠲᠠ ᠤᠷᠤᠵᠤ ᠰᠤᠷᠤᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠶᠠᠨ ᠤ ᠠᠯᠲᠠᠨ 
ᠬᠠᠷᠭᠤᠢ ᠪᠠᠨ ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠶᠢᠷ ᠠ ᠬᠠᠪᠢ
 ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠷᠠᠩᠭ

ᠤᠢ ᠰᠠᠷᠠᠪᠴᠢ ᠬᠦ
ᠢᠲᠡᠨ 

ᠬᠦ
ᠮᠦᠷᠭᠡ ᠪᠤᠬᠢᠷ ᠭᠤᠳᠤᠮᠵᠢ ᠳᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠳᠠᠷᠠᠭᠠᠯᠠᠨ ᠭᠡᠷ ᠰᠤᠯᠢᠨ ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠰᠡᠭᠡᠷ ᠦ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ 
ᠬᠦ

ᠴᠢᠷ ᠵᠣᠪᠠᠭᠤᠷᠢᠲᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠬᠤᠨᠤᠭ ᠤᠳ
 ᠢᠶᠡᠨ ᠨᠢᠳᠦᠨ ᠳᠤ ᠦ

ᠵᠡᠭᠳᠡᠲᠡᠯ ᠠ ᠨᠠᠷᠢᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 

      ᠲᠤᠰ ᠵᠤᠬᠢᠶᠠᠯ ᠳᠤ ᠲᠣᠭᠠᠴᠢᠭᠰᠠᠨ ᠰᠢᠭ ᠪᠠᠯᠴᠢᠷ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
 ᠦᠳ

 ᠨᠢ ᠭᠡᠷ ᠲᠦᠷᠢᠶᠡᠰᠦᠯᠡᠬᠦ ᠪᠡᠷ 
ᠪᠣᠳᠣᠬᠤ ᠳᠤ ᠨᠢᠭᠡ ᠲᠣᠮᠤ ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠬᠠᠷᠠᠵᠤ ᠠᠰᠠᠷᠠᠬᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠡᠭᠦᠨ ᠳᠤ ᠡᠪᠦᠭᠡ ᠡᠮᠡᠭᠡ 

ᠨᠢ ᠶᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ
ᠨᠳᠦ ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠦ

ᠯᠢᠶᠡᠨ ᠠᠪᠳᠠᠭ ᠃
 ᠭᠡᠪᠡᠴᠦ ᠨᠠᠰᠤᠲᠠᠨ ᠪᠤᠭᠤᠷᠤᠯ ᠤᠳ

 ᠤᠨ 
ᠦ

ᠷ ᠡ ᠠᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠭᠡᠬᠦ ᠨᠦᠮᠵᠦᠭ ᠵᠥᠭᠡᠯᠡᠨ ᠨᠢᠩᠵᠢᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯ ᠢ ᠨᠢ 

《 ᠮᠠᠶᠢᠵᠢᠭ ᠤᠳ
 

》 ᠭᠡᠵᠦ 
ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠢᠨᠢ ᠬᠣᠱᠣᠩᠨᠠᠵᠤ ᠶᠥᠭᠡᠳᠡᠨ ᠡ ᠃
 

《 ᠰᠡᠭᠰᠡᠭᠡᠷ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠡᠵᠢ ᠂ ᠰᠡᠶᠢᠮᠡᠬᠡᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ 
ᠭᠡᠷ  

》 ᠭᠡᠵᠦ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠦ
ᠭᠡᠨ ᠳᠦ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠠᠵᠠᠢ ᠪᠤᠭᠤᠷᠤᠯ ᠤᠳ
 ᠤᠨ ᠮᠢᠨᠢ ᠦ

ᠷ ᠡ 
ᠠᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠭᠡᠬᠦ ᠥ

ᠷᠥᠪᠴᠢᠬᠡᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯ ᠢ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠦ
ᠭᠡ ᠪᠡᠷ ᠢᠯᠡᠳᠬᠡᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠴᠤ 
ᠮᠠᠶᠢᠵᠢᠭ ᠭᠡᠵᠦ ᠴᠢᠨᠠᠭᠰᠢ ᠦ

ᠵᠡᠬᠦ ᠨᠢ ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠭᠰᠠᠨ ᠥ
ᠷᠥ ᠡᠪᠡᠳᠦᠯᠲᠡᠢ ᠤᠴᠢᠷ ᠪᠢᠯᠡ ᠃

 ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠣᠶᠢᠷ ᠠ ᠬᠠᠪᠢ

 ᠳᠤ ᠦ
ᠷ ᠡ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠢᠶ ᠡᠨ ᠬᠠᠷᠠᠵᠤ ᠰᠠᠭᠤᠭ ᠠ ᠨᠠᠰᠤᠲᠠᠶᠢᠴᠤᠳ
 ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠡᠭᠡᠯᠢ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢᠭ  ᠢ 

《 
ᠮᠠᠶᠢᠵᠢᠭ ᠤᠨ ᠵᠡᠭᠡᠯᠢ 

》 ᠭᠡᠬᠦ ᠶᠠᠷᠢᠶ ᠠ ᠨᠢ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠳᠠᠶᠠᠭᠠᠷ ᠲᠤ ᠰᠣᠨᠣᠰᠳᠠᠵᠤ ᠂ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠯᠡᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠴᠤ 
ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃

 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠵᠠᠩᠰᠢᠯ ᠳᠦ ᠡᠷᠡᠮᠳᠡᠭ ᠵᠡᠮᠳᠡᠭ ᠬᠥ
ᠮᠥᠨ ᠢ ᠳᠣᠭᠣᠭᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠨ 

ᠬᠡᠯᠡᠬᠦ ᠨᠢ ᠴᠡᠭᠡᠷ ᠬᠣᠷᠢᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠢ ᠪᠢᠲᠡᠭᠡᠢ ᠬᠡᠯᠡ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠢ ᠴᠦ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠰᠣᠬᠣᠷ ᠳᠣᠭᠣᠯᠠᠩ 
ᠭᠡᠵᠦ ᠨᠡᠷᠡᠯᠡᠨ ᠭᠤᠲᠤᠭᠠᠨ ᠳᠠᠭᠤᠳᠠᠳᠠᠭ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠢᠯᠡ ᠃
 ᠣᠳᠣ ᠴᠠᠭ ᠤᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠨ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠬᠢᠨᠢ ᠦ

ᠵᠡᠯᠲᠡ 
ᠲᠠᠨᠢᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠨᠢ ᠭᠠᠵᠢᠭᠤᠳᠠᠯ ᠡᠭᠦᠰᠴᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠴᠦ ᠶᠤᠮ  ᠦᠦ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠲᠥᠷᠦᠭᠳᠡᠯ ᠢ ᠠᠪᠴᠢᠷᠠᠨ ᠠ ᠃

  
     ᠶᠠᠷᠢᠶᠠᠨ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠂ ᠮᠠᠶᠢᠵᠢᠭ ᠤᠳ ᠲᠥᠪᠯᠡᠷᠡᠨ ᠰᠠᠭᠤᠭ ᠠ ᠲᠡᠷᠡᠬᠦ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢᠭ ᠨᠢ ᠬᠥ
ᠮᠥᠰ ᠲᠤ 

ᠦ
ᠯᠦ ᠲᠠᠭᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠰᠡᠳᠭᠢᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠥ

ᠩᠭᠡ ᠪᠣᠳᠤᠭ ᠨᠢ ᠢᠯᠡᠬᠡᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠂ ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ 
ᠬᠥ

ᠮᠥᠰ ᠨᠢ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠤᠨ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠳᠤᠤᠷᠠᠲᠤ ᠳᠡᠰ ᠤᠨ ᠳᠠᠪᠬᠤᠷᠭ ᠠ ᠲᠤ ᠵᠢᠰᠢᠭᠳᠡᠬᠦ ᠨᠢ ᠠᠶᠠᠨᠳᠠᠭᠠᠨ ᠤ 
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ᠮᠥᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠮᠠᠷᠭᠤᠭᠠᠨ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠭᠡᠵᠤ ᠨᠤᠲᠤᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠤᠴᠢᠷ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ ᠃

 ᠬᠣᠲᠠ ᠣᠷᠣᠭᠰᠠᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ 
ᠭᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠨᠠᠰᠤᠲᠠᠶᠢᠴᠤᠳ

 ᠨᠢ ᠠᠳᠠᠭ ᠤᠨ ᠮᠠᠭᠤ ᠪᠠᠷ ᠳᠠᠭᠤᠳᠠᠭᠳᠠᠨ ᠂ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠳᠣᠤᠷᠠᠲᠤ ᠳᠠᠪᠬᠤᠷᠠᠭ ᠠ ᠳᠤ 
ᠵᠢᠰᠢᠭᠳᠡᠨ ᠂ ᠵᠠᠯᠠᠭᠤᠴᠤᠳ

 ᠨᠢ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠬᠦ
ᠨᠳᠦ ᠬᠦ

ᠴᠢᠷ ᠂ ᠬᠠᠮᠤᠭ  ᠤᠨ ᠪᠤᠵᠠᠷ ᠪᠤᠷᠲᠤᠭ ᠂ ᠬᠠᠮᠤᠭ  ᠤᠨ 
ᠠᠶᠤᠯᠲᠠᠢ ᠠᠵᠢᠯ ᠳᠦ ᠬᠦ

ᠴᠦ ᠪᠠᠨ ᠡᠷᠭᠦᠨ ᠬᠥ
ᠯᠥᠰᠦ ᠪᠠᠨ ᠰᠢᠪᠬᠠᠨ ᠠ ᠃

  
    ᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠠ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠂ ᠡᠴᠢᠭᠡ ᠡᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠢᠨᠢ ᠨᠢᠭᠡ ᠨᠢ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠦᠨ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠳᠡᠷᠭᠡᠳᠡ ᠰᠠᠭᠤᠵᠤ ᠬᠦ
ᠨᠡᠰᠦ 

ᠪᠤᠳᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠢ ᠪᠠᠵᠠᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠬᠠᠯᠠᠭᠤᠨ ᠬᠦ
ᠢᠲᠡᠨ ᠢ ᠨᠢ ᠲᠡᠩᠴᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠥ

ᠭᠳᠡᠭ ᠵᠢᠱᠢᠶ ᠡ ᠴᠦ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 

ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
 ᠤᠨ ᠥ

ᠰᠦᠨ ᠪᠣᠶᠢᠵᠢᠯᠲᠠ ᠪᠠ
 ᠪᠡᠶ ᠡ ᠰᠡᠳᠬᠢᠴᠡ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠡᠯ ᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠭᠦᠲᠡᠨ 
ᠡᠴᠠ ᠠᠪᠴᠤ ᠬᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠤ ᠬᠡᠥᠬᠡᠳ

 ᠨᠢ ᠡᠴᠢᠭᠡ ᠡᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠳᠡᠷᠭᠡᠳᠡ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠨᠢ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ 
ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠮᠵᠢᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠶᠤᠮ ᠃

 ᠡᠴᠢᠭᠡ ᠡᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠢᠨᠢ ᠨᠢᠭᠡ ᠨᠢ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
 ᠦᠨ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠳᠡᠷᠭᠡᠳᠡ ᠬᠤᠲᠠ 

ᠤᠷᠤᠵᠤ ᠰᠠᠭᠤᠬᠤ ᠨᠢ ᠲᠣᠰ ᠭᠡᠷ ᠪᠦ
ᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠷᠤᠭᠠᠰᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠢ ᠵᠣᠬᠢᠬᠤ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ 

ᠬᠦ
ᠨᠳᠦᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠶᠠᠷᠢᠶᠠᠨ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠬᠣᠲᠠ ᠬᠥ

ᠳᠡᠭᠡ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠢᠶᠡᠨ ᠴᠣᠭᠴᠠᠯᠠᠬᠤ 
ᠨᠢ ᠨᠠᠭᠠᠰᠢ ᠴᠠᠭᠠᠰᠢ ᠶᠠᠪᠤᠵᠤ ᠰᠠᠭᠤᠬᠤ ᠡᠴᠠ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠮᠥᠩᠭᠥ ᠵᠠᠷᠤᠳᠠᠯ ᠢᠯᠡᠭᠦᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠵᠦ᠂ ᠠᠷᠤ ᠭᠡᠷ ᠲᠦ ᠨᠢ 
ᠬᠦ

ᠴᠦ ᠬᠥ
ᠯᠥᠰᠦ ᠳᠤᠲᠠᠬᠤ ᠮᠡᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠳᠦ ᠨᠢ ᠨᠠᠵᠠᠭᠠᠢ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠳ

 ᠲᠤᠯᠭᠠᠷᠠᠳᠠᠭ ᠃
 

ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠬᠤ ᠡᠴᠠ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠡᠬᠡᠨᠡᠷ ᠨᠥᠬᠥᠷ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠦᠨ ᠰᠠᠯᠵᠤ ᠰᠠᠷᠨᠢᠬᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠴᠦ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ 
ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠬᠦ

ᠨᠳᠦ ᠨᠣᠴᠢᠲᠠᠢ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠣᠭᠠᠳ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠬᠠᠮᠠᠳ ᠨᠢ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠢᠶ ᠡᠨ 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠤ ᠨᠢ ᠬᠦ

ᠷᠭᠡᠴᠢᠬᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠬᠢᠳᠡᠯ ᠠᠯᠳᠠᠬᠤ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠮᠠᠵᠢᠶᠠᠩ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠮᠦᠷᠦᠶᠢᠴᠡᠭᠡᠨ ᠲᠠᠢ ᠨᠠᠭᠠᠳᠤᠮ 
ᠲᠠᠢ ᠬᠠᠨᠢᠯᠠᠨ ᠬᠦ

ᠷᠦᠩᠭᠡ ᠬᠣᠭᠰᠢᠯ ᠢᠶ ᠡᠨ ᠬᠦ
ᠨᠲᠦᠷᠡᠬᠦ ᠂ ᠠᠷᠢᠬᠢᠨ ᠳᠤ ᠤᠷᠤᠬᠤ ᠂ ᠭᠡᠷ ᠪᠦ

ᠯᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠮᠠᠯ ᠢᠶᠡᠨ 
ᠰᠦᠢᠳᠬᠡᠵᠦ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠢᠶᠡᠨ ᠪᠤᠰᠠᠨᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠮᠡᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠵᠡᠭᠳᠡᠯ ᠣᠯᠠᠨ ᠡᠭᠦᠰᠴᠦ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠤᠨ ᠭᠦ
ᠨᠳᠦ 

ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠶᠠᠷᠢᠭᠳᠠᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 

 ᠭᠤᠷᠪᠠ
 ᠂ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠦᠨ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠬᠦ
ᠷᠦᠯᠴᠡᠬᠦ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ  
     

     ᠤᠤᠯ ᠨᠢ ᠬᠥ
ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠷᠬᠤ ᠨᠠᠰᠤᠨ ᠡᠴᠠ ᠡᠮᠦᠨᠡᠬᠢ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠦᠳ
 ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠲᠦ ᠰᠠᠭᠤᠬᠤ 

ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠡᠷ ᠰᠢᠭᠤᠳ

 ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠠᠩᠭᠢ ᠪᠤᠶᠤ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠣᠨ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠳᠠᠭ ᠪᠠᠶᠢᠯ ᠠ ᠃
 ᠣᠳᠣ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠳᠤ 

ᠬᠣᠲᠠ ᠣᠷᠣᠭᠰᠠᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ ᠨᠢ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
 ᠢᠶ ᠡᠨ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠲᠦ ᠰᠠᠭᠤᠯᠭᠠᠬᠤ ᠳᠠᠳᠬᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃

 
ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠦᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠵᠠᠷᠤᠳᠠᠯ ᠮᠥᠩᠭᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠢ ᠬᠡᠯᠲᠦᠷᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ 
ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠪᠦ
ᠷᠢ ᠳᠦ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠨᠥᠬᠥᠪᠦᠷᠢ ᠮᠥᠩᠭᠥ ᠥ

ᠭᠴᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠭᠠᠷᠴᠤ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠡᠴᠠ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
 ᠢᠶ ᠡᠨ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠲᠤ ᠰᠠᠭᠤᠯᠭᠠᠬᠤ 

ᠢᠲᠡᠪᠬᠢᠵᠢᠯ ᠢ ᠲᠦᠯᠬᠢᠨ ᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠭᠡᠪᠡᠴᠦ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠦᠨ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠨᠢ 
ᠨᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠰᠠᠨ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠲᠤᠯᠠ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠣᠰᠢᠭᠤ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠳᠠᠬᠢ ᠰᠤᠷᠬᠤ ᠨᠠᠰᠤᠨ ᠡᠴᠠ ᠡᠮᠦᠨᠡᠬᠢ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
 ᠦᠨ 

ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠨᠢ ᠤᠯᠠᠨ ᠠᠷᠪᠢᠨ ᠬᠦ

ᠴᠢᠷᠳᠡᠯ ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠴᠢᠬᠠᠯ ᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠬᠡᠯᠡᠵᠦ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
  

   
2011 ᠣᠨ ᠤ  9 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠳᠤ ᠰᠢᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠦᠨ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠢ 
ᠪᠠᠶᠢᠴᠠᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢᠯᠠᠬᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠦ

ᠵᠡᠭᠳᠡᠯ ᠳᠤᠬᠢᠶᠠᠯᠳᠤᠪᠠ
 ᠃

 ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
 ᠦᠨ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ 

ᠡᠭᠦᠳᠡᠨ ᠳᠦ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠨᠠᠰᠤᠲᠠᠨ ᠣᠮᠪᠣᠯᠣ ᠪᠠᠨ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠲᠦ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠬᠤ ᠭᠡᠵᠦ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠢ ᠮᠡᠳᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠠᠷ 
ᠢᠷᠡᠭᠡᠳ

 ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃
 ᠨᠠᠰᠤᠲᠠᠨ ᠲᠠᠢ ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠬᠢᠬᠦ ᠪᠠᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠂ ᠨᠠᠰᠤᠲᠠᠨ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠬᠦ

ᠷᠴᠦ 
ᠴᠢᠳᠠᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠯ ᠠ ᠃
 

《 ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ ᠢ ᠠᠷᠭᠠᠳᠠᠵᠤ ᠠᠯᠪᠠᠳᠠᠬᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ
ᠴᠦ ᠪᠡᠷ ᠬᠣᠲᠠ 

ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠴᠢᠬᠠᠭᠠᠳ ᠂ ᠥ
ᠭᠡᠷ ᠡ ᠵᠦᠢᠯ ᠢ ᠪᠢᠲᠡᠭᠡᠢ ᠬᠡᠯᠡ ᠂ ᠨᠠᠭᠠᠲᠤ ᠵᠠᠬ ᠠ ᠨᠢ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠢᠶ ᠡᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠤ 
ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠵᠤ ᠳᠡᠶᠢᠯᠬᠦ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ 

》 

﹇ 
5 

﹈  ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠠᠰᠤᠲᠠᠨ ᠰᠡᠭᠦᠷᠡᠰᠦ ᠠᠯᠳᠠᠨ 
ᠬᠡᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃

 ᠣᠮᠪᠣᠯᠣ ᠨᠢ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶᠡᠨ ᠳᠦ ᠨᠠᠭᠠᠳᠤᠨ ᠲᠣᠭᠯᠠᠬᠤ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠦᠳ
 ᠢ 

ᠰᠢᠨᠤᠯᠲᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠬᠠᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠬᠥ
ᠭᠡᠷᠦᠬᠦᠨ ᠳᠦᠷᠢ ᠨᠢ ᠨᠠᠳᠠ ᠳᠤ ᠭᠦ

ᠨ ᠰᠠᠭᠤᠭᠳᠠᠯ ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠭᠡᠵᠦ 

ᠣᠷᠬᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠢᠯᠡ ᠃
 ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠂ ᠲᠤᠰ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠦᠨ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ 2011 ᠣᠨ ᠳᠤ 
ᠡᠯᠰᠡᠬᠦ ᠵᠣᠬᠢᠰᠲᠠᠢ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠷᠣᠨ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠳᠡᠭᠦᠷᠴᠢᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃

 2012 ᠣᠨ ᠤ 
9 ᠳᠤ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠮᠡᠳᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠬᠦ

ᠰᠡᠯᠲᠡᠢ ᠬᠥ
ᠮᠥᠰ ᠨᠢ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠬᠤ ᠭᠠᠷ ᠭᠦ

ᠢᠴᠡᠳᠬᠡᠯ ᠢᠶᠡᠨ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠢᠯ ᠦᠨ 
ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠂ ᠳᠠᠷᠤᠢ  2011 ᠣᠨ ᠤ 9 ᠡᠴᠠ ᠡᠬᠢᠯᠡᠳᠡᠭ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ 

﹇ 
6 

﹈ ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠤᠰ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ 
ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭᠠᠲᠠᠨ ᠲᠠᠶᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃

 ᠲᠤᠰ ᠨᠠᠰᠤᠲᠠᠨ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠵᠣᠬᠢᠬᠤ ᠭᠠᠷᠳᠠᠮ ᠢ 
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ᠭᠦ
ᠢᠴᠡᠳᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠮᠤᠬᠤᠷᠳᠠᠵᠤ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠢᠯ ᠬᠦ

ᠯᠢᠶᠡᠬᠦ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠪᠠ ᠃
 

     ᠪᠠᠯᠴᠢᠷ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ
 ᠦᠳ

 ᠦᠨ ᠬᠢᠨᠢ ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠤ ᠣᠷᠤᠶ ᠠ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠤᠨᠠᠭᠠᠨ ᠬᠦ
ᠰᠡᠯ ᠨᠢ 

ᠬᠥ
ᠰᠡᠷᠳᠡᠵᠦ ᠂ ᠤᠰᠤᠨ ᠮᠡᠯᠮᠡᠢ ᠨᠢ ᠵᠠᠶᠢᠷᠲᠤᠨ ᠬᠣᠴᠣᠷᠳᠠᠭ ᠨᠢ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠰᠤᠷᠴᠤ ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠶ ᠡ 
ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠠᠰᠢᠭ ᠢᠶᠡᠨ ᠪᠦ

ᠷᠢᠨ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠭ ᠠ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠂ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠨᠥᠬᠥᠴᠡᠯ ᠪᠣᠯᠣᠮᠵᠢ ᠴᠦ 

ᠪᠦ
ᠷᠢᠨ ᠭᠦ

ᠢᠴᠡᠳ
 ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠢᠯᠡᠷᠡᠯ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠬᠣᠲᠠᠴᠢᠯᠠᠯ ᠡᠴᠠ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠬᠣᠲᠠ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠭᠰᠠᠨ 

ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ ᠠᠮᠠ ᠭᠡᠷ ᠪᠦ

ᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠤᠭ ᠠ ᠥ
ᠰᠬᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠦᠨ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠴᠤ ᠨᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠂ 
ᠠᠩᠭᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠡᠷ ᠲᠤ ᠨᠢ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢ ᠪᠠᠭᠲᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠂ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ
ᠯᠢᠶᠠᠨ ᠠᠪᠬᠤ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠲᠣᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠪᠠᠷᠢᠮᠵᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠬᠡᠲᠦᠷᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠨᠡᠶᠢᠳᠡᠮ ᠣᠷᠤᠰᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠪᠠᠭᠰᠢ 

ᠠᠰᠠᠷᠠᠭᠴᠢ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ ᠤ ᠬᠦ

ᠴᠦᠨ ᠤ ᠡᠩᠨᠡᠭᠡ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠦᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠰᠢᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠣᠣᠯ 
ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠲᠤ ᠨᠡᠶᠢᠳᠡᠮ ᠤᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠢ ᠣᠷᠣᠰᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃

 ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠂ ᠵᠡᠬᠡ ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠣᠯᠢ ᠲᠡᠭᠦᠰᠦᠭᠰᠡᠨ 
ᠣᠶᠣᠲᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠠᠵᠢᠯ ᠦ
ᠭᠡᠶᠢᠳᠡᠯ ᠴᠣ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠠᠪᠴᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃

 ᠬᠦ
ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠣᠯᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠴᠣᠮᠬᠠᠳᠬᠠᠨ 

ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠳᠤ ᠂ ᠣᠭ ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠣᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠡᠷ ᠪᠠᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠨ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠤᠨ 
ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠮᠠᠲ᠋ᠸᠷᠢᠶᠠᠯ ᠳᠡᠭᠡᠷᠡᠬᠢ ᠨᠢᠭᠤᠴᠠ ᠠᠮᠯᠠᠯᠲᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠣ 
ᠪᠣᠲᠠᠲᠠᠶᠢᠵᠢᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠨᠢ ᠬᠠᠷᠠᠮᠰᠠᠯᠲᠠᠢ ᠶᠣᠮ ᠃
 

 ᠳᠥᠷᠪᠡ ᠂ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ ᠳᠤ ᠲᠠᠯᠬᠢᠭᠳᠠᠯ ᠡᠭᠦᠰᠪᠡ 
      ᠬᠥ

ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠠᠰᠤᠵᠤ ᠴᠣᠮᠬᠠᠳᠬᠠᠬᠤ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠮᠠᠰᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠲᠥᠯᠥᠪᠯᠡᠭᠡ ᠲᠠᠢ ᠂ ᠴᠠᠭ 
ᠦ

ᠶᠡᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠲᠠᠢ ᠶᠠᠪᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠲᠣᠳᠣᠬᠠᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠰᠢᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠲᠤ 

2004 ᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠳᠠᠷᠠᠭᠠᠯᠠᠨ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠵᠢᠯ ᠳᠦ 64 ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠬᠥ
ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ  ᠢ ᠴᠣᠮᠬᠠᠳᠬᠠᠨ 

ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠨᠢ ᠵᠥᠪᠬᠡᠨ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠵᠢ ᠂ ᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠤᠯᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠨᠣᠭᠣᠳ

 ᠤᠰᠠᠳᠬᠠᠭᠳᠠᠪᠠ ᠃
 

ᠡᠨᠡᠭᠦ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ  ᠤᠨ ᠳᠤᠬᠠᠢ ᠂ 
《 ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ 

ᠲᠤᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠨᠢ ᠠᠶᠠᠨᠳᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠪᠠ
 ᠠᠯᠪᠠᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠢ 

》 

﹇ 
7 

﹈ 
ᠭᠡᠬᠦ 

ᠵᠦᠪᠰᠢᠶᠡᠷᠡᠭᠳᠡᠬᠦ ᠪᠣᠶᠤ ᠡᠰᠡ ᠵᠦᠪᠰᠢᠶᠡᠷᠡᠭᠳᠡᠬᠦ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠲᠤᠶᠢᠯᠲᠤ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠢ ᠦ
ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠲᠤᠰᠬᠠᠭᠳᠠᠵᠤ 

ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠶᠠᠷᠢᠶᠠᠨ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠬᠥ
ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠴᠣᠮᠬᠠᠳᠬᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠮᠵᠢ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠂ 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠦᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠨᠢ ᠬᠦ
ᠴᠢᠷ ᠳᠠᠷᠤᠭᠠᠰᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠪᠴᠢᠷᠠᠪᠠ ᠭᠡᠬᠦ ᠮᠡᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠠᠨᠠᠯ ᠰᠢᠭᠦᠮᠵᠢ 

ᠤᠯᠠᠨ ᠲᠤᠰᠬᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠥ

ᠭᠵᠢᠯ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯ  ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠤᠯᠠ 
ᠮᠥᠷ ᠡᠴᠡ ᠦ

ᠵᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠴᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠂ ᠲᠥᠷᠥ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ 

ᠲᠣᠳᠣᠬᠠᠨ ᠣᠯᠵᠤ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠳᠠᠭ ᠃
  

     ᠬᠠᠭᠠᠰ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠤᠨ ᠶᠠᠪᠦᠴᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠦ

ᠩᠬᠡᠷᠭᠡᠭᠡᠳ
 ᠤᠳᠤᠬᠠᠨ ᠬᠦ

ᠷᠲᠡᠯ ᠡ 

《 ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ 
ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠯ  ᠤᠨ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠳᠦᠯᠦᠪᠵᠢᠬᠦᠯᠭᠡ ᠦ

ᠭᠡᠢ 

﹇ 8 

﹈ 

》 ᠲᠤᠬᠢᠯᠠᠭ ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠂ ᠡᠷᠭᠦᠯ 
ᠰᠠᠷᠠᠭᠤᠯ ᠤᠷᠤᠨ ᠵᠠᠢ ᠪᠠᠨ ᠤᠯᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠭᠡᠮᠠᠨ ᠦ
ᠵᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃

 ᠡᠭᠦᠨ ᠤ ᠳᠠᠭᠠᠤ ᠬᠢᠯᠢ ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷ 
ᠣᠷᠤᠨ ᠳᠤ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠴᠥᠬᠡᠨ ᠲᠣᠭᠠᠲᠦ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ 

ᠬᠥ
ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠨᠢ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠪᠠᠨ ᠣᠯᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠤ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
   

     ᠭᠣ  ᠂ ᠰᠠᠶᠢᠨᠪᠠᠶᠠᠷ ᠡᠴᠠ 

《 ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠮᠠᠭᠤ ᠨᠢ ᠬᠣᠲᠠ ᠬᠥ
ᠳᠡᠭᠡ ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ 

ᠪᠢᠰᠢ ᠂ ᠭᠣᠣᠯ ᠨᠢ ᠬᠡᠯᠡ ᠰᠡᠳᠬᠢᠬᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠪᠠ
 ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠪᠣᠢ 

》 ᠬᠡᠮᠡᠨ 

《 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠨ ᠠᠭᠤᠰᠤᠯᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠬᠡᠯᠡ ᠰᠡᠳᠬᠢᠬᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠷᠡᠭᠦᠯ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠠᠢ ᠬᠥ
ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠪᠣᠯ ᠡᠬᠡ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠲᠠᠷᠬᠠᠨ ᠭᠣᠯᠣᠮᠲᠠ ᠶᠤᠮ 

》 

﹇ 
9 

﹈ ᠭᠡᠵᠤ ᠬᠥ
ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠪᠠ
 ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠨᠢᠭᠲᠠ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠨᠠᠨᠳᠢᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠤᠷᠠᠶᠢᠲᠠᠯ ᠠ 
ᠣᠨᠤᠰᠢᠯᠠᠨ ᠳᠤᠷᠠᠳᠪᠠ ᠃

 ᠣᠨᠴᠠᠭᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠂ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ 
ᠬᠥ

ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠳᠤ ᠡᠭᠦᠰᠴᠦ ᠪᠦ

ᠬᠦᠢ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠦᠳ ᠪᠣᠯ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠳᠦ ᠠᠪᠴᠤ ᠬᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠬᠢᠮᠤᠷᠠᠯ ᠂ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠲᠠᠯᠬᠢᠭᠳᠠᠯ ᠭᠡᠵᠤ ᠬᠡᠯᠡᠵᠦ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠴᠠᠭᠠᠰᠤᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷᠡᠭᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠨᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠤ ᠬᠦ

ᠴᠦᠨ 
ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠂ ᠪᠢᠴᠢᠭ  ᠤᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷᠡᠬᠢ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠨᠢ ᠪᠠᠷᠢᠴᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠤ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠤᠯ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠯᠡ 
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ᠪᠤᠯᠵᠤ ᠲᠤᠰᠬᠠᠭᠳᠠᠨ ᠠ ᠃
 ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠶᠠᠷᠢᠬᠤ ᠳᠤ ᠡᠯ ᠡ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠠᠰᠢᠭ ᠪᠠ
 

ᠡᠪ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠯ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠤᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠶᠡᠬᠡᠳᠡ ᠭᠠᠵᠢᠭᠰᠠᠨ ᠤᠴᠢᠷ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ ᠃
 

  ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠩᠭ
ᠤᠶᠢᠯᠠᠬᠤ ᠨᠢ      

     ᠣᠶᠢᠷ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠷᠪᠠᠭᠠᠳ
 ᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠣ ᠰᠣᠮᠣᠨ ᠤ ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠣᠯᠢ ᠂ ᠬᠦ

ᠳᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠪᠠᠷ 
ᠰᠡᠳᠦᠪᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠸᠯᠸᠢᠰ ᠨᠡᠪᠲᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠭᠡ ᠂ ᠢᠷᠠᠭᠣ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠭ ᠂ ᠳᠠᠭᠣᠣ ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠮ ᠂ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠣᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 
ᠴᠢᠳᠠᠭ ᠤᠨ ᠡᠮᠬᠢᠳᠭᠡᠯ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠤᠳᠬ ᠠ ᠤᠷᠠᠯᠢᠭ  ᠤᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠡᠷᠴᠢᠮᠲᠠᠢ ᠶᠠᠪᠣᠭᠳᠠᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠃

 
ᠮᠦᠨᠴᠦ ᠭᠦ

ᠮᠦᠰ ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠭᠢᠯ ᠬᠦ
ᠷᠦᠭᠰᠡᠨ ᠠᠭᠣᠯᠭ ᠠ ᠪᠦ

ᠬᠦᠢ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠤᠳ

 ᠣᠯᠠᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠨ ᠠ ᠃
 

ᠰᠤᠷᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠨᠢᠲᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠬᠠᠯᠠᠭᠣᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠠ ᠲᠠᠮᠲᠣᠷᠠᠨ ᠪᠠᠷ ᠠ ᠨᠢ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠬᠣ ᠦ

ᠭᠡᠢ 
ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠴᠤ ᠂ ᠰᠡᠳᠭᠢᠯ ᠵᠢᠷᠦᠬᠡᠨ ᠳᠤ ᠨᠢ ᠡᠭᠦᠷᠢᠳᠡ ᠬᠤᠨᠤᠭᠰᠢᠬᠤ ᠱᠤᠤᠭᠢᠶᠠᠨᠲᠤ ᠮᠦᠴᠡ ᠂ ᠵᠥᠩᠳᠡᠭᠡᠨ 
ᠡᠷᠢᠭᠳᠡᠬᠦ ᠤᠨᠠᠭᠠᠨ ᠦ

ᠯᠦᠭᠡᠢ - ᠡᠬᠡ ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠢᠶᠡᠨ ᠬᠠᠭᠣᠴᠢᠨ ᠪᠠᠭᠣᠷᠢ ᠳᠤ ᠴᠢᠯᠠᠭᠣᠨ ᠬᠥ
ᠰᠢᠶ ᠡ 

ᠪᠤᠰᠬᠠᠵᠤ ᠂ ᠳᠣᠷᠠᠳᠬᠠᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠦ
ᠢᠯᠡ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠴᠤ ᠦ

ᠷᠭᠡᠨ ᠳᠠᠯᠠᠶᠢᠴᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠷ ᠦ
ᠷᠨᠢᠵᠦ 

ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠦ
ᠮᠦᠰ  ᠤᠨ ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠭᠡᠭᠡᠷᠡᠯ  ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠶᠠᠪᠤᠴᠠ ᠂ ᠤᠯᠠ 

ᠮᠦᠷ ᠪᠠ
 ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠣᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠮᠢᠳᠣᠷᠠᠯ ᠠᠬᠣᠢ ᠪᠠᠷ ᠰᠡᠳᠦᠪᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠦ

ᠳᠦᠭᠡᠯ ᠢ ᠡᠮᠬᠢᠳᠭᠡᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠭ ᠪᠣᠯᠭᠠᠨ 
ᠳᠣᠭᠤᠷᠪᠢᠵᠤ ᠮᠦᠩᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠷᠠᠰᠣᠮᠵᠢ ᠪᠤᠯᠭᠠᠨ ᠦ

ᠯᠡᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠵᠢᠱᠢᠶ ᠡ ᠴᠤ ᠤᠯᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠶᠤᠮ ᠃
 

ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠳᠠᠭ ᠳᠡᠣᠬᠡ ᠂  ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠣᠶᠢᠮᠤ ᠪᠤᠯ ᠲᠡᠷᠡ 
ᠬᠡᠪ ᠢᠶᠠᠷ ᠢᠶᠡᠨ  ᠲᠣᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠷᠤᠨ ᠨᠣᠲᠣᠭ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠦ

ᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠣᠪᠴᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ 
ᠪᠦ

ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠤᠳ ᠡᠴᠠ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠣ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠤᠯᠠᠨ ᠬᠦ

ᠮᠦᠰ  ᠤᠨ ᠰᠢᠨᠲᠠᠷᠠᠰᠢ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠴᠢᠷᠮᠠᠶᠢᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠦ
ᠷ ᠡ ᠳᠦᠩ ᠳᠤ ᠂ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠷᠦᠭᠦᠨ ᠰᠠᠯᠬᠢ ᠳᠤᠭᠰᠢᠨ ᠰᠢᠭᠣᠷᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠲᠠᠬᠢᠨ 
ᠰᠡᠷᠭᠦᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠰᠤᠮᠤ ᠂ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠣᠯᠢ ᠂ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ

 ᠤᠨ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ ᠴᠦ 
ᠡᠨᠳᠡ ᠲᠡᠨᠳᠡ ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠤᠶᠠᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠰᠤᠨᠤᠰᠳᠠᠨ ᠠ ᠃

 ᠶᠠᠷᠢᠶᠠᠨ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠣᠯ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠠᠬᠢᠴᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠬᠡᠯᠡᠵᠦ 

ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 

      ᠦ
ᠩᠭᠡᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠦ

ᠵᠡᠬᠦ ᠳᠤ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠵᠢᠯ ᠦᠳ
 ᠲᠦ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠠᠭ ᠵᠠᠩᠭᠢ ᠨᠢ ᠬᠠᠩᠭ
ᠠᠯᠲᠠ 

ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠳᠠᠷᠤᠭᠠᠰᠤ ᠨᠢ ᠬᠦ

ᠨᠳᠦᠳᠡᠵᠦ ᠂ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ ᠡᠴᠠ ᠭᠠᠳᠠᠭᠤᠷ ᠠᠵᠤ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠳᠤ 
ᠨᠢ ᠪᠤᠰᠠᠨᠢᠯ ᠡᠭᠦᠰᠴᠦ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃

 ᠬᠣᠲᠠ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠭᠰᠠᠨ ᠴᠦ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ ᠦᠳ
 ᠨᠢ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠵᠤ 

ᠳᠡᠶᠢᠯᠬᠦ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠭᠡᠬᠦ ᠮᠡᠲᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠨᠳᠦ ᠨᠦᠰᠡᠷ ᠬᠦ
ᠴᠢᠷ ᠵᠣᠪᠠᠭᠤᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠠᠮᠰᠠᠵᠤ 

ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠪᠠᠷ ᠰᠠᠴᠤᠭᠳᠠᠳᠠᠭ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠷᠠᠳᠢᠤ  ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠰᠢᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠠᠪᠠᠭ ᠠ 
ᠬᠣᠰᠢᠭᠤᠨ ᠤ ᠨᠢᠭᠡ ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ ᠤ ᠬᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠢ ᠡᠨᠳᠡ ᠡᠰᠢ ᠲᠠᠲᠠᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠶ ᠡ ᠃

 

《 ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠲᠥᠷᠦ ᠡᠴᠡ 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠲᠤ ᠬᠠᠨᠳᠤᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠂ ᠲᠦᠰᠦᠯ ᠲᠥᠰᠥᠪ ᠦᠳ
 ᠨᠢ ᠮᠠᠨᠤᠰ ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠢᠨ ᠳᠦ ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ 

ᠰᠣᠨᠤᠰᠤᠳᠠᠳᠠᠭ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠨᠢ ᠪᠢᠳᠠᠨ ᠤ ᠭᠠᠷ ᠲᠤ ᠶᠡᠷᠦ ᠨᠢ ᠥ
ᠷᠲᠦᠳᠡᠭ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠶᠤᠮ ᠃
 ᠣᠷᠣᠨ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠪᠠᠷᠢᠭᠴᠢᠳ
 ᠨᠢ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠵᠦᠢᠯ ᠳᠦ ᠬᠥ

ᠩᠭᠡᠨ ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠮ ᠬᠠᠨᠳᠤᠵᠤ ᠬᠤᠳᠠᠯ ᠬᠠᠭᠤᠷᠮᠠᠭ ᠢᠶᠠᠷ 
ᠬᠠᠷᠢᠭᠤ ᠮᠡᠳᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠦ

ᠩᠭᠡᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠯᠡ ᠠᠷᠠᠭᠠᠴᠠᠭᠠᠨ ᠂ ᠡᠷᠬᠡ ᠪᠠᠷᠢᠭᠴᠢ ᠪᠤᠶᠤ ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ 
ᠨᠠᠷ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠠᠰᠢᠭ ᠢ ᠯᠡ ᠪᠣᠳᠣᠵᠤ ᠂ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠤ ᠬᠦ᠋ᠴᠢᠷ ᠵᠣᠪᠠᠭᠤᠷᠢ ᠂ ᠣᠷᠣᠨ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠢᠮᠤᠰᠤᠨ ᠲᠡᠳᠦᠢ ᠴᠦ ᠠᠩᠬ
ᠠᠷᠤᠯ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠠᠪᠳᠠᠭ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ 
ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃

 ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠣᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠰ ᠦᠨ ᠮᠥᠰᠥ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠳᠣᠷᠣᠶᠢᠲᠠᠵᠤ ᠂ ᠮᠠᠭᠤ ᠵᠦᠭ ᠲᠦ ᠬᠠᠨᠳᠤᠵᠤ 

ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ 

》 

﹇ 10 

﹈ ᠭᠡᠵᠦ ᠰᠢᠭᠦᠮᠵᠢᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃
  

     ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠂ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ 
ᠬᠥ

ᠮᠥᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠳᠤ ᠡᠭᠦᠰᠴᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠳ
 ᠢ ᠦ

ᠨᠡᠨ ᠵᠥᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠬᠠᠨᠳᠤᠵᠤ ᠂ 
ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ ᠢ ᠤᠯᠠᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠠᠰᠤ ᠵᠣᠭᠰᠣᠯᠲᠠ ᠡᠴᠠ ᠬᠠᠶᠢᠨ ᠰᠦᠪᠡᠭᠴᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ 
ᠬᠠᠮᠢᠶ ᠠ ᠪᠦ

ᠬᠦᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠨᠢᠭᠡᠴᠡ ᠳᠦ ᠦ
ᠨᠡᠨ ᠮᠥᠨ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠨᠢ ᠪᠤᠳᠠᠳᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠲᠣᠰᠬᠠᠨ ᠂ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤ 

ᠮᠡᠳᠡᠭᠦᠯᠦᠯᠲᠡ ᠬᠢᠬᠦ ᠨᠢ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠵᠥᠪ ᠢᠶ ᠡᠷ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠬᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠮᠦᠨ ᠭᠡᠵᠤ ᠦ
ᠵᠡᠵᠦ 

ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠦ

ᠭᠡᠷᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠰᠢᠨᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠡ ᠡᠴᠠ ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠨ ᠳᠤᠭᠲᠠᠪᠤᠷᠢᠵᠢᠭᠰᠠᠨ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ 
ᠴᠤᠭᠴᠠ ᠨᠢ ᠳᠤᠭᠲᠠᠴᠠ ᠪᠠᠨ ᠠᠯᠳᠠᠨ ᠂ ᠬᠦ

ᠮᠦᠰ  ᠤᠨ ᠬᠦ
ᠰᠡᠯ ᠮᠦᠷᠦᠭᠡᠳᠦᠯ ᠨᠢ ᠡᠭᠡᠳᠡᠷᠡᠭᠡᠨ ᠪᠤᠳᠤᠯᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠ

 
ᠲᠦᠭᠡᠷᠢᠯ  ᠤᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠳᠤ ᠤᠷᠬᠢᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠭᠡᠵᠦ ᠬᠡᠯᠡᠵᠦ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ ᠃
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（ ᠴᠢᠪᠠ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠂ ᠣᠨᠴᠠ ᠤᠷᠢᠭᠰᠠᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠴᠢ 

） 

  ᠵᠡᠭᠦᠯᠲᠡ ᠄  

﹇ 1  

﹈ 

《
内
蒙
古
统
计
年
鉴

2008 

》
内
蒙
古
自
治
区
统
计
局 2008

年10

月  

﹇ 2 

﹈
﹇ 3 

﹈
﹇ 5 

﹈
﹇ 6 

﹈
﹇ 7 

﹈
﹇ 10 
﹈ ᠪᠤᠷᠵᠢᠭᠢᠨ ᠂ 

ᠨ  ᠂ ᠮᠦᠩᠬᠡᠪᠠᠲᠤ ᠄ 

『
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
民
族
教
育
に
関
す
る

社
会
学
的
研
究
』 ᠂ ᠴᠢᠪᠠ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ  ᠤᠨ 2015 ᠤᠨ  ᠤ ᠳᠣᠺᠲ᠋ᠣᠷᠠᠨᠲ 
ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠣᠯᠠ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠦᠯᠡᠯ ᠃
 

﹇ 4 

﹈ 

《 ᠭᠤᠳᠤᠮᠵᠢᠨ ᠤ ᠮᠣᠩᠭ
ᠤᠯ 

》  ᠵᠤᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ ᠨᠠᠴᠢᠨ ᠂ ᠵᠢᠯᠤᠭᠤᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠭᠰᠢ 
ᠮᠡᠨᠳᠦ ᠃

   

﹇ 8
 

﹈ 

︿ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠠᠰᠤᠵᠦ ᠨᠡᠶᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ  

﹀ ᠂ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭ ᠠ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠄ 
http://w

w
w

.holvoo.net/article/articleV
iew

.do?id=17cc2650-5f91-4f0c-

8156-d38cb60f8f8d 
（ ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠡᠳᠦᠷ 2013 /5/29 

） ᠃
 

﹇ 9 

﹈ ᠭᠣ  ᠂ ᠰᠠᠶᠢᠨᠪᠠᠶᠠᠷ ᠄ 

《 ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠂ ᠬᠡᠯᠡ ᠂ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ  

》 ᠂ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ 2009 ᠣᠨ ᠂ 73 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠃

  
  ᠯᠠᠪᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠣᠮ ᠵᠦᠢ ᠄ 
1. ᠤᠷᠢᠶᠠᠩᠬ

ᠠᠳᠠᠢ ᠬᠦ
ᠷᠠᠯᠪᠠᠭᠠᠲᠤᠷ ᠄ 

《 ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ 

》 ᠂ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ 

ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ 2009 ᠣᠨ ᠃

 

2. ᠪᠢᠯᠢᠭ 

︔ ᠵᠢᠨ ᠰᠢᠤ ᠶᠢᠩ ᠄ 

︿ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠢ ᠬᠣᠲᠠ ᠪᠠᠯᠭᠠᠰᠤᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠪᠠᠭ ᠠ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠤ ᠲᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠬᠦ ᠲᠤᠬᠠᠢ 

﹀ ᠂ 

《 
ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠵᠢᠯ 

》 ᠂ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠰᠡᠳᠬᠦᠯ ᠦᠨ 

ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ 2006 ᠣᠨ ᠤ 5 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ 5-6 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠃
 

3. ᠮ ᠂ ᠪᠦ
ᠬᠡ 

︔ ᠵᠠᠶᠠᠭᠠᠲᠤ ᠄ 

︿ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠥᠪᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠦ 

ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠳᠠᠲᠤ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ 

﹀ ᠂ 

《 ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠵᠢᠯ  

》 ᠂ 
ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠰᠡᠳᠬᠦᠯ ᠦᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ 
2007 ᠣᠨ ᠤ 

9  ᠳᠦᠭᠡᠷ 
ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ 46-48 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠃

 

4. ᠪᠦ
ᠷᠢᠨᠰᠠᠩ ᠄ 

︿ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠡᠲᠦᠷᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠨᠡᠶᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠢᠭᠤᠭᠳᠠᠮᠠᠯ ᠭᠡᠮ 

﹀ ᠂ 

《 
ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠵᠢᠯ 

》 ᠂ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠰᠡᠳᠬᠦᠯ ᠦᠨ 

ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ 2006 ᠣᠨ ᠤ 4  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ 2-6 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠃
 

5. ᠬᠦ
ᠬᠡᠰᠢᠯᠢ ᠄ 

︿ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠤ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠴᠣᠮᠬᠠᠳᠬᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠰᠢᠭ 

ᠬᠣᠣᠷ ᠢ ᠥ
ᠭᠦᠯᠡᠬᠦ ᠨᠢ 

﹀ 

《 ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠵᠢᠯ 

》 ᠂ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠰᠡᠳᠬᠦᠯ ᠦᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ 2005 ᠣᠨ ᠤ 11  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ 2-4  ᠳᠦᠭᠡᠷ 
ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠃

 

6. ᠰᠡᠴᠡᠨᠲᠤᠩᠭ
ᠠᠯᠠᠭ ᠄ 

︿ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠰᠢᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠬᠢᠬᠦ ᠵᠠᠷᠴᠢᠮ ᠬᠢᠭᠡᠳ 
ᠠᠷᠭ ᠠ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠬᠦ ᠨᠢ 

﹀ ᠂ 

《 ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠵᠢᠯ 

》 ᠂ ᠥ
ᠪᠥᠷ 

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠰᠡᠳᠬᠦᠯ ᠦᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ 2007 ᠣᠨ ᠤ 12 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ 

1-5 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠃
 

7. ᠵᠢᠷᠤᠮᠲᠤ ᠄ 

︿ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠳᠦ ᠣᠷᠣᠰᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ 
ᠲᠣᠪᠴᠢᠬᠠᠨ ᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠬᠦ ᠨᠢ 

﹀ ᠂ 

《 ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ
ᠮᠥᠵᠢᠯ 

》 ᠂ ᠥ
ᠪᠥᠷ 
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ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠥ

ᠮᠥᠵᠢᠯ ᠰᠡᠳᠬᠦᠯ ᠦᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ 2008 ᠣᠨ ᠤ 21  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ 

9-12 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠃
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ᠮᠤᠩᠭ
ᠤᠯ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ  
ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠯ 

ᠠᠷᠣᠣᠬᠠᠨ 
ᠠᠭᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠪᠴᠢ ᠄ ᠣᠳᠣᠬᠠᠨ ᠳᠤ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ 
ᠰᠣᠳᠣᠯᠭᠠᠨ ᠨᠢ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠬᠢᠬᠡᠳ

 ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠣᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠬᠠᠷᠠᠭᠠᠰᠣ ᠴᠢᠭ  ᠤᠨ 

ᠰᠣᠳᠣᠯᠭᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠭᠣᠯᠵᠦ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠡᠨ  ᠤ ᠰᠠᠯᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶ ᠡ 

ᠴᠡᠷᠠᠭᠠᠨ ᠳᠡᠬᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠰᠣᠳᠣᠯᠭᠠᠨ ᠳᠣᠩ ᠴᠦᠬᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃

 ᠳᠣᠰ ᠦ
ᠬᠦᠯᠡᠯ ᠳᠤ 

ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠠᠰᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ 
ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠠᠮ ᠰᠣᠵᠢᠭ ᠵᠢᠴᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ
ᠭᠵᠢᠯᠳᠡ 

ᠳᠤ ᠦ
ᠵᠡᠬᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠨᠦᠯᠦᠬᠡ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠯ  ᠢ ᠬᠠᠶᠢᠨ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 

ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠬᠢᠭᠣᠯᠬᠣ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠠᠪᠴᠠᠯ  ᠢ ᠠᠩᠬ
ᠠᠷᠣᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠣᠮ ᠃

 ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠣᠨᠣᠯ ᠳᠤ ᠰᠠᠭᠣᠷᠢᠯᠠᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠢ ᠰᠣᠳᠣᠯᠬᠣ ᠨᠢ ᠰᠣᠳᠣᠯᠭᠠᠨ  ᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ 

ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠬᠠᠶᠢᠯᠳᠠ ᠬᠡᠵᠦ ᠦ
ᠵᠡᠮᠡᠷ ᠃ 

ᠵᠠᠩᠬᠢᠯᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠬᠡ ᠄ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ 

ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠂ ᠵᠠᠮ ᠰᠣᠵᠢᠭ ᠂ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠠᠪᠴᠠᠯ 
 

ᠨᠢᠬᠡ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ  
ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠭᠳᠠᠬᠣᠨ 
 

20  ᠳᠣᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠣᠨ  ᠤ 50 ᠭᠠᠳ  ᠣᠨ  ᠤ ᠰᠡᠭᠦᠯᠴᠢ 

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ 

︾ 

ᠬᠡᠬᠦ ᠣᠬᠠᠭᠳᠠᠬᠣᠨ ᠨᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠭᠠᠨ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠵᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶ ᠡ ᠴᠠᠷᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ 

ᠢᠯᠡᠷᠡᠵᠡᠢ ᠃
 1958 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠠᠮᠸᠷᠢᠺᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠡᠷᠡᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦᠴᠢ ᠳᠠᠸᠸᠢ· ᠢᠰᠲ᠋ᠣᠨ 

︵ 

D
avid Easton 1917~ 2014  

︶ ᠡᠴᠠ 

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠰᠣᠳᠣᠯᠭᠠᠨ  ᠤ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠠᠰᠠᠭᠣᠳᠠᠯ 

︾ ᠬᠡᠬᠦ ᠦ
ᠬᠦᠯᠡᠯ ᠨᠠᠶᠢᠳᠡᠯᠡᠵᠦ ᠂ 

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ 
︾ ᠬᠡᠬᠦ ᠨᠡᠷᠡᠶᠢᠳᠦᠯ  ᠢ ᠬᠠᠮᠣᠭ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠳᠣᠷᠠᠳᠴᠠᠢ ᠃

 ᠠᠮᠸᠷᠢᠺᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠰᠡᠳᠬᠢᠴᠡ ᠵᠦᠢᠴᠢ 
ᠾᠸᠪᠸᠷᠲ· ᠬᠣᠮᠠᠨ 

︵ H
erbrt H

ym
an  

︶ ᠡᠴᠠ 1959 ᠣᠨ ᠳᠤ 

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 
ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ  - ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠴᠡ ᠰᠣᠳᠣᠯᠣᠯ  

︾ ᠬᠡᠬᠦ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠯ ᠢᠶᠡᠨ 

ᠬᠡᠪᠯᠡᠬᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠨᠣᠯ  ᠢ ᠬᠠᠮᠣᠭ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠨᠠᠷᠢᠯᠢᠭ ᠳᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠸᠮ 
ᠳᠠᠢ ᠦ

ᠬᠦᠯᠡᠵᠡᠢ ᠃
 60  ᠭᠠᠳ

 ᠣ
ᠨ  ᠤ ᠳᠣᠮᠳᠠᠴᠢ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠪᠣᠯᠣᠭᠠᠳ
 ᠣ

ᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 
ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠨᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠬᠦ

ᠷᠢᠶ ᠡ ᠴᠠᠷᠠᠭᠠᠨ ᠳᠡᠬᠢ ᠴᠢᠬᠣᠯᠠ ᠰᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃
 

ᠠᠮᠸᠷᠢᠺᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦᠴᠢ ᠺᠠᠪᠣᠷᠢᠯ· ᠠ · ᠠᠯᠮᠣᠨᠳ᠋ 

︵ G
abriel· A

· A
lm

ond 
1911~ 2002 

︶ ᠡᠴᠠ 

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠪᠣᠯ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ  ᠢ 
ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠵᠦ ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠵᠠᠮ ᠰᠣᠵᠢᠭ ᠪᠣᠯᠳᠠᠭ 

︾ 

﹇1

﹈ ᠬᠡᠵᠦ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠳᠠᠢ 
ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠭᠣᠯᠣᠨ ᠦ

ᠬᠦᠯᠡᠵᠡᠢ ᠃
 ᠷᠢᠴᠠᠳ᠋· ᠢ · ᠳᠠᠣᠰᠣᠨ 

︵ D
aw

son R· E 

︶ ᠪᠣᠯᠣᠨ 
ᠺᠸᠨᠢᠰ· ᠫᠷᠠᠶᠢᠸᠢᠲ 

︵ K
enneih Prew

itt 

︶ 
ᠡᠴᠠ 

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 
ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ 

︾ 

︵1969 ᠣᠨ  

︶ ᠬᠡᠬᠦ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠯ ᠳᠤ ᠪᠠᠨ  

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ 
ᠪᠣᠯ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠰᠣᠶᠣᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯ  ᠤᠨ ᠶᠠᠪᠣᠴᠠ ᠮᠦᠨ 

︾ 

﹇2

﹈ ᠬᠡᠵᠦ ᠦ
ᠵᠡᠵᠡᠢ ᠃

 
ᠳᠡᠬᠡᠬᠡᠳ

 20 ᠳᠣᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠣᠨ  ᠤ 70  ᠭᠠᠳ
 ᠣᠨ  ᠤ ᠡᠬᠢᠨ ᠪᠣᠯᠣᠭᠠᠳ

 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ 
ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠰᠠᠭᠣᠳᠠᠯ ᠪᠠᠷᠠᠭᠣᠨ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ

 ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠰ  ᠤᠨ ᠠᠩᠬ

ᠠᠷᠣᠯ ᠳᠤ ᠳᠣᠰᠴᠠᠢ ᠃
 

ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠷᠣᠪᠸᠢᠲ· ᠳ · ᠬᠠᠶᠢᠰ 

︵ H
ess R· D

 

︶ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠳᠣᠨᠢ 

︵ Toney 
J V

 

︶ ᠶ᠋ᠢᠨ 

︽ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠪᠣᠷ  

︾ 

︵ 1967 
ᠣᠨ  

︶ ᠹᠷᠸᠳ᠋ ᠂ ᠭᠷᠢᠰᠲ᠋ᠠᠨ 

︵ Fred G
eenstein 

︶ ᠤ 

︽ ᠰᠣᠷᠬᠣ ᠨᠠᠰᠣᠨ ᠡᠴᠠ 

『モンゴル文化研究』第 5号（2023）：63-73 
研究論文 



― 64 ― 

ᠡᠮᠦᠨᠡᠬᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠳᠣᠯᠭᠠᠨ  ᠤ ᠬᠠᠷᠢᠭᠣ ᠮᠡᠳᠡᠬᠦᠯᠦᠯᠳᠡ  

︾ 

︵ 
1969 ᠣᠨ  

︶ ᠂ ᠳᠠᠸᠸᠢ· ᠢᠰᠲ᠋ᠣᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠵᠢᠶᠠᠺ· ᠳᠧᠨᠢᠰ 

︵ Jack D
ennis 

︶ ᠤᠨ 

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠸᠮ ᠳᠡᠬᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠄ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠣᠯᠢᠴᠢ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠡᠬᠦᠰᠦᠯ 

︾ ᠂ ᠭᠷᠢᠰᠲ᠋ᠠᠨ  ᠤ 

︽ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ ᠬᠢᠬᠡᠳ
 ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 

︾ ᠵᠡᠷᠬᠡ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠯ ᠨᠢ ᠣᠯᠣᠰ 

ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶ ᠡ ᠴᠠᠷᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠳᠣᠩ ᠴᠢᠬᠣᠯᠠ ᠨᠦᠯᠦᠬᠡ ᠳᠣᠰᠬᠠᠯ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠠᠢ ᠃

 ᠡᠨᠳᠡ 
ᠳᠠᠸᠸᠢ· ᠢᠰᠲ᠋ᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠬᠠᠮᠣᠭ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠱᠠᠳᠣᠴᠢ ᠣᠨᠣᠯ  ᠢ ᠳᠣᠷᠠᠳᠴᠠᠢ ᠃ 
20 ᠳᠣᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠣᠨ  ᠤ  80   ᠭᠠᠳ ᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ ᠦ

ᠬᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠨᠡᠬᠡᠬᠡᠯᠳᠡ ᠂ 
ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠰᠢᠯᠵᠢᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠠᠭ ᠡᠷᠡᠨ ᠢᠶᠡᠨ ᠣᠭᠳᠣᠵᠦ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠳᠣᠯᠭᠠᠨ 
ᠨᠢ ᠬᠦ

ᠮᠦᠰ  ᠤᠨ ᠠᠩᠬ
ᠠᠷᠣᠯ  ᠢ ᠳᠠᠳᠠᠵᠠᠢ ᠃

 ᠰᠦᠨ ᠠᠢ ᠵᠢᠶᠦᠨ ᠡᠴᠠ 

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ 
ᠪᠣᠯ ᠬᠣᠪᠢ

 ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ ᠬᠠᠨᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠴᠣᠭᠴᠠᠳᠣ 

ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ ᠦ

ᠵᠡᠯᠳᠡ ᠳᠠᠢ ᠨᠢᠬᠡᠳᠬᠡᠬᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ 

︾ 

﹇3

﹈ 
ᠬᠡᠵᠡᠢ ᠃

 ᠯᠢ ᠶᠣᠸᠠᠨ ᠱᠣ ᠡᠴᠠ 

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠰᠣᠶᠣᠯ  ᠤᠨ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠬᠢᠬᠡᠳ
 ᠣᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯ  ᠢ 

ᠠᠬᠢᠭᠣᠯᠵᠦ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠬᠦᠷᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠪᠣᠯ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠬᠣᠯᠠ 
ᠶᠠᠪᠣᠴᠠ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ 

︾ 

﹇4

﹈ 
ᠬᠡᠪᠡ ᠃

 ᠶᠠᠩ ᠭᠣᠸᠠᠩ ᠪᠢᠨ ᠡᠴᠠ 

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 
ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠬᠡᠳᠡᠭ ᠪᠣᠯ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠬᠡᠰᠢᠬᠦᠨ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠳᠡᠯᠬᠡᠬᠡᠨ ᠵᠢᠴᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 
ᠶ᠋ᠢᠨ  ᠪᠣᠳᠠᠳᠠᠢ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠬᠡ ᠳᠣᠮᠳᠠ ᠡᠴᠠ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠬᠡ ᠪᠠ
 ᠴᠢᠳᠠᠪᠣᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠨ ᠂ 

ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠣᠭᠰᠣᠴᠠ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦ ᠶᠠᠪᠣᠴᠠ ᠮᠦᠨ 

︾ 

﹇5

﹈ ᠬᠡᠪᠡ ᠃
 ᠸᠠᠩ ᠫᠦ᠋

 ᠴᠢᠦᠢ ᠡᠴᠠ 

︽ ᠬᠦ
ᠮᠦᠰ ᠂ ᠣᠨᠴᠠᠭᠠᠢ ᠳᠣᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠣᠮᠳᠠ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠮᠢᠳᠣᠷᠠᠯ ᠬᠢᠬᠡᠳ
 ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠬᠡ 
ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠬᠡ ᠪᠠ

 ᠴᠢᠳᠠᠪᠦᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠵᠦ ᠂ ᠦ
ᠪᠡᠷ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠰᠡᠳᠬᠢᠴᠡ ᠪᠠ
 ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠦ

ᠵᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠨ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠯᠬᠦ ᠪᠣᠶᠣ ᠦ

ᠬᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠬᠦ
ᠳᠡᠯᠦᠩᠬᠦᠢ ᠶᠠᠪᠣᠴᠠ 

ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ  

︾ 

﹇6
﹈ ᠬᠡᠵᠦ ᠳᠣᠰ ᠳᠣᠰ  ᠤᠨ ᠦ

ᠵᠡᠯᠳᠡ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠯᠳᠠ ᠪᠠᠨ ᠦ
ᠬᠦᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ ᠃

 
ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠩᠭ

ᠣᠶᠢᠯᠠᠨ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠪᠠᠯ ᠂  

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ  

︾ ᠪᠣᠯ ᠶᠠᠭᠣᠨ  ᠤ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠳᠣᠬᠠᠢ 
ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠡᠬᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠳᠤ ᠂ ᠬᠣᠪᠢ
 ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠡᠴᠠ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 

ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠠᠳᠣ ᠠᠬᠣᠢ ᠳᠠᠢ ᠵᠣᠬᠢᠴᠠᠭᠰᠠᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠣᠭᠰᠣᠴᠠ ᠪᠠ
 ᠣᠪᠣᠷ  ᠢ ᠬᠦ

ᠯᠢᠶᠡᠨ ᠠᠪᠣᠨ ᠠ ᠃
 

ᠳᠡᠬᠡᠬᠡᠳ
 ᠠᠮᠢᠳᠣᠷᠠᠯ ᠰᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠦ

ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢ 

ᠰᠢᠩᠬᠡᠬᠡᠵᠦ ᠂ ᠬᠣᠪᠢ
 ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠣᠭᠰᠣᠴᠠ ᠪᠠᠨ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 
ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠬᠣ ᠴᠢᠳᠠᠪᠦᠷᠢ ᠪᠠᠨ ᠳᠡᠬᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠬᠦᠯᠦᠨ ᠡ ᠃

 ᠴᠠᠭᠠᠰᠢᠳᠠ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ 

ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠣᠨ ᠳᠡᠬᠦᠯᠳᠡᠷᠵᠢᠵᠦ ᠂ 

︽ ᠡᠩ  ᠤᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ 

︾ ᠡᠴᠠ 

︽ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ  

︾ ᠂ 

︽ 
ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠮᠦᠨ  

︾ ᠪᠣᠯᠬᠣ ᠶᠠᠪᠣᠴᠠ ᠪᠠᠨ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠢᠭᠠᠵᠠᠢ ᠃ 
ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠬᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ 
ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

 ᠂ ᠦ
ᠰᠦᠯᠳᠡ ᠪᠣᠶᠢᠵᠢᠯᠳᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠠᠪᠣᠴᠠ ᠳᠤ ᠪᠠᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ 
ᠣᠩᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠂ ᠰᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠂ ᠪᠣᠳᠣᠯᠬᠢᠯᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠷᠡᠮᠵᠢ ᠳᠠᠢ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 
ᠡᠬᠦᠨ  ᠤ ᠣᠯᠠᠮ ᠡᠴᠠ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠬᠡ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠪᠣᠷ ᠵᠣᠭᠰᠣᠴᠠ ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠣᠨ ᠂ 
ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯᠳᠡ ᠳᠠᠢ ᠪᠣᠯᠵᠦ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠨ ᠡ ᠃
 ᠬᠠᠮᠣᠭ ᠡᠴᠣᠰ ᠲᠤ ᠣᠯᠣᠰ 

ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠠᠳᠠᠢ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠬᠡ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠨ ᠂ 

︽ ᠡᠩ  ᠤᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ  

︾ ᠡᠴᠠ 

︽ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ 
ᠬᠦ

ᠮᠦᠨ  

︾ ᠳᠤ ᠰᠢᠯᠵᠢᠨ ᠂ ᠬᠢᠷᠢ ᠳᠡᠩᠴᠡᠭᠰᠡᠨ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠨᠢᠬᠡᠨ ᠬᠡᠰᠢᠬᠦᠨ ᠪᠣᠯᠵᠦ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠬᠦ ᠶᠠᠪᠣᠴᠠ ᠶ᠋ᠢ 

ᠵᠢᠭᠠᠵᠠᠢ ᠃
 

︽ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠣᠯ ᠮᠠᠨ  ᠤ ᠮᠠᠷᠭᠠᠰᠢ ᠂ ᠮᠠᠨ  ᠤ ᠡᠷᠡᠮᠡᠯᠵᠡᠯ ᠂ ᠮᠠᠨ  ᠤ ᠠᠯᠢᠪᠠ ᠪᠦ

ᠬᠦᠨ ᠶᠣᠮ  

︾ 

﹇7

﹈ ᠃
 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ ᠬᠠᠷᠠᠬᠨ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠪᠠᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ 
ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠦᠵᠦ ᠂ ᠵᠦᠪ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠳᠠᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠪᠣᠷ ᠵᠣᠭᠰᠣᠴᠠ ᠂ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠯᠬᠦ 

ᠨᠢ ᠳᠡᠬᠦᠨ  ᠤ ᠦ
ᠰᠦᠯᠳᠡ ᠪᠣᠶᠢᠵᠢᠯᠳᠠ ᠂ ᠠᠮᠢᠳᠣᠷᠠᠯ  ᠤᠨ ᠵᠠᠮ ᠳᠡᠬᠢ ᠴᠢᠬᠣᠯᠠ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠬᠣ ᠶᠣᠮ ᠃

 
ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠯᠳᠡ ᠂ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ  ᠤ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠯ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠳᠤ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ 

ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠨᠦᠯᠦᠬᠡ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠦᠯ  ᠢ ᠣᠮᠳᠣᠭᠠᠶᠢᠯᠠᠵᠦ ᠦ

ᠯᠦ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠨᠢᠬᠡ ᠳᠠᠯ ᠠ ᠪᠡᠷ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ 
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ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠩᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠰᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
  ᠤᠨ ᠬᠡᠯᠡᠨ  ᠤ ᠴᠢᠳᠠᠪᠦᠷᠢ ᠪᠠ

 
ᠰᠡᠳᠬᠢᠬᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠳᠠᠪᠦᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠬᠦᠯᠦᠨ ᠡ ᠃
 ᠡᠶᠢᠮᠦᠷᠬᠦ ᠴᠢᠳᠠᠪᠦᠷᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠯ  ᠤᠨ ᠰᠠᠭᠣᠷᠢᠨ ᠳᠤ 

ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

 ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠳᠡᠨ  ᠤ ᠳᠡᠣᠬᠡ 

ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠢᠶᠡᠨ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠨ ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠵᠦ ᠣᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠨ ᠵᠠᠯᠭᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠨ ᠠ ᠃
 ᠢᠯᠠᠩᠭ

ᠣᠶ ᠠ ᠭᠣᠸ ᠠ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠯ  ᠤᠨ ᠬᠡᠪ 
ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠣᠷᠠᠯ ᠳᠡᠬᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠬᠦ ᠳᠣᠳᠣᠮ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠪᠣᠷ ᠵᠣᠭᠰᠣᠴᠠ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ 
ᠬᠠᠨᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠴᠣ ᠪᠠᠳᠣ ᠴᠢᠨᠭᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠵᠦ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠨ ᠡ ᠃
 ᠢᠩᠬᠢᠵᠦ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 

ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
  ᠤᠨ ᠪᠡᠶᠡᠴᠢ ᠬᠦ

ᠳᠡᠯᠦᠩᠬᠦᠢ ᠴᠢᠨᠠᠷ  ᠢ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠣᠯᠵᠦ ᠂ ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠣᠪᠣᠷ ᠵᠣᠭᠰᠣᠴᠠ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠬᠡᠨ  ᠢ ᠳᠠᠨᠢᠵᠦ ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠨ ᠡ ᠃
 ᠠᠭᠠᠵᠢᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠳᠣᠬᠠᠢ 

ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠸᠮ ᠳᠡᠬᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠦ

ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯᠳᠡ ᠳᠠᠢ 

ᠨᠢᠬᠡᠳᠣᠯᠳᠡᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠪᠣᠷ ᠵᠣᠭᠰᠣᠴᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠯᠦᠨ ᠂ ᠬᠣᠪᠢ

 ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ 
ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮᠵᠢᠯ ᠢᠶᠡᠨ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠬᠦᠯᠦᠨ ᠡ ᠃

 ᠨᠦᠬᠦᠬᠡ ᠳᠠᠯ ᠠ ᠪᠡᠷ ᠂ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ  ᠤ ᠣᠪᠣᠷ 

ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠬᠡ ᠪᠣᠯ ᠪᠠᠯᠴᠢᠷ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠦᠵᠦ ᠂ ᠠᠮᠢᠳᠣᠷᠠᠯ  ᠤᠨ ᠪᠦ

ᠬᠦ ᠶᠠᠪᠣᠴᠠ ᠶ᠋ᠢ 
ᠨᠦᠯᠦᠬᠡᠯᠡᠳᠡᠭ ᠃

 ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠠᠳᠣ ᠣᠷᠣᠰᠢᠬᠣᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠰᠬᠠᠯ ᠶᠣᠮ ᠃
 

ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ ᠡᠴᠠ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ  ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠯ  ᠤᠨ ᠶᠠᠪᠣᠴᠠ ᠳᠤ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 
ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠮᠵᠢ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠳᠡᠯᠬᠡᠬᠡᠨ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 
ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠶᠠᠪᠣᠳᠠᠯ ᠵᠢᠴᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠡᠷᠡᠳᠣ ᠬᠦ

ᠮᠦᠰ  ᠤᠨ ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠯᠳᠠ ᠳᠦᠷᠦᠭᠳᠡᠯ ᠂ 
ᠣᠪᠣᠷ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠬᠡ ᠡᠬᠦᠰᠦᠨ ᠡ ᠃

 ᠣᠴᠢᠷ ᠨᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠨ ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠣᠯᠳᠠᠭ 

ᠠᠭᠣᠯᠭ ᠠ ᠂ ᠦ
ᠵᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠣᠪᠣᠷ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠬᠡ ᠨᠢ ᠢᠯᠡ ᠳᠣᠳᠣ ᠰᠣᠩᠭ

ᠣᠯᠳᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠨᠡᠷ ᠂ ᠬᠠᠨᠳᠣᠯᠭᠠᠳᠣ 
ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠳᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠵᠦ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
  ᠤᠨ ᠶᠢᠷᠳᠢᠨᠴᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠨᠢᠬᠣ ᠳᠣᠳᠣᠭᠠᠳᠣ ᠬᠦ

ᠴᠦᠨ ᠴᠢᠳᠠᠯ 
ᠪᠣᠯᠳᠠᠭ ᠃

 ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠯ ᠨᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
  ᠢ ᠵᠢᠯᠣᠭᠣᠳᠣᠨ ᠬᠦ

ᠳᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠵᠦᠪ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠳᠠᠢ 
ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠦ

ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ ᠬᠠᠨᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠯᠦᠨ ᠦ

ᠭᠳᠡᠭ᠃
 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
 ᠡᠴᠠ 

ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠣᠷᠠᠯ ᠵᠢᠴᠢ ᠣᠨᠴᠠᠭᠠᠢ ᠳᠣᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠭᠳᠠᠬᠣᠨ ᠂ ᠨᠠᠮ  ᠤᠨ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠵᠢᠷᠣᠮᠳᠣ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 
ᠦ

ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ ᠬᠠᠨᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠭᠠᠵᠢᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠨ ᠠ ᠃
 ᠳᠡᠬᠡᠬᠡᠳ

 ᠦ
ᠪᠡᠷ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠳᠠᠨᠢᠯᠳᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠢᠷᠢ ᠳᠦᠪᠰᠢᠨ ᠢᠶᠡᠨ ᠳᠠᠰᠣᠷᠠᠯᠳᠠ ᠦ
ᠬᠡᠢ ᠳᠡᠬᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠬᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡ 
ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮᠵᠢᠬᠦᠯᠳᠡᠭ ᠃

 ᠠᠬᠢᠭᠠᠳ
 ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠵᠢᠷᠣᠮᠳᠣ ᠪᠦ

ᠳᠦᠬᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠯᠳᠠ ᠳᠤ ᠪᠠᠨ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠬᠡ ᠳᠠᠢ ᠦ

ᠢᠯᠡᠰ  ᠤᠨ ᠵᠠᠯᠭᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠭᠴᠢ ᠪᠣᠯᠵᠦ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠨ ᠡ ᠃

 ᠡᠨᠳᠡ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠡᠴᠠ ᠨᠠᠭᠠᠰᠢᠬᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠠᠪᠣᠴᠠ ᠳᠤ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ 
ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
  ᠢ ᠨᠦᠯᠦᠬᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠱᠠᠳᠣᠴᠢᠯᠠᠨ ᠠᠵᠢᠭᠯᠠᠪᠠ ᠃ 

 ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ  
ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠠ ᠮᠦᠷ 

   
ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠡᠣᠬᠡᠨ ᠣᠯᠪᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ 
ᠡᠷᠬᠢᠴᠡᠬᠦᠯᠦᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠪᠡᠯ ᠂  

︽ 17 ᠵᠢᠯ  

︾ ᠤᠨ  ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ 
ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠡᠩ ᠳᠡᠷᠢᠬᠦᠨ ᠳᠤ ᠳᠣᠷᠠᠳᠣᠭᠳᠠᠨ ᠠ ᠃

 

︽ 1957 ᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠂ 
ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠣᠯ ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠪᠠᠭᠠᠵᠢ 

︾
﹇8

﹈ 
ᠬᠡᠬᠦ ᠣᠳᠬ ᠠ 

ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯᠳᠡ ᠳᠡᠯᠬᠡᠷᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠭᠣᠴᠢ ᠳᠦᠴᠢᠬᠡᠳ

 ᠣᠨ  ᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠤ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ 
ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ 

︽ ᠠᠯᠢᠪᠠ ᠪᠦ
ᠬᠦᠨ ᠬᠣᠪᠢᠰᠬᠠᠯᠳᠣ ᠳᠡᠮᠡᠴᠡᠯ  ᠤᠨ ᠳᠦᠯᠦᠬᠡ

 

︾ ᠬᠡᠬᠦ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠵᠣᠭᠰᠣᠴᠠ ᠡᠴᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃

 ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ 
ᠣᠯᠣᠰ ᠢᠶᠡᠨ ᠬᠠᠶᠢᠷᠠᠯᠠᠬᠣ ᠂ ᠬᠣᠪᠢᠰᠬᠠᠯᠳᠣ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠰᠡᠳᠣᠪ  ᠢ ᠢᠯᠡᠷᠡᠬᠦᠯᠬᠦ 

︽ ᠰᠣᠷᠬᠣ ᠪᠢᠴᠢᠭ  

︾ 
ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃

 ᠪᠣᠳᠠᠳᠠᠶᠢᠴᠢᠯᠠᠨ ᠦ
ᠬᠦᠯᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠭᠳᠠᠵᠦ ᠂ ᠰᠢᠨ ᠡ 

ᠠᠷᠠᠳᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠣᠪᠢᠰᠬᠠᠯ  ᠢ ᠣᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠬᠣ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠵᠢᠷᠣᠮᠳᠣ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠯᠳᠠ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠬᠣ ᠂ 

ᠦ
ᠬᠡᠶᠢᠬᠦᠦ ᠠᠩᠬᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠵᠡᠯ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ ᠡᠴᠠ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ  ᠢ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠵᠡᠷᠬᠡ ᠣᠯᠣᠰ 
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ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠢ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃
 ᠢᠩᠬᠢᠬᠦᠯᠡᠷ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ 
ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠦᠯ ᠶᠡᠬᠡᠪᠡᠷ ᠬᠦ

ᠨᠳᠦᠳᠬᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠬᠢᠴᠠ ᠳᠤ 
ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠠᠶᠠᠨᠳᠠᠭᠠᠨ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠵᠠᠢ ᠃
 ᠬᠦ

ᠮᠦᠰ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠢ  

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠳᠤ ᠦ
ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠪᠠᠭᠠᠵᠢ  

︾ ᠂ 

︽ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠵᠢᠷᠣᠮᠳᠣ ᠦ
ᠵᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠳᠠᠢ 

ᠬᠦ
ᠳᠡᠯᠮᠦᠷᠢᠴᠢᠨ ᠪᠠ

 ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠵᠢᠷᠣᠮᠳᠣ ᠦ
ᠢᠯᠡᠰ  ᠤᠨ ᠵᠠᠯᠭᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠪᠠᠭᠠᠵᠢ  

︾ ᠂ 

︽ 
ᠡᠬᠡ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠢᠷᠡᠬᠡᠳᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠦ

ᠳᠦᠬᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠬᠦ

ᠴᠦᠨ ᠴᠢᠳᠠᠯ ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ ᠪᠠᠭᠠᠵᠢ  

︾ ᠬᠡᠮᠡᠨ 

︽ ᠡᠬᠦᠷᠬᠡ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠬᠦᠯᠬᠦ  

︾ ᠪᠠᠭᠠᠵᠢ ᠪᠡᠷ ᠦ
ᠵᠡᠵᠡᠬᠡᠵᠡᠢ ᠃

 ᠪᠣᠳᠠᠳᠠᠶᠢᠴᠢᠯᠠᠨ ᠦ
ᠬᠦᠯᠡᠪᠡᠯ ᠂  

1950 ᠣᠨ  ᠤ ᠴᠢᠭᠣᠯᠣᠯᠳᠣ ᠬᠠᠭᠠᠯᠭ ᠠ ᠬᠣᠳᠠᠨ ᠠ ᠂ ᠦ
ᠪᠦᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ  ᠤᠨ ᠠᠷᠠᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠷᠠᠨ ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ  ᠤ 

ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠯᠢᠭ  ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠬᠣ ᠬᠣᠷᠠᠯ ᠶᠠᠪᠣᠭᠳᠠᠵᠠᠢ ᠃
 ᠬᠣᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠦ

ᠪᠦᠷ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ  ᠤᠨ ᠠᠷᠠᠳ

  ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ  ᠤᠨ 
ᠣᠷᠳᠣᠨ  ᠤ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠣᠷᠠᠯᠢᠭ  ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ  ᠤᠨ ᠳᠠᠷᠣᠭ ᠠ ᠵᠸᠦ ᠭᠸ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠵᠦ ᠂  

︽ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ 
ᠪᠠᠨ ᠮᠠᠭᠳᠠᠨ ᠳᠠᠭᠣᠯᠠᠵᠦ ᠂ ᠮᠠᠣ ᠽᠸ ᠳᠦᠩ ᠢᠶᠡᠨ ᠮᠠᠭᠳᠠᠨ ᠳᠠᠭᠣᠯᠠᠶ ᠠ  

︾ 

﹇9

﹈ ᠬᠡᠵᠦ ᠣᠳᠬ ᠠ 
ᠣᠷᠠᠯᠢᠭ ᠮᠠᠭᠳᠠᠨ ᠳᠠᠭᠣᠯᠠᠬᠣ ᠶ᠋ᠢ ᠴᠢᠩᠭ

ᠠᠳᠬᠠᠪᠠ᠃
 1955 ᠣᠨ  ᠤ  11  ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 18   ᠤ ᠡᠳᠣᠷ 

ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠴᠢᠳ
  ᠤᠨ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭ ᠠ ᠡᠴᠠ  

︽ ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠢ 
ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠵᠢᠭᠠᠪᠣᠷᠢ 

︾ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠡᠶᠢᠳᠡᠯᠡᠨ  
︽ ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠵᠠᠯᠠᠭᠣ 

ᠨᠢᠬᠡ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠢᠨ ᠳᠤ ᠡᠪ ᠬᠠᠮᠳᠣ ᠶᠣᠰᠣᠨ  ᠤ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠯ ᠬᠦ
ᠷᠳᠡᠬᠡᠬᠦ ᠳᠦᠪ ᠴᠢᠨᠭᠭ ᠠ ᠡᠬᠦᠷᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠢᠩᠬᠢᠨᠢ 

ᠪᠡᠷ ᠡᠬᠦᠷᠬᠡᠯᠡᠵᠦ ᠁
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠬᠦ
ᠴᠦᠨ  ᠢ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠬᠠᠮᠳᠣ ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠦ

ᠳᠦᠬᠡᠯᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠢᠯᠦᠭᠣᠳᠬᠣ ᠦ
ᠵᠡᠯ 

ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠴᠢᠩᠭ
ᠠᠳᠬᠠᠪᠠᠯ ᠵᠣᠬᠢᠨ ᠠ  

︾ 

﹇10

﹈ ᠬᠡᠵᠦ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠲᠤ 

︽ ᠡᠬᠦᠷᠬᠡ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠬᠦᠯᠬᠦ  

︾ ᠣᠷᠢᠶᠠᠯᠭ ᠠ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠠᠢ ᠃
 ᠦ

ᠪᠦᠷ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠣᠷᠢᠶᠠᠯᠭ ᠠ 
ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠴᠦᠨ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠠᠬᠣᠢ ᠳᠤ 

︽ 17 ᠵᠢᠯ  

︾ ᠤᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ 
ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠠᠮ ᠮᠦᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠡᠯᠬᠦᠵᠡᠢ ᠃

 ᠡᠬᠦᠨ  ᠢ ᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠭᠣ 
ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠣᠪ ᠰᠣᠩᠭ
ᠣᠯᠳᠠ ᠡᠴᠠ ᠬᠠᠶᠢᠵᠦ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ 

ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠣᠪ ᠰᠣᠩᠭ
ᠣᠯᠳᠠ ᠳᠤ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠦ

ᠵᠡᠯ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ  ᠤᠨ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ 
ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠰᠬᠠᠯ ᠨᠢ ᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠭᠣ ᠨᠠᠮ ᠣᠳᠣᠷᠢᠳᠣᠭᠴᠢ ᠪᠠᠨ ᠮᠠᠭᠳᠠᠬᠣ ᠂ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠠᠮᠢᠳᠣᠷᠠᠯ ᠢᠶᠡᠨ ᠣᠶᠠᠩᠭ

ᠠᠯᠠᠨ 
ᠳᠠᠭᠣᠯᠠᠬᠣ ᠂ ᠠᠩᠬᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠡᠮᠡᠴᠡᠯ ᠂ ᠱᠣᠭᠣᠮ  ᠤᠨ ᠳᠡᠮᠡᠴᠡᠯ  ᠢ ᠳᠣᠰᠬᠠᠬᠣ ᠳᠤ ᠬᠦ

ᠴᠦᠨ ᠢᠶᠡᠨ ᠳᠦᠪᠯᠡᠷᠡᠬᠦᠯᠵᠦ 
ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃

 ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠨᠠ  ᠰᠠᠶᠢᠨᠴᠣᠭᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ 

︽ ᠬᠠᠶᠢᠷ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠳᠡᠬᠦᠦ ᠨᠠᠷ ᠮᠢᠨᠢ  

︾ ᠂ 
ᠴᠢ  ᠮᠡᠷᠬᠡᠨ  ᠤ 

︽ ᠦ
ᠯᠦᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠭᠣᠣ  

︾ ᠂ ᠬᠠᠰᠪᠠᠷᠰ  ᠤᠨ 

︽ ᠡᠬᠡ ᠣᠷᠣᠨ ᠢᠶᠡᠨ ᠮᠠᠭᠳᠠᠶ ᠠ  
︾ ᠂ 

︽ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠶᠠᠷ ᠲᠤ  

︾ ᠵᠡᠷᠬᠡ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠰᠢᠯᠦᠭ ᠲᠤ 

︽ ᠡᠪ ᠬᠠᠮᠳᠣ 
ᠨᠠᠮ ᠢᠶᠡᠨ ᠳᠠᠭᠠᠪᠠᠯ ᠢᠯᠠᠬᠣ ᠦ

ᠬᠡᠢ ᠵᠦᠢᠯ ᠪᠠᠶᠢᠬᠣ ᠦ
ᠬᠡᠢ  

︾ ᠬᠡᠵᠦ ᠨᠠᠮ ᠪᠠ
 ᠮᠠᠣ ᠳᠡᠷᠢᠬᠦᠯᠡᠭᠴᠢ ᠪᠠᠨ 

ᠣᠶᠣᠨ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠳᠣᠯᠭᠠᠭᠣᠷᠢ ᠂ ᠢᠳᠡᠬᠡᠯ ᠪᠢᠰᠢᠷᠡᠯ  ᠤᠨ ᠰᠦᠰᠦᠭ ᠪᠣᠯᠭᠠᠨ ᠮᠠᠭᠳᠠᠨ ᠰᠢᠯᠦᠭᠯᠡᠪᠡ ᠃
 ᠦ

ᠯᠵᠡᠢ 
ᠶ᠋ᠢᠨ 

︽ ᠣᠳᠠᠯ ᠦ
ᠬᠡᠢ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠴᠦᠬᠦᠷᠦᠮ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠭᠳᠠᠨ ᠠ  

︾ ᠂ ᠣᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

︽ ᠫᠢᠣᠨᠸᠷ ᠰᠣᠮᠢᠶ ᠠ 

︾ ᠂ ᠪ· 
ᠴᠡᠪᠡᠭᠵᠡᠪ  ᠤᠨ  

︽ 
ᠵᠢᠷᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ  

︾ 
᠂ ᠮᠦᠰᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ  

︽ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠳᠡᠨ  ᠤ ᠰᠣᠶᠣᠯ  ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ 

︾ ᠂ ᠬᠡᠷᠡᠯᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ 

︽ ᠨᠠᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠳᠤ 

︾ ᠂ ᠡᠷᠳᠡᠨᠢᠠᠠᠭᠣᠯᠠ 
ᠶ᠋ᠢᠨ 

︽ ᠪᠣᠯᠣᠳ
 ᠬᠣᠳᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠦ

ᠵᠡᠭᠰᠡᠨ ᠨᠢ 

︾ ᠂ 

︽ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨᠬᠡᠷᠡᠯ ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠠᠷᠢᠭᠠᠳᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠰᠢᠨ ᠡ ᠬᠡᠰᠢᠬᠦᠨ -  ᠵᠠᠢ ᠲᠢᠶᠠᠨ ᠰᠢᠶᠠᠩ 

︾ ᠂ 

︽ ᠡᠯᠡᠰᠣᠨ ᠨᠣᠳᠣᠭ  ᠤᠨ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ ᠦ
ᠬᠢᠨ 

︾ ᠂ 
ᠬᠠᠰᠪᠠᠷᠰ  ᠤᠨ 

︽ ᠮᠡᠷᠬᠡᠯ ᠨᠣᠳᠣᠭ  ᠤᠨ ᠬᠣᠪᠢᠷᠠᠯᠳᠠ  

︾ ᠵᠡᠷᠬᠡ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠭᠣᠯᠣᠯ ᠳᠤ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ 

ᠵᠢᠷᠤᠮᠳᠦ ᠪᠦ
ᠳᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠯᠳᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠪᠦ
ᠳᠦᠮᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠮᠠᠭᠳᠠᠨ ᠂ ᠲᠡᠷᠢᠭᠦᠨ  ᠤ ᠬᠦ

ᠮᠦᠨ ᠂ ᠲᠡᠷᠢᠭᠦᠨ  ᠤ 
ᠦ

ᠵᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠣᠶᠢᠯᠠ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠣᠷᠳᠠᠯᠴᠢᠯᠠᠨ ᠣᠬᠠᠭᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃
 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠳᠣᠭᠣᠵᠢᠰ ᠲᠤ 
ᠮᠦᠨ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠬᠦᠷᠬᠡ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠦ

ᠳᠦᠬᠡᠯᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠦ ᠂ 
ᠬᠣᠪᠢᠰᠬᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ ᠵᠠᠯᠭᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠵᠢᠷᠣᠮᠳᠣ ᠦ
ᠢᠯᠡᠰ ᠲᠤ ᠬᠦ

ᠴᠦ ᠪᠠᠨ  
ᠡᠷᠬᠦᠬᠦ ᠨᠢ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠦ

ᠳᠦᠬᠡᠯᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠣᠷᠢᠯᠳᠠ ᠪᠠ
 ᠡᠬᠦᠷᠬᠡ 

ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃
 ᠠ  ᠣᠳᠽᠠᠷ  ᠤᠨ 

︽ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ ᠭᠠᠩᠰᠦᠬᠡ
 

︾ ᠂ 

︽ ᠳᠠᠯ ᠠ ᠨᠣᠳᠣᠭ  ᠤᠨ ᠳᠣᠮᠣᠭ  

︾ ᠂ ᠰᠡᠷᠡᠩᠸᠠᠶᠢᠵᠠᠪ  ᠤᠨ  

︽ ᠠᠮᠠᠷᠠᠯᠳᠠ ᠳᠠᠭᠠᠨ  

︾ ᠂ 

︽ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠠᠣᠯᠠᠢ  

︾ ᠂ ᠣᠶᠢᠷᠠᠪᠵᠠᠮᠰᠣ 
ᠶ᠋ᠢᠨ  

︽ ᠡᠪᠣᠯ  ᠤᠨ ᠠᠮᠠᠷᠠᠯᠳᠠ ᠳᠤ  

︾ ᠂ ᠹ ᠳᠠᠬᠦᠰ  ᠤᠨ  

︽ ᠵᠣᠨ  ᠤ ᠠᠮᠠᠷᠠᠯᠳᠠ ᠪᠠᠨ ᠦ
ᠩᠬᠡᠷᠡᠬᠦᠯᠭᠦ 
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ᠳᠤ  

︾ ᠂  

︽ ᠦ
ᠨᠳᠦᠷ ᠠᠭᠣᠯᠠ ᠬᠦ

ᠨ ᠰᠢᠭᠣᠢ ᠳᠤ  

︾ ᠂ ᠮᠠᠨᠢᠵᠠᠪ  ᠤᠨ  

︽ ᠨᠢᠬᠡᠳᠦᠯ  ᠤᠨ ᠢᠶᠡᠨ 
ᠳᠦᠯᠦᠬᠡ

 

︾ ᠂ ᠪᠦ
ᠷᠢᠨᠮᠠᠨᠳᠣᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ  

︽ ᠣᠪᠣᠭ ᠠ ᠴᠢᠯᠠᠭᠣ  

︾ ᠵᠡᠷᠬᠡ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠳ
 ᠨᠢ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ 

ᠵᠢᠷᠣᠮᠳᠣ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠯᠳᠠ ᠳᠤ ᠭᠠᠪᠰᠢᠭᠠᠶᠢᠯᠠᠭᠴᠢ ᠳᠦᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠮᠢᠳᠣᠯᠢᠭ ᠵᠢᠷᠣᠭᠯᠠᠪᠠ ᠃

 ᠳᠠᠪᠢᠭᠠᠳ 
ᠣᠨ  ᠤ ᠰᠡᠬᠦᠯᠴᠢ ᠪᠣᠯᠣᠭᠠᠳ

 

︽ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠱᠣᠭᠣᠮ  

︾ ᠂ 

︽ ᠶᠡᠬᠡ ᠦ
ᠰᠦᠷᠦᠩᠬᠦᠢ ᠳᠠᠪᠰᠢᠯᠳᠠ  

︾ ᠂ 

︽ ᠠᠷᠠᠳ
  ᠤᠨ ᠨᠢᠬᠡᠳᠣᠯ  

︾ ᠤᠨ ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ ᠳᠣᠭ  ᠢ ᠮᠠᠭᠳᠠᠵᠦ ᠂ ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ 
ᠳᠣᠭ  ᠤᠨ ᠳᠣᠶᠠᠭᠠᠯᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠢ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠂ 

︽ ᠪᠠᠷᠠᠭᠣᠨᠳᠠᠨ  ᠢ ᠡᠰᠡᠷᠬᠦᠴᠡᠬᠦ  

︾ ᠵᠡᠷᠬᠡ ᠣᠯᠣᠰ 
ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠳᠡᠯᠬᠡᠬᠡᠨ  ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠣᠨ ᠂ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠳᠤ ᠦ
ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ 

ᠣᠯᠠᠮ ᠴᠢᠩᠭ
ᠠᠷᠠᠵᠠᠢ ᠃

 ᠢᠩᠬᠢᠵᠦ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠣᠯᠣᠰ 
ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠬᠢᠭᠣᠯᠬᠣ ᠠᠵᠢᠯ ᠴᠣ ᠢᠳᠡ ᠬᠦ

ᠴᠦ ᠳᠠᠢ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠯ ᠠ ᠃ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠪᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ 

ᠠᠵᠢᠬᠣ ᠳᠤ 

︽ ᠰᠣᠶᠣᠯ  ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠣᠪᠢᠰᠬᠠᠯ  

︾ ᠤᠨ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠵᠢᠯ  ᠢ ᠳᠠᠪᠠᠵᠦ ᠦ
ᠯᠦ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 
ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ ᠲᠤ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠬᠡ ᠶᠠᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ ᠬᠡᠯᠡᠬᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠮᠣ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠡᠴᠠ ᠵᠠᠶᠢᠳᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠦ

ᠬᠡᠢ ᠃
 

︽ ᠰᠣᠶᠣᠯ  ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠣᠪᠢᠰᠬᠠᠯ  

︾ ᠡᠬᠦᠰᠦᠭᠰᠡᠨ  ᠤ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ 
ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ ᠨᠠᠮ  ᠤᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠱᠣᠭᠣᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠵᠢᠯᠣᠭᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠦ᠂  

︽ ᠠᠩᠬᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠳᠡᠮᠡᠴᠡᠯ  ᠤᠨ ᠬᠦ

ᠳᠦᠯᠪᠦᠷᠢ  

︾ ᠂  

︽ ᠭᠣᠷᠪᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠣᠪᠣᠶᠢᠯᠭᠠᠬᠣ ᠵᠠᠷᠴᠢᠮ 

︾ ᠢ ᠪᠠᠷᠢᠮᠳᠠᠯᠠᠨ ᠂ 

︽ 
ᠳᠣᠮᠣ ᠴᠢᠬᠣᠯᠠ ᠰᠡᠳᠣᠪᠯᠡᠬᠦᠨ  ᠢ ᠴᠢᠷᠮᠠᠶᠢᠨ ᠳᠣᠰᠬᠠᠵᠦ 

︾ ᠂ 

︽ ᠦ
ᠨᠳᠦᠷ ᠰᠦᠷᠯᠢᠭ ᠂ ᠪᠦ

ᠷᠢᠨ ᠳᠡᠬᠦᠰ 

︾ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠦ
ᠷᠢᠳᠦᠬᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ 

︽ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ ᠭᠠᠪᠰᠢᠭᠠᠶᠢᠯᠠᠭᠴᠢ  

︾ ᠂ 

︽ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ 
ᠴᠡᠷᠢᠭ 

︾ ᠂ 
︽ ᠳᠡᠷᠢᠬᠦᠨ  ᠤ ᠪᠠᠭᠠᠳᠣᠷ ᠬᠦ

ᠮᠦᠰ  

︾ ᠤᠨ ᠳᠦᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠬᠦ ᠪᠡᠷ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠦ

ᠳᠦᠬᠡᠬᠦ 
ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠶᠣ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠡᠬᠦᠷᠬᠡ ᠪᠣᠯᠭᠠᠪᠠ ᠃

 ᠬᠦ
ᠦᠷᠨᠢᠯ  ᠤᠨ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠨᠢ ᠳᠠᠪᠢ

 ᠵᠢᠷᠠᠭᠠᠳ
 ᠣᠨ  ᠤ 

ᠬᠠᠭᠣᠴᠢᠨ ᠢᠶᠡᠨ ᠡᠷᠬᠢᠴᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠂ ᠦ
ᠯᠢᠬᠡᠷ ᠰᠣᠨᠣᠰᠬᠣ ᠪᠡᠷ ᠠᠩᠬᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ  ᠢ ᠳᠠᠨᠢᠭᠣᠯᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ 

ᠡᠴᠠ 
︽ ᠰᠣᠶᠣᠯ  ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠣᠪᠢᠰᠬᠠᠯ  

︾ 
ᠤᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠤ ᠠᠩᠬᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠶᠢᠷ ᠠ ᠬᠣᠷᠣᠰᠣᠯ 
ᠳᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ ᠳᠣᠶᠢᠯ  ᠤᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠷ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠳᠤ 

ᠪᠡᠶᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠳᠠᠭ 
︽ ᠪᠠᠭᠠᠰᠬᠠᠭᠰᠠᠨ 

︾ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ  ᠤ ᠳᠦᠷᠢ ᠪᠦ

ᠳᠦᠬᠡᠳᠡᠭ ᠪᠣᠯᠪᠠ ᠃
 

︽ 
ᠰᠣᠶᠣᠯ  ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠣᠪᠢᠰᠬᠠᠯ  

︾ ᠤᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠢ ᠪᠣᠰᠣᠳ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ 

ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠳᠠᠢ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭᠣᠯᠪᠠᠯ ᠬᠣᠷᠴᠠ ᠴᠢᠨᠭᠭ ᠠ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠷᠢᠳᠢ ᠰᠢᠳᠢᠳᠣ ᠦ
ᠩᠬᠡ ᠪᠣᠳᠣᠭ 

ᠳᠠᠢ ᠃
 ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠭᠣᠣᠯ ᠨᠢ 

︽ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠣ ᠴᠡᠷᠢᠭ
 

︾ ᠢ 
ᠴᠣᠣᠷᠢᠶᠠᠳᠣᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ 

︽ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠣ ᠴᠡᠷᠢᠭ
 

︾ ᠤᠨ ᠳᠦᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠪᠡ ᠃

 
ᠳᠡᠳᠡ ᠠᠩᠬᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠶᠢᠰᠣᠨ ᠳᠠᠢ ᠳᠠᠮᠠᠴᠠᠵᠦ ᠂ ᠬᠦ

ᠷᠦᠩᠬᠡᠳᠣ ᠶᠣᠰᠣᠨ  ᠤ ᠵᠠᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠶᠠᠪᠣᠭᠴᠢᠳ
 ᠳᠠᠢ 

ᠳᠡᠮᠡᠴᠡᠨ ᠡ ᠃
 ᠳᠡᠳᠡ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠯᠣᠣᠽᠣᠩ ᠬᠠᠰᠬᠢᠷᠣᠨ ᠂ ᠳᠡᠮᠡᠴᠡᠯ  ᠤᠨ ᠳᠣᠮᠳᠠ ᠡᠷᠡᠯᠬᠡᠭ 

ᠪᠠᠭᠠᠳᠣᠷᠯᠢᠭ ᠂ ᠣᠬᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠮᠪᠠᠭ ᠠ ᠳᠠᠢ ᠂  

︽ ᠰᠠᠬᠢᠭᠣᠯᠰᠣᠨ  ᠤ ᠷᠢᠳᠢ ᠰᠢᠳᠢ 

︾ ᠶ᠋ᠢ ᠦ
ᠵᠡᠬᠦᠯᠵᠦ 

ᠬᠣᠪᠢᠰᠬᠠᠯ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠨ ᠠ ᠃
 ᠡᠶᠢᠨ ᠬᠦ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠦ

ᠳᠦᠬᠡᠯ ᠡᠴᠠ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠴᠢ  ᠰᠦᠮᠪᠦᠷ  ᠤᠨ 
ᠦ

ᠬᠦᠯᠡᠯᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠡᠬᠦᠪᠦᠷᠢ 

︽ ᠣᠷᠳᠣᠰ  ᠤᠨ ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
 

︾᠂ ᠮ ᠠᠰᠠᠷ  ᠤᠨ ᠦ
ᠬᠦᠯᠡᠯᠬᠡ 

︽ 
ᠣᠷᠣᠯᠳᠣᠭᠠᠨ ᠬᠡᠬᠡᠷ  ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨ 

︾ ᠂ ᠬᠦ
ᠨᠳᠣᠪ  ᠤᠨ ᠦ

ᠬᠦᠯᠡᠯᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠡᠬᠦᠪᠦᠷᠢ 

︽ ᠳᠣᠭᠣᠯᠴᠢᠨ ᠬᠦ
ᠦ  

︾ ᠳᠤ 

︽ ᠨᠠᠷᠠᠨ ᠬᠣᠸᠠᠷ  

︾ ᠂ 

︽ ᠳᠣᠭᠣᠯᠴᠢᠨ ᠬᠦ
ᠦ  

︾ ᠂ 

︽ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ
 

︾ 
ᠵᠡᠷᠬᠡ ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠦ

ᠬᠦᠯᠡᠯᠬᠡ ᠪᠣᠢ ᠃
 ᠪ ᠰᠣᠳᠨᠠᠮᠴᠡᠷᠡᠨ ᠂ ᠴᠠᠭᠠᠨᠯᠢᠩᠬ

ᠸ ᠠ ᠨᠠᠷ  ᠤᠨ ᠦ
ᠬᠦᠯᠡᠯᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠡᠬᠦᠪᠦᠷᠢ 

︽ ᠪᠢᠯᠢᠭ ᠴᠢᠮᠡᠭ ᠬᠣᠶᠠᠷ  

︾ ᠂ ᠰᠣᠳᠨᠠᠮ ᠂ ᠰᠡᠷᠡᠩᠨᠣᠷᠪᠦ ᠂ ᠲ ᠪᠦ
ᠬᠡ ᠨᠠᠷ  ᠤᠨ ᠦ

ᠬᠦᠯᠡᠯᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠳᠡᠬᠦᠪᠦᠷᠢ 

︽ ᠪᠣᠶᠢᠵᠢᠯᠳᠠ  

︾ ᠵᠡᠷᠬᠡ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠯ ᠡᠴᠠ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠦ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠡᠳᠡᠬᠡᠷ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠯ 

ᠳᠤ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠳᠦᠷᠢ ᠪᠣᠯ ᠭᠠᠵᠠᠷ  ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨ ᠂ ᠮᠠᠯ  ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨ ᠂ ᠪᠠᠶᠠᠨ ᠳᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ ᠮᠡᠳᠣ ᠠᠩᠬᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠳᠠᠶᠢᠰᠣᠨ ᠪᠣᠶᠣ ᠣᠷᠭᠣᠳᠣᠣᠯ ᠳᠠᠩᠨᠠᠭᠣᠯ ᠳᠠᠢ ᠠᠰ ᠳᠦᠯᠦᠨ ᠠᠪᠣᠨ ᠬᠠᠷᠢᠭᠣᠴᠠᠳᠠᠭ 

︽ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ 
ᠭᠠᠪᠰᠢᠭᠠᠶᠢᠯᠠᠭᠴᠢᠳ

 

︾ ᠶᠣᠮ ᠃
 

︽ ᠰᠣᠨᠣᠷ ᠰᠡᠷᠡᠮᠵᠢ ᠦ
ᠨᠳᠦᠷ ᠂ ᠬᠣᠷᠴᠠ ᠣᠬᠠᠭᠠᠯᠢᠭ ᠂ ᠡᠷᠡᠯᠬᠡᠭ 

ᠪᠠᠭᠠᠳᠣᠷᠯᠢᠭ 

︾ 

﹇11

﹈ ᠡᠳᠡᠬᠡᠷ ᠳᠦᠷᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠷᠮᠠᠰ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠬᠡ ᠪᠣᠯ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠳᠤ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠡ ᠃
 ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠣᠷᠠᠯᠢᠭ ᠵᠠᠪᠠᠯ 

︽ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠳᠤ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠬᠦ  

︾ ᠂ 

︽ ᠠᠵᠢᠯᠴᠢᠨ ᠳᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠲᠤ ᠦ
ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠬᠦ  

︾ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠬᠡ 
ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠪᠡᠷ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠦ

ᠳᠦᠬᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠣᠮ  ᠃ 
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ᠡᠨᠡ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠡᠳᠡᠬᠡᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠣᠷᠠᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠡᠴᠠ ᠬᠠᠰᠪᠠᠷᠰ  ᠤᠨ 

︽ ᠡᠯᠡᠰᠣᠨ 
ᠨᠣᠳᠣᠭ  ᠤᠨ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ ᠦ

ᠬᠢᠨ 

︾
︵ 1966 ᠣᠨ 

︶ ᠂ 

︽ ᠡᠯᠡᠰᠣᠨ ᠨᠣᠳᠣᠭ  ᠤᠨ 
ᠰᠢᠨ ᠡ 

︿ ᠳᠡᠨᠡᠭ ᠡᠪᠣᠬᠡᠨ 

﹀ ᠪᠣᠷᠣᠯᠳᠠᠢ 

︾ 

︵1966 ᠣᠨ 

︶ ᠂ 

︽ ᠰᠢᠷᠣᠬᠦᠨ ᠰᠠᠯᠬᠢ 
ᠳᠣᠭᠰᠢᠨ ᠰᠢᠭᠤᠷᠭᠠᠨ ᠳᠣᠮᠳᠠ  

︾

︵1966 ᠣᠨ  

︶ ᠂ 

︽ ᠳᠠᠯ ᠠ ᠨᠣᠳᠣᠭ  ᠤᠨ ᠬᠢᠯᠢᠩ  ᠤᠨ ᠭᠠᠯ 

︾ ᠂ ᠠᠭᠤᠯᠠ ᠨᠠᠷ  ᠤᠨ 

︽ ᠶᠠᠳᠠᠭᠣ ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ  ᠤ ᠬᠣᠶᠢᠴᠢ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠣᠶᠣᠮ ᠠ ᠪᠠᠯᠠᠮ ᠠ 

︾
︵ 1966  

ᠣᠨ  

︶ ᠂ ᠡᠩᠬᠡᠪᠠᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ 

︽ ᠭᠦ
ᠩᠱᠸ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ ᠡᠵᠡᠨ ᠰᠡᠩᠬᠡ 

︾
︵ 1966 ᠣᠨ  

︶ ᠂ ᠦ
ᠪᠦᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ  ᠤᠨ ᠡᠪᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠬᠣ ᠳᠣᠭᠣᠶᠢᠯᠠᠩ  ᠤᠨ 

︽ ᠮᠠᠣ ᠽᠸ 
ᠳᠦᠩ  ᠤᠨ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ ᠳᠸᠩ ᠾᠧ ᠫᠢᠩ 

︾
︵ 1966 ᠣᠨ  

︶  ᠢ ᠳᠣᠷᠠᠳᠴᠦ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 

ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠰᠢᠯᠦᠭ ᠡᠴᠠ ᠬᠡᠸᠠᠷᠠᠪᠵᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

︽ ᠳᠠᠰᠢᠬᠦᠷᠴᠢᠨ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ ᠳᠡᠬᠦᠦ ᠨᠠᠷ ᠮᠢᠨᠢ  

︾
︵ 

1976 ᠣᠨ  

︶ ᠂ ᠳᠣ  ᠳᠡᠯᠬᠡᠷᠰᠠᠩ  ᠤᠨ 

︽ ᠳᠠᠯ ᠠ ᠨᠣᠳᠣᠭ  ᠤᠨ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ ᠪᠠᠭᠠᠳᠣᠷ  

︾
︵ 

1975 ᠣᠨ  

︶ ᠂ ᠰ ᠪᠦ
ᠬᠡᠴᠢᠯᠠᠭᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ 

︽ ᠴᠣᠯᠮᠣᠨ ᠬᠦ
ᠦ 
︾
︵1975 ᠣᠨ  

︶᠂ ᠣᠶᠠᠭᠠᠳᠠᠢ 
ᠶ᠋ᠢᠨ  

︽ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ  

︾
︵ 1976  ᠣᠨ  

︶ ᠂ ᠳᠣ  ᠶᠠᠷᠢᠮᠫᠢᠯ  ᠤᠨ  

︽ ᠣᠳᠣ ᠰᠣᠳᠣ ᠬᠣᠶᠠᠷ  

︾ ᠂ ᠣᠯᠠᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ  ᠤ ᠰᠢᠯᠦᠭ  ᠤᠨ ᠳᠡᠬᠦᠪᠦᠷᠢ 

︽ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ ᠪᠦ
ᠴᠡ  

︾
︵ 1974  ᠣᠨ  

︶ 
ᠵᠡᠷᠬᠡ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠣᠢ ᠃

 ᠳᠠᠭᠣᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠬᠡ ᠳᠤ 

︽ ᠪᠢᠳᠡ ᠪᠣᠯ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ 

︾ ᠂ 

︽ ᠪᠠᠷᠢᠭᠠᠳᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠣᠯᠢ  
︾ ᠂ 
︽ ᠨᠠᠷᠠᠨ ᠬᠣᠸᠠᠷ  

︾ ᠂ 

︽ ᠶᠠᠳᠠᠭᠣ ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ ᠡᠴᠠ 
ᠰᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠶ ᠠ  

︾ ᠂  

︽ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ ᠪᠦ
ᠴᠡ ᠪᠠᠨ ᠬᠠᠶᠢᠷᠠᠯᠠᠶ ᠠ  

︾ ᠮᠡᠳᠣ ᠳᠦᠴᠢ ᠭᠠᠷᠣᠢ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠳᠠᠭᠣᠣ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠳᠠᠵᠦ ᠂ 

︽ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ ᠪᠢᠴᠢᠬᠠᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ  ᠤᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠯ  

︾ ᠬᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠵᠦ 
ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃

 ᠳᠡᠬᠦᠨ  ᠢ ᠠᠯᠳᠠᠨᠬᠣᠶᠠᠭ  ᠤᠨ ᠬᠡᠪᠯᠡᠬᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ 

︽ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠣᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠭᠣᠣ ᠵᠢᠭᠠᠬᠣ 
ᠮᠠᠲ᠋ᠸᠷᠢᠶᠠᠯ  

︾ ᠳᠤ ᠳᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠡᠶᠢᠨ ᠬᠦ ᠷᠢᠳᠢ ᠰᠢᠳᠢᠳᠣ ᠦ

ᠩᠬᠡ ᠪᠣᠳᠣᠭ ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ ᠰᠣᠨᠣᠷ 

ᠰᠡᠷᠡᠮᠵᠢ ᠦ
ᠨᠳᠦᠷ ᠂ ᠬᠡᠷᠰᠡᠣ ᠪᠣᠯᠭᠣᠮᠵᠢᠳᠠᠢ ᠂ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠣᠬᠠᠭᠠᠨ ᠦ

ᠯᠠᠮᠵᠢ ᠂ ᠳᠠᠶᠢᠰᠣᠨ  ᠢ ᠦ
ᠵᠡᠮᠡᠭᠴᠡ 

ᠭᠠᠳᠠᠷᠯᠠᠵᠦ ᠠᠰ ᠳᠦᠯᠦᠨ ᠠᠪᠣᠨ ᠬᠠᠷᠢᠭᠣᠴᠠᠳᠠᠭ ᠳᠦᠷᠢ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠰᠣᠳᠣᠯᠣᠭᠴᠢ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨᠬᠡᠷᠡᠯ 

ᠡᠴᠠ 

︽ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠰᠠᠮᠠᠭᠣᠷᠠᠯ  ᠤᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠷᠠᠨ ᠳᠦᠷᠢ ᠪᠣᠯ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ 

ᠠᠬᠣᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠬᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠠᠮᠢᠳᠣᠷᠠᠯ  ᠤᠨ ᠦ

ᠨᠡᠨ ᠡᠴᠠ ᠰᠠᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠬᠦ
ᠰᠡᠯᠡᠩ  ᠤᠨ ᠳᠦᠷᠢ 

ᠨᠦᠬᠦᠳ
 ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠳᠡᠳᠡᠨ ᠳᠤ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ  ᠤ ᠬᠠᠶᠢᠷ ᠠ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠴᠣ ᠬᠡᠰᠡᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

 ᠲᠤ ᠪᠠᠶᠢᠬᠣ 
ᠶᠣᠰᠣᠳᠠᠢ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠮᠠᠭᠣ ᠂ ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠮᠠᠭᠣᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠮᠢᠳᠣᠯᠢᠭ ᠳᠠᠯ ᠠ ᠬᠡᠵᠦ ᠦ

ᠬᠡᠢ ᠂ ᠬᠠᠷᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠴᠢ 
ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠳᠡᠯᠬᠡᠬᠡᠨ  ᠢ ᠳᠣᠰᠬᠠᠬᠣ ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠬᠡ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠨᠢᠬᠡ ᠨᠢ 
ᠨᠢᠬᠡ ᠡᠴᠠ ᠪᠠᠨ ᠢᠯᠡᠬᠦᠦ ᠪᠠᠭᠠᠳᠣᠷ ᠡᠷᠡᠯᠬᠡᠭ ᠰᠡᠴᠡᠨ ᠮᠡᠷᠬᠡᠨ ᠂ ᠰᠣᠨᠣᠷ ᠰᠣᠷᠭᠣᠭ ᠂ ᠢᠳᠡ ᠬᠦ

ᠴᠦ ᠳᠠᠢ ᠨᠢ 
ᠡᠬᠡᠬᠡ ᠶᠠᠭ ᠳᠣᠰᠬᠠᠢ ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠣᠯᠢᠯᠠᠯ ᠬᠦ

ᠷᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠴᠠᠭᠳᠠᠭ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠪᠠᠰᠠ ᠢᠯᠡᠬᠦᠦ ᠪᠠᠭᠠᠳᠣᠷᠯᠢᠭ 
ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

 

︾
﹇12

﹈ ᠬᠡᠵᠦ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠳᠠᠢ ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠩᠭ
ᠣᠶᠢᠯᠠᠵᠠᠢ ᠃

 ᠡᠳᠡᠬᠡᠷ ᠰᠢᠳᠢᠳᠣ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ 

ᠳᠦᠷᠢ ᠨᠢ ᠳᠣᠮᠣ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ  ᠤ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠷᠮᠠᠰ  ᠢ ᠢᠯᠡᠷᠡᠬᠦᠯᠦᠨ ᠂ ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 

ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠬᠡ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠳᠠᠢ ᠳᠣᠬᠢᠷᠠᠯᠴᠠᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃ 
ᠰᠢᠨ ᠡ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠬᠦ
ᠷᠴᠦ ᠢᠷᠡᠬᠡᠳ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ 

ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠴᠣ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠬᠣᠪᠢᠷᠠᠯᠳᠠ ᠳᠠᠢ ᠪᠣᠯᠣᠯ ᠠ ᠃
 ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠦ

ᠬᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ 
ᠨᠡᠬᠡᠬᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠣᠶᠠᠭᠠᠯᠠᠯ ᠳᠣᠣᠷ ᠠ ᠬᠦ

ᠮᠦᠰ  ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠬᠦᠢ ᠂ ᠦ
ᠵᠡᠯᠳᠡ 

ᠳᠠᠨᠢᠯᠳᠠ ᠨᠡᠩ ᠨᠡᠬᠡᠬᠡᠯᠳᠡᠯᠢᠭ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃
 ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠪᠦ

ᠬᠦᠢ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠵᠢᠷᠣᠮᠳᠣ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠯᠳᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠠᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠣᠷᠣᠭᠰᠢᠯᠠᠬᠣ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠢᠳᠡᠬᠡᠯ ᠵᠣᠷᠢᠭ ᠨᠡᠩ ᠴᠢᠩᠭ
ᠠᠷᠠᠯ ᠠ ᠃

 
ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠯᠬᠡ ᠴᠣ ᠳᠡᠣᠬᠡᠨ ᠰᠡᠳᠣᠪᠯᠡᠬᠦᠨ ᠂ ᠮᠠᠭᠳᠠᠭᠠᠯ  ᠤᠨ ᠬᠦ

ᠭ 
ᠠᠶᠠᠰ ᠡᠴᠠ ᠠᠭᠠᠵᠢᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠠᠶᠠᠷᠯᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠷᠳᠢᠨᠴᠦ ᠂ ᠬᠦ

ᠮᠦᠨ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠂ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠶᠢᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠵᠦᠭ 
ᠬᠠᠨᠳᠣᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃

 ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠨᠢᠬᠡᠨ ᠣᠨᠴᠠᠭᠠᠢ ᠳᠣᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ ᠨᠢ ᠳᠡᠷᠡᠬᠦ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠣᠷᠠᠯ ᠪᠠ

 ᠠᠵᠦ ᠠᠬᠣᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠢᠷᠢ ᠳᠦᠪᠰᠢᠨ ᠳᠠᠢ ᠳᠣᠬᠢᠷᠠᠯᠴᠠᠨ ᠣᠷᠣᠰᠢᠳᠠᠭ᠃
 1977 ᠣᠨ  ᠤ 11  ᠰᠠᠷ ᠠ ᠳᠤ ᠯᠢᠦ 

ᠰᠢᠨ ᠦ᠋ ᠶ᠋ᠢᠨ 

︽ ᠠᠩᠬᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠭᠴᠢ 

︾ ᠬᠡᠬᠦ ᠦ
ᠬᠦᠯᠡᠯᠬᠡ 

︽ ᠠᠷᠠᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  

︾ 
ᠳᠤ ᠨᠡᠶᠢᠳᠡᠯᠡᠭᠳᠡᠨ 

︽ ᠰᠢᠷᠬ ᠠ ᠰᠣᠷᠪᠢ
 ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  

︾ ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠣᠮ᠃
 1978  ᠣᠨ  ᠤ 

10   ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠸᠴᠣᠸᠠᠨ ᠮᠣᠵᠢ ᠳᠤ ᠂ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶ ᠠ ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ ᠣᠳᠣᠷᠢᠳᠣᠯᠭ ᠠ᠂ ᠣᠳᠬ ᠠ 
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ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠰᠢᠬᠦᠮᠵᠢᠯᠡᠭᠴᠢᠳ
 ᠂ ᠨᠡᠷᠡᠳᠣ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠂ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯᠴᠢᠳ
 ᠴᠣᠭᠯᠠᠷᠠᠨ 

︽ 
ᠪᠦ

ᠬᠦ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠩᠰᠢᠬᠣ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠬᠡᠪᠯᠡᠬᠦ ᠠᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠰᠠᠭᠣᠳᠠᠯ  ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠠᠯ 

︾ ᠢ ᠬᠣᠷᠠᠯᠳᠣᠭᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃
 ᠡᠶᠢᠨ ᠬᠦ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠨᠣᠭᠣᠳ

 ᠨᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 
ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠠᠭᠣᠷ ᠠᠮᠢᠰᠬᠣᠯ ᠬᠦ

ᠷᠴᠦ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ  ᠢ ᠮᠡᠳᠡᠬᠡᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ 

ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ 

︽ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠭ ᠴᠣᠭᠴᠠ 

︾ ᠳᠤ ᠪᠣᠴᠠᠬᠣ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨᠳᠠ ᠠᠩᠬ
ᠠᠷᠣᠨ ᠂ 

︽ 
ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠣᠯ ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠪᠠᠭᠠᠵᠢ  

︾ ᠡᠴᠠ ᠣᠯᠠᠨ ᠡᠰᠢᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠣᠯᠠᠨ 
ᠶᠠᠩᠵᠣᠯᠠᠬᠣ ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠨᠳᠣᠰᠢ ᠢᠯᠡᠷᠡᠵᠡᠢ ᠃ 
ᠰᠢᠨ ᠡ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠡᠴᠣᠰ  ᠤᠨ ᠬᠠᠷᠠᠯᠳᠠ ᠪᠣᠯ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠬᠢᠬᠡᠳ

 ᠡᠷᠬᠢᠮ ᠳᠡᠬᠡᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ 
ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠢᠳᠡᠬᠡᠯ  ᠢ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠦᠨ ᠂ ᠬᠢᠷᠢ ᠳᠡᠩᠴᠡᠭᠰᠡᠨ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠬᠡᠰᠢᠬᠦᠨ  ᠢ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ  ᠶ᠋ᠢ 

ᠠᠬᠢᠭᠣᠯᠬᠣ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠮᠦᠨ ᠴᠣ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ 
ᠳᠠᠯᠳᠠ ᠴᠢᠳᠠᠪᠬᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠢᠯᠡᠷᠡᠯ ᠶᠣᠮ ᠃

 ᠰᠢᠨ ᠡ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ 
ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠢᠳᠡᠬᠡᠯ ᠪᠣᠯ ᠮᠠᠷᠺᠰ  ᠤᠨ ᠦ

ᠵᠡᠯ  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠣᠷᠠᠯᠢᠭ  ᠤᠨ 
ᠣᠨᠣᠯ ᠂ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠡᠪ ᠬᠠᠮᠳᠣ ᠨᠠᠮ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠵᠢᠷᠣᠮᠳᠣ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠣᠮᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠦ

ᠯᠢᠶᠡᠨ ᠠᠪᠴᠦ ᠂  
ᠪᠠᠳᠣ ᠴᠢᠨᠭᠭ ᠠ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠢᠳᠡᠬᠡᠯ ᠪᠢᠰᠢᠷᠡᠯ ᠳᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠬᠣ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠠ ᠃

 ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠵᠢᠷᠣᠮᠳᠣ 
ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠢᠳᠡᠬᠡᠯ ᠪᠢᠰᠢᠷᠡᠯ ᠨᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
  ᠤᠨ ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠬᠡᠪ ᠴᠢᠨᠠᠷ  ᠢ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠯᠬᠦ ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠳᠡᠨ ᠡ ᠃

 ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠯᠵᠢᠯᠳᠡ ᠳᠤ ᠨᠦᠯᠦᠬᠡᠯᠡᠭᠳᠡᠨ 

ᠰᠢᠨ ᠡ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠮᠦᠰ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯᠳᠡ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠭᠳᠠᠬᠣᠨ ᠬᠣᠪᠢᠷᠠᠨ 

ᠦ
ᠬᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠂ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠰᠡᠳᠣᠪ ᠴᠣ ᠦ
ᠨᠢᠷ 

ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠳᠠᠢ ᠪᠣᠯᠣᠯ ᠠ ᠃
 ᠬᠡᠪᠡᠴᠦ ᠣᠯᠣᠰ ᠢᠶᠡᠨ ᠬᠠᠶᠢᠷᠠᠯᠠᠬᠣ ᠂ ᠠᠴᠢᠯᠠᠯ ᠵᠢᠷᠣᠮ  ᠢ ᠪᠣᠳᠣᠬᠣ ᠂ 

ᠬᠣᠪᠢᠰᠬᠠᠯᠳᠣ ᠵᠣᠷᠢᠭ ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠣᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠬᠣ ᠂ ᠳᠡᠣᠬᠡᠨ ᠦ
ᠯᠢᠬᠡᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠰᠣᠷᠭᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠬᠣ ᠮᠡᠳᠣ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠣᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯᠳᠣ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠳᠤ ᠨᠡᠪᠴᠢᠨ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
  ᠤᠨ 

ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ
ᠰᠡᠯᠡᠩ ᠂ ᠳᠡᠣᠬᠡᠨ ᠬᠠᠷᠢᠭᠣᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠂ ᠳᠡᠮᠣᠯᠣᠨ ᠴᠢᠷᠮᠠᠶᠢᠬᠣ ᠡᠷᠴᠢ ᠵᠣᠷᠢᠭ ᠂ 

ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠪ ᠴᠢᠨᠠᠷ  ᠢ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃

 ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠳ · 
ᠪᠦ

ᠷᠢᠨᠳᠣᠭᠳᠠᠬᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ 

︽ ᠦ
ᠰᠴᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

 ᠮᠢᠨᠢ  

︾ ᠬᠡᠬᠦ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠰᠢᠯᠦᠭ ᠲᠤ 

︽ 
ᠦ

ᠬᠡᠳᠡᠯᠡᠬᠦ 
ᠣᠯᠠᠭᠠᠨ 

ᠨᠠᠷᠠ 
ᠳᠠᠢ/ᠦ

ᠷᠨᠢᠨ 
ᠭᠦ

ᠭᠵᠢᠭᠰᠡᠨ 
ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠢ/ᠦ

ᠢ 
ᠳᠦᠮᠡᠨ 

ᠬᠣᠪᠢᠰᠬᠠᠯᠴᠢᠳ
/ᠦ

ᠪᠡᠷ  ᠤᠨ ᠠᠮᠢ ᠪᠡᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠰᠣᠯᠢᠭᠰᠠᠨ ᠶᠣᠮ/ᠦ
ᠷᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠭᠠᠳᠣᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠮᠠᠷᠳᠠᠯ 

ᠦ
ᠬᠡᠢ/ᠣᠷᠢᠬᠠᠨ ᠰᠠᠯᠬᠢᠨ ᠳᠤ ᠨᠠᠮᠢᠷᠠᠭᠰᠠᠨ/ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠳᠣᠭ ᠲᠤ ᠪᠠᠨ ᠶᠣᠰᠣᠯᠠ  

︾ 

﹇13

﹈ ᠬᠡᠵᠦ 
ᠠᠴᠢᠳᠣ ᠨᠠᠮ ᠂ ᠦ

ᠷᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠭᠠᠳᠣᠷᠴᠣᠳ  ᠤᠨ ᠠᠴᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠣᠳᠣᠬᠣ ᠂ ᠡᠬᠡ ᠣᠯᠣᠰ ᠢᠶᠡᠨ ᠬᠠᠶᠢᠷᠠᠯᠠᠬᠣ 
ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠬᠡᠪ ᠴᠢᠨᠠᠷ  ᠢ ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠯᠬᠦ ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠰᠣᠷᠭᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠯ ᠠ ᠃
 ᠠᠯᠳᠠᠷᠳᠣ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ 
ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠴᠢ ᠴᠣᠣ ᠸᠸᠨ ᠰᠢᠣᠸᠠᠨ ᠡᠴᠠ 

︽ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠳᠡᠨ  ᠤ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠵᠠᠩ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠪᠦ

ᠬᠦᠢ 
ᠰᠢᠨ ᠡ ᠳᠦᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠦ

ᠳᠦᠬᠡᠬᠦ ᠪᠣᠯ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠴᠢᠳ
  ᠤᠨ ᠮᠦᠷᠦᠨ ᠳᠤ ᠳᠠᠯᠪᠢᠭᠳᠠᠭ ᠠ ᠠᠭᠣᠣ 

ᠶᠡᠬᠡ ᠳᠡᠣᠬᠡᠨ ᠡᠬᠦᠷᠬᠡ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠡᠶᠢᠨ ᠬᠦ ᠡᠬᠦᠷᠬᠡ ᠬᠠᠷᠢᠭᠣᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠲᠤ 

ᠠᠪᠴᠦ ᠬᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠨᠡᠩ ᠬᠦ
ᠨᠳᠣ ᠴᠢᠬᠣᠯᠠ ᠡᠬᠦᠷᠬᠡ ᠶᠣᠮ  

︾ 

﹇14

﹈ ᠬᠡᠵᠦ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠡᠴᠠ  ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠬᠦ ᠬᠠᠷᠠᠯᠳᠠ ᠵᠣᠷᠢᠯᠳᠠ ᠪᠠᠨ ᠰᠢᠨᠡᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠦ

ᠬᠦᠯᠡᠵᠦ 
ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃

 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠡᠴᠠ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠣᠷᠣᠰᠬᠠᠯ  ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠵᠦ ᠂ 

ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠣᠬᠠᠭᠠᠨᠴᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠦ
ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠸᠮ  ᠢ ᠴᠣᠭᠴᠠᠯᠠᠬᠣ ᠬᠡᠷᠡᠭᠳᠡᠢ ᠃

 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ 

ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ  

︽ ᠦ
ᠨᠡᠨ ᠂ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠂ ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ 

︾ ᠢ ᠳᠣᠰᠬᠠᠬᠣ ᠂ 

︽ ᠳᠦᠪ ᠭᠣᠣᠯᠴᠢ ᠂ 
ᠨᠦᠬᠦᠷᠰᠡᠭ ᠂ ᠪᠠᠳᠣ ᠢᠳᠡᠬᠡᠯ ᠂ ᠦ

ᠨᠡᠨᠴᠢ ᠰᠢᠳᠣᠷᠭᠣ ᠂ ᠡᠩᠬᠡ ᠳᠠᠶᠢᠪᠣᠩ ᠂ ᠬᠠᠪᠰᠣᠷᠣᠨ ᠳᠣᠰᠠᠯᠠᠯᠴᠠᠬᠣ ᠂ 
ᠡᠷᠡᠯᠬᠡᠭ ᠪᠠᠭᠠᠳᠣᠷᠯᠢᠭ ᠂ ᠦ

ᠨᠡᠨ ᠶᠣᠰᠣ ᠂ ᠦ
ᠷᠦᠰᠢᠶᠡᠯ ᠬᠠᠶᠢᠷ ᠠ  

︾ᠶ᠋ᠢ ᠳᠣᠰᠬᠠᠬᠣ ᠨᠢ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ 

ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠳᠣᠳᠠᠭᠳᠠᠵᠦ ᠪᠣᠯᠣᠰᠢ ᠦ

ᠬᠡᠢ ᠣᠶᠣᠨ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ  ᠤ 
ᠳᠣᠯᠭᠠᠭᠣᠷᠢ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠮᠦᠨ ᠴᠣ 

︽ ᠬᠦ
ᠮᠦᠨ ᠬᠢᠬᠡᠳ

 ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠶ ᠡ ᠵᠣᠬᠢᠴᠠᠯ 

︾᠂ 

︽ ᠬᠡᠪ 
ᠴᠢᠨᠠᠷ  ᠤᠨ ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠯ  

︾᠂  

︽ ᠪᠠᠷᠳᠠᠭ ᠠ ᠳᠣᠭᠣᠯᠬᠣ ᠳᠣᠮᠳᠠᠬᠢ ᠠᠮᠢ ᠨᠠᠰᠣᠨ  ᠤ ᠦ
ᠨ ᠡ ᠦ

ᠷᠳᠡᠭ  

︾ ᠮᠡᠳᠣ ᠬᠦ
ᠨᠵᠡᠬᠡᠢ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠰᠡᠳᠣᠪ  ᠢ ᠢᠯᠡᠷᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃

 ᠡᠨᠳᠡ ᠳ  ᠪᠦ
ᠬᠡᠪᠠᠭᠠᠳᠣᠷ  ᠤᠨ  

︽ ᠨᠡᠷᠡᠳᠡᠢ 
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ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠪᠠᠭᠣ  

︾
︵ ᠦ

ᠬᠦᠯᠡᠯᠬᠡ 

︶᠂ ᠬᠠᠩᠳᠠᠭᠣᠳ ᠣᠰᠣᠨᠪᠣᠳᠣᠭ  ᠤᠨ  

︽ ᠱᠠᠭᠠᠵᠠᠭᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠨᠳᠡᠬᠡ 

︾ 

︵ ᠦ
ᠬᠦᠯᠡᠯᠬᠡ 

︶᠂ 

︽ ᠨᠡᠬᠦᠬᠡᠳ
 ᠶᠠᠪᠣᠴᠢᠬᠠᠪᠠᠯ ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠨ ᠠ ᠪᠣᠢ  

︾
︵ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠰᠢᠯᠦᠭ  

︶᠂ ᠯᠢᠭᠳᠡᠨ  ᠤ  

︽ ᠮᠠᠨᠳᠠᠣᠪᠠᠭᠠᠳᠣᠷ  ᠤᠨ ᠠᠶᠣᠯ ᠳᠣᠭᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠦ
ᠯᠢᠬᠡᠷ  

︾
︵ ᠷᠣᠮᠠᠨ  

︶ ᠮᠡᠳᠣ 
ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠢ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠨ ᠳᠣᠷᠠᠳᠴᠣ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠳᠡᠬᠡᠬᠡᠳ
 ᠰᠢᠨ ᠡ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ 

ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

 ᠦ
ᠰᠦᠯᠳᠡ ᠪᠣᠶᠢᠵᠢᠯᠳᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠠᠪᠣᠴᠠ ᠳᠤ ᠪᠠᠨ ᠬᠣᠪᠢᠰᠣᠩᠭ

ᠣᠢ ᠪᠡᠷ ᠶᠢᠷᠳᠢᠨᠴᠦ 
ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠨᠢᠬᠣ ᠂ ᠨᠡᠷᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠢᠶᠠᠨᠳᠠᠢ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠳᠤ ᠵᠦᠪ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠳᠠᠢ 
ᠦ

ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ ᠰᠣᠩᠭ
ᠣᠯᠳᠠ ᠬᠢᠬᠦ ᠂ ᠵᠦᠪ ᠳᠣᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠪᠣᠷ ᠵᠣᠭᠰᠣᠴᠠ ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠯᠬᠦ ᠶ᠋ᠢ 
ᠬᠦ

ᠳᠦᠯᠦᠨ ᠰᠠᠩᠬᠡᠷᠡᠬᠦᠯᠵᠦ ᠪᠣᠢ ᠃
  

 ᠭᠣᠷᠪᠠ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ  

ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠬᠢᠭᠣᠯᠬᠣ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠠᠮ 
 

ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠬᠢᠭᠣᠯᠬᠣ ᠳᠤ ᠂ 

︽ 
ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠭ ᠴᠣᠭᠴᠠ  

︾ ᠳᠤ ᠪᠣᠴᠠᠬᠣ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠬᠦ
ᠭᠵᠢᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠢᠮ ᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠠᠷᠢᠮᠳᠠᠯᠠᠬᠣ 

ᠨᠢ ᠵᠦᠢ ᠶᠣᠮ ᠃
 ᠰᠢᠨ ᠡ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠤ ᠂ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠡᠴᠠ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠭ ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠳᠤ ᠪᠣᠴᠠᠵᠦ ᠂ 
ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠨᠢᠳᠣ ᠪᠠᠷ ᠠᠮᠢᠳᠣᠷᠠᠯ  ᠢ ᠠᠵᠢᠵᠦ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠬᠦᠢ ᠪᠡᠷ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠦ

ᠳᠦᠬᠡᠬᠦ ᠶ᠋ᠢ 
ᠡᠷᠡᠮᠡᠯᠵᠡᠨ ᠡ ᠃

 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ ᠳᠣᠮᠣᠴᠣᠣᠯ  ᠤᠨ ᠵᠢᠯᠣᠭᠣᠳᠬᠣ ᠰᠡᠳᠬᠢᠬᠦᠢ ᠡᠴᠠ ᠣᠬᠣᠷᠢᠨ 

ᠭᠠᠷᠬᠣ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠣᠩ ᠠᠩᠬ
ᠠᠷᠳᠠᠭ ᠪᠣᠯᠪᠠ ᠃

 ᠳᠡᠳᠡ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ  

︽ ᠣᠭ ᠴᠣᠭᠴᠠ  

︾ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠠᠰᠣᠨ 
ᠡᠴᠠ ᠡᠬᠦᠰᠴᠦ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
  ᠤᠨ ᠳᠣᠳᠣᠭᠠᠳᠣ ᠰᠡᠳᠬᠢᠴᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠬᠣ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ 
ᠳᠣᠰᠠᠭᠠᠷᠯᠢᠭ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠂ ᠦ

ᠪᠡᠷ ᠬᠢ ᠪᠠᠨ ᠬᠦ
ᠨᠳᠦᠳᠬᠡᠬᠦ ᠰᠡᠳᠬᠢᠴᠡ ᠂ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠳᠤ ᠪᠠᠨ ᠢᠳᠡᠬᠡᠯ ᠳᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠬᠣ 

ᠶ᠋ᠢ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ ᠳᠠᠢ ᠪᠡᠷ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠪᠣᠢ ᠃

 ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

  ᠤᠨ 
ᠬᠣᠪᠢ

 ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠰᠠᠭᠠᠷ ᠣᠷᠣᠰᠢᠬᠣ ᠴᠢᠳᠠᠪᠦᠷᠢ ᠂ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠳᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠳᠠᠢ ᠪᠠᠨ ᠵᠣᠬᠢᠴᠠᠬᠣ ᠴᠢᠳᠠᠪᠦᠷᠢ 

ᠶ᠋ᠢ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠦᠨ ᠴᠢᠳᠠᠨ ᠠ ᠃

  ᠢᠯᠠᠩᠭ
ᠣᠶ ᠠ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠳᠤ ᠵᠦᠪ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠳᠠᠢ ᠣᠯᠣᠰ 

ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ ᠪᠠ
 ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠴᠡ ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠣᠨ ᠂ ᠵᠦᠪ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠳᠠᠢ ᠦ
ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ 

ᠮᠠᠭᠠᠳᠯᠠᠯᠳᠠ ᠬᠢᠬᠦ ᠴᠢᠳᠠᠪᠦᠷᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠯᠦᠨ ᠡ ᠃

 ᠳᠡᠬᠡᠬᠡᠳ
 ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠳᠤ 

ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠬᠣ ᠴᠢᠳᠠᠪᠦᠷᠢ ᠳᠠᠢ ᠪᠣᠯᠵᠦ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠭᠳᠡᠨ ᠡ ᠃

 ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠮᠠ  ᠡᠷᠳᠡᠨᠢᠪᠠᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ  

︽ ᠡᠬᠡ 
ᠣᠷᠣᠨ  ᠤ ᠳᠡᠭᠷᠢ  

︾ ᠬᠡᠬᠦ ᠰᠢᠯᠦᠭ ᠲᠤ 

︽ ᠡᠬᠡ ᠣᠷᠣᠨ  ᠤ ᠳᠡᠭᠷᠢ  

︾ ᠳᠤ  

︽ ᠡᠷᠬᠡ ᠴᠢᠯᠦᠬᠡᠨ  ᠤ 
ᠳᠣᠭ ᠨᠠᠮᠢᠷᠠᠨ ᠠ  

︾ ᠂ 

︽ ᠡᠩᠬᠡ ᠳᠠᠶᠢᠪᠣᠩ  ᠤᠨ ᠳᠠᠭᠳᠠᠭ ᠠ ᠨᠢᠰᠣᠨ ᠠ  

︾ ᠬᠡᠵᠦ ᠪᠢᠯᠬᠠᠮ ᠠ ᠴᠠᠯᠬᠢᠮ ᠠ 
ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠬᠡ ᠪᠡᠷ ᠡᠬᠡ ᠣᠷᠣᠨ  ᠤ ᠪᠠᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠴᠢᠯᠦᠬᠡ ᠂ ᠡᠩᠬᠡ ᠳᠠᠶᠢᠪᠣᠩ  ᠢ ᠣᠶᠠᠩᠭ

ᠠᠯᠠᠵᠦ ᠂ ᠴᠠᠭᠠᠰᠢᠳᠠ  

︽ ᠡᠬᠡ ᠣᠷᠣᠨ  ᠤ ᠳᠡᠭᠷᠢ  

︾ ᠪᠣᠯ  

︽ ᠬᠠᠯᠳᠠᠵᠦ ᠪᠣᠯᠣᠰᠢ ᠦ
ᠬᠡᠢ ᠳᠠᠷᠬᠠᠨ 

︾ ᠂ 

︽ ᠬᠠᠭᠠᠴᠠᠵᠦ 
ᠰᠠᠯᠣᠰᠢ ᠦ

ᠬᠡᠢ ᠭᠠᠭᠴᠠᠬᠠᠨ ᠁
 

︾ 

﹇15

﹈ ᠬᠡᠵᠦ ᠡᠬᠡ ᠣᠷᠣᠨ  ᠤ ᠪᠠᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠮᠡᠳᠡᠯ  ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠣ 
ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠦᠯᠦᠬᠡ ᠦ

ᠪᠡᠷ  ᠤᠨ ᠠᠯᠢᠪᠠ ᠪᠠᠨ ᠵᠣᠷᠢᠭᠣᠯᠬᠣ ᠡᠷᠬᠢᠮ ᠳᠡᠬᠡᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠪᠣᠷ ᠵᠣᠭᠰᠣᠴᠠ 
ᠪᠠᠨ ᠣᠴᠢᠷᠳᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠰᠢᠯᠦᠭᠯᠡᠪᠡ ᠃

 ᠡᠨᠡ ᠮᠡᠳᠣ ᠪᠡᠷ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠣᠯᠣᠰ 

ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠬᠣᠭᠣᠯᠵᠦ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠣᠯ  ᠢ 

ᠳᠣᠩ ᠠᠮᠠᠷᠬᠠᠨ ᠨᠦᠯᠦᠬᠡᠯᠡᠳᠡᠭ ᠃
 ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠠ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 
ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠣᠬᠠᠭᠠᠨᠴᠢ ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠬᠢᠭᠣᠯᠬᠣ ᠳᠤ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠢ ᠪᠦ

ᠬᠦ ᠳᠠᠯ ᠠ ᠪᠡᠷ 
ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠠᠭᠣᠷᠢᠨ ᠳᠤ ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠬᠠᠷᠠᠯᠳᠠ ᠪᠠᠨ ᠱᠠᠳᠣ ᠦ
ᠶᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠳᠦᠰᠦᠪᠯᠡᠵᠦ ᠂ 

ᠳᠣᠬᠢᠷᠠᠮᠵᠢᠳᠠᠢ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠪᠡᠷ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠪᠣᠷ ᠬᠢᠬᠡᠳ
 ᠦ

ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ ᠬᠠᠨᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ 
ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠳᠡᠢ ᠃
 ᠬᠦ

ᠮᠦᠰ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠨᠠᠰᠣᠨ  ᠤ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ  ᠢ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ 

ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠢ ᠨᠢᠯᠬᠠᠰ  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠂ ᠪᠠᠯᠴᠢᠷᠴᠣᠳ
  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠂ 
ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

  ᠤᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠬᠡᠵᠦ ᠬᠣᠪᠢᠶᠠᠬᠣ ᠵᠣᠷᠰᠢᠯ ᠳᠠᠢ ᠃
 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠩᠰᠢᠯᠭ ᠠ 
ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠯ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠯ ᠴᠣ ᠱᠠᠳᠣ ᠦ
ᠶᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠂ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ 

ᠳᠦᠷᠰᠦᠯᠢᠭ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠂ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠯᠳᠣ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠂ ᠮᠡᠳᠡᠯᠬᠡᠴᠢ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠳᠠᠢ ᠠᠶᠠᠨᠳᠠᠭᠠᠨ ᠣᠶᠠᠯᠳᠣᠪᠠᠯ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ 
ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠪᠦ
ᠳᠦᠮᠵᠢ ᠨᠡᠩ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠬᠡᠵᠦ ᠪᠣᠳᠣᠨ ᠠ ᠃ 
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ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠳᠡᠯᠬᠡᠬᠡᠨ  ᠤ ᠦ
ᠷ ᠡ 

ᠪᠦ
ᠳᠦᠮᠵᠢᠳᠣ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠡᠬᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠳᠡᠢ ᠃

 ᠷᠢᠴᠠᠳ᠋ ᠢ  ᠳᠠᠣᠰᠣᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠺᠸᠨᠢᠰ ᠫᠷᠠᠶᠢᠸᠢᠲ ᠡᠴᠠ 
ᠡᠴᠠ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠨᠢ 

︽ ᠨᠢᠬᠡ ᠂ ᠳᠠᠭᠣᠷᠢᠶᠠᠬᠣ ᠃
 ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠂ ᠣᠷᠢᠳᠴᠢᠯᠠᠨ 

ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ 

︔ ᠭᠣᠷᠪᠠ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠯ 

︔ ᠳᠦᠷᠪᠡ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠳᠠᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠵᠡᠷᠬᠡ ᠳᠦᠷᠪᠡᠨ ᠵᠠᠮ ᠰᠣᠵᠢᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠶᠠᠪᠣᠭᠳᠠᠨ ᠠ 

︾ 

﹇16

﹈ 
ᠬᠡᠵᠡᠢ ᠃

 ᠡᠨᠳᠡ 
ᠣᠨᠴᠠᠭᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠳᠣᠷᠠᠳᠣᠭᠣᠰᠢᠳᠠᠢ ᠨᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
 ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠳᠡᠯᠬᠡᠬᠡᠨ 
ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠵᠦ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠬᠣᠷᠠᠮᠳᠣᠭᠣᠯᠵᠦ ᠪᠣᠯᠬᠣ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠢᠭᠠᠵᠠᠢ ᠃

 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 

ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠩᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠴᠠᠭ ᠡᠷᠡᠨ  ᠤ ᠰᠣᠷᠠᠭ ᠵᠠᠩᠬᠢ ᠶ᠋ᠢ 
ᠳᠠᠰᠣᠷᠠᠯᠳᠠ ᠦ

ᠬᠡᠢ ᠬᠦ
ᠯᠢᠶᠡᠨ ᠠᠪᠴᠦ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠬᠣ ᠰᠠᠭᠣᠷᠢ ᠪᠠᠨ 

ᠳᠠᠯᠪᠢᠨ ᠠ ᠃
 ᠣᠴᠢᠷ ᠨᠢ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠠᠭ ᠡᠷᠡᠨ  ᠤ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ 
ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠵᠡᠭᠳᠡᠯ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠦᠯ  ᠢ ᠠᠬᠣᠭᠣᠯᠵᠦ 

ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠃
 ᠳᠡᠬᠡᠬᠦᠯᠡᠷ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠷᠮ ᠠ ᠪᠠᠬ ᠠ ᠶ᠋ᠢ 
ᠡᠳᠣᠵᠦ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ

ᠳᠡᠯᠬᠡᠬᠡᠨ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠬᠣ ᠢᠳᠡᠪᠬᠢᠵᠢᠯ  ᠢ ᠳᠠᠶᠢᠴᠢᠯᠠᠵᠦ 
ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠳᠣᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠪᠠᠯ ᠂ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠰᠣᠷᠭᠠᠭᠣᠯᠢ ᠂ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠣᠷᠣᠭᠴᠢᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ  ᠳᠦᠷᠦ 

ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯᠯᠡᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠣᠷᠭᠠᠯᠳᠠ ᠳᠤ ᠣᠯᠣᠰ ᠢᠶᠡᠨ ᠬᠠᠶᠢᠷᠠᠯᠠᠬᠣ ᠂ ᠨᠠᠮ 

ᠣᠳᠣᠷᠢᠳᠣᠭᠴᠢ ᠪᠠᠨ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠵᠢᠷᠣᠮ ᠢᠶᠡᠨ ᠬᠠᠶᠢᠷᠠᠯᠠᠬᠣ ᠂ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠳᠡᠨ  ᠤ 
ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠨ ᠬᠦ

ᠭᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠂ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠳᠡᠨ  ᠤ ᠬᠠᠮᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠣᠭᠴᠠ 

ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ  ᠢ ᠳᠣᠰᠬᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠦ
ᠳᠦᠬᠡᠯ  ᠢ ᠳᠠᠨᠢᠯᠴᠠᠭᠣᠯᠵᠦ ᠂ ᠣᠩᠰᠢᠨ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠬᠣ ᠪᠡᠷ 

ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ  ᠢ ᠪᠣᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠨ ᠠ ᠃
 ᠪᠠᠰᠠ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ  ᠤᠨ 

ᠭᠠᠳᠠᠭᠣᠷᠬᠢ ᠡᠯ ᠡ ᠵᠦᠢᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ
ᠳᠡᠯᠬᠡᠬᠡᠨ ᠬᠢᠬᠡᠳ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ 
ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠩᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠯ  ᠢ ᠣᠷᠭᠠᠨᠢᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠣᠶᠠᠯᠳᠣᠭᠣᠯᠣᠨ ᠂ ᠬᠦ

ᠳᠡᠯᠬᠡᠬᠡᠨ ᠳᠤ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠣᠯᠣᠰ 
ᠳᠦᠷᠦ ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ

ᠮᠦᠵᠢᠯ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

  ᠢ ᠨᠦᠯᠦᠬᠡᠯᠡᠨ ᠂ 

ᠳᠡᠳᠡᠨ  ᠤ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠯᠳᠠ ᠳᠠᠨᠢᠯᠳᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠦ
ᠨᠵᠡᠬᠡᠶᠢᠷᠡᠬᠦᠯᠦᠨ ᠂ ᠵᠦᠪ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ 

ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ ᠦ

ᠵᠡᠯᠳᠡ ᠳᠠᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠨ ᠠ ᠃
 ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠬᠡ 

ᠠᠬᠣᠭᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠰᠢᠯᠦᠭ ᠂ ᠳᠠᠭᠣᠣ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠦ
ᠬᠦᠯᠡᠯᠬᠡ ᠂ ᠮᠡᠳᠡᠬᠡᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠣᠷᠠᠨ 

ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠢ ᠰᠣᠳᠣᠯᠣᠨ ᠰᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠬᠣ ᠭᠣᠣᠯ ᠰᠡᠳᠣᠪᠳᠣ ᠬᠦ
ᠳᠡᠯᠬᠡᠬᠡᠨ ᠶᠠᠪᠣᠭᠣᠯᠬᠣ 

︔ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

  ᠢ 
ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠣᠯᠵᠦ ᠂ ᠦ

ᠷᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠭᠠᠳᠣᠷᠴᠣᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠩᠭ

ᠣᠨ ᠬᠦ
ᠰᠢᠶ ᠡ ᠂ ᠳᠣᠷᠰᠬᠠᠯᠳᠣ ᠭᠠᠵᠠᠷ 

ᠣᠴᠢᠵᠦ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠢᠶᠡᠨ ᠬᠠᠶᠢᠷᠠᠯᠠᠬᠣ ᠂ ᠦ
ᠪᠡᠷ ᠬᠢ ᠪᠠᠨ ᠦ

ᠷᠡᠭᠳᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠵᠣᠷᠢᠭ ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠨ ᠂ 
ᠬᠦ

ᠨᠳᠦᠳᠬᠡᠨ ᠪᠢᠰᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠬᠡ ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ  ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠣᠩᠰᠢᠵᠦ ᠵᠣᠷᠢᠭ ᠢᠶᠡᠨ ᠢᠯᠡᠳᠬᠡᠬᠦ 

︔ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ 

ᠱᠠᠳᠣᠨ  ᠤ ᠺᠠᠳᠠᠷ  ᠤᠨ ᠰᠣᠩᠭ
ᠣᠯᠳᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠣᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠠᠩᠬᠢ ᠨᠢᠬᠡᠴᠡ ᠪᠡᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠵᠦ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ 

ᠵᠢᠷᠣᠮᠳᠣ ᠡᠷᠬᠡ ᠴᠢᠯᠦᠬᠡ ᠪᠠᠨ ᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠠᠷᠠᠳ ᠳᠦᠮᠡᠨ ᠂ ᠡᠵᠡᠨ ᠰᠠᠭᠣᠵᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠮᠡᠳᠡᠬᠦ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠨ 
ᠶᠠᠪᠣᠭᠳᠠᠭᠣᠯᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ  ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠢᠴᠢᠬᠦ 

︔ ᠳᠣᠮᠳᠠᠳᠣ ᠣᠯᠣᠰ  ᠤᠨ ᠡᠪ ᠬᠠᠮᠳᠣ 
ᠨᠠᠮ  ᠤᠨ ᠵᠠᠭᠣᠨ ᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠳᠡᠣᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠣᠰᠬᠠᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠦ

ᠯᠢᠬᠡᠷᠳᠣ ᠺᠢᠨᠤ᠋ ᠳᠦᠷᠰᠦ ᠰᠢᠩᠬᠡᠬᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢ 
ᠦ

ᠵᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠵᠡᠷᠬᠡ ᠪᠣᠳᠠᠳᠣ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠬᠡ ᠳᠠᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠵᠦ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠳᠡᠬᠡᠬᠡᠳ
 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ 

ᠡᠴᠠ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠮᠢᠳᠣᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠪᠡᠶᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠵᠦ ᠂ ᠰᠢᠭᠣᠳ
 ᠰᠡᠷᠡᠭᠳᠡᠯᠳᠣ ᠳᠣᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠡᠷ 

ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠪᠣᠷ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠬᠡ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠣᠨ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠣᠭᠰᠣᠴᠠ ᠂ 

ᠦ
ᠷᠳᠡᠭ  ᠤᠨ ᠦ

ᠵᠡᠯᠳᠡ ᠠᠭᠠᠵᠢᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠣᠨ ᠠ ᠃

 ᠡᠶᠢᠮᠦᠷᠬᠦ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠠᠳᠠᠢ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠬᠡ 

ᠳᠣᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠬᠣ ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
 ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ

 ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠳᠠᠢ ᠣᠶᠢᠷᠠᠳᠣᠨ ᠂ ᠦ
ᠪᠡᠷ ᠬᠢ ᠪᠠᠨ 

ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠨᠢᠬᠡᠨ ᠬᠡᠰᠢᠬᠦᠨ ᠬᠡᠳᠡᠭ  ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠦ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠬᠣ ᠣᠬᠠᠮᠰᠠᠷ 
ᠬᠢᠬᠡᠳ

 ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠳᠠᠢ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃
 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠬᠡ 

ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ
ᠳᠡᠯᠬᠡᠬᠡᠨ  ᠤ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠪᠦ
ᠳᠦᠮᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠡᠬᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠨᠢ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ 

ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠡᠷᠡᠬᠦᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠬᠦ
ᠭᠵᠢᠬᠦ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠬᠣᠯᠠ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠠᠮ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

 
ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠮᠦᠨ ᠴᠣ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ  ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠦᠯ  ᠢ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠣᠯᠬᠣ ᠂ 

ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠬᠠᠷᠠᠯᠳᠠ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃ 
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ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠩᠭ
ᠣᠶᠢᠯᠠᠪᠠᠯ ᠂ ᠳᠣᠰ ᠦ

ᠬᠦᠯᠡᠯ ᠳᠤ ᠪᠠᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ 

ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠭᠳᠠᠬᠣᠨ ᠡᠴᠠ ᠭᠠᠷᠳᠠᠵᠦ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ 

ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠯᠠ ᠮᠦᠷ  ᠢ 

︽17

︾ ᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠣᠷᠠᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠂  

︽ ᠰᠣᠶᠣᠯ  ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠣᠪᠢᠰᠬᠠᠯ 

︾ ᠤᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠷᠠᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠂ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠷᠠᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠬᠡᠵᠦ ᠱᠠᠳᠣ ᠦ
ᠶᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠵᠡᠢ ᠃

 ᠬᠠᠮᠣᠭ ᠡᠴᠣᠰ ᠲᠤ ᠂ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ 

ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠠᠬᠢᠭᠣᠯᠬᠣ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠠᠪᠴᠠᠯ  ᠢ  

︽ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ 

ᠣᠭ ᠴᠣᠭᠴᠠ  

︾ ᠳᠤ ᠪᠣᠴᠠᠬᠣ ᠬᠢᠬᠡᠳ
 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠠᠳᠣᠯᠭ ᠠ 

ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ
ᠳᠡᠯᠬᠡᠬᠡᠨ  ᠤ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠪᠦ
ᠳᠦᠮᠵᠢᠳᠣ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠡᠬᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠬᠦᠯᠬᠦ ᠳᠣᠬᠠᠢ ᠦ

ᠵᠡᠯᠳᠡ ᠳᠠᠨᠢᠯᠳᠠ ᠪᠠᠨ 
ᠦ

ᠬᠦᠯᠡᠪᠡ ᠃
 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡᠰ ᠨᠢ 

ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠴᠢ ᠂ ᠰᠢᠬᠦᠮᠵᠢᠯᠡᠭᠴᠢ ᠂ ᠣᠩᠰᠢᠭᠴᠢ ᠂ ᠪᠦ
ᠬᠦ ᠬᠦ

ᠮᠦᠰ  ᠤᠨ ᠬᠠᠮᠳᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡᠰ ᠶᠣᠮ ᠃

 ᠡᠨᠡ ᠬᠦ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠰ ᠨᠢ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠣᠷᠠᠯᠢᠭ  ᠤᠨ ᠣᠬᠠᠭᠠᠨ ᠂ ᠣᠯᠣᠰ ᠳᠦᠷᠦ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠬᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠬᠣ ᠪᠡᠷ 
ᠪᠠᠷᠠᠬᠣ ᠦ

ᠬᠡᠢ ᠨᠡᠶᠢᠬᠡᠮ ᠵᠦᠢ ᠂ ᠰᠡᠳᠬᠢᠴᠡ ᠵᠦᠢ ᠂ ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠬᠦᠯᠬᠦ ᠣᠬᠠᠭᠠᠨ ᠵᠡᠷᠬᠡ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠡᠨ  ᠤ 

ᠰᠠᠯᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠨ ᠠ ᠃
 ᠨᠡᠩ ᠴᠢᠨᠠᠭᠰᠢᠳᠠ ᠣᠯᠣᠰ ᠣᠷᠣᠨ  ᠤ ᠢᠷᠡᠬᠡᠳᠦᠢ ᠳᠤ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠬᠣ ᠦ

ᠨ ᠡ 
ᠴᠡᠨ ᠡ ᠳᠠᠢ ᠰᠣᠳᠣᠯᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃

  
  ᠵᠡᠬᠦᠯᠳᠡ ᠄ 

﹇1

﹈ 
加
布
里
埃
尔·A ·

阿
尔
蒙
德
著
，
曹
沛
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译
：《 

比
较
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治
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政
策 

》，
上
海
：
上
海
译
文
出
版
社
，1987

年

版
，
第91

页
。 
﹇2
﹈ R.D

aw
son and K

.Prew
itt.Political Socialization

〔M

〕. Brow
n Com

pany,1969,63. 

﹇3

﹈  

胡
海
可
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近
二
十
年
我
国
政
治
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会
化
研
究
述
评 

》，

《 

云
南
行
政
学
院
学
报 

》，2001.06  

﹇4
﹈
李
元
书
：《 

政
治
传
播
学
的
产
生
和
发
展 

》，《 

政
治
学
研

究 
》，2001

年
，
狄
期
。 
﹇5
﹈
杨
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斌
：《 

政
治
学
导
论
（
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版
） 

》，
北
京
：
中
国
人

民
大
学
出
版
社2011

年
版
，
第59

页
。 
﹇6

﹈
王
浦
劬
：《

政
治
学
基
础 

》，北
京
：北
京
大
学
出
版
社2006

年
版
，
第28

页
。 

﹇7

﹈ ᠬᠠᠳᠠᠴᠢ· ᠭᠠᠩ ᠄ 

︽ ᠣᠳᠣ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠤᠯ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ 

ᠳᠡᠬᠡᠵᠢ 

︾ 

︵ ᠣᠨᠣᠯ ᠰᠢᠬᠦᠮᠵᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠣᠳᠢ 

︶ ᠂ ᠦ
ᠪᠦᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ  ᠤᠨ ᠰᠣᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦ
ᠮᠦᠵᠢᠯ  ᠤᠨ 

ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ ᠦ
ᠪᠦᠷ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ  ᠤᠨ ᠪᠠᠭᠠᠴᠣᠳ
 ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ 2010 
ᠣᠨ ᠂  5 ᠳᠣᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠣᠷ ᠃ 

﹇8

﹈ 

朱
自
强
：《

儿
童
文
学
概
论 

》，北
京
：高
等
教
育
出
版
社
，

2014

年
版
，
第306

页
。 

﹇9

﹈ ᠪᠣᠶᠠᠨᠳᠣᠭᠳᠠᠬᠣ ᠄ 

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠳᠦᠷᠪᠡᠨ ᠣᠷᠣᠰᠬᠠᠯ  

︾ ᠂ 
ᠯᠢᠶᠣᠣᠨᠢᠩ  ᠤᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠳᠡᠨ  ᠤ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ 2002 ᠣᠨ ᠂  115 ᠳᠣᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠣᠷ ᠃
   

﹇10

﹈ 

锡
金  

：《 

中
国
作
家
协
会
关
于
发
展
少
年
儿
童
文
学
的

指
示
》，《
儿
童
文
学
论
文
选
》（1949-1979

） 

，
中
国
少
年
儿
童

出
版
社
，1981

年
，
第5

页
。 

﹇11

﹈ 
ᠣᠶᠣᠨᠪᠢᠯᠢᠭ ᠄  

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠳᠡᠨ  ᠤ ᠣᠳᠣ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠣᠬᠡᠳ

  ᠤᠨ 
ᠳᠣᠭᠣᠵᠢᠰ  ᠤᠨ ᠣᠳᠬ ᠠ ᠰᠡᠳᠣᠪ  ᠤᠨ ᠰᠣᠳᠣᠯᠣᠯ  

︾ ᠳᠣᠺᠲ᠋ᠣᠷ ᠴᠣᠯᠠ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠣ ᠦ
ᠬᠦᠯᠡᠯ ᠂ ᠥ

ᠪᠥᠷ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠂ 2013 ᠣᠨ  ᠤ  5 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠂ 40-43  ᠳᠣᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠣᠷ ᠃ 
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﹇12

﹈ ᠣᠯᠠᠭᠠᠨᠬᠡᠷᠡᠯ ᠄ 
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［研究論文］ 

Сүнс дуудах зан үйлийн сэтгэлзүйн эмчилгээний судалгаа

Чог(chaoke)

Агуулгын товч 

Энэхүү судалгааны ажлын зорилго нь монгол ардын соёл, зан заншил, итгэл шүтээний нэг, 

монголын нийт нутгаар өргөн дэлгэр үйлддэг “сүнс дуудах'' зан үйлийг тайлбарлах, шинжлэхэд 

оршино. Зохиогч энэ зан үйлийн талаар судалсан өмнөх судалгааг цуглуулж, Өвөр Монголын бүс 

нутагт хээрийн судалгаа хийсэн. Өвөр Монголын олон ургальч анагаах ухааны тогтолцоонд ардын 

анагаах ухааны арга барил нь хүмүүсийн эрүүл мэндийн талаарх үзэл баримтлалтай гүнзгий 

холбоотой байдаг. Энэхүү эмчилгээний соёлын талаар буддизм, бөө мөргөл, уламжлалт анагаах 

ухааны түүхийн үзэл баримтлалыг агуулсан олон судалгаа хийгджээ. Гэсэн хэдий ч эдгээр 

судалгаануудад сүнс дуудах зан үйл, ардын анагаах ухааны хоорондын хамаарлыг тодорхой 

судлаагүй байна. 

Энэхүү судалгааны ажил нь бие, сэтгэл, сэтгэл санааны хүчтэй цочролд өртөж, “сэтгэлээр унаж, 

сэтгэцийн өөрчлөлттэй болсон, бие нь өвдсөн” гэж дүгнэгдсэн хүмүүст зориулан хийдэг сүнс дуудах 

зан үйл болон эмчилгээний үйл явцыг судалснаараа онцлогтой юм. Зохиогч сүнсийг урин дуудах зан 

үйлийг ямар хэлбэр, арга барилаар хийдэг, орчин үеийн анагаах ухааны өнөөгийн эрин үед сүнс 

дуудах зан үйл ямар үүрэг гүйцэтгэдэг талаар тодруулан судалсан болно.

Түлхүүр үг: Сүнс дуудах зан үйл, сэтгэцийн эмчилгээ, ардын анагаах ухаан

Оршил

Эрүүл мэнд бол оюун ухаан, бие махбодийн хэвийн байдал боловч өвчин эмгэг нь оюун ухаан, 

бие махбодийн хэвийн бус байдал юм. Тиймээс, энэ хэвийн бус сэтгэл санаа, бие махбодын төлөв 

байдлыг илэрхийлсэн үгсийг харвал хүний сүнс зайлах, “эрүүл ухаан''-аа алдах, зүрх алдах, сэтгэл 

хямрах, сэтгэлээр унах, сүлд доройтох, ухаанаа алдах мэт үгсийг олж харна. Энэ үед толгой эргэх, 

бие сулрах, сэтгэлээр унах мэдрэмж төрөх, сэтгэл хөдлөл хэвийн бус байх гэх зэрэг зовуур илэрдэг. 

Энэ бүхэн нь ойр дотны хүн нь нас барах, өвчин тусах, осол аваар харах, өртөх, хүмүүсийн 

хоорондын таагүй харилцаанд орооцолдох зэрэг үйл явдлын улмаас тухайн хүний сэтгэл санаа, бие 

『モンゴル文化研究』第 5号（2023）：75-85 
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махбодь хэвийн байдлаасаа өөр байдалд шилжихэд илэрдэг. Энэ зовуур нэмэгдэх тусам сэтгэлийн 

хямрал гүнзгийрч, шизофрени болон бусад сэтгэцийн эмгэгүүд үүсдэг. Эдгээр асуудлыг бүхэлд нь 

авч үзвэл, тухайн хүний доторх сүнс зайлж, эрүүл ухаан алдарч, сэтгэл санаа хямран, улмаар сүнс 

биеийг орхидогтой холбоотой юм. Улмаар хүний эрүүл сүнс биеээс холдоод удвал, үхэлд хүргэж ч 

болно гэж үздэг.

Монголчууд эрт дээр үеэс хүмүн төрөлтөнд сүнэсү байдаг гэдэгт итгэж, тэднийг хөдөлгөөнтэй, 

ямар нэг шалтгаанаар биеэ орхиж, хөвж явдаг гэж үздэг байжээ. Тухайлбал, хэрэв хүн гадны хүчтэй 

цочролоос болж эрүүл ухаанаа алдвал эсвэл ердийн эрч хүчээ алдан, сэтгэлийн гэмтлээс ангижрах 

боломжгүй болоход, шалтгаан нь сүнс бие махбодоос салсантай холбоотой болохыг тогтоож, 

сүнсийг анхны биед нь буцааж дуудах зорилгоор "Сүнс дуудах" зан үйлийг хийдэг. Энэхүү 

судалгаанд сүнс нь зайлсан нь тогтоогдсон хүнийг өвчтэй хүн, сүнсийг буцаан авчрах зан үйл хийдэг 

хүнийг эдгээгч гэсэн нэр томьёогоор хэрэглэсэн.

Зохиогчийн судалснаар энэхүү зан үйл Монгол нутаг даяар өргөн тархсан байна. Бүс нутгаасаа 

хамааран ̀ `sünesü daγudaqu'' эсвэл ̀ `sakiγusu daγudaqu'' (``сүнсийг дуудах'' гэсэн утгатай) гэж нэрлэдэг. 

Энэ судалгаанд бид энэ зан үйлийн нэр болгон "Сүнс дуудах" гэсэн илүү түгээмэл нэрийг ашиглах 

болно. Мөн Монголд нас барагсдын сүнсийг эргүүлэн авчрах “сүнс дуудах зан үйл''-ийг хийдэг. 

Энэхүү судалгааны хүрээнд авч үзэж буй “Сүнс дуудах” гэсэн нэр томьёонд амьд хүний сүнсийг 

биед буцаан дуудах зан үйлийг хамааруулан үзлээ. 

Энэ нийтлэлд авч үзсэн сүнсийг урих зан үйлийн төрлүүдийн тухай нарийвчилсан бүрэн 

хэмжээний судалгаа одоогоор хараахан гараагүй байна. Монгол судлаачид сүнсний талаар дараах 

судалгааг хийснийг товч тоймлоё. Мандохо 1  сүнсийг урих зан үйлийн гарал үүсэл, төрлийг 

танилцуулж, сүнсийг урин залах зан үйлд хэрэглэгддэг зарим зан үйлийн талаар судалсан бол, 

Фрелшаа2  сүнсийг урих зан үйлийг шашны үүднээс бөөгийн эмчилгээний аргуудын нэг хэмээн 

үзжээ. Баолон 3  монгол хүний сүнсийг урих зан үйлийн төрлийг тодорхойлж, өвчтөний эрүүл 

мэндийн байдлаас шалтгаалж, зан үйлийг хийж буй хүн өөр өөр байдаг тухай тэмдэглэжээ. 

Монголчуудын хувьд сүнс бол ариун дагшин зүйл гэж Нима4  дүгнэсэн бол Ва Сайнчокт5  Халх, 

Чинхай, Буриад, Хорчин, Оннод зэрэг нутаг дэвсгэрт сүнсийг урих зан үйл байдгийг, сүнсийг урин 

дуудах зан үйл нь Монголын нутаг дэвсгэрт оршин тогтнож байсан соёл, шашны нэгдэл гэдгийг 

 
1 Manduqu, Mongγol kelen-ü Jangsil-un sudulul, Ündüsüten-ü Keblel-ün Qoriy-a, 2006, pp.441-446.
2 Kürelša, Baicüiying, Način, Buyančuγla, Qorčin böge mörgül-ün sudulul, Ündüsüten-ü Keblel-ün Qoriy-a, 1998.
3 包龍「古のモンゴル的宇宙観と霊魂観」『岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要』第 24号、2007年。 
4 Nim-a, Sünesü, ongγod, Šitülge, Öbör mongγol-un arad-un keblel-ün qoriy-a, 1999. 
5 Vasayinčoγtu, Ami- yin Šitülge dooratu, Öbör Mongγol-un Arad-un Keblel-ün Qoriy-a, 1998. 
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онцлон тэмдэглэжээ. Сүнс биеийг орхих шалтгаан нь айдас байдаг гэдгийг Баатар6 багш онцолж, 

сүнс дуудах зан үйлийг бөө, лам нар, өндөр настан, эцэг эхчүүд хийдэг гэдгийг онцлон өгүүлжээ. 

Сарангова7 Хорчинчуудын дунд булш хамгаалдаг, ертөнцөөр тэнүүчлэгч, дахин төрдөг сүнс гэсэн 

гурван төрлийн сүнс байдаг гэсэн итгэл үнэмшил байдгийг, хүн нас барсны дараа сүнс нь хэрхэн 

“амьдардаг” тухай дэлгэрэнгүй судалсан байна. Дээр дурдсан судалгаанууд нь сүнс судлал буддизм, 

бөө мөргөлтэй холбоотой болохыг харуулж байна. Гэсэн хэдий ч судлаач бүрийн судалгааны зорилго 

өөр байсан тул сүнс дуудах зан үйлийг сонгох шалтгаан, дараалал, эдгээгчдийн талаар нарийвчлан 

судлаагүй байна. 

Сүнс дуудах зан үйл нь Монголын нутаг дэвсгэр даяар өргөн тархсан бөгөөд миний мэдэж 

байгаачлан зүүн монголд мэддэггүй хүн бараг байхгүй гэж хэлж болох зан үйл юм. Сүнс дуудах зан 

үйл нь монголчуудын ахуй амьдралд гүн гүнзгий оршсоор байгаа бөгөөд тэдний амьдрал ахуй, зан 

заншлыг хянадаг туйлын чухал зан үйл болохыг бид судалгааныхаа явцад олж мэдсэн билээ. Гэвч 

хээрийн нарийвчилсан судалгаанд үндэслэсэн эмпирик судалгаа хийгдээгүй байна. 

Энэ нийтлэлд8  өнөөгийн Монголын нийгэм дэх сүнсийг дуудах зан үйлийн талаар, хүмүүс 

өвдвөл, сүнс дуудах зан үйлийг эмчилгээний арга болгон сонгох болсон шалтгаан, сүнс дуудах 

ёслолыг хэрхэн хийдгийг судлах, мөн түүний хэлбэр, төрөл үүргийг хээрийн судалгааны явцад 

ярилцлага хийх замаар олж авсан мэдлэг дээр үндэслэн тодруулах зорилготой.

2. Сүнс дуудах зан үйлийн хээрийн судалгаа

Ярилцлагын судалгааг 2023 оны 3 дугаар сарын 20-ны өдрөөс эхлэн нэг сарын хугацаанд 

Тунляо хотын Найман Хошуу9-д явуулсан.

2.1. Судалгааны агуулга

(1) Ярилцлагын судалгааны зорилго

 
6 Qasbaγatur, Sünesü kiged tegün-ü soyol-un qobisul, Öbör Mongγol-un Arad-un Keblel-ün Qoriy-a, 2006.
7 サランゴワ「内モンゴル・ホルチン地方の霊魂観と悪霊について」『神奈川大学比較民俗学研究』第 26
号、2011年。

8 Бид энэ нийтлэлд нэр томьёоны хувьд дараах шалгуурыг баримталсан. Сүнсийг урих зан үйлийн үеэр зан 
үйлийн текстийг зохиогч бичсэн. Монгол хэллэгийг романжуулсан. Монгол катакана үгс Ярианы дуудлагыг 
дагасан.

9 Судалгааны хэсэг болох Найман хошуу нь Өвөрмонголын Тунляо хотын баруун хэсэгт оршдог бөгөөд Өвөр 
Монголын Монголчуудын хамгийн олон хүн амтай хошуу юм. Энэ бүс нутагт ихэнх монголчууд хагас 
тариалан, хагас бэлчээрийн мал аж ахуй эрхэлдэг ч Монголын уламжлалт ёс заншил, ялангуяа оюун санааны 
ертөнцөө хадгалдаг - Буддизм, бөө мөргөл, ардын шашин гэх мэт. Ийм зан үйлийн нэг нь Найман хошуу даяар 
байдаг сүнс дуудах зан үйл юм.
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Өвөр Монголын олон ургальч анагаах ухааны тогтолцоонд ардын анагаах ухааны арга барил нь 

хүмүүсийн эрүүл мэндийн талаарх үзэл баримтлалтай гүнзгий холбоотой байдаг. Энэхүү 

эмчилгээний соёлын талаар буддизм, бөө мөргөл, уламжлалт анагаах ухааны түүхийн үзэл 

баримтлалыг агуулсан олон судалгаа хийгдсэн. Ярилцлагын судалгаа нь сүнсийг урих зан үйлийн 

хэлбэрүүдийг судалсан ч эдгээр судалгаануудад сүнсийг урих зан үйл болон ардын анагаах ухааны 

хоорондын  холбоо, хамаарлыг авч үзээгүй байна. 

Энэхүү судалгааны гол зорилго нь хүн бие махбодь, сэтгэцийн сэтгэл санааны хүчтэй цочролд 

орсны дараа сэтгэл санаа нь гүнзгий хямарч, сүнс нь зайлж, сэтгэцийн болон бие махбодийн хувьд 

өвчилдөг. Ийнхүү өвчтэй гэж дүгнэгдсэн хүнийг сүнс дуудах зан үйлд суурилан, эдгээх үйл явцыг 

бид судаллаа. Зохиогч орчин үеийн анагаах ухааны энэ эрин үед сүнс дуудах зан үйлийг ямар 

хэлбэрээр, хэрхэн хийдэг, энэхүү үйл нь хүний эрүүл мэндэд ямар үүрэг гүйцэтгэдэг болохыг олж 

мэдэхийн тулд нутгийн иргэдийн дунд судалгаа хийсэн болно.

(2) Судалгааны байршил

   БНХАУ-ын ӨМӨЗО-ны Тунляо хотын Найман Хошуу Горбанхоа Сом

(3) Судалгааны хугацаа 

2023 оны 3 дугаар сарын 20-ны өдрөөс 2023 оны 4 дүгээр сарын 20-ны өдөр

(4) Судалгааны хэрэгжилтийн тодорхой мэдээлэл

Судалгааг ганцаарчилсан ярилцлага болон баримт бичгийн судалгаа хийх замаар хийсэн.

2.2 Сүнс дуудах зан үйлийн талаарх нутгийн иргэдийн ойлголт (ярилцлагын судалгаа)

Сүнс дуудуулсан шалтгаан, өвчтөн болон тэдний шинж тэмдэг, эдгээгчид, зан үйл хэрхэн 

үргэлжилдгийг тодорхойлохыг чухалчлав. Түүнчлэн иргэд ямар шалтгаанаар хувийн эмчилгээ 

ардын эмчилгээ хийлгэх болсон шалтгааныг судалсан. Тодруулбал, Найман хошууд сэтгэцийн 

өвчтэй хүмүүс болон тэдний ар гэрийнхэн сэтгэцийн өвчнийг эмчлүүлэхдээ орчин үеийн 

сэтгэцийн эрүүл мэндийн тусламж үйлчилгээнээс илүү ардын эмчилгээ хийлгэдэг. Өөрөөр 

хэлбэл, хүмүүс яагаад бөө, лам нарын эмчилгээ, сүнс дуудах зан үйлийг сонгодог болсныг 

тодруулахаар ярилцлагын судалгаа хийсэн.

(1) Судалгааны хугацаа

   2023 оны 3 дугаар сарын 20-ны өдрөөс 2023 оны 4 дүгээр сарын 20-ны өдөр

(2) Судалгааны хэрэгжилтийн талбар
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   Горбанхуа Сом, Найман Хошуу, ӨМӨЗО-ны Тунляо хот

Бид санал асуулгын судалгаа авахаас гадна сүнсийг урих зан үйлийн талаар мэдлэгтэй 

гэдгээрээ алдартай Найман Хошууны 10 хүн тус бүртэй ганцаарчилсан ярилцлага хийсэн.

Ярилцлагын агуулгыг 1 дүгээр хүснэгтэд, ярилцлага авсан 10 хүнийг  2 дугаар хүснэгтэд 

үзүүлэв. Ганцаарчилсан ярилцлагын үр дүнд хүмүүс өөрсдийгөө эмчлэх арга, бөө, лам нараар сүнс 

дуудуулах зан үйл, ардын эмчилгээг сонгох болсон шалтгаануудын талаар маш их мэдэээлэл 

цуглуулж чадсан. 

Бөө, лам нар, жирийн айл өрхүүдийн хийдэг сүнсийг урих зан үйлийн шалтгаан, хэлбэрийн 

талаар дурдъя.

2.2.1.Сүнсийг урих зан үйл хийх болсон шалтгаан

  Ярилцлагаас үзэхэд сүнсийг урих зан үйлийг хийдэг хоёр үндсэн шалтгаан байдаг. Эхнийх 

нь “өвчнийг'' эмчлэх, хоёр дахь нь цочролын шинж тэмдгийг эмчлэх явдал байв.

(1) "Өвчнийг" эмчлэх

Өвчин туссан хүн болгонд сүнсийг урих зан үйл хийдэггүй. Эмнэлэгт очиж, эмчилгээ хийлгээд 

ч эдгэрэхгүй тохиолдолд тухайн хүний ар гэрийнхэн буюу сүнсний асуудал байгаа гэдгийг сайн 

дураараа тогтоосон хүн сүнс дуудах зан үйл хийх эсэхээ шийднэ. Ихэнх тохиолдолд өвчтөний гэр 

бүлийнхэн нь шийдвэр гаргадаг.

(2) "Цочролын шинж тэмдгийг" эмчлэх

Хэрэв хүн ердийнхөөсөө өөр үйлдэл хийх, ямар ч утгагүй зүйл хэлж ярих, мартамхай болох, 

ганцаараа хачирхалтай үйлдэл хийх, түгшүүртэй, айдастай байх гэх мэт шинж тэмдэг илэрвэл, 

сүнсэнд асуудал байгаа нь тогтоогдож, сүнсийг дуудах зан үйл хийдэг. Тухайн үед гэр бүлийн 

гишүүн, найз нөхөд нь шинж тэмдгийг илрүүлдэг ба бага насны хүүхдэд эдгээр шинж илэрвэл гэр 

бүл, асран хамгаалагчид нь шийдвэр гаргаж, эмчлүүлэхийг зөвлөдөг.

Насанд хүрэгчдийн хувьд тэд хэвийн бус гэдгээ аяндаа ойлгож, гэр бүлийн гишүүдээсээ 

сүнсийг дуудах зан үйл хийхийг хүсдэг тохиолдол байдаг. Эдгээр шинж тэмдгүүд нь ихэвчлэн 

цочролоос үүдэлтэй байдаг. Цочролууд нь 3 дугаар хүснэгтэд жагсаасан шалтгаануудаас үүдэлтэй 

байна. Энэ өгүүлэлд бид "өвчтэй" гэсэн нэр томьёог дээр дурдсан янз бүрийн шалтгааны улмаас 

сүнс дуудах зан үйл хийлгэсэн хүмүүсийг дурдахдаа ашигласан болно.

2.2.2. Хугацаа болон цагийн бүс
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Найман хошууныхан сүнсийг урих зан үйлийг ихэвчлэн гурван өдөр хийдэг, зарим тохиолдолд 

долоо хоног, гурван долоо хоног ч хийх нь бий. Тухайн хүний эрүүл мэндийн байдлаас шалтгаалан 

хэдэн сар тутамд нэг удаа ч хийж болно.

Сүнс дуудах зан үйлийг ихэвчлэн шөнийн цагаар, амьтан, хүн хөдөлгөөнгүй болсон үед, эсвэл 

өглөө эрт, эсвэл үд дундын нам гүм цагт хийдэг. Бүс нутгаасаа шалтгаалаад аргууд нь өөр өөр 

байдаг ч үндсэн зарчим нь хэвээрээ байна. Чимээгүй цагт сүнс орж ирдэг гэж үздэг учраас зан 

үйлийг нам гүм цагт хийдэг. Тахилгын үйл ажиллагаа нь тухайн бүс нутаг, зан үйлд ашигладаг эд 

хэрэглэлээс хамаарч өөр өөр байдаг.

2.2.3. Эмчлэгч эмч ба эмчилгээний арга дамжих зам

   Эцэг эх нь ихэвчлэн эмчлэгч эмч болж, сүнс дуудах зан үйлийг хийдэг. Ялангуяа эх хүн 

голчлон сүнс дууддаг бөгөөд эцэг эх нь байхгүй бол өндөр настай хамаатан садан (эмэгтэй хүн 

байвал сайн), лам, бөө нарт хүсэлт гаргадаг. Судалгаанаас үзэхэд олон хүн эцэг эх, төрөл төрөгсөд, 

тосгоны ахмад настнааасаа сүнс дуудах зан үйлийн аргыг сурсан бол цөөн хэсэг нь бөө, лам нараас 

сурсан гэсэн байна.

2.2.4. Хүмүүс яагаад хувийн эмчилгээг сонгодог тухай

   Ярилцлагаас үзэхэд Найман хошууны нутгийн иргэд ардын эмчилгээгээр сэтгэцийн 

эмгэгээс бүрэн эдгэрдэг, эдгэрсэн хувь өндөр байдаг гэсэн итгэл үнэмшилтэй байдаг нь харагдсан. 

Өвчтөнүүд ардын эмчилгээ хийлгэхийн зэрэгцээ барууны эмнэлгийн байгууллагад ханддаг 

тохиолдол бас байна. Сэтгэцийн эмгэгтэй өвчтөнүүд болон тэдний гэр бүлийнхэн дараах 

шалтгааны улмаас орчин үеийн анагаах ухаанаас илүү ардын эмчилгээг сонгодог. Үүнд:

(1) Тээврийн тал

Хүмүүсийн орчин үеийн эмнэлгийн тусламж авах боломжтой эмнэлгүүд заримдаа тээврийн 

хэрэгслээр очиход хэцүү, өндөр өртөгтэй, хүрээлэн буй орчны хүнд нөхцөлөөс шалтгаалан 

үйлчилгээ авахад хүндрэлтэй байдаг.

(2) Үйлчилгээний тал

Эмнэлгүүд маш олон өвчтөнтэй байдаг тул өвчтөнийг шууд үзэх боломжгүй байдаг. 

Эмнэлгийн чанар, үйлчилгээ туйлын муу, мөн эмч, сувилагчийн өвчтөнтэй харилцах найрсаг бус 

харьцаа өвчтөнд нэн хүнд тусдаг.
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(3) Зардлын тал

Ардын эмчилгээ хийлгэх үед, тухайлбал, сүнсийг урин дуудах зан үйлд зардал харьцангуй 

бага гардаг. Хэрвээ ээж нь үүнийг хийдэг бол бараг мөнгө зарлагадахгүй, лам, бөө хүнээр 

дуудуулсан ч тэдэнд өгөх мөнгөний хэмжээ, эд зүйлс боломжийн байдаг.

(4) Гэр бүлийн үүргийн талаарх уламжлалт санаанууд

Монголын нутагт, Найман хошуунд хэн нэгэн сэтгэцийн өвчтэй болоход, эцэг эх, гэр бүлийн 

бусад гишүүд өвчтэй хүмүүсийг гэртээ асарч, эдгэрэхэд нь туслах, осол аваараас урьдчилан 

сэргийлэх ёстой гэсэн итгэл үнэмшил хүмүүсийн дунд байдаг. Сүнс нь зайлсан гэж дүгнэгдсэн 

хүмүүст эмийн эмчилгээ ихэвчлэн үр дүнгүй байдаг, сүнсийг буцааж авчрах ёстой гэж үздэг.

2.3. Бөөгийн сүнсийг урих зан үйл

 Бөө нарыг сүнс дуудахдаа өвчтэй хүний хэрэгцээ шаардлагаас хамааран өвчтэй хүний гэрт 

тэнгэрлэг онгодуудтай харьцах чадвараа ашигладаг гэж үздэг. Өвчтэй хүнд тэнгэрлэг сүнснүүдтэй 

харьцах боломж олгох, эсвэл тэнгэрлэг сүнснүүдийн зааварчилгааг дамжуулах замаар өвчтэй хүний 

``өвчнийг'' эдгээдэг гэж ярьдаг. Бөө хүн сүнс дуудах зан үйлийг хийхдээ тухайн бөөгийн төрлөөс 

шалтгаалаад арга нь өөр өөр байдаг. 

Райчин багшийн сүнс дуудах зан үйлийг хэрхэн гүйцэтгэдэг тухай тайлбарлая. Хэрэв хүн 

хэвийн бус аашилж, хов жив ярих, юм мартах, эм уугаад ч сайжрахгүй, биеийн байдал нь улам 

хүндэрвэл “өвчтэй хүн” гэж дүгнэж, бөө хүнээр эмчилгээ хийлгэнэ. Дараа нь бөө өвчтөний сүнсэнд 

ямар нэг асуудал байгаа бөгөөд сүнс зайлсныг тогтоож, түүнийг буцааж авчрах шаардлагатайг хэлж, 

зан үйл хийх өдрийг товлож өгдөг. Ёслолыг өдрийн цагаар хийдэг. Бөөгийн зан үйлийг ерөнхийд нь 

нэг л удаа хийдэг. Тахилгыг өвчтэй хүний гэрт юм уу бөөгийн гэрт хийдэг.

Нэгдүгээрт, бөө хүн сүнслэг амьтадтай шууд холбогдож, харилцаж, онгод10оо (ongγod) дууддаг. 

Онгод буусны дараа бөө нь транс байдалд ордог гэдэг. Энэ байдалд бөө нь өвчтөний сүнсийг дуудаж, 

түүнд ``sayiγ11'' хэмээх сахиус өгдөг. Өвчтэй хүний ар гэрийнхэн Райчин багшийн сургаалаар дом12 

хийдэг. Төгсгөлд нь бөө онгодоо буцаадаг. Ёслолын тодорхой үе шатуудыг авч үзье.
 

10 Энэ нь шашны эд зүйл, шүтээн, өвөг дээдсийн сүнс гэсэн утгатай бөө мөргөлийн нэр томьёо юм.
11 Сайг: Хорчин нутгийн монгол хэлний "сайг" гэдэг үг нь шившлэгийн сахиусыг хэлдэг бөгөөд энэ нь төвд, 

хятад, монгол хэлээр судар бичсэн үсэг шиг янз бүрийн хэмжээтэй цаас юм уу даавуу юм. Эсвэл бөө хүн 
бурхны шашны нүд нээх өргөлтэй адил бөөлсөн даавуу болно. Сайкыг шатаасан үнсийг архи, сүү, элсэн чихэр 
гэх мэт зүйлтэй хольж ``эм-үн көлөг'' (туслах эм) болгон ууна. Сайк нь биеийг эзэмдсэн муу ёрын сүнсийг 
хөөн зайлуулах, дарах үүрэгтэй» гэж Хорчин нутгийн монголчууд их ярьдаг.

12 Дом гэдэг нь эрт дээр үеэс Монгол оронд уламжлагдан ирсэн шившлэг, шившлэгээр бие, сэтгэцийн эмгэгийг 
эдгээдэг ардын анагаах ухааныг хэлдэг.
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2.4. Лам нарын хийдэг сүнс дуудах зан үйл

  Судалгааны дүнгээс харахад лам нарын хийдэг зан үйлийн үр нөлөө нь бөөгийн хийдэг зан 

үйлтэй бараг ижил байдаг гэж хүмүүс үздэг. Зан үйл хийлгэх гэж байгаа хүн ойр хавьд нь бөө, ламын 

аль нь байгаа эсэхээс шалтгаалж сонголт хийдэг байна. Мөн эмчилгээ хийлгэж буй хувь хүн, гэр бүл 

аль нэгэнд нь илүү итгэж байгаагаас шалтгаалдаг. Өвчтэй хүний сүнсэнд ямар нэгэн асуудал байгаа, 

сүнс нь зайлсан эсэхийг лам нар бөө нартай адил тогтоодог. Сүнс дуудах зан үйлээ харин өглөө 

хийдэг. Лам нар өвчтэй хүний дуртай, амттай хоолыг ёслолын өмнө бэлдэж өгөхийг ар гэрийнхнээс 

нь хүсдэг. Ёслолын өдөр гэр бүлийнхэн нь бүгдээрээ өглөө эртлэн босож, бэлтгэлээ хийдэг. Дараа нь 

гэр бүлийнхэн нь өвчтөний дуртай амттанг ширээн дээр тавьж, ламыг урьж зочилно. Ярилцлагад 

дурдсанаар лам хуврагуудад сүнсийг урих зан үйлийг хийдэг дараах хоёр хэв маяг байдаг. Доорх 

загвар ① болон загвар ②-ын алхмуудыг дарааллаар нь тайлбарлая.

Загвар ①

Лам хүж өргөсний дараа долма хийж, бурхандаа өргөөд судар уншиж эхэлдэг. Өвчтэй хүн 

өрөөндөө байж, хамгийн сайхан хувцсаа өмсөж, ихэвчлэн ламд мөргөж, адислалыг нь авахаар ирдэг 

(адис абуна). Лам дамар, гонг цохиж, судар уншиж байх хооронд өвчтэй хүний ээж (эд хэрэглэл нь 

ламын заавраас хамаарна) ламын зааврыг дагаж, өвчтэй хүнийхээ сүнсийг дуудна.

Лам өвчтэй хүн сүнсээ алдсан шалтгааныг тодорхой хэлдэг. Үүний дараа нь ламаас зөн билэгч 

эм гэх мэтийг өгдөг. Төгсгөлд нь тосгоны хамаатан садан, ойр дотны найз нөхдөө урьж, найр хийдэг 

байна.

Загвар ②

Лам хүж өргөсний дараа долма хийж, бурхандаа өргөөд судар уншиж эхэлдэг. Өвчтэй хүн 

өрөөндөө байж, хамгийн сайхан хувцсаа өмсөж, ихэвчлэн ламд мөргөж, адислалыг нь авахаар ирдэг 

(адис абуна). Лам дамар дуугарган, гон хөгжим тоглож, судар уншина. Лам судар уншиж дуусаад, 

ширээн дээрээс амттан (чихэр гэх мэт) авч, өвчтөнд өгнө. Үүний дараа, өвчтэй хүн яагаад сүнсээ 

алдсаныг хэлээд, эм тан гэх мэтийг өгдөг. Төгсгөлд нь тэд тосгоныхоо хамаатан садан, дотны 

найзуудаа урьж, найр хийдэг.

2.5. Энгийн гэрт хийдэг сүнсийг урих зан үйл

  Жирийн айл сүнсийг урих хоёр төрлийн зан үйлтэй байдаг бөгөөд зан үйлийн цаг хугацаа, эд 

хэрэглэл нь өөр өөр байдаг. Үүнийг дарааллаар нь дэлгэрэнгүй тайлбарлая.
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Загвар ①

Сүнс дуудах зан үйлийг шөнийн цагаар чимээгүй байх үед хийдэг. Сүнс дуудах зан үйлд 

оролцох хүмүүс орон дээр (канжу) хэвтэж, эдгээгчийг хүлээнэ. Эдгээгч сүнс дуудах зан үйл хийлгэж 

буй хүний хувцсыг баруун гартаа нөмрөн гэрээс гарч，урд → баруун → хойд → зүүн чиглэлд эргэж, 

(Хэрэв эдгээгч нь ээж бол) "Миний охин (эсвэл миний хүү) , гэртээ хүрээд ир, мини окин ир-э, ир-э, 

ир-э.''гэх мэт урьж дуудна.

Тэгээд тэр арагшаа гэр рүүгээ алхаж, өрөөнд орж, сүнс дуудах зан үйл хийлгэж буй хүнд ойртож, 

гурван удаа "○○ (өвчтөний нэр), гэртээ ирсэн үү?" (irebe üü) гэж асууна. Өвчтэй хүнээс (хүүхдээс) 

асуух болгонд ``Би буцаж ирлээ (би ирэжэй)'' гэж хариулдаг. Дараа нь баруун гартаа нөмрөн гарсан 

хүрмийг өвчтөний дэрний хажууд болгоомжтой байрлуулна.

Загвар ②

Үд дундын нам гүмхэн цагт гэр, цэцэрлэгээ цэвэрлэж, гэрийнхээ ширээн дээр их хэмжээний 

амттай хоол хийж, өвчтэй хүүхдэд цэвэрхэн хувцас өмсгөөд, голд нь суулгаж, гэр бүлийнхэн 

бүгдээрээ тойрон сууна. Хүүхдийн ээж худагт очоод ``Дэгүжинг ус'' гэж ус татна. Үүний дараа 

цэвэрхэн аяганд 70 орчим хувийн (дэгүжинг ус13) усаар дүүргэж, урд → баруун → хойд → зүүн тийш 

эргүүлээд ``Миний охин (эсвэл миний хүү) гэртээ ир, мину окин ир-э, ир-э, ир-э 14гэх мэт дуудна. 

Үүний дараа гэр рүүгээ арагшаа алхаж, өрөөнд орж, дуудах ёслол хийж буй хүн рүү ойртож, ``○○ 

(өвчтэй хүний нэр) та гэртээ байна уу? irebe üü?'' гэж гурван удаа асууна. Өвчтэй хүнээс асуух 

болгонд ‘‘Би ирлээ’’ гэж хариулдаг. Эцэст нь өвчтөнд хэрэглэсэн Дүжин усаа уулгаана. Энэ зан 

үйлийг гурван өдөр дараалан хийдэг. Өвчтэй хүнийг сайхан хувцас өмсөж, гурван өдрийн турш 

амттай хоолоор хооллоно. Мөн эмчид үзүүлж, шаардлагатай бол эм ууна. Тэгээд өвчтэнд анхаарал 

халамж тавьж, хурдан эдгэхэд нь тусална.

Дүгнэлт

Сүнс дуудах зан үйл нь тогтсон ёсны дүрэм, бэлтгэл, дэг журамтай бөгөөд сүнсийг эргүүлэн 

 
13 Саранговагийн хэлснээр ``Дэгүжинг ус'' худгаас ус авч шууд эсвэл тогоонд буцалгаж уудаг. Хамгийн гол нь 

зорьсон газраа хүрэх хүртлээ газар мөргөж болохгүй. Энэ бол анхны ус гэж нэрлэгддэг ус бөгөөд ийм усыг ариун 

гэж үздэг. Ярилцлагад дурдвал Найманд Дүжин усийг дандаа өглөө нь нам гүмхэн байхад авах болно.
14 Энэ нь хэн нэгнийг буцаан дуудах нийтлэг хэллэг бөгөөд "буцаад ир" гэсэн утгатай.
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авчрах зорилгод хүрэх ёстой. Сүнс дуудах зан үйлийг хоёр шалтгаанаар хийдэг: эхнийх нь өвчнийг 

эмчлэх, хоёр дахь нь цочролыг арилгах явдал юм. Найман хошууныхан сүнсийг урих зан үйлийг 

гурван өдөр, нэг долоо хоног, гурван долоо хоногийн хугацаанд хийдэг. Ихэвчлэн 3 хоногийн турш 

хийдэг ч өвчтөний нөхцөл байдлаас шалтгаалан зан үйлийг хэдэн сар тутамд нэг удаа ч хийж болно. 

Шөнийн цагаар амьтан, хүн хөдөлгөөн гүй болсон, эсвэл өглөө эрт, үд дунд нам гүмхэн үед сүнсийг 

урих зан үйлийг хийдэг. Найман хошуунд ихэвчлэн өвчтөний ээж сүнсийг урих зан үйл хийдэг. 

Эцэг эх нь байхгүй бол өндөр настай хамаатан садан (эмэгтэй хүн байвал сайн), лам, бөө нараар 

эмчилгээ хийлгэнэ. Судалгаанаас үзэхэд олон хүнд энэ зан үйлийг хэрхэн хийхийг эцэг эх, хамаатан 

садан, тосгоны ахмад настнууд нь зааж өгсөн байдаг. Мөн зарим хүн бөө, ламаар заалгасан байна. 

Сүнс дуудах зан үйлийг өвчтэй хүний гэрийн ойролцоо хүн нас барснаас хойш гурван долоо хоног 

өнгөрөөгүй байхад хийж болохгүй. Ёслолын үеэр эдгээгч нь зан үйл хийхдээ зочин, хажуугаар 

өнгөрч буй хүмүүс, гэр бүлийн гишүүдийн хэнтэй ч ярих ёсгүй. Сүнс дуудах зан үйлийг хийхээс 

өмнө эдгээгч нь гэр бүлийн бүх гишүүдэд сүнс дуудах зан үйл хийх тухай мэдэгдэж, гэр бүлийн бүх 

гишүүд зааврыг нь дагаж мөрддөг. Сүнс дуудах зан үйл дууссанаас хойш гурав хоног (эсвэл шинж 

тэмдэг хүндэрсэн бол 21 хоног) өнгөрөх хүртэл тайван байж, гэртээ хэрүүл маргаан, зодоон хийхээс 

зайлсхийх хэрэгтэй. Гэр, цэцэрлэг гэх мэтийг цэвэр, чимээгүй байлгаж, өвчтэй хүн том зам хөндлөн 

гарахгүй байх ёстой. Найман хошуунд эх хүн гэртээ үд дунд, эсвэл шөнийн цагаар сүнс дуудах зан 

үйл хийдэг. Сүнс дуудах зан үйл хийх бас нэгэн арга нь бөө, лам нарын хийдэг сүнс урих ёслол 

байдаг. Сүнс дуудах зан үйлийг сүнслэг итгэл үнэмшлийг ашигладаг эмчилгээний арга гэж хэлж 

болно. Сэтгэлзүйн нөхцөл байдлыг илүү сайн байдалд оруулснаар бие махбод эрүүлжин, 

сайжирдаг байна.
 
（Токиогийн гадаад судлалын их сургуулийн олон улсын судлалын төгсөлтийн сургуулийн тусгай 

судлаач 東京外国語大学大学院・総合国際学研究院・特別研究員）
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1 дүгээр хүснэгт
Ярилцлагын зүйлүүд

1 Ёс заншил хийх шалтгаан?
2 Зан үйл хийдэг хүн (эмчлэгч)?
3 Ямар хүнд үүнийг хийх ёстой вэ?
4 Үүнийг хэрхэн хийх вэ?
5 Юу бэлтгэх вэ?
6 Ямар үр дүнд хүрсэн бэ?
7 Ёслолын үеэр юуг хориглодог вэ?
8 Залуу, хөгшин гэж ялгадаг зан үйл байдаг уу?
9 Цаг, хугацаа, тооны тухай?
10 Ердийн өвчин ба сүнсний салалтаас үүдэлтэй өвчин эмгэгийг хэрхэн ялгах вэ?
11 Өвчин эдгэрснийг яаж мэдэх вэ?
12 Зан үйлийг хэрхэн гүйцэтгэхийг хэн зааж өгсөн бэ?

2 дугаар хүснэгт
Хүйс нас ажил Хаяг (тосгон)

1 F 38 эх баригч Морой
2 F 63 эх баригч Морой
3 F 42 тариа, мал Баянтала
4 M 58 тариа, мал Баянтала
5 M 71 тариа, мал Харахад
6 F 62 тариа, мал Харахад
7 F 27 тариа, мал Агта
8 M 74 тариа, мал Агта
9 F 29 сувилагч Морой
10 M 56 тосгоны эмч Морой

3 дугаар хүснэгт
Цочролын шалтгаан тайлбар

1 Дээрэлхүүлсний дараа сэтгэлээр унах Тэдний ихэнх нь хүүхдүүд
2 Хүний харилцаа, асуудал Насанд хүрсэн
3 Айх Өдөр шөнийн ялгаа байхгүй.
4 Зодоон, маргаанаас болж цочирдсон Хүүхдийн тохиолдол их байна
5 Замын хөдөлгөөний асуудал, дургүйцэл Гэмтсэн амьтан, сэг зэм зэрэг харсаны 
6 Шөнө төөрөх Оршуулгын газарт ирэх гэх мэт.
7 Бүтэлгүйтэлд цочирдох Хайр дурлал, цаашдын боловсрол, ажил мэт

8 Тээврийн хэрэгслээс унах Морь, мотоцикль, машин унах.
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［研究論文］ 

内内モモンンゴゴルル西西部部のの仏仏教教建建築築にに関関すするる研研究究

エンケホルワ 
【【要要旨旨】】  
本研究は、中国北部の内モンゴル自治区西部地域に位置する15棟の寺院建築を対象に、基礎、

軸部、組物から屋根、細部意匠まで建物の各部の特徴と歴史的変遷を把握することに焦点を当

てた。この地域の建築は、初期の中国様式からチベット仏教建築の特徴を取り入れた折衷様式、

そして純粋なチベット様式へと進化していったことが明らかになった。各建築は明朝末から清

朝末にかけて建てられ、地域の仏教建築の発展を物語っている。

 
キキーーワワーードド：：モンゴル仏教 内モンゴル西部地域 仏教寺院建築 建築意匠 
 
１１．．ははじじめめにに

内モンゴル西部地域とは、中国北部に位置する内モンゴル自治区のアルシャー盟（ ᠠᠯᠠᠱᠠ ᠠᠢᠮᠠᠭ）・

バヤンノール市（ᠪᠠᠶᠠᠨᠠᠭᠤᠷ ᠬᠤᠳᠠ）・烏海市 （ᠦᠬᠠᠢ ᠬᠤᠳᠠ）・オルドス市（ᠤᠷᠳᠤᠰ ᠬᠤᠳᠠ）・包頭市（ᠪᠤᠭᠤᠳᠤ ᠬᠤᠳᠠ）の一つ

の盟と四つの市のことを指す。

内モンゴルにおける仏教とは、15 世紀にツォンカパという学僧が立宗したチベット仏教中の

ゲルク派のことで、「ラマ教」とも呼ばれる。16世紀から、ゲルク派のチベット仏教は、内モン

ゴル地域からモンゴル国の地域に導入され、北はロシア連邦南部、西はジュンガル地域、東は満

州地域などに相次いで受け入れられ、これらの地域の文化、芸術、思想、経済、政治などに深い

影響を与えた。しかし、20 世紀から、多くの仏教建築が、戦争あるいは社会主義の宗教弾圧、

中国の文化大革命などにより、ひどく破壊され、数少ない遺構は軍用倉庫、民用穀倉や果樹園と

して使われることで残された。また、人々の古建築に対する認識不足、保護の概念についての思

慮の甘さ、観光ブームの波及などが原因で、改修、建て替えなどの破壊行為が続いている。以上

の理由から、内モンゴルのチベット仏教は衰退に向かい、貴重な歴史的資料が失われている。そ

こで、建築遺構に関する調査を行い、正しい方法で保存、修復することが急務である。

本論文は、内モンゴル地域の仏教建築において初めて全面的に行われた調査である『内蒙古

藏伝仏教建築（上冊）』に収録された寺院の解説、写真、図面を基に、内モンゴル自治区西部地

域において年代が古く、地位が高い、よりよく保存されている建築遺構を対象として、9件の寺

院中から 15棟の建物を選び、それの分析を行い、特徴を明らかにすることを目的とする。

『モンゴル文化研究』第 5号（2023）：87-94 
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２２．．概概説説

２２－－１１．．内内モモンンゴゴルル自自治治区区（（ᠥᠥᠪᠥᠪᠥᠷᠷ ᠮᠮᠣᠣᠩᠭᠩᠭᠣᠣᠯᠯ ᠤᠤᠨᠨ ᠥᠥᠪᠡᠪᠡᠷᠷᠲᠲᠡᠡᠭᠡᠭᠡᠨᠨ ᠵᠵᠠᠠᠰᠰᠠᠠᠬᠬᠤᠤ ᠣᠣᠷᠷᠤᠤᠨᠨ））

内モンゴル自治区は、1947年にモンゴル国の南部に設置された省級の自治体であり、16世紀

にアルタン・ハーンによって築かれた南モンゴルの古都フフホト市が省都である。地域は東西

方向に長く伸びており、南辺は、東から黒竜江省・吉林省・遼寧省・河北省・山西省・陝西省・

寧夏回族自治区・甘粛省に接し、北辺は、モンゴル国・ロシア連邦と接している。全地域の面積

は 118.3万平方キロメートルで、中国全国の総面積の 12.3％を占める。

２２－－２２．．内内モモンンゴゴルルとと仏仏教教

モンゴル人の原始宗教は、自然信仰であるシャーマニズムだった。13 世紀に、元朝の皇帝で

あるフビライ・ハーンは、チベット仏教のサキャ派（紅帽派）の指導者パスパを元朝の国師とし、

チベット仏教を国教の地位までに上げた。しかし、元朝の没落により、サキャ派チベット仏教

は、モンゴルに普及しなかった。16 世紀に、モンゴル土黙特部落の首領であるアルタン・ハー

ンは、チベット仏教のゲルク派の僧ソナムギャムツォに「ダライラマ」の尊称を与え、チベット

仏教をモンゴルに再入した。清朝の時代では、支配者はチベット仏教がモンゴル地域に広がる

ことを更に重視し、寺院建築が多く建てられ、モンゴル地域にチベット仏教が深く根ざした。歴

史史料によると、もともと人口が少ない内モンゴル地域にも、1900年までに 1196棟もの寺院が

建てられた。

２２－－３３．．内内モモンンゴゴルル西西部部地地域域

内モンゴル西部地域は、省都フフホト市から西に位置する地域を指し、全地域に 462 もの寺

モンゴル名称 モンゴル正式名称 名称意味 正式名称 名称年代 一般名 チベット名前 モンゴル名称 一般名称 名称意味

ᠮᠠᠢᠳᠠᠷᠢ ᠵᠤᠤ 弥勒召 霊覚寺・寿霊寺 乾隆52年(1787) 美
ウツク

岱
タイ

召 ᠴᠣᠭᠴᠢᠨ ᠳᠣᠭᠠᠩ 大雄宝殿 大雄宝殿

ᠴᠤᠢᠯᠳᠠᠩ ᠲᠤᠭᠠᠩ 大経堂 大経堂
ᠱᠠᠭᠵᠠᠮᠤᠨᠢ ᠳᠣᠭᠠᠩ 釈迦牟尼殿 弥勒殿

ᠴᠣᠭᠴᠢᠨ ᠳᠣᠭᠠᠩ 大雄宝殿（经堂） 大雄宝殿（経堂）

ᠴᠣᠭᠴᠢᠨ ᠳᠣᠭᠠᠩ 大雄宝殿（佛殿） 大雄宝殿（仏殿）

ᠪᠠᠳᠤᠬᠠᠭᠠᠯᠭ ᠡ ᠪᠤᠶᠠᠨ ᠢ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ  ᠰᠦᠮ ᠡ バトハーラガ廟（地名） 広福寺 康熙年間 百灵庙 ᠴᠣᠭᠴᠢᠨ ᠳᠣᠭᠠᠩ 大雄宝殿 大雄宝殿

ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠬᠡᠢᠢᠳ ᠪᠤᠶᠠᠨ ᠠᠷᠪᠢᠳᠬᠠᠭᠴᠢ ᠰᠦᠮ ᠡ 王府廟 延福寺 乾隆二十五年（1760） 衙門廟・王爺廟 三世仏殿 三世仏殿
ᠴᠣᠭᠴᠢᠨ ᠳᠣᠭᠠᠩ 大雄宝殿 大雄宝殿

ᠵᠢᠷᠭᠠᠯᠠᠩᠳᠤ ᠰᠦᠮ ᠡ 小黄庙 造福寺

ᠪᠤᠶᠠᠨ ᠢ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ  ᠰᠦᠮ ᠡ バトハーラガ廟（地名） 広福寺 康熙年間 百霊廟 顕宗殿 顕宗殿

ᠦᠦᠱᠢᠨ ᠵᠤᠤ ウシン召（地名） ガンジョウル廟 康熙52年(1713） 烏
ウ

審
シン

召 ᠳᠡᠭᠡᠳᠦ ᠰᠦᠮ ᠡ デゲドスム殿 上廟

ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠬᠡᠢᠢᠳ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠢ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ  ᠰᠦᠮ ᠡ 王府廟 延福寺 乾隆二十五年（1760） 衙門廟・王爺廟 ᠴᠣᠭᠴᠢᠨ ᠳᠣᠭᠠᠩ 大雄宝殿 大雄宝殿

ᠳᠤᠩᠭᠤᠷ ᠳᠣᠭᠠᠩ 時輪殿 時輪殿

ᠳᠠᠩᠴᠢᠳ ᠳᠣᠭᠠᠩ ダンチクト殿 護法殿

ᠱᠠᠯᠳᠠᠪ ᠤᠨ ᠰᠦᠮ ᠡ シャルダブ廟（地名） 鹹化寺 善岱古
シャンダガイ

廟・烏蓋廟 ᠴᠣᠭᠴᠢᠨ ᠳᠣᠭᠠᠩ 大雄宝殿 大雄宝殿

ᠪᠡᠳᠡᠺᠡᠷ ᠵᠤᠤ 白蓮花召 乾隆二十一年（1756）広覚寺 五当
 ウ     ダ

（柳）召

ᠬᠦᠨᠳᠡᠯᠡᠨ ᠵᠤᠤ コン ド  ロン召（地名） 法禧寺 乾隆年間 昆都仑召
コン ド  ロン

ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠤᠨᠤᠯᠳᠦ ᠰᠦᠮ ᠡ

ᠨᠤᠮ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠠᠰᠤᠭᠯᠠᠨᠭᠳᠦ ᠰᠦᠮ ᠡ

ᠮᠡᠷᠭᠡᠨ ᠵᠤᠤ 賢明召 昌梵寺 梅
　メ

日
ル　

更
ゲン

召乾隆三十八年(1773)ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠢ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ  ᠰᠦᠮ ᠡ

年代
寺名称 建物名称

明朝・民国12年
（1923）ᠵᠡᠭᠦᠨᠭᠠᠷ ᠵᠤᠤ ジュンガル召（地名） 宝蔵寺・宝堂寺 准格尔召

ジュンガル

ᠡᠷᠳᠡᠨᠢ ᠪᠦᠷᠢᠳᠦᠭᠰᠠᠨ ᠰᠦᠮ ᠡ

〔表１〕 対象建物名称一覧

A Study on Buddhist Architectures in Inner Mongolian West 
ENKEHAORIBAO 
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院が建てられ、全省の寺院数の約半分程度を占める。対象遺構の名称をモンゴル語、チベット

語、中国語、日本語でそれぞれ表記した。なお、本論文で採用した正式名称と、それの与えられ

た年代も〔表１〕に記してある。15棟の建物を建立年代順に記載したものが〔表２〕である。

３３．．内内モモンンゴゴルル西西部部地地域域ののチチベベッットト仏仏教教建建築築

内モンゴル西部地域の 15棟の遺構を平面、基礎、軸部、組物、軒廻り、小屋組、妻飾り、屋

根、床組、柱間装置、天井、細部意匠に着目し、分析することで、建物ごとの特徴を明らかにす

る。

３３－－１１．． アアルルシシャャーー盟盟（（ ᠠᠠᠯᠯᠠᠠᠱᠱᠠᠠ ᠠᠠᠢᠢᠮᠮᠠᠠᠭᠭ））

アルシャー盟は内モンゴルの最西端にあり、古くは 40 件チベット仏教寺院が建てられたが、

現存する遺構は 15件である。このうち、最初に建てられたチベット仏教寺院である延福寺の三

世仏殿、大雄宝殿の二つの建物を研究対象ごとする。

３３－－２２．． ババヤヤンンノノーールル市市 （（ᠪᠠᠪᠠᠶᠶᠠᠠᠨᠨᠠᠠᠭᠭᠤᠤᠷᠷ ᠬᠬᠤᠤᠳᠳᠠᠠ））

バヤンノール市は西部地域の中部にあり、以前は 71程度の寺院が存在していたが、現存する

ものは 10件のみである。このうち、鹹華寺大雄宝殿を研究対象とする。

〔表 2〕 対象建物写真一覧



― 90 ― 

３３－－３３．． オオルルドドスス市市（（ᠤᠤᠷᠷᠳᠳᠤᠤᠰᠰ ᠬᠬᠤᠤᠳᠳᠠᠠ））

オルドス市は西部地域の南に位置し、以前は 325程度の寺院が建立され、現存するものは 20

件のみである。このうち、宝堂寺大経堂と釈迦牟尼殿、烏審召のデゲドスム殿の三棟の寺院建築

を研究対象とする。

３３－－４４．．包包頭頭市市（（ᠪᠤᠪᠤᠭᠭᠤᠤᠳᠳᠤᠤ ᠬᠬᠤᠤᠳᠳᠠᠠ））

包頭市は西部地域の最東部に位置し、古くは 26程度の寺院が建立され、現存する遺構は 15件

で、このうち、寿霊寺大雄宝殿、広覚寺時輪殿と護法殿、昌梵寺大雄宝殿（経堂）と大雄宝殿（仏

殿）、法禧寺大雄宝殿と小黄廟、広福寺大雄宝殿と顕宗殿の 5 件 9 棟の建物を研究対象とする。

４４．． 比比較較分分析析

上記の 15棟の建築を部位ごとに比較する。

４４－－１１．． 平平面面

〔表 3〕に示したように以下の六つのことを捕捉することができる。

1．正面手前より門廊、経堂、仏殿の順に配置され、奥に行くに従って、高さも高くなる。

2．平面形式では凸形が古く、時代が下ると凹形、長方形、品字形もみえてくる。

3．仏殿は、中国様式である副階周匝型式（建物外側に回廊を設けること）をチベット仏教の「転

〔表 3〕 各寺建築平面図一覧
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経道」（参拝者が仏殿を時計廻りに回る道）と組み合わせて建てられる（表３の斜線部分）。

4．経堂中央を周辺より一階高く設け、建物の上から光を受け入れる「都綱法式」の形式（青色

の部分）を設けることで、神秘的な明るい内部空間を造る。

5．陸屋根の建物の仏殿上にもう一階別室を設け、正面にある経堂上の陸屋根上から入るように

設ける。

6．陸屋根の遺構では、柱配置を梁間、桁行方向に均等に割り付ける。中国様式の入母屋造・切

妻造屋根では、中央柱間を広く取り、側柱の密度がより高くみられる。それは屋根形式と壁の荷

重を受けることと関係があると考えられる。

４４－－２２．． 基基礎礎

陸屋根の建物は、屋根荷重を外壁で受けるため、厚壁を立てる。そのため、自重が重くなり、

基礎を厚く建て、階段の段数も多くなる。また、広覚寺時輪殿では、建物の配置と参拝者の動線

を考慮し、三方向に階段がある「如意踏跺」を設けている。中国様式の建築では三段の階段を設

け、両側に斜めの垂帯（登葛石）を置くことが多い。礎石は、古くは宮殿建築の影響を受け、精

緻な彫刻が施されていたが、年代が下ると礎石に対する考えが薄くなり、その結果、装飾がなく

なり、施工が簡易なものになる。基礎の材料として、煉瓦、石等をよく使う。

４４－－３３．． 軸軸部部

鹹化寺大雄宝殿では礎石を設けず、直接柱を基礎上に立てる。中国様式の建築では主に丸柱

を使い、チベット様式が入ると、方形柱、亞字形柱を使い始め、柱上に乗る横木繋二重托木が、

柱両側に設ける雀替（持送り）に代わって、上の桁や三重梁を支える。

４４－－４４．． 組組物物

組物は、礎石と同じく、古くは宮殿建築の影響を受けて使われ、年代が下がるにつれ、形が簡

易になり、重視度も低くなった。建物では、門廊、回廊等の軒廻り下に組物を設け、交麻葉、参

福雲等装飾材を付けて、全体を梁、桁などの部材の色と合わせて青、緑、白色の極彩色を塗る。

４４－－５５．． 軒軒廻廻りり

西部地域の軒廻りは、〔表 4〕に示したように一軒、二軒、三軒を設けることがある。入母屋

造・切妻造屋根では地円飛角の二軒とし、隅のところに反りがある隅扇垂木を設ける。陸屋根、

特に門廊に、方形垂木三軒を設け、二軒と同じ隅扇垂木とするが、反りはない。これは陸屋根の

構造と関係があると考えられる。
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４４－－６６．． 小小屋屋組組

小屋組は、〔表 5〕に示したようにモデル図を作成することによって、以下の特徴が分かった。

梁と柱の接合方法は三種類あり、入母屋造・切妻造屋根では繋梁の外端を側柱上に載せ、内側は

中央柱に挿し込む型式が多い。大梁は中央 2 本の柱上に載せる型式が多い。陸屋根では三重梁

が二重托木上に載る型式が主流となる。棟木を支える束の頂部と上段梁の小口は、斜材で繋ぐ。

棟木の支持形態は梁上に笈形付の束を立てて棟木を受けるもの、梁の上に貫が通る束を立てて、

棟木を受けるもの、梁上に棟木が乗るものの三つの形態が見える。母屋の支持形態は、組物で支

持、梁で支持、束で支持、梁と束で同時に支持（束頭部に梁が落とし込まれた形態）、柱で支持

の五種類あり、梁で支持する形態が一番多くみられる。梁を支持形態は貫が通る束で支持、笈形

のついた束で支持、貫が通る笈形のついた束で支持、柱上で支持、組物で支持、托木で支持の六

種類あり、柱上で梁を支持する形態が一番多くみられる。

４４－－７７．． 妻妻飾飾りり

煉瓦造の妻壁では大壁の色と合わせ、版築壁造の妻壁では槛牆（腰壁）の色と合わせることが

ある。一番高級な懸魚は、瑠璃造妻壁に龍形の懸魚を貼り付ける。他は、箭形の懸魚が多く使わ

れ、葉形の板懸魚もみられ、両方は破風板の頂点の内側から吊り下げる。破風板の下は博脊（横

棟）で繋ぐ。

４４－－８８．． 屋屋根根

屋根は中国様式の入母屋造・切妻造屋根とチベット様式の陸屋根に大きく二分され、最初は

入母屋造・切妻造屋根が立てられ、内モンゴルでのチベット仏教の発展により、入母屋造屋根と

組み合わせた陸屋根も建てられはじめ、時代が下るにつれて純粋な陸屋根も建てられた。入母

屋造・切妻造屋根上に宝頂、霊獣、仙人走獣を立て、陸屋根の縁側に女牆（低い壁）を立て、外

側にペンマ壁（赤色塗りの草か煉瓦を重ねた壁）が装飾として設けられ、表面に六字真言、丸銅

板を差し掛ける。他に陸屋根上に祥麟法輪、法幢、ソリドを立てる。

〔表 5〕 小屋組図一覧〔表 4〕 軒廻り詳細図一覧
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４４－－９９．． 床床組組

基本的に三重梁上か丸梁上に根太を載せ、上に床板を敷く。また根太は青色で塗り、化粧する

ことが多い。

４４－－１１００．． 柱柱間間装装置置

外檐装修（外壁の柱間装置）である扉、窓、壁、高欄について比較研究を行った。中国様式の

寺院建築に抹（横木）を付ける二枚槅扇（扉）をよく使う。延福寺三世仏殿では扉前に木造の帘

架（簾）を付けた。窓は欄窓で、下から檻壁（腰壁）で支え、中に万字形、十字形、回字形、吉

祥紋形などの格子を付ける。チベット様式では、扉は両厚板からなり、外側から内へ三角の海浪

彩、祥雲彩、経紋彩の三重彩色を付ける抱框（方立）と上槛（長押）に建て込み、下に下槛（蹴

放し）を敷く。上槛（長押）上に丸形か六角形の門簪を付ける。壁に方形穴を開け、窓を立て込

み、外側に台形の黒色塗り、上に短垂木の庇を設け、先端から暖簾を取り付ける。

４４－－１１１１．． 天天井井

天井では彻上明造（化粧屋根裏）と井口天花（格天井）を多く使う。宝堂寺釈迦牟尼殿のよう

な格が高い仏殿では、井口天花を設け、中央間に藻井天花を設ける。チベット様式の建物では天

井に布を張ることもある。井口天花の方形板中の中央に、仏像、曼荼羅、龍が描かれ、四隅に祥

雲紋が書かれる。

４４－－１１２２．． 細細部部意意匠匠

扉表面や壁に仏像、仏具の図、を鮮やかな色を用いて描く。中国様式の丸柱には赤色を使い、

柱貫、梁、桁等部材では中国宮殿建築の彩色である「和玺彩画」、「旋子彩画」、「蘇式彩画」の手

法がみられる。チベット様式の三重梁に経紋彩、祥雲彩、三角海浪彩からなる彩色を描く。そし

てモンゴルによく使われる吉祥雲彩と錘形彩も部材の彩色にみられる。着色は、草原を表す緑

色、モンゴルで一番純潔な白色と一番神聖な青色がよく使われて、さらに赤色と黄色も多用さ

れる。

５５．． 結結論論

内モンゴル西部地域に現存する寺院建築のうち、格が高く年代が古い、より保存状態が良い

15 件の建物を対象とし、比較分析研究を行った。最初に建てられた寺院建築は宮殿建築の手法

を学び、中国様式の特徴が主にみられる。時代が下り、チベット仏教建築の特徴が増えていくに

つれて、中国様式と合わせた折衷様式の建物が多く建てられた。その後チベット仏教建築が内

モンゴル西部地域の発展を背景に、中国様式の代わりに純粋なチベット様式の建物が主流とな
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った。内モンゴル西部地域のチベット仏教建築のいずれも、それぞれ特徴を持つ建物であり、明

朝末から清朝末までに建てられた内モンゴルにおける仏教建築の発展の歴史を知るうえで貴重

な遺構である。今後は、内モンゴル西部地域の実測調査を行い、より詳細な研究を行いたい。中

部、東部地域のチベット仏教建築研究も引き続き行い、モンゴル全地域のチベット仏教建築の

調査・研究、さらには中央・北アジアにおける建築の特徴を解明したいと考えている。

（八戸工業高等専門学校・環境都市・建築デザインコース助教）
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［研究論文］ 

中中華華人人民民共共和和国国建建国国初初期期のの多多民民族族地地域域ににおおけけるる民民族族間間結結婚婚関関係係にに関関すするる研研究究

― バヤンチャガン地域を例に ―

オヨン（奧運）・謝詠梅

【【要要旨旨】】

中国東北部の国境に位置するバヤンチャガン地域は、清朝時代から多民族地域である。清朝

中期に国境警備のため、清政府は大興安嶺の東にあるブトハ地域からバルガ、ダウール、ソロン

などの各民族兵士を移転し、フルンボイル草原に駐留させた。中華人民共和国の建国に伴い、漢

民族、モンゴル族、ダウール族の一部が前後して大興安嶺の東または南の地域からバヤンチャ

ガン・ソムに移住し、地元の民族的特徴がより多元化になった。そして、国家政策や地方政府の

影響により、バヤンチャガン地域では民族間の交流が深まり、民族間の関係が更に緊密になり、

その結果、民族間結婚が生じた。

キキーーワワーードド:中華人民共和国建国初期、バヤンチャガン地域、民族間結婚

中華人民共和国建国初期、バヤンチャガン地域はダウール族とエヴェンキ族が多数を占め、

モンゴル族や漢民族と共存する多民族地域であった。長期にわたる交流により民族間の交流が

深まり、民族間の関係が更に緊密になり、その重要な現れの一つが民族間結婚である。バヤンチ

ャガン地域における民族間結婚は、当初はエヴェンキ族とダウール族の間の結婚が主としてい

た。しかし、モンゴル族と漢民族の移住に伴い、民族間結婚はますます多様化した。近年来、民

族間結婚に関する研究は数多く行われているが、中華人民共和国建国初期の多民族地域におけ

る民族間結婚についてはほとんど研究されていない。本文は中華人民共和国建国初期の漢文、

モンゴル文公文書を基礎に、歴史資料、口述資料を結合し、中華人民共和国成立初期の典型的な

多民族共生区域「バインチャガン地域」における民族間結婚関係とその原因を探求した。

1.集集落落のの形形成成

清朝末期以来、モヘルト（現在のバヤンチャガン・ソム）は、駐屯のために移ってきたダウー

ル人とソロン（エヴェンキ）人が生息する場所となった。『清実録』によれば、

「軍機担当大臣等は上奏日の討議に従って回答する。黒竜江将軍のジュエリヘらによる

『モンゴル文化研究』第 5号（2023）：95-110 
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と、ダバハ氏やボルベンチャ氏らはフルンボイル付近のジラマタイ川の川口を視察した。
土地が広く、水と草が非常によく、樹木が茂っており、畑を作り、城を築くことができる。
ソロン、ダフエル、バルガ、オロチョンから 3,000人の兵士を選んでその地に移転し、彼ら
を 8 つの旗に編成してください。左翼は築城地からロシアとの境までの間を遊牧し、右翼
はハルハ川で遊牧する。合計 50佐領に編入し、それぞれ佐領 1人、騎馬校尉 1人配置する。
旗ごとに、副総管を 1 人ずつ配置する。総管の印章を鋳造して発給する。筆帖式（ビトヘ
シ。書記官。満洲語 bithesi）1２人を置く」[1]。

ここから、ソロン（エヴェンキ）人とダウール人は、雍正 10年（1732年）に清政府の国境警

備の需要で、大興安嶺の東のブトハ地域から初めてフルンボイル高原に移住したことが分かる。

今回は合計 3,000名の兵士で、ソロン（エヴェンキ）人 1,636名、ダウール人 730名、残りはオ

ロチョン人とバルガ・モンゴル人で、左右両翼に分かれて 8つの旗に編成された。このうち、左

翼の鑲黄旗と正白旗の二つの旗の駐屯地は、東はザトン川から西はイミン川まで、南はシニ川

東岸から北はハイラル川までの間で、2 つの旗には合計 250 世帯[2]が配置された。このことか

ら分かるが、その中のモヘルト（現在のバヤンチャガン・ソム）はソロンの鑲黄旗と正白旗の領

地であり、当初はソロン（エヴェンキ）の将兵の遊牧地であった。ソロンの鑲黄旗は第一佐内に

いた少数のダウール人を除いて、残りは全部ソロン・エヴェンキ人だった[3]。

「黒竜江将軍上奏書」によると、

「ダウールは昔から定住と農耕に慣れており、移住先に行くのは壮丁に限られ、住宅を
建て、耕作をして、生活できるようになった後、彼らの妻や家族を移住させる。」[4]

フルンボイルに移住した 4 つのグループのうち、ダウール人は農耕を主としているほか、エ

ヴェンキ人とモンゴル人は皆遊牧を主としていた。フルンボイル地域では霜のない期間が短く、

栽培には適していない。話によると、ダウール人はホームシックに陥り、切にブトハの故郷に帰

りたがったため、朝廷から支給された穀物を炒めてから種として蒔いたので、試験栽培は何度

も失敗したという[3]。

『清実録』によると、

「軍機を取り扱う大臣などについて。ソロン総管のボルベンチャらの奏によると、フル
ンボイルなどでは、今年植えられた土地は干ばつで不作だ。来年多く栽培するなどと……

 
1 清朝の各機関に設置された官職で、主に満州語やモンゴル語の文書を記録または翻訳する書記。 
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雍正 10年秋 9月乙巳」[5]

穀物に依存していたダウール人は適応できなかったため、乾隆７年（1742年）に 26佐のダウ

ール人が故郷のブトハに送還されたが、ソロン部は依然として左右翼の八旗に編成された。

乾隆 7年（1742年）、フルンボイルに駐屯していたダウールの兵士の一部が故郷に送還された

とき、ゴボル・ハラ2・マンナ・モクン3のクイスとオラ・ハラ・デントコ・モクンのファンチャ

ブは職務のため戻れず、家族と一緒にフルンボイル地域に滞在して生活した。クイスはゴボル・

ハラ・マンナ・モクンの 9代目であり、ソロン族左翼鑲黄旗第一佐内に編入された。ファンチャ

ブはオラ・ハラ・デントコ・モクンの 8代目であり、ソロン左翼正白旗第一佐内に編入された。

この 2人はハイラル地区のマンナとデントコ・アイリ(モクン)の祖先となり[6]、ハイラル・ダウ

ール族(qailarčiyn)と呼ばれ、最初に南屯地域に定住した。しかし、南屯の人口の逐次拡大と牧場

の圧力に伴い、デントコ・モクンとマンナ・モクンの一部の人がモヘルト(Mekertü)屯を設立した

[7]。モヘルトという名前は「車軸」に由来し、車軸はダウール語で「Tergenmer」と呼ばれ、最

初にここに定住したダウール人の「オラ・ミャオスブ」がこの地を通ったときに車軸が突然折れ

たことから名付けられたという[6]。最初にモヘルトに移住したオラの 5 世帯は、それぞれ

「Orgüger、yekeger、emün-e ger、daγur ger、šineken ger」4でした。

『モヘルト学校の歴史』によると、

「清朝時代、モヘルト川流域には遊牧し、辺境を守るエヴェンキ族の将兵がいたが、同
治元年（1862年）まで固定の集落は形成されなかった。最も初期のモヘルト集落はオラと
ゴボルの 2つの姓を持つダウール族移民によって構成されており、同治 3年（1864年）、ソ
ロンの左翼正白旗章京オラ・ミャオスブは故郷のブトハに戻ることを決意し、4人の息子と
その家族を率いて、モヘルト西部の山を通ると、前方に花園のような広い空間が現れ、人々
がこの美しい景色を楽しんでいたとき、ミャオスブの乗っていた車の車軸が突然折れたた
め、そこで天意に順応して、モヘルトに家を建てて定住した。こうしてミャオスブとその 4

人の息子はモヘルトのオラ氏の五世帯となった。同時に移ってきたのはオラ氏の近親者で
あるゴボル氏の 3世帯がいた。その結果、合計 8世帯がモヘルトに定住した。ゴボル氏は

 
2 ハラ:ダウール人は古代の父系氏族を「ハラ」と呼ぶ。これは、同じ父方の祖先の子孫で構成される血縁
集団である。ダウール族には「ジンチリ」、「オラ」、「モルデン」、「エネン」、「ゴボレ」などのハラがあ

り、これらは出身地の名前に由来するといわれている。 
3 モクン：人口の増加に伴い、古代の氏族組織であるハラから分化した「モクン」と呼ばれる新しい氏族組
織が誕生し、各ハラは複数のモクンに分かれた。ハイラル・ダウールはモクンを「アイリ」と呼んでい

る。 
4 回答者:オトさん、男性、67歳、著者は 2021年 5月 22日にフフホト市で彼にインタビューした。 
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ソロン族左翼鑲黄旗副総管の栄禄（明苟）氏で、職務の関係で南屯からザルムタイに移り
住み、木の板で作った家を建てた（当時ザルムタイの牧民は定住せず、遊牧生活を送って
いた）。1902年に中東鉄道が開通後、ロシア人はフルンボイル地区に頻繁に出入りするよう
になり、ある日の深夜、ロシアのコサック人が明苟一家の夏キャンプのパオに侵入し、財
産を悉く強奪しただけでなく、栄禄夫人と一子一女を虐殺した。これにより、比較的に危
険な鉄道の近くを離れ、夫人の実家のあるモヘルトに移住した。その後、彼の近親者の郭
文海、郭東太など 2世帯もモヘルトに移住した。」

このように 11世帯が集中して住むことで、現在のモヘルト・ガチャの雛形が形成された[8]。

乾隆 7年(1942年)から 1931年まで、ハイラル地域のダウール人の居住地と行政区画は基本的に

変わっておらず、中華民国時代にここはモヘルト屯と呼ばれた。1932 年、モヘルト屯にオラ・

ハラ・デントコ・モクン 8世帯、ゴボル・ハラ・マンナ・モクン 8世帯、合計 16世帯あった。

当時のダウール人は大家族制だったので、一世帯あたり 8 人程度とすると、合計 128 人であっ

た[9]。

ソロンの鑲黄旗と正白旗はソロン・エヴェンキ人が多く、モヘルト屯の近くにエヴェンキ人

を中心とした「ザグダモダン（Jaγdamodun）」と「アラタンオシテ（AltanoSiti）」という 2つの集

落が形成された。ザグダムダン5は清朝の雍正時代に形成され、ソロン左翼鑲黄旗の 2つの旗の

遊牧地であり、最初はソロン・エヴェンキ・トケトン氏を主とした。アラタンオシテ6（形成時

期不明）の所在地は、ザルムタイ、ジラマタイ、ザラマタイなどとも呼ばれる。ジラマタイ川（現

在のザラムタイ川）の川口は、「土地が広く、水と草が非常によく、樹木が茂っており、畑を作

り、城を築くことができる」[1]ため、駐屯地となった。それ以来、ザルムタイはソロン・エヴェ

ンキの兵士が駐屯する重要な駅となった。フルンボイルに駐留していたソロン八旗の兵士はこ

こに集中してから、逐次に各地に分散された。ハヘリ・テグイハヘ氏は終始この地を離れなかっ

たため、踏襲してエヴェンキ集落となった[10]。

1933年 7月に元の正白旗の範囲内にモヘルト・ソムが設立された[10]。その結果、モヘルト、

ザグダムダン、アラタンオシテの３つの集落がモヘルト・ソムの管轄となった。1948 年にモヘ

ルト・ソムとテニヘ・ソムが合併したが、双方は命名について論争があったため7、バインチャ

ガン・ソム（巴彦査干）8に変更された。1949年、元のテニヘ・ソム地域は陳バルガ旗に編入さ

 
5 エヴェンキとは「樟子松のはずれ」を意味する。 
6 モンゴル語で「小魚のいる場所」という意味で、川には小魚がたくさんいることから名づけられた。 
7 命名には 2つの説があり、1つは 2つのソムの間にある山の名前に由来すると言い、もう 1つは caγanが
正白旗の「白」という単語を残しており、バヤンはその豊かな意味から取られたものであると言う。 

8 バインチャガンを中国語で「巴彦嵯崗」と書くが、ここで「巴彦査干」と書いてある。
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れ、元のモヘルト・ソム地域は依然としてバヤンチャガン・ソムと呼ばれ、ソロン旗に所属して

いた。1958年にバヤンチャガン公社に変更された。1960年 2月 16日にバヤンチャガンがダヤ

ン馬場に合併された。1962年 1月 1日に独立し、相変わらずバヤンチャガン・ソムと呼ばれて

いる。

2.人人口口移移動動

清政府は度々兵士を各地の戦争に参加させ、そしてダウール人の一部は元の地へ送還された

ため、雍正 10年（1732年）から 1923年の間にソロン部の人口はほとんど大きく増減しなかっ

た。同時に正白旗と鑲黄旗に属するモヘルト地域（現在のバヤンチャガン）も、基本的に大きな

人口の変動がなく、比較的人口が少なく、男女割合が同じ程度の地域であった。これは 1923年

の人口統計データから見ることができる（表 1）。

表 1 1923年の人口統計

部 旗 世帯 男 女 総人口

ソロン部

正紅旗 164 281 235 516

正黄旗 338 793 595 1388

正白旗 95 283 224 507

鑲紅旗 37 83 68 151

鑲黄旗 74 214 196 410

鑲藍旗 46 92 95 187

出典：エヴェンキ族自治旗年代記編纂委員会編纂:『エヴェンキ族自治旗年代記』[11]

モヘルト・グドフ、福明泰（フー・ミンタイ）らの啓蒙者が教育を重視し始め、新式学校を設

立し、各地から各民族の教師を招聘することに伴い、人口に変化が起きた。しかし、地元以外の

教師は最終的には故郷に戻ったり、モヘルト（バヤンチャガン）の学校を辞めたりしたため、中

華人民共和国の建国まで、モヘルト地域は基本的にソロン族とダウール族が多数を占め、他の

民族は少数しかいなかった。

1949年 10月 1日、中華人民共和国が成立し、中国は新たな段階に入った。中国北部の国境と

して、フルンボイルの統制は非常に重要である。フルンボイル地域の 4 つの牧畜業旗の 1 つで

あるエヴェンキ族自治旗は、天然の牧畜業優勢地域であるため、一連の改革を実施した後、ソロ

ン旗の人口にも変化があった。

1948年 9月、フルンボイル盟遊牧地域第一回ナーダム大会で、中国共産党の「人畜両旺」方

針と、「分けず、争わず、階級を画さず」、「牧工牧主両利」などの政策を伝えてから、ソロン旗
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は民主改革を実施し、牧畜地域における民主改革を通じて封建的特権を廃止し始めた。民主改

革の時期とは、新旧の勢力の間で権力が移譲される過程である。中国共産党の指導の下、フルン

ボイル地域は国民党の勢力が駆逐されて解放されたが、地域の解放に伴い、一刻も早く新たな

革命勢力を樹立することが急務となっていた。その後、一連の人事異動が行われ、中国共産党は

大量の革命幹部をここに派遣して、党の関連方針政策をよりよく実施し、牧区経済を発展させ

た。そこで、1949年 5月から幹部の任免・異動・採用に関する一連の措置が始まった。これら

の任免・異動・採用された人員は当時、「新戦力」の異動と呼ばれていた。区外の幹部の出所は

主に山東省、河北省などで、区内ではフルンボイル盟近くの盟・市の人員異動とソロン旗の内部

異動であった。その中で、最も大きな割合を占めたのは、旗内の各郷、鎮、ソムの間の相互人員

異動であった。漢民族の住民の多いソム、バグ9では、漢民族の住民を管理するために漢民族の

専門幹部を起用していた[12]。1949年にバインチャガン・ソムダ（ソム長）はソロン旗にバグダ

の再委任に関する申請を提出した：

「これまでのソム内の各バグダはすべて民主的に選出されており、理論的知識や思想の
高さが不足し、民主的な仕事や学習を組織する面では散漫で、実際の進歩がなかったため、
今回はバグの組織方式について以下の調整を行った。元ザグダムダン・バグダを任免し、
旗内の訓練を受けた新しい同志をバグダに任命する」[13]

「新勢力」の人事異動には、幹部や教師等のほかに、特に「新勢力」と呼ばれる技術者もお

り、彼らは様々な訓練を通じて技術や理論を学び、訓練終了後、必要な所に派遣され、旧勢力の

撤退した職場を埋めた。「新勢力」の加入により、現地の旧来の関係に影響が生じ、民族間の交

流も深まった。1949年 8月、バヤンチャガン・ソムダ10はソロン旗の旗長に次のような申請を提

出した。

「古い縫製工の任免と新規縫製工の採用に関する報告については、ソムの元縫製工であ
るチムゲ同志を任免し、1949年 4月にウランホト供銷合作社の訓練を受けた新勢力の小栄
（シャオロン）同志をソムの新しい裁縫工に任命する。その仕事はソム裁縫工と供銷合作
社の手伝いである。」[13]

各ソムは実際の需要に基づいて旗政府に「新勢力」の任命・派遣を申請し、旗政府はそれをフ

ルンボイル盟政府に提出して承認してもらう。フルンボイル盟政府は第 15号公示でソロン旗の

 
9 1948年 2月、ソム集落の基礎組織であるバグが正式に設立され、その機能は集落政府と同等でした。 
10 ソム（郷鎮）政府から任命されたガチャ（集落）管理者。 
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新勢力の任免申請を承認した。幹部の異動とは異なり、「新勢力」の異動は重要な官職ではなく、

多くは必要不可欠な末端技術職である。1949年にバヤンチャガン・ソムには合計 6名の新勢力

が異動し、その中にはバヤンチャガン学校に異動した教師 3 名と医療従事者 1 名が含まれてい

た。中華人民共和国成立後に人々の思想は解放され、男女平等が提唱され、女性も新勢力とし

て、各地からソロン旗に異動した。1950年のソロン旗の新勢力異動には、医療関係者 10名、安

全保障 1名、婦人連合会スタッフ 2名、供銷合作社の従業員 2名を含む合計 25名がいた[14]。

ソロン旗の 1946年の人口を基数とし、1947年から 1949年の人口増加率はそれぞれ 29.83%、

31.92%、30.93%であった。1949年から 1951年までの間、一部の従業員の異動と一部の盲目流入

人口(現地では盲流と俗称)により、人口増加が加速した。ソロン旗に転入した従業員は盟内の流

動のほか、当時発展が速く、距離が近い興安盟地域が主な源となった。回答者はこう話した11。

「1950年代初期、我がソムのソムダとその秘書は何れも興安盟から異動されたモンゴル
人幹部であった。彼らは我がバヤンチャガンの最初のモンゴル人で、現在のソムのモンゴ
ル人は彼らの子孫である」

このことから、中華人民共和国建国初期、バヤンチャガン・ソムの興安盟からのモンゴル族

移民は幹部の異動によって移入されたことがわかる。通常、幹部が赴任した後は妻子を赴任地

に迎え、現地のモンゴル人の割合を増やすとともに、生産、生活、学校環境においても現地原住

民との接触が確立されるようになった。

1952年の内モンゴル自治区人民政府の小学校臨時授業料制度において提案された無給の「新

勢力」人員の子女の授業料免除に関する規定によると、バインチャガン学校は上級の要求に基

づいて新勢力人員の子女の授業料免除を行い、政策上の措置を通じてこの地域に来た「新勢力」

に実益を享受させた。これは間違いなく現地の「人材導入」の有効な方法でもあった[15]。

1952年にソロン旗政府は盲目流入人口を排除したため、1949年から 1951年までずっと増加

してきた人口が減少する特殊な状況が現れ、これも外来人口の多さを示していた。1954年以降、

盲目流入人口はまた大量に増加し始め、他の民族の安定した成長に比べて、漢民族は 1954年か

ら 1957年までの間に急速に成長した。これでも分かるように、盲目流入人口は漢民族を主とし

た（表 2）。

 
11 回答者:オトさん、男性、67歳、著者は 2021年 5月 22日にフフホト市で彼にインタビューした。 
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表 2 ソロン旗 1949年から 1966年までの人口統計
年 総人口 エヴェンキ族 ダウール族 モンゴル族 漢民族 ほか

1949年 6269 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
1950年 6525 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
1951年 6845 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
1952年 6215 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
1953年 6399 2307 1171 2587 314 20
1954年 7458 2482 1363 2930 662 21
1955年 8098 2508 1460 3123 962 25
1956年 8124 2484 1645 3341 642 22
1957年 9426 2547 1869 3697 1265 48
1958年 10533 2558 2345 3816 1764 52
1959年 13187 2682 3020 4363 3025 97
1960年 21067 3291 8225 5791 8225 186
1961年 24180 3155 4165 6412 10196 253
1962年 19381 3242 4005 5973 5945 216
1963年 18306 3412 4313 6316 4069 196
1964年 19015 3574 4365 6530 4337 209
1965年 19994 3661 4620 6851 4648 214
1966年 20898 3803 4834 7085 4930 246

出典：エヴェンキ族自治旗人民委員会統計部門：「1946年から 1966年までのエヴェンキ族自治旗の統計資

料集計」[16]。

1959年から 1961年までの間、エヴェンキ族自治旗はエヴェンキ族を除いて、他の民族は何れ

も急速に成長した。「3年間の自然災害」の間、農地が数年連続で大規模な自然災害に見舞われ、

食糧不足が生じたため、物産資源が比較的豊富なフルンボイル草原に一部の被災者が移動して

きた。主に興安盟のモンゴル族、チチハル地域のダウール族、東北三省の漢民族に由来してい

た。1962 年、エヴェンキ族自治旗の総人口は再び減少傾向を示し、エヴェンキ族のみが増加を

維持し、他の民族の人口は何れも減少した。災害が終わった後、故郷の畑は再利用できるように

なったため、一部の人は故郷に戻った。1963年から 1966年まで人口に大きな変化はなく、着実

な増加傾向を示した（図 1）。
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図 1 ソロン旗 1956年から 1964年までの人口統計

出典：エヴェンキ族自治旗人民委員会統計部門：「1956年から 1964年までのエヴェンキ族自治旗の統計資

料集計」[17]

『1946 年から 1956 年までのエヴェンキ族自治旗統計資料集計』[18]の統計データによると、

1946年から 1956年までの間にバインチャガン・ソムの人口はソロン旗人口の発展を背景に着実

に増加し、1957 年に盲目流入人口とダヤン牧場設立初期のため、バヤンチャガン・ソムの人口

は大きな増加傾向を示した。

1958年に、バヤンチャガン・ソムは元のバヤンチャガン範囲内にダヤン牧場を設立した。国

営農場・牧場の設立も、地元人口増加の重要な要因となった。図 3からわかるように、1958年

にバヤンチャガン・ソムとダヤン牧場の総人口が大きく増加した。1960 年にバヤンチャガン・

ソムがダヤン牧場に合併されてから人口は急増し、4,496 人に達した。特に 1961 年になると、

人口は数年来の最高水準に達したが、多くは漢民族であった。しかし、1962 年の「閉荒還牧」

後、国有農場は解散され、326世帯 2,191人が転出した結果、1962年から 1963年までの間に人

口は連続的に減少したが、ダヤンに転入した漢民族労働者は依然としてかなり高い割合を占め

ていた。1963年末の人口統計では、漢民族人口はダヤン牧場の 62%強を占めていた。1964年か

ら別々に人口を統計し始め、ダヤン種馬場範囲は 358世帯、1651人であり、バヤンチャガン・

ソムは 152世帯、607人であった。1965年から 1966年まで、バヤンチャガン・ソムの人口はあ

まり変化せず、安定した増加傾向に戻った。回答者はこう話した12。

12 回答者:オトさん、男性、67歳、著者は 2021年 5月 22日にフフホト市でインタビューした。
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「以前はバヤンチャガン・ソムの面積は非常に広く、今のダヤンも以前はバヤンチャガ
ンに属していたが、国営農牧場を設立した時に分けられた。当時は漢民族がたくさん来て
いて、私たちのところからも牧畜民が行って働いていて、ダヤンに残る人もいた。」

調査によると、ダヤンに移住した一部の労働者は仕事の都合でダヤン地域に定住した。その

中で漢民族の労働者の割合が最も高いので、ダヤンの人口の過半数は漢民族であった。『エヴェ

ンキ族自治旗の統計資料集計』のデータから、1964年には漢民族が総人口の 82.2％を占めてい

たことが分かる。その後の人口統計ではエヴェンキ族が 0.39%、ダウール族が 2.02%、モンゴル

族が 4.57%占めていた[19]。少数民族の割合の増加により、社会の発展に伴い、人員の移動がま

すます頻繁になっていることがわかる。

国家政策の影響を受けて、ソロン旗の人口は変化したのは明らかである。その中で、幹部の

導入と「新勢力」の人員の異動は、バヤンチャガン・ソムに大きな影響を与えた。建国初期にバ

インチャガン・ソムにきたモンゴル族と漢民族は基本的に幹部と「新勢力」人員の異動に属して

いた。彼らはバインチャガン・ソムに入り、地元の幹部や牧畜民と頻繁に接触し、民族間の交流

を深めたため、民族間結婚の可能性を高めた。

3.民民族族間間結結婚婚

多民族が集中するバヤンチャガン地域は他の地域に比べて、民族間結婚という問題において

より古い歴史とより大きな包容性を持ち、多元化の特徴もある。バインチャガン・ソムの民族間

結婚の中で、エヴェンキ族とダウール族の結婚は最も一般的で、そして割に安定である。新中国

成立後、漢民族とモンゴル族の逐次移住に伴い、民族間結婚はますます多元化してきた。民族政

策、人口流動、教育環境、多民族文化などの要素の影響で、民族間結婚が頻繁に行われるように

なった。

まず、国家の実施する民族政策により、少数民族は就学、出産、就職など多くの面で優遇され

ており、またエヴェンキ族自治旗のエヴェンキ族にも多くの面で優遇を与えているのも、民族

間結婚率を増加させる理由となった。回答者はこう話した13。

「私はエヴェンキ族で、夫はダウール族です。ここではエヴェンキ族はダウール族と結
婚していることがとても多いです。夫は、どちらの民族になってもかまわないと言ったが、
エヴェンキ族はいろいろ優遇があるため、2人の子供は私と同じくエヴェンキ族にした。私

 
13 回答者:ジマさん、女性、68歳、ソユレトさん、男性、67歳、筆者は 2020年 12月 3日に南屯で彼らを
インタビューした。 
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の妹は漢民族に嫁ぎ、彼女の子供たちもエヴェンキ族です。エヴェンキ族はいろいろ優遇
があるから。」

バヤンチャガン・ソムで行われた第 3 回国勢調査によると、エヴェンキ族との結婚を選択し

たダウール族、モンゴル族、漢民族のほとんどが、自分の子供をエヴェンキ族にしていることが

わかった。ダウール族と結婚したモンゴル族や漢民族のほとんどが、自分の子供の民族類別を

ダウールにすることを選択している。モンゴル族と結婚した漢民族の子供たちの民族類別はほ

とんどモンゴル族である。もちろん少数の例外として、子供の民族類別が父親側に従うことも

ある[20]。

次に、バヤンチャガンでの学校教育が多言語で行われていることも、民族間結婚率増加の理

由の 1つである。石屋学堂（バインチャガン学校）は宣統 2年(1910年)の設立以来、多民族、多

言語の教育機関である。学校設立の初期には、嘗てフルンボイル副都統衙門で筆帖式を担当し

ていたソロン（エヴェンキ）人のトクデングイブが生徒に満州語を教えていた。その後、グイブ

先生の提案で、モリダワ旗からダウール人のへシブ先生を招いて漢文の授業を行った。1920 年

にグドフ先生はラテン語のアルファベットに基づいてダウール文字を創り、モヘルトで試行教

授してそれを普及させようとした。1931 年にチチハルから東北蒙旗師範学校卒業生の敖淑雲、

ウユント姉弟をモヘルト学校（バインチャガン学校）に招いた。清末、民国時代のバインチャガ

ン学校は各地から教師を招いて多言語教育を行い、相互に言語を学ぶ機会を増やした。

中華人民共和国の建国以来、バヤンチャガン初級小学校（バヤンチャガン学校）で、生徒の民

族類別がより多元化し、モンゴル語と中国語のバイリンガル教育を実施した。1949年には、4学

年に 67名の生徒がおり、その内ソロン(エヴェンキ)の生徒 23名とダウールの生徒 44名であっ

た;1950年には、ダウールの生徒 28名とソロン(エヴェンキ)の生徒 12名であった;1951年には、

ダウールの生徒 42名、ソロン(エヴェンキ)の生徒 16名と漢民族生徒 1名であった。その後、漢

民族、満州族、オロチョン族、モンゴル族の学生が徐々に加わった[21]。エヴェンキ族とダウー

ル族は独自の文字を持たず、モンゴル人と雑居しているため、モンゴル語で教えることに慣れ

ており、後に中国語も加えられた。学生の数が増えるにつれて、モンゴル語、中国語の基本的な

書き方、日常的な言葉を身につける人も増えてきた。その結果、バヤンチャガン地域のあらゆる

民族の遊牧民は、エヴェンキ語、モンゴル語、中国語、ダウール語を多かれ少なかれ習得し、基

本的にバリアフリーの日常交流を実現することができ、それによって各民族間の結婚を促進し

た。

第三に、バインチャガン地域のダウール人、エヴェンキ人はハラ内で結婚してはならない習

慣も民族間結婚率を高める理由となった。中華人民共和国の建国前、バヤンチャガン・ソムに住

むダウール、エヴェンキ、モンゴルなどの各民族人民のほとんどは、両親の決めた婚約によって
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結婚し、民族内の結婚習慣に従わなければならなかった。ダウール族のハラ内での結婚は認め

られず、一部の異なるハラ間での結婚も禁止されていた。同時に、モクン内での結婚も禁止さ

れ、そしてダウール族の異なるハラの間に近い血縁関係がある合は同世代間での結婚はできず、

新中国になるまではダウール族は等輩婚を維持していた。『ダウール族社会歴史調査』によると、

ダウール族は族内の同じハラ・モクンでの結婚を禁止しているほか、エヴェンキ族の一部のハ

ラとの間の結婚も禁止されている。例えば、ダウールのオラ・ハラとエヴェンキのソドル・ハラ、

ダウールのウォレ・ハラとエヴェンキのウォレ・ハラ、ダウールのグオベレ・ハラとエヴェンキ

のデュラル・ハラ、エヴェンキのナックタ・ハラとダウールのオラ・ハラ、エヴェンキのバイグ

レ・モクン（オラハラに属する）とダウールのオラ・ハラなどは結婚できない。エヴェンキ人以

外の民族間結婚には制限はない[22]。エヴェンキ族もダウール族と同様に、同姓同士では結婚で

きないが、親族内で結婚できる点が異なる。他の地域に嫁ぐよりも親族内で結婚した方が便利

だとの考えがある。そのため、兄弟の娘が姉妹の息子と結婚し、兄弟の息子が姉妹の娘と結婚す

るのが一般的であり、結婚した娘が自分の娘を実家に嫁がせることを「骨返し」と呼ばれる。姉

妹の子供の間、姓が違う場合は結婚でき、逆だと結婚できない[23]。同じハラ同士の結婚が禁止

されていたため、異なるハラのダウール人、エヴェンキ人、モンゴル人、漢人がバヤンチャガ

ン・ソムに移住した際、民族間結婚が新たな選択肢となった。

最後に、中華人民共和国成立後、結婚自由の概念が徐々に確立されてきたことも、民族間結

婚率の増加の理由となった。親の命令にとらわれず、仕事や生活の中で好みの結婚相手に出会

うことができるようになった。多民族地域に住む人々は、異なる民族に対してより簡単に包容

することができる。回答者はこう話した14。

「1974年に私は帰郷知識青年としてモヘルト東隊で働き、その後、夫のソユーロトと自
由恋愛で結婚しました。ここでダウールとエヴェンキが結婚していることが多く、両親は
何の不満もなく、結婚するときも特にこだわりはありませんでした。私の妹が漢民族と結
婚するとき、最初は両親は少し嫌がっていましたが、しょうがないじゃないですか。彼女
自身が好きなので結婚しました。だんだんと両親も受け入れました。」

本文で、民族間結婚の原因を分析した上で、バインチャガン・ソムの第 3 回国勢調査資料に

基づき、バインチャガン・ソムの各時期の結婚の変遷状況を通じて、人口変動の原因と多民族地

域の民族間結婚の実態を探求した。長期にわたる結婚の変遷状況を考察し、より科学的な結論

を得るために、1930年から 1979年までのバインチャガン地域の各民族の結婚状況を考察してみ

 
14 回答者:ジマさん、女性、68歳、ソユレトさん、男性、67歳、筆者は 2020年 12月 3日に南屯で彼らを
インタビューした。 
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た。

図 2によると、中華民国時代の 1930年から 1948年まで、バヤンチャガン・ソムには 33組の

夫婦がおり、エヴェンキ人とモンゴル人の間で結婚した１組のほか、すべては同民族の間で結

婚したことが分かる。これで分かるが、当時の各民族の結婚に対する見方は比較的保守的で、同

民族の間でも結婚の需要が満たされていた。しかし、民族間結婚も行われており、この地域は清

朝以来の多民族集落であり、ダウール、エヴェンキ、オルト・モンゴル族が隣接したり混在した

りして、民族間結婚の条件があった。

図 2 1930年から 1979年までのバヤンチャガンにおける結婚状況

出典：バヤンチャガン・ソム政府：「モヘルト・ガチャ（東隊・西隊）第 3回国勢調査」資料[25]。

1949年から 1960年の間、依然としてダウール族、エヴェンキ族、モンゴル族の間で結婚して

いたが、モンゴル族の出所地域は変わった。もともとエヴェンキ旗に住んでいたモンゴル族の

ほか、主にジュリム盟、興安盟などの大興安嶺以南地域から仕事の需要、大学卒業後の配属、資

源開発による労働者募集、親戚や友人に頼るなどの理由で移住してきたモンゴル族が増加した。

モンゴル族の姓、名前は「包双喜」などのように漢化した形式を呈しており、これは農耕化され

た嶺南モンゴル人15の命名の特徴に合致している[24]。1949年に新中国が成立した初期のバイン

15 嶺南モンゴル人:20世紀半ばに興安連盟、ジュリム連盟、および大興安嶺の南のその他の場所から移住し
始めた農業モンゴル人。彼らは先住民族の間で一般に「ゴドゥン・モンゴル人」（oγodung mongγol）、「ハ
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漢・漢
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チャガン小学校ではモンゴル語の授業を設置し、モンゴル族の生徒もいて、言語交流、文化融合

のために基礎を築いた。同じ時期に、漢民族が商売や労働力の補充のためにモヘルト・ガチャに

来る一方、バヤンチャガン・ソムの他の 2 つのガチャでは漢民族との結婚が行われていた（図

2）。

1961年から 1970年の間に 18組の夫婦が誕生し、そのうち 14組は同じダウール族の間で結

婚した。バヤンチャガン・ソムにはもともと「敖」、（オラから由来）と「郭」（ゴボルから由来）

姓のダウールしかなかったが、「三年間の苦難時代」や「文化大革命」の影響で一部のチチハル・

ダウール人16が現地に流入し[6]、その後、同じダウール族の間で結婚するケースが多く発生した。

例えば、現在ガチャ内で一定の割合を占めている「沃」姓は、その間にチチハルから来たダウー

ル族である。

1971年から 1979年の間、各民族の間の結婚はますます平均化され、さまざまな民族間結婚が

次々と出現した。バヤンチャガン・ソムに小学校があり、就学が割と便利なので、知識青年が農

村に下放された時、上海、天津、河北、遼寧などから来た知識青年だけでなく、一部の帰郷知識

青年もいた。外部から来た知青はほとんど残っていないが、帰郷した知青や一般の村人は地

元の人と生活する過程で互いに学び、コミュニケーションを取り、民族間結婚のための言語基

礎を築いた。

結論 
各民族の結婚は歴史文化の伝統、周辺民族の影響と社会発展の共通の産物である[26]。バイン

チャガン地域は集落が形成されて以来多民族の居住地であり、中華人民共和国成立後の政策的

人員導入と自発的人口流入でその民族構成をより多様化した。多民族が混在する地域であるバ

インチャガン・ソムは、民族間結婚に対して包容性と普遍性を持っている。そのため、バインチ

ャガン・ソムの多くの家庭では異なる民族類別がよく見られる。民族間結婚は異なる民族のメ

ンバーが一つの家庭に溶け込む重要な方法であり、これらの家族のメンバーは異なる民族間の

暗黙で微妙な交流往来の橋渡しの役割を担っている。本文の研究から、多民族地域の文化的背

景、学校教育、生産生活などは民族間結婚を促進する要因であることがわかる。

（オヨン、内蒙古師範大学・民族学人類学学院科学研究アシスタント）

（謝詠梅、内蒙古師範大学・民族学人類学学院教授）

 
ラチン・モンゴル人（qaračin mongγol、oγodung qaračin）」、「南省モンゴル人」、「嶺南モンゴル人」（door-
a γaǰar-un mongγol dooraqi mongγol）など呼ばれる。

16 チチハル・ダウール:チチハル市のダウール、一般に qotan Ciynとして知られている。 
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［研究論文］ 

モモンンゴゴルル諸諸語語統統一一表表記記 実実例例検検証証
Mongol vogsaatird iin nigdmel bichig bvodirt nvotlirlt

城吉 一徳（ Chimedseereng ）

【【要要旨旨】】

モンゴル諸語統一表記を実現する必須条件について、本学会誌第 2号 3号 4号にて；母音構

成、子音形態、表記案と正書基準「子音連結」の発表があったのである。概ね纏めると「①モン

ゴル諸語を統一するなら、まず文字を統一すること；②モンゴル諸語には言文一致表記システ

ムがあること；③正書法は簡易性があること；④表記システムが利便性があること；⑤音素表記

が他言語と捩じれ表記がないこと；」等である。今回の発表は正書法の観点から、五つの必須条

件を典型的事例で、どんな方法で実現しているかを文語実例の口語表記を展示しながら検証し

ていきたいと思われる。

検証一 文語５母音表記から６母音、７母音、１５母音表記を実現する方法と前舌母音表記の

実例と検証。

検証二  正書基準となる「子音連結」の実例と検証。

検証三  簡易表記案ただき台導出と検証。

モンゴル語の「文語」はモンゴル諸語の共通語となっている。文語の５母音音素文字にプラス

三つの半母音で、近代モンゴル諸語のあらゆる発音を表記できる「モンゴル語 言文一致表記法」

は、本学会の 2020年夏期会で発表し、「モンゴル文化研究」誌第二号に掲載している。文語発音

に多くの語学的音韻変化があって、「前舌母音」「弱化母音」「半母音」「口蓋化子音」等があって、

発音が各方言間も差異が存在しているので、「半母音で語学変異表記する」ことで、文語音素 5

母音体制を保持しながら発音の違さを表記できたのである。モンゴル諸語の発音表記も半母音

の有無で 5母音、6母音、7母音、15母音表記ができて、語源の５母音と半母音との関係で容易

に音韻確認できるのである。

  「文語 ᠴᠠᠰᠤの発音が tsas jhas shas chas等があって、文字統一表記が tcasにする」話が有名な話

である。形態音素の観点から文語 ᠴᠠ の頭子音を tc ch に分けて、文語 ᠵᠠの頭子音を jz jhに分け

ることで諸語方言からも自分の方言で読めるようになり、諸語子音統一表記ができるのである。

キキーーワワーードド：： モンゴル諸語 言文一致 統一表記 半母音 子音連結

『モンゴル文化研究』第 5号（2023）：111-119 
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一、言文一致表記システム

モンゴル語中部方言単母音の発音は第一音節では常に明瞭に発音され、第二音節以降は著し

く弱化と脱落してしまうのである。この明瞭母音が７母音、弱化母音が 5 母音、脱落して音節

の必要性に応じる挿入母音が 3母音があって；更に前舌母音が 5母音、半母音 3母音で；音素

確認できる短母音が合計 23母音があるのである。この２３母音を文語 5母音と関連つけ、発音

の区別をつけ、表記ができれば、モンゴル語の言文一致表記ができたと言うことになるのであ

る。

実はこの表記案の初案ができているのである。本学会第６回で発表し、本学会誌第 4 号に掲

載しているのである。ここで文語実例をあげながら、口語表記案の確認をし、検証実施したいと

思われる。

検証① 基本母音７母音 弱化 5母音 挿入 3母音 表記法

挿入母音は音素である
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検証② 長母音表記法

検証③ 前舌母音表記法

..aaaabb  hhaammggaaaalliirrhh    

..eeeejj  iibbeeeehh  bbaaaattoorrrr  

..nniiiisslliirrll  hhiiiihh  nniiiiyytteell  

..bboorrooaann  bboorrooaalloorrhh  mmeeddeeee  

..vvaaoolliirrnn  ddoorr  vvoooohh  aaiiyyrriirrgg  

..hhuueerruulldduurrhh  hheeuuhheedd    

..uuuussiinn  hhvvooxxoooo  nniiyy  nnuuuuddiirrlltt      

ᠦᠦ
ᠦᠦ  ᠰᠰᠢᠢᠨᠨ  ᠬᠬᠤᠤᠰᠰᠢᠢᠭᠭᠤᠤ  ᠊᠊ᠤᠤ   ᠨᠨᠡᠡᠭᠦᠭᠦᠳᠳᠡᠡᠯᠯᠲᠲᠡᠡ       

ᠬᠥᠬᠥ
ᠭᠡᠭᠡᠷᠷᠦᠦᠯᠯᠳᠳᠦᠦᠬᠦᠬᠦ  ᠬᠡᠬᠡᠦᠦᠬᠡᠬᠡᠳᠳ     

ᠠᠠᠭᠭᠤᠤᠯᠯᠠᠠᠨᠨ  ᠳᠳᠤᠤ  ᠤᠤᠤᠤᠭᠭᠣᠣᠬᠬᠤᠤ  ᠠᠠᠢᠢᠢᠢᠷᠷᠠᠠᠭᠭ    

ᠪᠣᠪᠣᠷᠷᠣᠣᠭᠭᠠᠠᠨᠨ   ᠪᠣᠪᠣᠷᠷᠣᠣᠭᠭᠠᠠᠯᠯᠠᠠᠬᠬᠤᠤ  ᠮᠮᠡᠡᠳᠳᠡᠡᠭᠡᠭᠡ    

ᠨᠨᠡᠡᠢᠢᠰᠰᠯᠯᠡᠡᠯᠯ   ᠬᠢᠬᠢᠬᠦᠬᠦ  ᠨᠨᠠᠠᠢᠢᠲᠲᠠᠠᠯᠯ  

ᠡᠡᠵᠵᠢᠢ   ᠢᠢᠪᠡᠪᠡᠭᠡᠭᠡᠬᠦᠬᠦ  ᠪᠠᠪᠠᠭᠭᠠᠠᠲᠲᠤᠤᠷᠷ    

ᠠᠠᠪᠤᠪᠤ   ᠬᠬᠠᠠᠮᠮᠭᠭᠠᠠᠠᠠᠯᠯᠠᠠᠬᠬᠤᠤ    
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検証④ 半母音表記法

検証⑤ 母音表記法まとめ  本学会誌第４号発表内容より

 左上はキリル文字の７母音表記法、右下は 18 母音表記法となります。オレンジ色が音素子音

で 13＋3＝16子音、青色は頭子音表記案となります。

モンゴル語の口蓋化子音は必ず前舌母音に伴うので、母音＋ で前舌母音表記する

ことで、前舌母音と口蓋化子音を同時表記できて、一挙両得の効果が得られるのである。

それに半母音も複合母音の特質があって のような複合母音があるのである。

モンゴル語半母音の三つの特徴

 a.モンゴル語には接近音「硬口蓋接近音 [j]」

「 両唇接近音 [β̞]」「 両唇軟口蓋接近音[w]」

があって子音特質で母音追加し音節結成でき

ること。

 b. モンゴル語の３つの接近音が[i]母音と一体

化発音する時、母音特質で、y[ji] v[ʏ] w[ø]表記

し、単独音節形成し母音扱いできること。
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二、正書法の基準となる「子音連結法」

  本学会誌第 3号で発表した「モンゴル諸語統一表記 子音連結 」

マトリックス図の右半分が空欄になっているが、ソノリティシーケンス配列と逆順になる為、

新規音節発生欄となるのである。この時の音節母音が挿入母音 ir[ɚ]or[ɚ]ur[ɚ]で、文語脱落母音

a o u とリンクしていて、英語の曖昧母音と同じ書き方をしている。この発見でモンゴル語口語

の正書法が非常に易しくなって、上記グラフの 13子音の順番を覚えるだけで正書法をマスター

できるのである。

自然発音音節から連結子音確定、新規音節起点の確定で、正書が自然に確定できるのである。

この言葉の優先順位が自然発音と言っているのである、これが非常に大事である。

母母音音挿挿入入域域
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検証⑥ 口語正書シーケンス順  RL MNG BJH SX CDT 検証

暗記法： gerl eer ehilj; chydirｌt aar twgsuｒh; mongol iin bijhan sirx

子音連結法 実例検証  評価

a. 音声表記がキリル表記まで達成しているが、頭子音連結全体がまだ見えてないのである。

b. 第二音節以降は複文字子音ｋｈｇｈｊｈｃｈはできるだけ使わない設定が必要である。 

c. 自然発音音節から「連結法で音節表記を確定」できるので、素晴らしい正書法に成り得るの

である。但し最適性理論によれば：

   ・制約は優先順位があって、勝ち取った優先順位が残る。

   ・制約は違反可能である。

   ・制約は言語ごとに優先順位が異なる。

  モンゴル語にも子音連結法を違反する発音があって、上位ルールを優先する実例があるので

ある。

   例えば  gar＋ｂ＝garbとなるわけであるが、実際自然発音では

           gar＋ｂ＝garab となるのである。

  シーケンス優先順位より上位優先順位に何々があると明確化が必要である。
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三、諸語子音 IPA纏めと表記案ただき台導出と検証

検証⑦ 表記案簡易版  音素表記と頭子音特別表記 

言語の話し言葉は計り知れないほど遠い昔から人類の遺産である。モンゴル諸語方言の統一表

記はこの遺産を受け継ぐ「起承転結」の一環である。この仕事が始まったばかりで、研究創出す

るものが山ほどあるのである。それに提案された初期案に対し、改善し続けなければならない

のである。言語とはあらゆる仕事、事業の基本工具となるので、使いの利便性、変換の多様性、

表記のフレキシブル、用語の重みと濃密度等数え切れない程機能を備えなければならないので

ある。今日歴史的重荷を我々に与えているのである。時代はロボットの時代、デジタルに突入し
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ていて、我々は我々の文字とともに時代の流れについていかなければならないのである。我々

の文字も時代と共に発展しなければならないのである。

検証⑦実例 a  元朝秘史でホントはどんな発音してたでしょうか       

検証⑦実例ｂ
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モンゴル諸語発音の統一表記法について       

モンゴル諸語の発音を IPA 発音分析によると、同じ母音と認知していても発音差異が存在し

ていることが分かる。大事なのは同じ母音と認知していることと文語構造から同じ語源であっ

たことである。標準語とか方言とかを強調しなくて、文語語源からどうなっていたかを分析し、

標準表記法を狙って文字単語ごと標準表記法策定できることが大事である。この策定によって

どの方言でもこの単語を自分の方言で読めることである。逆に標準方言に発音まで統一すると

は真っ赤なウソであることに目を覚めるべきである。

自然言語の自然な発音を自然に表記してれば、表記ルールなんか必要ございません。人間と

は言葉あってこそ人間で自然なままにしましょう。

（独立研究者）
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［研究論文］ 

蒙蒙古古東東部部占占領領地地、、都都邑邑とと居居留留民民研研究究（（1931年年～～1945年年のの通通遼遼社社会会））
  

池田健雄

【【要要旨旨】】

通遼は通遼鎮と言われ、1912年 4月、達頼罕旗の卓利克得王が自己の負債を返還する為、荒

地の払い下げを行い、民国政府は白音他拉の西 2 キロの場所を中心とした区域を開発した。こ

れが通遼の市街区であり。此処に多くの商店は鄭家屯の支店など多くの商店が進出した。日本

人も 1915年末に 4戸、7名が暮らしていた。1927年に通遼は京奉鉄道の大虎山線から通遼間が

開通した。通遼は大通支線の敷設により繁栄した。市街は東西約 2 キロの土壁によって囲まれ

ていた。現地人人口 42,000人、日本人は 279人、朝鮮人 513人が居留していた。当地は農産物

及び獣毛皮革の大集散地であった。現地人も日本人も鉄道の開通に夢を膨らませた。療育も現

地人も初等教育や中等教育もそれなりに順調に行われようだ。日本人学校も父兄や満鉄、商工

会のバックアップである程度満足した養育ができた。文化・娯楽なども行われた。

キキーーワワーードド：卓利克得王、鉄道の開通、喇嘛廟莫林廟

前書き

筆者は 1930年代～1945年を中心に満洲国にあって、蒙古東部占領地と呼ばれた王爺廟、満洲

里の現地社会居留民社会を研究成果として発表してきた。2023年 6月に通遼の現地社会を中心

に隣接した庫倫旗と開魯の都邑と居留民研究を発表した。本来であれば今回は海拉爾を発表す

べきであるが日本に来ている内モンゴル出身者の多くが、通遼、赤峰と言われた西地区からで

あろうと痛感した。特に小ウラーンバートル1「北の大フレー（現ウランバートル）に対し、小

フレーと言われた」と言われた庫倫旗からの出身者との出会いが多く、小生も 1998年 7月に当

地を訪れ、庫倫旗蒙古族中学校にも訪問して、講話をした経験があります。処で満洲国蒙古に関

係する先行研究は 6月 23日に挙げたが、再度記述したい。内モンゴル研究の第一人者と言われ

る吉田順一氏は（1）120世紀初期における内モンゴル東部地域の遊牧の変容や（2）興安局の設

置・改編と興安四省実態調査、（3）20 世紀初頭における関東都督府陸軍部の東部内モンゴル調

査報告書、（4）日本人による内モンゴル牧畜関係調査報告書 5種類（6）日本人によるフルンボ

イル地方調査フルンボイル調査関係和文文献（7）戦前期日本のモンゴル関係記録類など多岐に

 
1 北の大フレー（現ウランバートル）に対し、小フレーと言われた。 

『モンゴル文化研究』第 5号（2023）：121-148 
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亘り研究成果を発表した内容を 2021年に『戦前期の内モンゴル東部と日本』にまとめて刊行し

た。また、中国史研究から塚瀬進氏は満洲国―民族協和の実蔵研究や、中国近代東北経済研究史

を発表している。広川佐保氏は 2003 年に内モンゴル 東部地域を対象として、清末以来、重層

的な権利関係が展開していた蒙地(モンゴ、ル の旗が置かれた地域)について検討することと、

これらの権利関係を単一化するため に、満洲国政府が実施した地籍整理事業について論じてい

る。女性の研究家の鈴木仁麗氏は 2012年に日露戦争を経て日本が勢力を伸ばした東部内モンゴ

ルが、満洲国に組み込まれて、興安省として成立する過程と、そこに暮らすモンゴル人に対する

満洲国の統治のあり方を、建国後の数年間までに時期を絞って考察した。

ここでは 1931 年までの通遼の歴史を振り返ってみよう。通遼の市街地は通遼鎮と言われ、

1912年 4月、達頼罕旗の卓利克得王が自己の負債を返還する為に、愛新廟の荒地の払い下げを

行い、民国政府は白音他拉の西 2キロの場所を中心とした東西 1.2キロ、南北 08キロの区域を

開発した。これが通遼の市街区である。1915 年には、市街は小街と大街の二大街を有し、戸数

が五百に及び巡警分局、商務会分会などもあった。市街は最近の発展により多くの商店は鄭家

屯の支店が進出してきており、大小 200軒の店舗も達した。日本人も 1915年末に 4戸、7名が

暮らしていた。1918 年になると、通遼の市街は急速に商業が発展し、戸数 700 に、人口も約 5

千人に増加した。1920年には、現地住民（支那人・満人・蒙古・漢人は戸数が 11,800戸、人口

が 11万 4千名を数えた。日本人は 7戸の 20名が進出していた。1924年、人口は 3万 5千人を

数え、鉄道の開通は鄭家屯に代わり、急速に発展した。通遼は 1927年に大通支線の敷設によっ

て更に繁栄した。人口 4万 2千人、日本人は 279人、朝鮮人 513人が居留していた。1929年の

旅行案内書には、一番の繁華街・大街基には支那人 40,055人、日本人が 55人とあった。日本人

を対象とした旅館はなく、満鉄公所派出所に斡旋依頼するのがベストとされ、満鉄の派出所が

一番に頼れる存在であった2。自動車便もあり通寧―開魯が 4時間で行くことができた。

第一章 1930年までの通遼

通遼の市街地は通遼鎮と言われ、1912年 4月、達頼罕旗の卓利克得王が自己の負債を返還す

る為に、愛新廟の荒地の払い下げを行い、民国政府は白音他拉の西 2 キロの場所を中心とした

東西 1.2キロ、南北 08キロの区域を開発した。これが通遼の市街区である。1915年には、市街

は小街と大街の二大街を有し、戸数が 500 に及び巡警分局、商務会分会などもあった。市街は

最近の発展により多くの商店は鄭家屯の支店が進出してきており、大小二百の店舗が 200 軒に

達していた3。日本人も 1915年末に 4戸、7名が暮らしていた。1918年になると、通遼の市街は

 
2 南満州鉄道株式会社『南満州鉄道旅行案内』南満州鉄道株式会社 1929年、233頁。 

3 関東都督府民生部『満蒙調査復命書』関東都督府民生部、1915年 322頁。 
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急速に商業が発展し、戸数 700 に、人口も約 5,000 人に増加した。最近 1 か年の総取引額が約

160万元に達した。

下記の地図は 1917年当時の通遼の市街地の地図です。

註：通遼県市街各図 満蒙調査復令書「市街鎮情況」1918年、関東都督民生部殖産課作成。

1））社社会会のの動動きき

1920年には、現地人（中国人・満人・蒙古など）は戸数が 11,800戸、人口が 107,000名（男

71,000名、女 36,00名）を数えた。県城地区に漢人が 4,752人（710戸）と回人 2,033人（20戸）

が居留していた。併し、蒙古人は四郷と言われた地域には 8,809人（1,322戸）が住んでいた。

この地域では漢人 6,516人（2,150戸）よりモンゴル人が多かった。つまり、綏東県（庫倫旗）

は県城や全体では漢人が多かったが、四郷では蒙古人が多かった。更に店舗も多かった4。

1930年 3月になると通遼電報・電話局が開局し、日本国内の電報および長距離電話業務が開

始された5。1931には中国銀行が中国銀行通遼分行を開店した6。

2））行行政政機機関関

天天恵恵地地局局とと公公合合地地局局

 
4 外務省赤峰領事館『在赤峰日本帝国領事館管内状況』外務省通商局、1921年、39〜41頁。
5 通辽市志编纂委员会编『通辽市志』方志出版社、2002年、1220頁。
6 同上。 



 

― 124 ― 

元々、通遼は蒙古・卓哩克図親王の土地であったが、1919 年に自己所有地を開放し、天恵地

局を設け、貸地料を徴収している。徴収年額は 2万元。局長・劉桐軒ほか 25名の職員がいると

いう。蒙古人向けに公合地局（達爾罕親王の土地を開放）徴収年額は 2万元であった。局長の関

振東ほか 23名の職員がいた。通遼県公署には県長に董雲卿が、参事官に富田直次が就任してい

た。指導官には日本人 3名が任命されていた7。中国人向けに通遼県公署及び満洲国第四十五団

司令部などがあった。蒙古人向けに天恵地局があった。日本人向けには、満鉄公所派出所、国際

運輸会社出張所、東亜勧業公司農場があった8。1928年頃になると、各役所が設立され、通遼県

公署、警務局、税局、荒地局、商務会、濃霧会、兵営、郵便局、電話局、連爾罕墾志地局、卓哩

克図親王荒地局などがあった9。

3））現現地地教教育育機機関関

1914年に通遼鎮に孫秀山が鎮内に最初の初等小学校を創設した。1学級の生徒 30名からスタ

ートした。1916年になると公署が通遼鎮立第一国民学校として第一医院の西側で生徒 60余名の

教師が 3 名であった。同年に郷村に初級小学校 3 校が建立された。それぞれが郷立第一国民学

校、第二国民学校、第三国民学校と称せられた10。

4））現現地地のの商商業業

市街は回教徒が多く居住しており、彼らの会堂を礼拝寺又は清真寺と称した。市街には商店

があり、従業員を含め 300余名、多い順に麺舗、磨房、染房、革匠舗、木匠舗、猪肉舗など零細

の店舗が多かった11。

5））鉄鉄道道敷敷設設にによよっってて発発展展

通遼は 1927年に京奉鉄道の大虎山線から通遼間が開通した。通量は大通支線の敷設によって

更に繁栄した。市街は東西約 2キロ、南北約 1.2キロの土壁によって囲まれていた。人口 42,000

人、日本人は 279 人、朝鮮人 513 人が居留していた。当地は広く大きい背後地を有しており、

農産物及び獣毛皮革の大集散地であった12。

 
7 関東都督府民生部『満蒙調査復命書』関東都督府民生部、1917年、194～195頁。 
8 南満州鉄道編『思い出の満洲鉄道』図書刊行会、復刻版として 1984年刊行、233～234頁。
9 東アジア歴史資料センター以下 JACARと表示します。；B14021122500 『通遼経済事情』陸軍省参謀本

部、1928年 12月、123頁。
10 通辽市志编纂委员会编『通辽市志』方志出版社、2002年、1019～1020頁。 
11 外務省赤峰領事館『在赤峰日本帝国領事館管内状況』外務省通商局、1921年、39〜41頁。 
12 鉄路局『奉山鉄路沿線及背後地経済事情；熱河南部を含む』鉄路局資料係出版、1934年、333〜334頁。
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6））日日本本国国のの居居留留民民

a、、通通遼遼のの日日本本人人

1916年末に日本人は（男 11名、女 8名）の 19名が居住していた13。1920年頃の日本社会に

目を向けると日本人は 7 戸の 20 名が進出していた。内訳は酒類販売 1 名、薬品販売 1 名、会

社・銀行・事務員 5名、質屋金融 4名、貿易商 1名、医師 1名、産婆 1名、写真師 1名、料理

人 2 名の 20 名であった。日本人会も組織されていて、太田医院の太田勤医院長が務めていた。

彼は満鉄の公医を終え在留日本人に加えて現地の満蒙人の診療に従事していた。医院は設備が

不十分なるも現地人からも信用を博した14。1921 年初めになると日本人社会では男 194 名、女

157名の 351名が居留していた15。

b、、通通遼遼のの朝朝鮮鮮人人

1916 年には朝鮮人はまだ居住者は居なかった16。1921 年初めには日本邦人の朝鮮人は男 329

名、女 214名の居 543名が居留していた17。1922年前後に通遼に朝鮮人が 300戸、1,800人（マ

マ）が居たとされる18。

7））旅旅行行案案内内書書にに描描かかれれたた通通遼遼

1924年の旅行案内書に通遼が登場して来た。市街は東西約 2キロ、南北 1キロを占め、高さ

約 2.1米お土壁で繞し、東西を貫く中街が商業区と栄えていた。付近一帯は展望が良い平野で、

開魯、林西の諸県に聯絡し、蒙古各旗に往来する要として、対蒙貿易の一大市場となっていた。

1912年に初めて開墾が行われ、1914年に開放地となり、ここに通遼県が誕生した。1924年、人

口は 3 万 5 千人を数え、鉄道の開通は鄭家屯に代わり、急速な発展をしている。日本人向きの

旅館はなく、鴻賓旅館と大昌旅館はあるが、現地人向けであった19。

一方、1929 年発行の交通案内には、通遼における一番の繁華街・大街基があり、通遼には支

那人（ママ）40,055人、日本人が 55人と居住していた。市街は大街基と小街基に分かれていた。

公共機関は支那人対象に通遼県公署第四十五団司令部、中学校があり、蒙古人向けに天恵地局

があった。日本人向けには、満鉄公所派出所、国際運輸会社出張所、東亜勧業公司農場があった。

 
13 JACAR;B13080476000 在留邦人及び外国人人口統計表 外務省通商局鄭家屯分、1917年、3頁。
14 外務省赤峰領事館『在赤峰日本帝国領事館管内状況』外務在省通商局、1921年、39〜41頁。
15 在留邦人及び外国人人口統計表 外務省通商局鄭家屯分館、1921年、3頁。大正 9年 12末調査。 
16 JACAR；B13080476000 在留邦人及び外国人人口統計表 外務省通商局鄭家屯分館、1917年、3頁。 
17 JACAR；B13080477900 在留邦人及び外国人人口統計表 外務省通商局鄭家屯分館、1921年、3頁。
大正 9年 12末調査 

18 JACAR；B0213005100 通遼の朝鮮人の人口と生活状況。 
19 南満州鉄道株式会社『南満州旅行案内』南満州鉄道株式会社 1924年、286〜287頁。 
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日本人を対象とした旅館はなく、満鉄公所派出所に斡旋依頼するのがベストとされ、満鉄の派

出所が一番に頼れる存在であった20。交通は馬車に加え自動車もあり通寧～開魯が 4時間で行く

ことができた。街は碁盤目で秩序正しく、南大街と中央街とが繁華街であった。毛皮商、馬具商、

雑穀商等が多く、蒙古人、駱駝隊、蒙古品の店、蒙古語西蔵語の看板等に蒙古の雰囲気が感じら

れた。街の西北に莫林廟活仏の別荘「格根倉」があった。郊外に砂山が続いていたと以上の如く

記述されていた21。

第第一一章章ののままととめめ

通遼は 1912年 4月、達頼罕旗の卓利克得王が愛新廟の荒地の払い下げに「よって第一歩を踏

み出した。当地には農耕民族の中国人（主に漢人を指す）も早くから居住しており、モンゴル人

の一部には農業を生業とする者も多く居住していた。清朝政府も教育には前向きに取り組み、

初等教育に小学校を開校していた。日本人の進出は意外に遅く、1915年頃でやはり 1921年頃か

ら増加していった。やはり、通遼の本格的な街作は京奉鉄道の大虎山線から通遼間が開通した

事により、周辺の庫倫旗や開魯に比べ比較的早く、都市化を進めることができたと言えよう。

第第二二章章 通通遼遼のの変変容容－－1916年年～～1945年年ままでで

1））通通遼遼かからら開開魯魯へへ

1931年には通遼から開魯へ通過しており鳥居龍蔵博士は、次のように記述していた。

1931 年 9 月 22 日に鳥居龍蔵・きみ子夫妻一行は鄭家屯満鉄公所の関係者に鄭家屯駅に

見送られて、夕方 7 時半に通遼に到着した。通遼満鉄出張所から迎えがきて、その夜は

同出張所に宿泊した。翌 23日は通遼に滞在した。通遼は鄭家屯より後にできたが、交通

の要所として今後ますます発展する所である。市中には蒙古人も往来し、蒙古人向きの

品物を売る店が数件あった。市街には喇嘛塔一基が丘陵の上に立っていて昔を偲ぶも見

える。9月 24日、いよいよ蒙古の開魯に向かう。今回の探査に大馬車 2台に探査用テン

ト・食器・器具など一切の荷物を搭載し、その上に毛氈（もうせん）などを敷き、一行の

数人はこの上に乗ることとした。当時はこの間約 76キロは自動車の運行があった。調査

団一行は自動車で通遼を出発、県から巡警 5 人も護衛に同乗するになった。この日は満

鉄の案内で中国式旅館に宿泊した。開魯は近頃できた県で、蒙古の土地にできた中国人

 
20 南満州鉄道株式会社『南満州鉄道旅行案内』南満州鉄道株式会社 1929年、233頁。 
21 南満州鉄道編『思い出の満洲鉄道』図書刊行会、1929年。復刻版として 1984年刊行。233～234頁. 
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移住民の県城である。城の東南にある古い喇嘛塔（明仙塔）を調査に向かった22。

1931 年当時、通遼は鄭家屯の方が人口も多く、鄭家屯には日本の領事館もあり、この地方の

主要都市であった。しかし、鳥居博士は先見の明があり、通遼は鄭家屯より後にできたが、交通

の要所として今後ますます発展する所であると記述されていた。通遼から開魯へは自動車で 5

人の警察官が護衛する物々しさであった。開魯には満鉄出張所はなく、中国式旅館に宿泊する

ことになった。誰しも開魯が大通遼市の一部都市となろうとは想像していなかったと思う。

1933年 12月末に於ける通遼県の人口は満漢人が人口 149,917人の 27,379戸であった。

1934年 12月現在の通遼県は戸数 27,742戸、人口は 154,822人を有する。通遼市は戸数

7,222戸、人口 37,172人であった。大分部分が満洲国人である23。

興安南省が 1934年発足したに伴い、通遼県公署の組織が 3局、1科体制が敷かれた。県長に

董雲卿、参事官に富田直次、内務局長に屠文楷、警務局長に孫良文、財務局長に李文衡がそれぞ

れ就任した24。

1935 年の通遼県には 27,148 戸の 151,148 人が居住していた。その内、蒙古族が 2,306 戸の

10,899人居住していた。満漢人が最も多く、24,326戸の 139,091人にも上った25。

1939 年の興安南省『通寮県情形』によれば、通遼の一般人の住居は土部屋が多く楡・楊柳な

どの材料の他に杉、松などを使用した平屋が少なくなかった。毎日の食事はコーリャン、小米

（粟）などで、米の食事は年に数回に接待などにしか無かった。寒い冬は一日に 2 回で、春、

夏、冬は 3回の家庭が多かった。交通手段はロバ、馬車が多く、乗用車はほとんどなし。徒歩が

多かった。農民工と言われた給労働者は 10時間を働いた。与は 50〜180元。主な病気は場所柄

沙漠に近く、呼吸器、赤痢に加えトラコーマが多かった。農民は一日当たり 10時間として機械

など使用しないで農民の稼ぎは手取りの多い者が 1.8元で最低は 0.5元であった。高麗酒、煙草

などの愛好者は多かった。アヘンや賭博には手を出す人は少なかった。娯楽は親類や隣組との

宴会が中心であった。唱を歌ったりして楽しんだ。年２回の相撲大会は盛り上がったと記述さ

れていた26。

2））行行政政機機関関

当時（1932～1945年）、現地行政機関として、（イ）通遼県公署（ロ）警察所（ハ）税捐局（二）

 
22 鳥居龍蔵「満蒙の探査」『鳥居龍蔵全集』朝日新聞社、1975年、409〜412頁。 
23 衣目精一『興安南省通遼の現況』通遼貿易館、盛進号、1935年 11月、3頁。 
24 興安南省総務科『興安南省概覧』興安南省 1935年、40頁。 
25 同上、9〜12頁。
26 興安南省編『興安南省地方情形・庫倫旗地方情形』興安南省、1939年、90～95頁。
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荒務局（達爾罕墾荒地局、卓里克図王府地局、）（ホ）商務会（ヘ）農務会（ト）駐屯郡（チ）天

恵局、（り）郵政局、（ヌ）電報局などがあった27。 1934 年に日本国領事館警察通遼分署に 12

名が配置された28。

3））現現地地のの商商工工業業

1931年 2月 9日に中国銀行が通遼分行を開行した29。

1934 年 10 月には現地・通遼県の商会が結成されており、商工業者は 391 戸で役員従業員は

3,173人を数えた。1戸当たり約 8人で、中小企業が中心であった。業種別では食糧商が 36戸、

皮製品商 34戸、雑貨商 32戸、旅館 30戸、服飾店 26戸などであった。商会役員 20名の本籍は

通遼県、遼源県、豊潤県などで、山西省、河北省、山東省などの出身者はいなかった30。

1935 年現在、通遼における現地商工業者は大阪市哈爾濱調査所調べによれば、次のようであ

った。1、飲食料品店；東泰隆、天慶東など。2、（特産品）；東泰隆、源昌信、天慶東など。（呉

服）；義慶徳、大成祥など。（雑貨）；東泰隆、元和号大、東玉合などが挙げられた。

1935年、県城と言われた市街区には千元の資金を保有する商家が 70軒以上あり、通遼はしの

ぎを削っていた。東泰隆、隆興玉、大慶東、慶裕久、元記号、匯昌信、同郷居、隆興当などが八

大商号と呼ばれ、通遼商界における「八大家」と言われ全県の市場を独占した31。

4））現現地地のの教教育育

a、、小小学学校校・・中中学学校校・・実実業業学学校校・・看看護護学学校校

1931年度の現地通遼市街区には、男子の師範学校が 1校あり、3人の教員に 40人の学生が居

た。女子の師範学校も 1校あり、3人の教員に 40人の学生が居た。中学校も 1校あって、6人

の教員と 125人の生徒が居た。小学校は 5校あって、64人の教員に 1650人の児童が通っていた
32。

1931 年頃、通遼に軍楽隊が編成され、音楽学校出身の黒田浩平が隊長として教育指導に当た

った。当初は 20 名程度であったが、その後 50 名の隊員となっていた。単なる軍楽隊でなく、

 
27 鳥居龍蔵「満蒙の探査」『鳥居龍蔵全集』朝日新聞社、1975年、5頁。 
28 通辽市志编纂委员会编『通辽市志』方志出版社、2002年，1216頁。 
29 満洲中央銀行『本邦農工商会調査』満洲中央銀行、方心出版社、1936年、125～127頁。 
30 大阪市産業部貿易課『海外商工人名録』大阪市産業部貿易課、1937年、107頁。 
31 通辽市志编纂委员会编『通辽市志』方志出版社、2002年、9頁。

32 蘭星興安会編集委員会『私達の興安回想』蘭星会、1999年、43頁。注：当時に県立の小学校 8校（51）

があり、児童 2,078名、教職員は 73名であった。県立中学校 2校（6学級）があり生徒 22名、教職員 14

名となっていた。区立の小学校は 9校（31学級）があり、児童 1,214名、教職員は 38名となっていた。
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蒙古社会音楽普及の基礎となった。各旗から鼓笛隊の委託教育を受け、蒙古人の音楽普及につ

とめた33。

省立通遼実業女学校の前身は 1937年に満洲国興安軍によって興安女学院が設立され、1938に

興安南省に移管されて、省立興安通遼実業女学校となった34。

1935年の通遼県の初等教育概況として、旗立 19、公立 50、私立 4校と私塾が 30校あり、計

103校に上った。就学児童が 7,639人、未就学児童も 8,061人おり、就学率は 49%と興安南省で

は一番高かっ35た。

1935年の通遼には中学校も 4校あり、（1）男子初級中学校、4学級、教員 8名の生徒が 226人

であった。（2）男子師範講習科 1学級、教員 3名、生徒 36名が通っていた。（3）女子初級中学

校が 2学級に教員 4名に生徒が 34名居た。（4）女子師範講習科 1学級に職員 3名の生徒が 34

名であった36。

1935年当時、通遼から、中国国内への留学生が 182名、海外へ 9名の外に、喇嘛学僧が日本

へ留学していた37。

1937年に省立通遼実業女学校の前身は満洲国興安軍によって興安女学院が設立され、1938に

興安南省に移管されて、省立興安通遼実業女学校となった38。

1938 年に通遼県にある 12 の小学校は国民優級学校と改称され、51 の小学校は国民学校と改

称され、56の小学校も国民学校と改称された39。

1942 年に通遼女子実業学校は興安省立通遼女子国民高等学校と改称され、4 年間の学期とさ

れた40。

b、、図図書書館館・・教教育育館館

社会教育の施設として通遼県立図書館があり、蔵書数 1,070冊、毎月管内閲覧が 160、毎月館

外閲覧が 700と、読者は貸出して持ち帰るのが通常であった41。

 
33 蘭星興安会編集委員会『私達の興安回想』蘭星会、1999年、20頁。
34 山本一生「日本植民地教育史研究年報」第 21号、皓星社、2020年 9月、135頁。
35 鳥居龍蔵「満蒙の探査」『鳥居龍蔵全集』朝日新聞社、1975年、115〜119頁。
36 興安南省総務科『興安南省概覧』興安南省 1935年、120頁。
37 同上、122頁。注：当時
38 山本一生「日本植民地教育史研究年報」第 21号、皓星社、2020年 9月、135頁。
39 通辽市志编纂委员会编『通辽市志』方志出版社、2002年、1212頁。
40 通辽市志编纂委员会编『通辽市志』方志出版社、2002年、1213頁。
41 満洲国文教部学務司「社会教育機関」『「満洲国教育資料集成」』⑪1934年 3月、エムティ出版、1993年、

791頁。
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民衆教育館もあり、3名の職員がおり、毎月平均 810名が入館していた42。

5））日日本本国国のの居居留留民民

通遼領事警察は 1933年 2月まで鄭家屯領事館派出所で巡査 1名体制であった。3月から鄭家

屯領事館通遼警察分署に昇格し、警部補 1名、巡査部長 1名、巡査 6名の配置となった43。1933

年 12月末現在、通遼において日本内地人は 187戸（372人）、朝鮮人 224戸（690人）の合計 411

戸の 1,061人であった44。日本人が通遼に住み込こんだのだのは数年前と考えるのが妥当であろ

う。通遼日本小学校が 1934年 5月 5日に通遼居留民会によって通遼永福大街に設立され。同年

9月 26日には日本国政府の在外指定学校45に認定された46。

1937年 5月 31日には通遼日本小学校に運営主体が南満州鉄道に変更されていた47。

通遼永福大街に設立され。同年 9月 26日には日本国政府の在外指定学校48に認定された49。

1937年 5月 31日には通遼日本小学校に運営主体が南満州鉄道に変更されていた50。

1939年になると通遼日本小学校は 4学級の児童 122名、教員 5名体制となった。漢語、裁縫

の 2名代用教員と校医、事務員、現地人小使、現地人火夫の各 1名であった51。

1940年 5月末になると、通遼市市ででのの現地人は 8,231戸、49,767人に増加し、内地日本人は 194

戸、736人に、朝鮮日本人は 101戸、618人が居住社会を作っていた52。

6））宗宗教教

a、、喇喇嘛嘛廟廟莫莫林林廟廟

莫林廟は別名を集寧寺とも言い、市街中心から西方 65 支里（約 26 キロ）にあり、卓里克図

王家の家廟である。1801年の建立とされ、喇嘛僧が 317人を有し、内 30歳以上が 228人おり、

20歳未満の若年層は僅か 48名であった。282人がチベット語・文を理解するも 275人がモンゴ

 
42 同上、809頁。
43 外務省外交史料館所蔵『外務省警察史』第 17巻、不二出版、1996年、194頁。
44 外務省外交史料館所蔵『外務省警察史』第 12巻、不二出版、1997年、194頁。 
45 注：海外に在っても日本国内の学校と同じ待遇を受けることができる制度。 
46 JACAR；B04011708000；『在外日本人学校教育関係資料』学校調査関係第 21巻、通遼小学校、24頁。 
47 JACAR；B04011547600：『在外日本人学校教育関係雑件』、第十六巻、4頁。 
48 注；海外に在っても日本国内の学校と同じ待遇を受けることができる制度。 
49 JACAR；B04011708000；『在外日本人学校教育関係資料』学校調査関係第 21巻、通遼小学校、24頁。
50 JACAR；B04011547600：『在外日本人学校教育関係雑件』、第十六巻、4頁。
51 JACAR；B04011547600：『在外日本人学校教育関係雑件』、第十六巻、14頁。 
52 満洲事業案内所『満洲国地方誌』満州事業案内所、1940年、531頁。
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ル語の読み書きができなかった。家畜は牛、馬、驢馬、綿羊の合計 299頭を保有し、又広大な土

地を有していた。収穫される作物は年間 3,172,435 元の現金収入を得ていた53。特に農歴の６月

初から７月 15日に挙行される“跳鬼会”には近郊の王公貴族はじめ、僧侶牧民が数百キロ先から

続々と押し掛けた。最も興盛の廟会には何万の人が昂奮に包まれた。廟会が開かれる時期の莫

林廟周辺は蒙古族の包が乱立し、物資食料家畜の交易も盛んに行われ、莫林廟は熱気に包まれ、

大衆の声が一日中響いていた54。

ｂｂ、、通通遼遼忠忠魂魂塔塔

忠霊塔は通遼県城北門外に 1936 年から施行が始められ、1937 年 5 月末、基本部分が完成し

た。この英霊には、明治天皇だけでなく、チンギスカン始め、満州事変の日本・中国の戦没者も

碑に掲げられていた。チンギスカン祭は 5月 29日から 31日には盛大な開幕式と祝賀会が開催

された。蒙古側から興安警備軍司令・巴特瑪拉布坦や中野・日本駐留部隊長なども参加して盛大

に挙行された。30日には総合運動会、31日には蒙古風俗展覧会も開催され、この忠霊塔は全満

洲の六大聖塔の一つとして新聞に採り上げられた55。

1938 年 6 月 29 日、通遼街北門外に蒙古民族建国以来の英霊を供養するため忠霊塔を建設し

た。忠霊塔開眼式を茂林廟（モリンスーム）の活仏が導師となり、近隣の喇嘛廟より約百名の喇

嘛僧が集まり、喇嘛教による開眼供養が行われた。

1939 年のノモンハン事件に出動した蒙古少年隊（隊長木村武雄）はノロ高地での戦いで寺崎

中尉以下数名の少年兵が戦死した。これら少年の英霊を供養するために忠霊塔の東側に地蔵を

建立し、親子地蔵と命名していた56。

7））体体育育大大会会でで大大いいにに活活躍躍でで

1940年夏季において、北安で開催された第 1回北満 6省連合体育大会が回され、徐洪勤選手

が 1,500米（メートル）4分 30秒で優勝し、1万米で 39分の記録で優勝し、又長春で開催され

た全満洲国運動会にて 1,000米で第 4位、白永江選手は 1500米で第 5位の入り、表彰された57。

1942年に第 2回北満 6省連合体育大会斉斉哈爾で開催され、徐洪勤選手は 5,000米競争に出場

し、優勝を飾った。1,500米では上位で入賞した。白永江選手は 1,500米に出場し、優勝を飾っ

 
53 満洲国国務院興安局『喇嘛廟産調査報告』満洲国国務院興安局、1939年、3～25頁。 
54 通辽市志编纂委员会编『通辽市志』方志出版社、2002年、127頁。 
55 『盛京時報』1937年 5月 28日、通遼白音太来聖地－忠霊塔開幕記念。
56 蘭星興安会編集委員会『私達の興安回想』蘭星興安会編集委員会、1999年 7月、20頁。
57 通辽市志编纂委员会编『通辽市志』方志出版社、2002年、1212頁。 
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た。5,000米は上位に入賞した58。

8））通通遼遼のの気気象象状状況況とと旱旱魃魃

通遼の気候は大陸性気候で高温期は夏至より約 2カ月余と言われ、この間の盛夏は 35度に達

した。冬季は 10月末より翌年 4月迄の約半年以上に亘って、広漠の平原となる。厳冬の 1・2月

は寒風に加えて気温も零下 25度に達する。風は 3・4・5月に強風と砂塵の日が多く、7・8月の

雨季には驟雨が発生、河川が氾濫することは珍しくない。1933年は 8年ぶりに水害に見舞われ

が 2カ月あまりで復興した。当時の 1932年 10月〜1934年 10月における気象は最高気温が 7月

中旬で 33.6度。最低気温は 1月下旬で零下 23.0度であった59。暑くて寒い典型的な大陸性気候

であった60。

1935年の 4月から 8月にかけて極端に雨量が少なく、大旱魃となり農産物の不作など市鳥居

龍蔵博士は 1931年に通遼から開魯を通過しており、次のように記述していた。

1931年 9月 22日に一行は鳥居龍蔵・きみ子夫妻は鄭家屯満鉄公所の浅野・小平氏に中国人・

張慶林氏、蒙古人の相良（サガランジャップ）・東（トン）・漢（ハン）・ワンの諸氏であった。

夕方 7 時半に通遼に到着し、通遼満鉄出張所から迎えがきて、その夜は同出張所に宿泊した。

翌 23日は通遼に滞在した。通遼は鄭家屯より後にできたが、交通の要所として今後ますます発

展する所である。市中には蒙古人も往来し、蒙古人向きの品物を売る店が数件あった。市街には

喇嘛塔一基が丘陵の上に立っていて昔を偲ぶも見える。9月 24日、いよいよ蒙古の開魯に向か

う。今回の探査に大馬車 2台に探査用テント・食器・器具など一切の荷物を搭載し、その上に毛

氈（もうせん）などを敷き、一行の数人はこの上に乗ることとした。当時はこの間約 76キロは

自動車の運行があった。調査団一行は自動車で通遼を出発、県から巡警 5 人も護衛に同乗する

になった。この日は満鉄の案内で中国式旅館に宿泊した。開魯は近頃できた県で、蒙古の土地に

できた中国人移住民の県城である。城の東南にある古い喇嘛塔（明仙塔）を調査に向かった61。

当時の 1932年 10月〜1934年 10月における気象は最高気温が 7月中旬で 33.6度。最低気温

 
58 通辽市志编纂委员会编『通辽市志』方志出版社、2002年、1213頁。注；占領期満洲蒙古東部にあった運
動施設として斉斉哈爾に市民運動場（商会街）、庭球場（龍沙公園）、斉斉哈爾鉄道管理局運動場（民宅

街）が夫々にあった。満洲里にも協和運動場（頭道街）があった。更に斉斉哈爾に 9 ホールのゴルフ場
が嫩江河畔に南満鉄道洲が経営していた。（東亜旅行満支支部編『昭和 17年満支旅行案内』1942年、132
頁）。通遼にも運動場があったと思われるが何処にあったか未調査である。

59 満洲国蒙政部編『通遼・銭家店・伊胡塔など商工業状況調査報告書』蒙政部勧業司工商科、1934年、通

遼編。

60 衣目精一『通遼の現況』通遼貿易館、盛進号、1935年 11月、2頁。 
61 鳥居龍蔵「満蒙の探査」『鳥居龍蔵全集』朝日新聞社、1975年、409〜412頁。
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は 1 月下旬で零下 23.0 度であった62。暑くて寒い典型的な大陸性気候であった。南にある古い

喇嘛塔（明仙塔）を調査に向かった63。

1931 年当時、通遼は鄭家屯の方が人口も多く、鄭家屯には日本の領事館もあり、この地

方の主要都市であった。しかし、鳥居博士は先見の明があり、通遼は鄭家屯より後にでき

たが、交通の要所として今後ますます発展する所であると記述されていた。通遼から開

魯へは自動車で5人の警察官が護衛する物々しさであった。開魯には満鉄出張所はなく、

中国式旅館に宿泊することになった。誰しも開魯が大通遼市の一部都市となろうとは想

像していなかったと思う。

第第二二章章ののままととめめ

鳥居博士が指摘のように 1931年当時、通遼は鄭家屯の方が人口も多く、鄭家屯には日本の領

事館もあり、この地方の主要都市であった。しかし、鳥居博士は先見の明があり、通遼は交通の

要所として今後益々発展する所であると記述されていた。商工業をみると、1931 年に中国銀行

通遼分行の開行を機に 1934年 10月には現地・通遼県の商会が 391店で結成された。食糧商、

皮革品商、雑貨商、旅館、服飾店などであった。商会役員 20名の本籍は通遼県、遼源県、豊潤

県など内モンゴル出身者で山西省、河北省、山東省などの出身者はいなかった。満洲国は教育に

対して力を注ぎ、初等教育は 1935年の通遼県の初等教育機関は旗立 19、公立 50、私立 4校と

私塾が 30校あり、103校に上った。就学率は 49%と興安南省では一番高かった。社会教育の施

設として通遼県立図書館があり、読者は貸出して持ち帰るのが通常であった64。民衆教育館もあ

り、3名の職員がおり、毎月平均 810名が入館していた65。1940年 5月末に、通遼市の現地人は

約 5万人に増加した、内地日本人は 736人に、朝鮮日本人は 618人で夫々が居住社会を作って

いた。通遼から少しン離れているが喇嘛廟の莫林廟があり、282人の僧侶がモンゴル語を理解で

き、家畜は牛、馬、驢馬、綿羊が約 300頭を保有し、又広大な土地を有していた。収穫される作

物は年間約 320万元の現金収入を得ていた。特に農歴の 6月初から 7月 15日に挙行される“跳

鬼会”には近郊の王公貴族はじめ、僧侶牧民が数百キロ先から続々と押し掛けた。最も興盛の廟

会には何万の人が昂奮に包まれた。廟会が開かれる時期の莫林廟周辺は蒙古族の包が乱立し、

 
62 満洲国蒙政部編『通遼・銭家店・伊胡塔など商工業状況調査報告書』蒙政部勧業司工商科、1934年、通

遼編。

63 鳥居龍蔵「満蒙の探査」『鳥居龍蔵全集』朝日新聞社、1975年、409〜412頁。
64 満洲国文教部学務司「社会教育機関」『「満洲国教育資料集成」』⑪1934年 3月、エムティ出版、1993年、

791頁。 
65 同上、809頁。 
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物資食料家畜の交易も盛んに行われ、莫林廟は熱気に包まれ、大衆の声が一日中響いていた。

1940年と 1942年の北満 6省連合体育大会で徐洪勤選手が 1,500米（メートル）で 2回共に優勝

し、他の選手も入賞するなど満漢人にヤル気や勇気を持たせた。

牧畜と農耕が併用の通遼でも干ばつが多く、7・８月に大洪水にみまわれ事もあり、厳しい気

性条件の中、僕民と農民は毎日を過ごした。また、ペストとコレラなど流行病などになる事も多

く、数千人もの死者をだした。一方、満鉄は都会の恩恵を受けあい地域に厚生自動車を走らせ、

通遼を出発地となり砂漠地帯を横断して莫力廟、開魯、査布汗廟、林東、林西、烏丹城を経て赤

峰に達するコースを走らせた。

第第三三章章日日本本人人のの変変容容－－1916年年～～1945年年ままでで

1））日日本本居居留留民民のの動動きき

a、、通通遼遼のの日日本本人人

1916年末に日本人は（男 11名、女 8名）の 19名が居住していた66。1920年頃の日本社会に

目を向けると日本人は 7 戸の 20 名が進出していた。内訳は酒類販売 1 名、薬品販売 1 名、会

社・銀行・事務員 5名、質屋金融 4名、貿易商 1名、医師 1名、産婆 1名、写真師 1名、料理

人 2 名の 20 名であった。日本人会も組織されていて、太田医院の太田勤医院長が務めていた。

彼は満鉄の公医を終え在留日本人に加えて現地の満蒙人の診療に従事していた。医院は設備が

不十分なるも現地人からも信用を博した67。1921 年初めになると日本人社会では男 194 名、女

157名の 351名が居留していた68。満州事変、満洲国建国と大きく変化した。1933年 12月末現

在、通遼において日本内地人は 372人、朝鮮人 690人の合計 1,061人であった69。日本人が通遼

に居住したのは数年前からと考えるのが妥当であろう。営業別職業は次に様であった。・宿屋

（3）、・料理店（7）、飲食店（6）、・医師（3）、・産婆（1）、・新聞取次店（3）、・運送店（1）、・質

屋（3）、・雑貨商（9）、・飲食物製造（2）、・売薬購買（2）、・土木請負（1）、・獣肉業（2）、写真

業（1）、・芸妓（5）、・酌婦（34）、・旅館・料理店・飲酒店女中（6）、・女給（14）、その他営業（4）

の合計 107業者であった70。とりわけ飲食店、芸妓、酌婦、女中や女給が多いのは日本人占領地

の大きな特徴であった。通遼領事警察にも 1933 年 3 月から鄭家屯領事館通遼警察分署に昇格

し、警部補 1名、巡査部長 1名、巡査 6名の配置となった71。1935年 10月現在、通遼における

 
66 JACAR：B13080476000 在留邦人及び外国人人口統計表 外務省通商局鄭家屯分、1917年、3頁。
67 外務省赤峰領事館『在赤峰日本帝国領事館管内状況』外務在省通商局、1921年、39〜41頁。 
68 在留邦人及び外国人人口統計表 外務省通商局鄭家屯分館、1921年、3頁。大正 9年 12 末調査。
69 外務省外交史料館所蔵『外務省警察史』第 12巻、不二出版、1997年、194頁。 
70 外務省外交史料館所蔵『外務省警察史』第 12巻、不二出版、1997年、194頁。 
71 外務省外交史料館所蔵『外務省警察史』第 17巻、不二出版、1996年、194頁。
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商工業者は大阪市錦州貿易調査所調査によれば、飲食料品商の東泰隆など全てが満洲人経営の

業者であった72。

1940年 5月末になると、通遼市での現地人は 8,231戸、49,767人に増加し、内地日本人は 194

戸、736人に、朝鮮日本人は 101戸、618人が居住社会を作っていた73。

南満州鉄道に勤務する社員は如何ほどいたであろうか？1939年 7月 1日現在勤務の通遼駅を

起点に 91名が勤務していた。また、1940年 7月 1日現在では勤務する日本人は 130名 7であっ

た。

1940 年 12 月末の通遼県の総戸数 37,220 人、総人口は 220,059 人で日本邦人（内地人・戸数

404戸、1,237人、朝鮮人・戸数 462戸、2,258人）、蒙古族戸数 951、5,558人、満漢族戸数 35,049

戸、20,091人、回族 352戸、1,878人であった74。

b、、人人口口推推移移

1933年 12月末、内地人 372人、朝鮮人 690人、    計 1,062人75

1934年 12月末、内地人 348人、朝鮮人 290人、  計 638人76。

1935年 4月 1日、内地人 352人、朝鮮人 356人、 計 708人77。

1938年 5月末、 内地人 622人、 朝鮮人 655人   計 1,277人78。

1939年 6月末、 内地人 736人、朝鮮人 618人  計 1,354人79。

1940年 12月末、 内地人 1,237人、朝鮮人 2,258人 計 3,495人。

尚、1939年 7月末に内地人 900人が計上されていた80。

 
72 大阪市産業部貿易課『海外商工人名録』大阪市産業部貿易課、1937年、197~198頁。 

73 満洲事業案内所『満洲国地方誌』満州事業案内所、1940年、531頁。
74 満洲国通信社『満洲国現勢康徳 年度』満洲国通信社、 年、満洲帝国国内蒙族現住戸口統計（康徳

年 月末現在）。

75 外務省外交史料館所蔵『外務省警察史』第 17巻、外交史料館、不二出版、194頁。

76 外務省東亜局 2課『戦前期、満洲国及中華民国在留日本人人口概計表』復刻版、不二出版、2004年、（昭

和 9年 12月末日日現在、12頁）。

77 外務省東亜局 2課『戦前期、満洲国及中華民国在留日本人人口概計表』復刻版、不二出版、2004年、（昭

和 10年 4月 1日現在、19頁）。 
78 治安部警務司『主要都市市街地戸口統計表』治安部警務司、1938年、82頁。 
79 満洲事業案内所『満洲国地方誌』洲国事業案内所、1940年、631頁。
80 満洲国通信社『満洲年鑑康徳七年』満洲国通信社、1941年、576頁。 
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c、、通通遼遼のの朝朝鮮鮮人人

1922年前後に通遼に朝鮮人が 300戸、1,800人が居たとされる。1933年には 248戸、人口 582

人となっていた。通遼の水田の好適地なので、人口増加が見込まれる81。

1934年 12月現在の通遼県は戸数 27,742戸、人口は 154,822人を有する。通遼市は戸数

7,222戸、人口 37,172人であった。大分部分が満洲国人である。

内地人 142戸、361人（男 216人、女 145人）と朝鮮人 110戸、538人が居住していた82。

1938年 6月末現在、通遼には日本人 622人、248戸。朝鮮人 655人、111戸および台湾

人 15人の 3戸が居留していた83。

d、、日日本本軍軍隊隊がが不不穏穏なな通通遼遼地地域域にに出出動動すするる

1935 年頃の通遼は、日本憲兵隊による蒙匪賊、満匪賊の討伐が盛んに行われ、蒙古人阿拉木

蘇などが逮捕された。彼を通じての蒙匪基準工作が順調に成功し、数百人が蒙古軍に編入され

た。興安南省西南地帯（庫倫旗および奈曼旗）の地域には満人の数匪団（約 600人）が横行して

治安が攪乱されていた。今後は満洲国軍興安軍による庫倫旗および奈曼旗方面の満匪討伐作戦

により壊滅的な打撃を与えることが出来た84。

2））行行政政機機関関

当時（1932～1945年）、現地行政機関として、（イ）通遼県公署（ロ）警務局（ハ）財政局（二）

教育局（ホ）実業局（ヘ）税捐局（ト）天恩地局（チ）電報局（り）電話局（ヌ）郵局などがあ

った85。1934年に日本国領事館警察通遼分署に 12名が配置された86。1939年の通遼県の県長は

現地人の華栄棟が就任しており、彼を補佐する副県に日本人の春日会次が居た。職制の財務科

長、行政科長、警務科長には現地人が採用されていたが、彼らをサポートする代理庶務科長には

日本人官吏の岡本喜一郎がいた87。その他行政補助機関として（イ）満洲中央銀行分行（ロ）国

際運雄営業所（ハ）満鉄医院（ニ）県公医院（ホ）専売局（ヘ）満洲興業銀行新設（ト）満洲畜

産会社新設などがあった88。

 
81 B0213005100 通遼の朝鮮人の人口と生活状況。
82 衣目精一『通遼の現況』通遼貿易館、盛進号、1935年 11月、3頁。
83 治安部警務司『主要都市市街地戸口統計表』治安部警務司、1938年、82頁。
84 蘭星興安会編集委員会『私達の興安回想』蘭星会、1999年、18頁。
85 満洲国通信社『満洲年鑑康徳七年』満洲国通信社、1941年、576頁。 
86 鳥居龍蔵「満蒙の探査」『鳥居龍蔵全集』朝日新聞社、1975年、5頁。
87 満洲国通信社『満洲年鑑康徳七年』満洲国通信社、1941年、576頁。 
88 国務院総務庁人事処編『満洲国官吏録』康徳 6年度、明文社、518頁。 



 

― 137 ― 

3））日日本本人人教教育育

通遼日本小学校が 1934年 5月 5日に通遼居留民会（会長・酒井佐七）によって通遼永福大街

に設立された。同年 9月 26日には日本国政府の在外指定学校89に認定された。児童は 1～6年生

で計 28名と高等科 2名で、教員は校長の酒井佐市と米田しずであった。他に校医に李弼根、中

国語指導に大賀勝良が担当した。

1935年には 2学級の教員 2名、児童（男 20、女 19）の 39名であった。また、朝鮮人学校が

開校しており、4学級の 2教員、生徒（男 75、女 42）の 117名であった90。占領地の邦人小学校

は通常、児童は内地人と朝鮮人、台湾人が混在であったと理解していたが、通遼では内地人と朝

鮮人が別立てとなっていた。

1936年には新校舎の新築が計画され工費 16,232円を計上された。通遼居留民会は会員 157人

から一人約 39円課金を課した91。

1937年 5月 31日には通遼日本小学校に運営主体が南満州鉄道に変更されていた。3学校とな

り、児童数は高等科を含め 75名と増加していた。教員は訓導の山崎徳雄が増員されていた。校

医は月路正流に代り、現地人嘱託漢語教員は現地人に嘱託された。

1939年になると通遼日本小学校は 4学級の児童 122名、教員 5名体制となった。漢語、裁縫

の 2名代用教員と校医、事務員、現地人小使、現地人火夫の各 1名であった92。

また、通遼には興安南省日本学校組合連合会の通遼出張所が置かれ、協議会職員として書記

を含め 2名が勤務していた93。94

・民団立の朝鮮普通小学校は 6学級にて生徒 12名を数えた。4人の職員がおり、校長は金南殊

であった95。

4））福福利利厚厚生生関関連連

病病院院

通遼公医院は 1934年に日本の公医制度により設立された政府系の医療機構であり，病床は 30

 
89 海外に在っても日本国内の学校と同じ待遇を受けることができる制度。 
90 興安南省総務科『興安南省概覧』興安南省 1935年、117〜118頁。  

91 JACAR：B04011708000およびB04011547600：在外日本人学校教育関係雑件／学校調査関係 第二十

一巻、24頁。 
92 JACAR ：B04011547600：在外日本人学校教育関係雑件、第十六巻、14頁。 
93 JACAR ：B04011547600：在外日本人学校教育関係雑件、第十六巻、14頁。 
94 JACAR ：C1402112290通遼経済事情／第１節 概説／第８款 衛生 127頁 
95 同上、41頁。 
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であった96。

満鉄通遼公医院は 1935年に鉄道系の官立病院として開設された。多いときは病床 100近くを

有し，当地区第一の鉄道員病院であった97。

通遼軍政部病院は 1937年に王爺廟に通遼軍政部病院王爺廟分院ができるまで，興安陸軍

軍官学校や興安陸軍部隊の重症患者は通遼軍政部病院へ送られてきた。尚、1937年 7月 17

日、軍政部が「治安部」と改称されたに伴い、通遼治安部病院となった98。

官公衙に博愛病院（満鉄経営）があった。また、邦人医師・大田勤氏が数年来当地で病院が診

療して、蒙古人が頗る多く名声を褒めたたえた。

通遼医院は 1942 年に設立された当地区第一の官立地方病院であった。内科、外科、婦人科、

小児科があった。病床は 30床あり、看護人は凡そ 50名、院長は日本人であった。薬代、手術費

は高く、患者は軍政幹部と富豪が主であったと言われた99。その後名称は満洲鉄道通遼医院とさ

れ 1944年 1月、医院長に工藤友太郎が就任していた100。

5））日日本本のの商商工工業業者者

通遼には商工会が組織されており、有力会員として、1940 年度に合資会社通遼ホテルが掲載

されており、事業項目として（1）旅館、（2）喫茶店の経営、（3）和洋什貨並びに食料品販売、

（4）並びの前項に付帯する業務であった。資本金；50,000円。代表社員は井上鐵であった。ま

た、通綏長途汽車両合公司も掲載されており、事業項目として自動車運輸業。資本金は 8,000円

で代表社員は瀧口彦二となっていた101。商工公会所の所在地として通遼街大林站康徳 5 年 9 月

30日に登録され。、日本人と小田井と倍尾の名がある102。尚、1944年 9月現在会員数は 1,211社

が参加していた103。10年前の 1934年は僅か 391社が参加してのみでこの間104、通遼の商工業の

発展が表されていた。

外務省通商局『在外本邦実業者調』（上巻）外務省通商局、1937年 126頁を依拠。

 
96 鉄鋼「満洲国興亜地域における医療衛生事業の展開」大阪大学、2015年、117頁。 
97 鉄鋼「満洲国興亜地域における医療衛生事業の展開」大阪大学、2015年、117頁。 
98 白楊会『満州国陸軍軍医学校』白楊会、1980年、55頁。 
99 同上。 
100 満鉄会『満鉄資料⑫』龍渓書舎、1992年、226頁。 
101 新京商工会『満洲国法人名録』新京商工会、1941年、500〜501頁。 
102 満洲国通信社『満洲年鑑康徳 9年』満洲国通信社、1942年、156頁。注：1943年９月には会長が戴

文还氏と変更されていた。 
103 満洲国通信社『満洲年鑑康徳 10年』満洲国通信社、1944年、176頁。
104 注：本稿 7頁、上から 7行目を参照されたい。 
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氏名 会社名 業種 取引売買高 使用人人員

男留三郎 国際運輸㈱出張所 運輸業 1.2万円 日 4、中 12

井上作蔵 通遼ホテル 旅館業 1.5千円 日 11、中 12

瀧口彦二 通開汽車会社 自動車運輸業 3.5万円 日 5、中 23

吉田 弘 盛進號 雑貨商 9万円 日 3、中 3

中村剛二 大盛公司 雑貨商 1万円 日 11、中 3

本郷柳三郎 隆興洋行 雑貨商 3.5万円 日 3、中 3

近藤 馨 公済號 焼酎製造 8.5万円 日 7、中 20

大八木作蔵 大安商店 雑貨商 1.6万円 日 4、中 1

6））ママススメメデディィアア

満洲報、盛京時報、泰東日報、東三省民報、大同日報各支局が置かれていた105。

７７））現現地地娯娯楽楽

映映画画館館

日系満映直轄館の通遼満映館は通遼街にて 640 名収容できる設備を有していた106。同映画館

の正式名は現地の通遼電影院（満洲電影総社は満映の子会社107）で満映系映画館が通遼街永福大

街に安井正夫が経営していた108。

8））通通遼遼飛飛行行場場でで日日本本人人がが競競馬馬開開催催

1932年 6月 5日より 5日間が雨天順延されて、実際は 1932年 6月 13日より 5日間に開催さ

れた。森脇要平なる人物が競馬開催の了解を得たとして、当時、在留邦人は 60名の通遼で、所

謂賭けをする競馬を行ったと「蒙辺時報」に発表された。場所は通遼県北門外陸軍用飛行場で 1

回の出走に 3〜8頭の馬が走り、一等の馬を当てると言う競馬であった109。どうもこの時が、最

初で最後であったようである。

満洲国でも 1930年代には哈爾濱、新京、奉天、鉄領、営口、間島、図們、錦州の各地で

 
105 南満州鉄道『鮮満旅行案内』南満州鉄道、1934年、47頁。 
106 東亜旅行社『満支旅行年鑑昭和 17年度』東亜旅行社、1942年、460頁。
107 満映が直営館建設計画を更に強化する為に 1941年 11月に創設したのが、満洲電影総社である。1943年

12月時点で 32館が創設されていた。
108 日本映画協会『映画年鑑』日本映画協会、1943年、621頁。
109 アジア歴史資料センター：B09041364900、外務省外交史料館、競馬関係雑件、第二巻。 
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挙行された110。日中戦争期には北京、天津、青島、済南、石家庄、太原でも、春と秋にされた。

観客は日本の軍人が中心で商人や政府関係の中国人であった。一般の市民や女性達には縁が無

かった111。

9））典典型型的的なな通通遼遼市市のの農農民民

通遼市の農民は 1日に 10時間は仕事をする。乗り物はロバ、馬車が多く、乗用車はほとんど

使用しない。徒歩が多い。工賃は 1 日当り 50〜180 元である。沙漠に近く乾燥気候で、病気は

呼吸器、赤痢に加えて、目の病はトラコーマが多い。高粱酒や煙草が嗜好される。阿片や賭博愛

好者は少ない。春秋に開催される相撲大会が大きな賑わいであった112。

10））日日本本居居留留民民のの生生計計

1938年 10月 15日の満洲中央銀行の調査によれば、通遼の日本人生計指数は、首都・新京を

100として、食費（主食品、副食品、調味品、嗜好品）が 108%、住居費（家賃、修繕費、家具

什器費、水道費）で 117％、光熱費（燃料費、燈火費）が 105％、衣料費（衣服費、見廻品）は

112%、医療衛生が 111％、美容・理容費 106％、交通費 100％、趣味娯楽 110％,交際費 108％と

なっており、総指数では 110％となっていた。新京より生計費が高く、興安西省の省都・開魯が

指数 106％よりも若干高かった。地方だからと言って生活費が安いとは限らなかった113。

11））満満洲洲国国とと日日本本宗宗教教

日本は進出した各国へ自国民の為に、神社、寺院を始め忠霊塔など建立を行い、自国と同じ生

活を維持しようとした。

◎日本人の行くところ神社ありと言われた程、日本人が進出した台湾、朝鮮、樺太、中国大陸、

東南アジア、太平洋諸島、ハワイ、ブラジルなど中南米にもあったが。1945年 8月 15日の日本

の終戦を境にすべてが消え去った。神社研究者の嵯峨井建によれば、満洲国の神社は次の 5 種

類に分類できると言う、

（1） 国家的神社；満洲国および関東軍が創建した神社。建国神廟、健康忠霊廟。

（2） 都市型神社；主として満鉄附属地に創建され、それらの土地に日本人が移住し、都市

化の中で発展した神社。新京神社、奉天神社、営口神社、吉林神社、公主嶺神社など。

 
110 アジア歴史資料センター：B09041364900、外務省外交史料館、競馬関係雑件、第二巻。 
111 池田健雄『華北占領地居留民社会の研究：太原・石家庄・済南と北京・天津・青島の特別市』2016年、
博士論文。

112 興安南省公署編.『興安南省地方情形』通遼県地方情形、1939）年 8月、90〜96頁。 
113 満洲中央銀行『調査彙集』第 1輯、満洲中央銀行調査課、1939年、208〜210頁。
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（3） 開拓団神社；開拓団の精神的紐帯として建設されたもの。弥栄神社、駅馬神社、千振

神社、健速神社、加能神社、香蘭、藤津比古神社、蔵王神社、大八浪神社、読書神社など。

（4） 軍隊内神社；皇国精神の象徴として各部隊にあった。ソ満国境近くの虎頭国境守備隊

の守護神社、いわゆる細菌舞台で悪名高い第七三一部隊であった東郷神社など。

（5） その他；以上のいずれにも属さない、形態のもの。例えば、新京一中の第一陣神社、

満洲国総理鄭孝肯をまつる太夷宮、建国大学内の神社など114。これらを合わせて、満洲国には

300を超える神社があった115。

a、、 通通遼遼神神社社は

1934 年 12月 8日に建築申請が行われ、1935年 5月 8日許可された。伊勢神宮からご神体を

賜り、天照大神を奉祀する。および明治天皇も奉祀した116。氏子数は 300とされ、毎年 5月 5日

と 10月 51日に例祭が挙行された117。鎮座地は城内水福大街118。

b、、日日本本寺寺院院

浄土真宗大谷派は 1939年 8月 4日に布教所を開設し、林重誓が赴任していた119。浄土真宗本

願寺派は 1942年に通遼出張所を開設した120。

ｃｃ、、通通遼遼忠忠魂魂塔塔

忠霊塔は通遼県城北門外に 1936 年から施行が始められ、1937 年 5 月末、基本部分が完成し

た。この英霊には、明治天皇だけでなく、チンギスカンを始め、満州事変の日本・中国の戦没者

も碑に掲げられていた。5月 29日から 31日には盛大な開幕式と祝賀会が開催された。蒙古側か

ら興安警備軍司令・巴特瑪拉布坦や中野・日本駐留部隊長なども参加して盛大に挙行された。30

日には総合運動会、31 日には蒙古風俗展覧会も開催され、この忠霊塔は全満洲の六大聖塔の一

 
114 嵯峨井建『満洲の神社興亡史』芙蓉書房出版、1998年、14〜15頁。 
115 満洲日報社『満州年鑑』満洲日報社奉天支社、1944年、276〜282頁。
116 満洲日報社『満洲年鑑』満洲日報社、1944年、282頁。

117 JACAR ；B04012558700 及びB04012560600：本邦神社関係雑件、ファイルNo.19。嵯峨井建『満

洲の神社興亡史』芙蓉書房出版、1998年、332頁。 
118 満洲日報社『満洲年鑑』満洲日報社、1944年、263頁。

119 真宗大谷派宗務所組織部『宗門開教年表』1969年。『木場明志『日中両国から語る植民地期満洲の宗教』

柏書房、2007年、484頁から出典。

120 浄土真宗本願寺派国際部『アジア開教史』12008年、178頁。
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つとして新聞に採り上げられた121。

1938 年 6 月 29 日、通遼街北門外に蒙古民族建国以来の英霊を供養するため忠霊塔を建設し

た。忠霊塔開眼式を茂林廟（モリンスーム）の活仏が導師となり、近隣の喇嘛廟より約百名の喇

嘛僧が集まり、喇嘛教による開眼供養が行われた。

1939年のノモンハン事件に出動した蒙古少年隊（隊長木村武雄）はノロ高地での戦いで

寺崎中尉以下数名の少年兵が戦死した。これら少年の英霊を供養するために忠霊塔の東側に地

蔵を建立し、親子地蔵と命名した122。

12））厚厚生生自自動動車車

満鉄は厚生列車、厚生船とともに厚生自動車は満鉄の満洲国への厚生行事であり、厚生列車、

厚生船と共に年中行事の一つであった。生活上の困苦欠乏と医療設備の不備な所へ、満鉄は年

一回、厚生自動車を編成して、彼らを慰問すると共に沿線住民に愛路観念を強調し、日ごろの協

力に奢侈を示し、満鉄の交通具オウムの完全遂行に資せんとするのであった123。

1943年は 2月 17日、興安南省の通遼を振り出しに砂漠地帯を横断して莫力廟、開魯、査布汗

廟、林東、林西、烏丹城を経て赤峰に達した。それからは汽車で熱河省、錦州省を経由して 3月

朝陽に到着した。運行自動車はバス１両、トラック 2両、慰籍の方法は慰問品贈呈、日本中国人

「の映画鑑賞、演劇、蓄音機放送、健康相談などであった。これには総務班 10名、演芸班 8名、

健康相談班 3名、警備班 3名、自動車班 4名、愛路班 1名で編成さえていた。特に人気だった

のは映画上映で、林西では二千名が初めて、「現地人はスクリーンの後ろに廻って怪訝な顔して

いた。また林西に住む日本人家族は漫才に喜び愉しみに感じ、最後まで鑑賞していた。何しろ、

内地からの手紙が 1か月もかかる土地柄これが最上の慰めであった124。

13））旅旅行行案案内内書書

旅旅行行案案内内にに記記載載さされれたた通通遼遼

1934 年度の満鉄の「鮮満旅行案内」には、蒙古人が呼びパインタラ（富める平野）の音を任

意に漢字に当てはめた白音太拉などが使用されている。通遼は現在、鉄道による蒙古への最先

端に位置している125。

1939 年度の満鉄が旅行案内署を発行しており、これを見みると、通遼は白音太来（バインタ

 
121 『盛京時報』1937年 5月 28日、通遼白音太来聖地－忠霊塔開幕記念。
122 蘭星興安会編集委員会『私達の興安回想』蘭星興安会編集委員会、1999年 7月、20頁。
123 南滿洲鐵道株式會社總務部庶務課編『満洲グラフ』第 11巻第 8号（第 109号）、1943年、154~155頁。
124 同上。
125 南満州鉄道『鮮満旅行案内』南満州鉄道東京案内所、1934年、44〜46頁。
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ラ）：富める平野の意。西遼河流域に包まれ農産産品が多い。人口 3.5万（内地人約 200人）、官

衙街、文化機関がある。市街は小街基、大街基に分かれ、西方に活仏の別荘「格根倉」が華麗な

構造を見せ、西方 65支里に喇嘛廟がある。卓里克図王家の家廟である「莫林廟」である。喇嘛

僧 600〜700人に達する。順治年間に開基とある。旗館は通遼ホテルとバインタラ旅館が名前だ

け掲載されていた。また、天照園が通遼の次の駅・銭家店にあり、日本移民が熱心に開拓に努力

している126。

1940年には旅館二軒が記載されており、通遼ホテル（永福大街）が一泊二食（3.5円〜8円）、

博多屋ホテル（永福大街）が一泊二食（3円）となっていた127。

1942年には旅館三軒と増えており、通遼ホテル（永福大街）が一泊二食（5円〜9円）、博多

屋ホテル（永福大街）が一泊二食（5円〜6円）、白音太来旅館が（一泊二食（5円〜7円）とな

っていた128。

1943 年の財団法人東亜旅行社が『満洲』というガイドブックを刊行していた。通遼の紹介さ

れていた。町の西北隅に活仏の別荘「格根会」があり、構造は華麗である。西方 43キロ（馬車

で 1日を要する）の所に、ラマ廟で卓里克図親王の家廟がある。これが莫林寺である。正式名を

集寧寺と称し、僧侶が 500人余、堂字は西蔵式で荘厳を極める。内蒙古屈指の病である。天照園

は次の駅・銭家店にあり、帝都において、失業苦を味わい尽くした約 100 名の同邦自由移民が

開拓の仕事に励んでいる処でもある。宿泊所として、①通遼ホテルが駅から約半キロにあり、宿

泊費は一泊 4〜8円とあった。②博多館は駅から 400メートルにあり、宿泊費は一泊 4〜8円と

あった。③白音太拉旅館は駅から 1キロにあり、宿泊費は一泊 4〜6円とあった129。

14）） 開開拓拓地地小小学学校校：：一一棵棵樹樹尋尋常常高高等等小小学学校校

満蒙開拓団の一一棵樹開拓団は 1938年 7月に東京都深川天照園から通遼県楽村一棵樹に細野喜

一郎を団長として入植した130。 東京市深川の商店街に住む料理人などが、国内の不況が続く

中、転業せざるを得ない状況であった。畑野喜一郎氏らは満洲へ行けば、日本人の活躍する舞台

があると確信して、関東州金州馬家屯にある、人を通じて農園を訓練機関として提供しても良

いと話があった。そこに満洲移民実修所を設置することを決め、天照園など宿泊所から 30人を

人選し、第一期生として 1932年 6月に入所させた。翌年の 1933年 3月末に興安南省通遼県銭

家店の東亜勧業の所有する農場にひとまず小作人として入植した経緯があった。正式には、1934
 

126 粕谷益雄『鮮満支旅の栞』南満州鉄道東京支社、1939年、122〜123頁。
127 日本国際観光局満州支部『満支旅行年鑑昭和 15年度』日本国際観光局、1940年、34頁。 
128 東亜旅行社『満支旅行年鑑昭和 17年度』東亜旅行社、1942年、429頁。 
129 財団法人東亜旅行社『満洲』東亜旅行社、1943年 11月、77頁。
130 全国開拓史復刊委員会『満州開拓史』全国拓友会協議会、1980年、821頁。
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年 3月に一棵樹に入植した131。

しかし、1935 年は異常な長雨が続き、全く収穫ができない事態に陥った。当時、開魯地方は

匪賊が頻繁に続出するため、物流が滞っていた。屈強な若者を通遼⇔開魯の道路建設に駆り出

して、現金収入を得て急場を凌いだ132。1940年 12月 23日に組織を開拓協同組合に移行した133。

畜産に力を入れ、牛は各戸に牝牛 3頭を分配した。北海層からホルスタインを 20頭ほど入荷予

定であった。将来、一棵樹開拓団の進む道は酪農に重点を置きたいと。ビートやデントコーンな

ど飼料作物が非常によくできた。まだ、牛の現金輸入だけでは無理であるが、乳牛が入ってくれ

ば、牛乳の加工も新年度の事業の一つになっていた。現収入が増えるはずだ。現在は豚が現金収

入で一番貢献していた。羊は現在、千頭ほどいるが現金収入は少ないが、羊毛が自家用に供給で

きていた。家畜の衛生面で獣医養成所を卒業した者が戻ってきていた。家畜診療所を作り、万全

を期すことができるようになった。装蹄もハルピン装蹄養成所を卒業し、今年から装蹄所を自

前で持つことができた134。

保健衛生について、簡易診療所を設け、常時、東京から呼び寄せた老麗な看護婦が来て、保健

婦、救急手当、助産の方面を担っていた。現在、団員の奥さん 50 人は 25 人の子供をもうけて

いる。2年に一度は出産していた。牛乳を飲むので、子供はよく肥って死亡率も低い135。転業開

拓民であると自覚から、雇用する満洲人や苦力を使いこなす術を有していた。農民になり切れ

ない危惧は農耕技術を速やかに習得する必要があった。

この点、棵樹開拓団は順調に推移している自負していた136。彼は教育熱心で、移民学校の一棵

樹尋常高等小学校を 1939年 4月 18日に立ちあげた。学校は 1学級、児童 20名、教員 1名、代

用教員 2名（漢語、裁縫）、校医 1名、現地人小使を数えた137。

1945年 8月 11日から日本軍に撤退命令が下り、興安南地区行署副県長の波多久から一刻も早

く朝陽鎮に集合の通報があった。これが避難の始まりであった。一棵樹開拓団（358人）では敗

戦後に逃亡できずに死亡した人は 42人を数えた。また、日本へ帰還できた人は 298人であった。

その内、集団の 32戸は栃木県那須郡に入植した138。

 
131 東亜旅行社『満支旅行年鑑昭和 17年度』東亜旅行社、1942年、64頁。 
132 畑野喜一郎「一棵樹開拓団を語る」『東亜一般 6（6）』満州移住協会、1942年 6月号、48～49頁。
133 同上、50頁と東亜旅行社『満支旅行年鑑昭和 17年度』東亜旅行社、1942年、64頁。 
134 畑野喜一郎「一棵樹開拓団を語る」『東亜一般 6（6）』満州移住協会、1942年 6月号、53～54頁。
135 同上、55頁。 
136 同上、56頁。 
137 JACAR B04011547600 在外日本人学校教育関係雑件第十六巻、21頁。
138 全国開拓史復刊委員会『満州開拓史』全国拓友会協議会、1980年、817頁と 821頁。 
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通遼市の北西の一棵樹村に満蒙開拓団の児童の小学校が 1939年 4月 18日に設立者が興

安南省組合において設立された。当初は 6 名でスタートした。その後同年に 1 学級、児

童 20名、教員 1名、嘱託 2名139。1942年小学校 1年から高等科 2年までの 16名の児童

がおり、複式授業を行っていた140。

第第三三章章ののままととめめ

1916年末に日本人の 19名が 1921年末には 351名が通遼に居留した。その後減少傾向もあっ

たが、満州事変の翌年 1932年には 1.061名と増加していた。1935年頃の通遼は、日本憲兵隊に

よる蒙匪賊、満匪賊の討伐が盛んに行われ、蒙古匪賊が帰順し、内蒙古軍に編入された。これに

より南地帯の治安は安定した。日本人を保護する警察も通遼領事警察が 1933年 2月まで鄭家屯

領事館派出所で巡査 1名だけが、3月から鄭家屯領事館通遼警察分署に昇格し、警部補ほか 8名

の配置となった。商工業に目を転じると国際運輸や通開汽車の交通インフラに加えて雑貨商が

通遼の商工業者を担っていた。当時、従業員を含めて 30名を超える業者はすくなかった。それ

でも人口規模が大になれば、業者も比例して大規模に発展していった。商工会議所を兼ねた商

工公会は 1934年に会員 351名で設立するが、1944年には 1,211社に膨れ上がっていた。この各

都市の組織には日満の企業が参加していた。日系満映直轄館の通遼満映館は通遼街にて 640 名

収容できる設備を有していた。周辺都市にはこれほど収容できる劇場は少なかった。一方で、厚

生自動車や協和会などが開催する映画会にも郊外の居住者には喜ばれた。通遼から北東で満蒙

開拓団の一一棵樹開拓団が 1938年 7月に東京都深川天照園から通遼県楽村一棵樹に細野喜一郎を

団長として入植した141。東京市深川の商店街に住む料理人などは不況が続く中、団長以下は満洲

へ行けば、活躍する舞台があると確信して入植した。1945年 8月 11日からが避難の始まりであ

った。一棵樹開拓団（358人）では敗戦後に逃亡できずに死亡した人は 42人を数えた。また、

日本へ帰還できた人は 298人であった。その内、集団の 32戸は栃木県那須郡に入植した。

（千葉大学人文公共学府・特別研究員）

参参考考文文献献史史資資料料（（日日本本語語））五五十十音音順順

・井出俊太郎『内務資料月報』満洲行政学会、1937年 12月。

 
139 JACAR：B04011765500 一棵樹尋常小学校位置 興安南省通遼県第五区礼楽村一棵樹。 
140 畑野喜一郎「一棵樹開拓団を語る」『東亜一般 6（6）』満州移住協会、1942年 6月号、52頁。 
141 全国開拓史復刊委員会『満州開拓史』全国拓友会協議会、1980年、821頁。 
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・http://www.law.osaka-u.ac.jp/~c-forum/box5/vol7/tekkou.pdf 、2020年 5月 25日閲覧。

・及川琢英『帝国日本の大陸政策と満洲国陸軍』吉川弘文館、2019年。

・外務省外交史料館蔵『外務省警察史』不二出版、1996年。

・春日行雄『日本とモンゴルの一〇〇年』アジア博物館・モンゴル館、1993年。

・外務省外交史料館所蔵『外務省警察史』第 17巻、不二出版、1996年。

・外務省東亜局 2課『戦前期、満洲国及中華民億在留日本人人口概計表』復刻版、不二出版、

2004年。

・片倉 衷『片倉衷 回想の満洲国』経済出版社、1978年。

・貴志俊彦『満洲国のビジュアル・メディア』吉川弘文館、2010年。

・嵯峨井建監修『大陸神社大観』ゆまに書房、2005年。

・嵯峨井建著『満洲の神社興亡史』芙蓉書房出版、1998年。

・斉紅深/竹中憲一『「満州」オーラルヒストリー』皓星社、2004年。

・財団法人東亜旅行社『満洲』東亜旅行社、1943年 11月。

・新京商工会『満洲国法人名録』新京商工会、1941年。

・雑誌、治安部『鉄心 2（12）』治安部、1936年。

・JACAR；C1501000453100 『 葛根廟附近の戦闘（興安南省）』その他多数。

・全国開拓史復刊委員会『満洲開拓史』全国拓友会協議会、1980年。

・鉄鋼『満洲国 興安地域における医療事業の展開 117〜119頁

・片倉、古海忠之『挫折した理想国：満洲国工房の真相』1967年。

・大同印刷館編集部『満洲警察行政等管轄区域便覧』大同印刷館、1939年。

・竹葉丈『異郷のモダニズム 満洲写真全史』国書刊行会、2017年。

・鳥居龍蔵『鳥居龍蔵全集』第 9巻、朝日新聞社、1975年。

・鳥居龍蔵「満蒙の探査」『鳥居龍蔵全集第 9巻』朝日新聞社、1975年。

・鳥居龍蔵「満蒙を再び探る」『鳥居龍蔵全集第 9巻』朝日新聞社、1975年。

・佟岩・浅野慎一監訳『中国残留日本人孤児に関する調査と研究』上、不二出版、2008年。

・中見立夫『満洲とは何だったのか』藤原書店、2004年。

・西田勝・孫継武・鄭敏編『中国農民が証す満洲国開拓の実相』小学館、2007年。

・日本国際観光局満州支部編『満洲旅行年鑑』日本国際観光局、1940年。

・衣目精一『通遼の現況』通遼貿易館、盛進号、1935年 11月。

・広川佐保『蒙土奉上－満洲国の土地政策－』汲古書院、2005年。

・ボルジギン・ブレンサイン『内モンゴルを知るための 60章』明石書店、2016年。

・満洲開拓史刊行会編『満洲開拓史』満洲開拓史刊行会、1966年。

・満洲国事情案内所『満洲国各県事情』満洲国事情案内所、1939年。
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・満洲事情案内所『満洲国地方誌』満州国事情内所、1940年。

・満洲日報社『満州年鑑』満洲日報社奉天支社、1944年。

・満洲中央銀行調査課『本邦農工商会調査―熱河・興安省部之部』満洲中央銀行、1936年。

・満洲国経済部商務司『満洲国実業実態調査』満洲国経済部商務司、1942年。

・満洲国民生部編『中卒程度以上各種教育施設一覧』満洲国民生部 1941年。

・満洲国蒙政部編『通遼・銭家店・伊胡・甘旗「カ」商工業状況調査報告書』満洲国蒙政部勧業

公司工商科、1934年。

・満洲史会『満洲慕情』全満洲写真集、満洲史会、1971年。

・「満洲国」地方誌集成 第 17巻 興安東省概観／興安東省現勢便覧 康徳七年版／興安南省概

覧ゆまに書房。

・満洲拓総局『内地開拓民現況』満洲拓総局、1942年。

・『南満州里間蒙古調査報告書』満鉄庶務部調査課、第一班第一編。

・『満洲国及び支那における新聞』外務省情報部、

・満洲日報社『満洲年鑑』満洲日報社、1944年。

・満洲評論社編『満洲農村雑話』満洲評論社、1939年。

・矢田行蔵『満蒙の鼓動』興亜出版部、1936年。

・山田豪一『満洲国の阿片専売』汲古書院、2002年。

・楊海英『日本陸軍とモンゴル』中央公論社、2015年。

・蘭星興安会編集委員会『私達の興安回想』蘭星会、1999年。

・財団法人東亜旅行社『満洲』東亜旅行社、1943年 11月。

参参考考文文献献史史資資料料（（中中国国語語））アアルルフファァベベッットト順順

・迟子『伪满洲国』上下巻、作家出版社、2000年。

・开鲁县志纂委员会『开鲁县志』内蒙古文化出版社、2004年、

・库伦旗志编纂委员会『库伦旗志』内蒙古文化出版社、2004年。

・金海『日本在内蒙古殖民统治政策研究』社会科学文献出版社、2009年。

以上
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通辽市志编纂委员会编『通辽市志』方志出版社、2002年、地図。
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［研究論文］ 

内内モモンンゴゴルルシシャャママンンののググロローーババルル化化にに関関すするる研研究究

嘉藤 惠（Megumi Kato）

【【要要旨旨】】

内モンゴルのシャマンのグローバル化は、モンゴル文化の復興や中国社会の変化、現代社会

における精神的な支えなど、さまざまな背景を有する。シャマンは、自然や祖先とのつながりを

感じさせ、人々の心を癒す役割を果たしている。

キキーーワワーードド：シャマン、グローバル化、モンゴル文化、中国社会、精神的な支え

ははじじめめにに

本論文は、内モンゴルのシャマンのグローバル化に関する研究である。シャマンとは、自然や

霊と交流し、人々の健康や幸福を祈願する者である。内モンゴルでは、近年、シャマンの数が急

増しており、その活動や思想は、グローバル化の進展と深く関わっていると考えられる。しか

し、その実態や意味については、十分に研究されていない。本論文の目的は、内モンゴルのシャ

マンのグローバル化の現状とその背景を分析し、その意味と影響について考察することである。

本論文では、以下の三つの論点を検討する。

第一に、内モンゴルのシャマンのグローバル化は、モンゴル文化の復興や、中国社会の変化と

関連していることを明らかにする。

第二に、内モンゴルのシャマンは、現代社会において、人々の精神的なニーズを満たす役割を

果たしていることを示す。

第三に、内モンゴルのシャマンのグローバル化は、モンゴル文化の新たな展開をもたらして

いることを論じる。

本論文は、内モンゴルのシャマンのグローバル化に関する新たな知見を提供するものであ。

本論文を通して、内モンゴルのシャマンが現代社会でどのような役割を果たしているかを理

解し、現代社会におけるシャマニズムの意義について考える一助となることが期待される。

1. 内内モモンンゴゴルルののシシャャママンンののググロローーババルル化化

内モンゴルのシャマンは、モンゴル民族の伝統的な信仰や文化を継承し、現代社会に適応さ

『モンゴル文化研究』第 5号（2023）：149-158 
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せている。内モンゴルでは、近年、シャマニズムが復興し、シャマンの数が急増している。これ

は、グローバル化の影響により、モンゴル民族が自らのアイデンティティや文化を再確認しよ

うとする動きが強まっているためである。シャマニズムは、モンゴル民族の歴史や文化に根ざ

した信仰であり、自然や祖先とのつながりを重視する。シャマンは、その信仰の代表者として、

人々にモンゴル文化を伝える役割を果たしている。

方で、内モンゴルのシャマンは、中国社会における民族政策や宗教政策の変遷に対応し、自ら

の活動領域を確保している。内モンゴルは、中国共産党の統治下にあり、シャマニズムは公式に

認められていない。しかし、内モンゴルのシャマンは、シャマニズムを宗教ではなく文化として

位置づけることで、政府の圧力を回避している。また、内モンゴルのシャマンは、中国社会にお

ける経済発展や社会変動に対応し、人々のニーズに応えるサービスを提供している。例えば、シ

ャマンは、都市部で働く人々に対して、電話やインターネットを通じて占いや祈祷を行うこと

もある。

以上のように、内モンゴルのシャマンのグローバル化は、モンゴル文化の復興や、中国社会の

変化と関連していることが分かる。内モンゴルのシャマンは、グローバル化の中で自らのアイ

デンティティや文化を維持しつつも、現代社会に適応する柔軟性を持っている。内モンゴルの

シャマンは、そのような二重性を持つ存在であると言えるだろう。

中国が改革開放政策を実施した、特に 20世紀 90年代以来、中国各地の民間信仰が復興

し始めた。現在、ホルチン地方のモンゴル人の伝統信仰としてのシャマニズムは復興し、

社会に機能している。』[1]サランゴワ

【事例１】

筆者は、シャマングローバル化について研究しており、内モンゴルのシャマンの伝統や知識

を学ぶために、東京で、内モンゴルのシャマンとWichatで通話した。通話では、シャマンの役

割や儀式について、また、祖霊と守護霊との関係について、詳しく話を聞くことができた。通話

を通じて、筆者は、シャマンの伝統や知識が、現代社会でも重要な価値をもつことを実感した。

また、AI時代のシャーングローバル化において、Wichatなどのオンラインツールが重要な役割

を果たす可能性も感じた。

この通話は、筆者の研究にとって、貴重な経験となった。

『現在、シャーマンの増殖現象は国境を超えてロシア、中国内モンゴルに伝播してい

る。かつて社会主義時代、ロシア、モンゴル双方のブリヤート人がお互いに国境を越え

て親戚訪問するのは非常に困難なことであった。民主化 以降、国境が開かれ、自由に往
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来が可能となると、ロシアのブリヤート共和国や、旧アガ・ブリアート自治管区などか

ら、ブリヤート人が、陸路、 国境を越え、モンゴル側のブリヤート人のシャーマンのも

とに修行にやってくるようになったのである。』[1]島村一平

2. 現現代代社社会会ににおおいいてて、、人人々々のの精精神神的的ななニニーーズズをを満満たたすす役役割割

内モンゴルのシャマンは、人々の健康や幸福を祈願し、悪霊や災厄から守る。また内モンゴル

のシャマンは、人々に自然や祖先とのつながりを感じさせ、精神的な支えや安らぎを提供する。

これらのことは、現代社会において、人々の精神的なニーズを満たす役割を果たしていると言

えるだろう。

現代社会は、経済発展や科学技術の進歩により、物質的な豊かさや便利さが増している。しか

し、同時に、人間関係の希薄化や環境問題の深刻化など、多くの問題も抱えている。これらの問

題は、人々の心に不安や孤独感をもたらし、精神的なストレスを引き起こす。人々は、このよう

なストレスから解放されたいと願い、精神的なニーズが高まっている。

内モンゴルのシャマンは、このような精神的なニーズに応えることができる。シャマンは、自

然や霊と交流することで、人々に自然界と調和した生き方や価値観を示す。シャマンは、祖先や

先祖霊と交流することで、人々に家族や民族とのつながりや歴史意識を教える。シャマンは、占

いや祈祷を行うことで、人々に未来への希望や信頼感を与える。シャマンは、悪霊や災厄から守

ることで、人々に安心感や安全感をもたらす。

以上のように、内モンゴルのシャマンは、現代社会において、人々の精神的なニーズを満たす

役割を果たしていることが分かる。内モンゴルのシャマンは、そのような役割を通じて、人々に

精神的な支えや安らぎを提供している。内モンゴルのシャマンは、現代社会における心理カウ

ンセラーとも言えるだろう。

3．． 内内モモンンゴゴルル文文化化のの新新たたなな展展開開ををももたたららすす

3.1 内内モモンンゴゴルルシシャャママンンののググロローーババルル化化

内モンゴルのシャマンは、グローバル化の中で自らの知識や技能を高めるとともに、他者か

ら学ぶこともある。また、内モンゴルのシャマンは、インターネットやメディアを利用し、自ら

の活動や思想を広く発信し、多様な人々とコミュニケーションを取る。これらのことは、内モン

ゴル文化の新たな展開をもたらしていると言えるだろう。

『情報手段が発達した現在、ホルチン地方のブオは、地域住民の対応のみにとどまるこ

となく、地域を超えて周辺の地域、さらに国境を越えたクライアントに対応している。ま

た、シャマンのイベントの開催によって周辺の漢民族、満州族のシャマン、さらにモンゴ



 

― 152 ― 

ル国、ロシアのシャマンとも交流している。いわば。グローバル化している。ブォは地域や

国という空間と距離や民族というアイデンティティを超えて活動している。互いに影響さ

れホルチン地方のシャマニズの実践を豊かにしている』[2] 薩仁高娃

内モンゴルのシャマンは、国内外の他のシャマニズムと交流することで、自らの知識や技能

を高める。例えば、内モンゴルのシャマンは、モンゴル国やロシアなどのシャマニズムの発展地

域に赴き、現地のシャマンと交流し、その儀式や道具を観察したり、体験したりすることがあ

る。これらの交流は、内モンゴルのシャマンにとって、自らの信仰や文化を深める機会であり、

他者から尊敬や理解を得る機会でもある。

3.2 内内モモンンゴゴルルののシシャャママンンのの治治療療とと現現代代医医学学のの融融合合

内モンゴルのシャマンの治療と現代医学の融合は、近年、注目を集めている。シャマンの治療

は、主に精神的な原因による病気や悩みに対して有効であると考えられており、現代医学では

対応が難しいような問題にも効果を発揮する可能性がある。一方、現代医学は、身体的な原因に

よる病気に対して有効である。

両者の融合により、精神的・身体的な両面からの治療が可能になると期待されている。具体的

には、以下のような取り組みが行われている。

• シャマンが現代医学の知識を学び、現代医学的な診断や治療を組み合わせる。

• 現代医師がシャマンの治療法を取り入れ、精神的なケアを行う。

• 両者が共同で治療を行う。

これらの取り組みにより、内モンゴルの人々がより効果的な治療を受けることができるよう

になることが期待されている。

以上のように、シャマニズムは、内モンゴル文化の新たな展開をもたらしていることが分か

る。内モンゴルのシャマンは、そのような活動を通じて、内モンゴル文化の新たな展開をもたら

している。内モンゴルのシャマンは、現代社会における文化創造者とも言えるだろう。

『現在では、ホルチン地方のシャマンがいろいろな治療を行う中で、骨に関する治療を専

門とした接骨医としてのシャマン、つまりヤスベラチ・ボーの影響力は前より広まり、し

かもより人気を得つつある。骨（接骨、整骨）の治療を行うシャマンの治療方法としては、

酒を骨の怪我したところに吹きかけて、両手で骨折を元に戻して回復させることである。』

[3]サランゴワ
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シャマンは、人間と精霊の世界を媒介する精神的指導者である。内モンゴルを含む世界中の

多くの文化に見られる。内モンゴルシャマンは、何世紀にもわたって実践されてきた、複雑で洗

練された伝統である。

シャマンの叡智は、現代社会において多様な形で活用することができる。例えば、シャマン

は、癒しのスキルを使って、肉体的・感情的な問題を抱える人々を助けることができる。また、

カウンセリングのスキルを使って、人生の課題を抱える人々を助けることもできる。さらに、シ

ャマンは、自然界に関する知識を使って、環境保護を推進することもできる。

3.3．．内内モモンンゴゴルルののシシャャママンンにによよるる文文化化ののググロローーババルル化化戦戦略略

古代モンゴルは、世界を駆け巡り、制覇してグローバルに活躍していた。その背景には、モン

ゴル民族の持つ強靭な精神力や、シャマン文化による自然との調和の思想があったと考えられ

る。

現代においても、内モンゴルのシャマン文化は、その独特の魅力で、世界中から注目を集めてい

る。本論文では、内モンゴルのシャマン文化を活用した文化のグローバル化戦略を提案する。

内モンゴルのシャマン文化は、自然との調和を重んじる思想を基盤としている。シャマンは、

自然の精霊と交信し、人々の病気や災いを癒す役割を担っている。

このシャマン文化には、現代社会に求められる多くの価値観が含まれている。例えば、自然環

境の保護、多様性の尊重、共生社会の実現などである。

以下のようなものが考えられる。

（1）シャマン文化の国際交流を促進する

内モンゴルのシャマン文化を世界に広めるために、国際交流を促進することが重要である。

例えば、海外のシャマン文化との交流会や、シャマン文化に関する国際会議を開催するなどの

取り組みが挙げられる。

（2）シャマン文化を現代社会に応用する

シャマン文化の持つ価値観を、現代社会に応用することも重要である。例えば、自然環境の保

護や、多様性の尊重に関する教育や啓発活動に、シャマン文化を取り入れるなどの取り組みが

挙げられる。

しかし、その価値を世界中の人々に理解してもらうことは、容易ではない。そのため、内モン

ゴルシャマンの叡智の現代的な価値を示すための積極的な情報発信が必要である。
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（3）日本でシャマンを育成する。

日本はシャマンの長い歴史を持つ国であり、内モンゴルシャマンのグローバル化のスタート

地点として適している。日本でシャマンの養成プログラムを設立し、世界中からの人々を対象

に、内モンゴルシャマンの歴史、実践、儀式などの基礎を教える。

この養成プログラムは、内モンゴルシャマンの伝統を正しく伝えることを重視する必要があ

る。また、プログラムは、参加者がシャマンとしての知識とスキルを身につけることができるよ

うに、実践的な内容を盛り込むべきである。

（4）現代社会におけるシャマンの叡智の活用について英語で解説する本を出版する。

この本は、シャマンの叡智を世界中の人々に紹介し、その現代社会における可能性を示すもの

となる。この本は、シャマン、学者、ヒーラーなど、専門家チームによって執筆され、内モンゴ

ルシャマンの歴史、実践、メリットに関する情報を提供する。

そして、シャマンの叡智の概要、シャマンの実践の種類、シャマンの叡智が現代社会において

どのように活用される可能性があるかなど、幅広い内容を網羅すべきである。

結結論論

内モンゴルのシャマン文化は、その独特の魅力と、現代社会に求められる価値観を併せ持つ、

世界に通用する文化である。本論文で提案した戦略を実行することで、内モンゴルのシャマン

文化が、世界中の人々に広まり、文化のグローバル化に貢献すると考えられる。

3.4 AI時時代代ののシシャャママンンググロローーババルル化化ののたためめののシシスステテムムのの考考察察

3.4.1  AI時時代代ののシシャャママンンググロローーババルル化化ののたためめののシシスステテムム

シャマンは、古代から世界各地で存在する霊媒者である。彼らは、神や精霊と交信して、人々

の悩みや問題を解決する。近年、シャマンは世界中で注目を集めており、そのグローバル化が進

んでいる。日本と内モンゴルのシャマンで共同で開発して、日本で実施する事を提案する。
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AI時代のシャマングローバル化においては、以下の 6つのシステムが重要である。

（1）内モンゴルからの師匠の招聘

シャマンの伝統を継承するためには、内モンゴルなどのシャマンの盛んな地域から師匠を招

聘することが重要である。内モンゴルのシャマンは、長い歴史と伝統を持ち、豊富な知識と経験

を持っている。彼らから直接指導を受けることで、日本のシャマンもその伝統を継承すること

ができる。

（2）入門クラスの開設

シャマンになるためには、長年の修行が必要である。しかし、誰もがすぐに修行を始められる

わけではない。そのため、初心者向けの入門クラスを開設することが重要である。入門クラスで

は、シャマンの基本的な知識と技術を学ぶことができる。

（3）AIシャマンの開発

AIシャマンは、占いや相談をAIに委ねることで、シャマンの負担を軽減することができる。

また、AIシャマンは、世界中の人々にシャマンのサービスを提供する可能性を秘めている。シ
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ャーマ文化を基盤とした新たなビジネスやサービスを提供する。

（4）シャマンハウスの創設

シャマンハウスは、リアルに儀式を行ったり、シャマンに相談したりできる施設である。シャ

マンハウスの創設により、シャマンの活動をより身近なものにすることができる。

（5）シャマンの治療研究

  シャマンの治療を研究して現代医学と融合する。

（6）世界中のシャマンとのネットワーク構築

シャマンは、世界各地の文化や宗教と密接に結びついている。そのため、世界中のシャマンと

のネットワークを構築することは、シャマンのグローバル化を推進するために重要である。

以上の 6つのシステムを組み合わせることで、AI時代のシャマングローバル化を実現するこ

とができる。

考察

シャマンは、人々の悩みや問題を解決する役割を担っている。AI時代においても、シャマン

の役割は重要であり、そのグローバル化は世界の人々に新たな価値をもたらすことができる。

3.4.2 シシャャママンンググロローーババルル化化のの課課題題

（1）シャマンの伝統の継承

シャマンの伝統は、地域や文化によって異なる。そのため、シャマングローバル化を進める際

には、各地域の伝統を尊重することが重要である。

【【事事例例２２ 満満州州ササママンンのの伝伝承承継継承承】】

満州サマンは、満州語による教えで、門外不出とされている。そのため、外部への伝承は許可

なく行えない。しかし、満州族の人口減少に伴い、サマンの伝承者が減少し、伝承が危ぶまれて

いる。

そのような状況の中、2023 年に、満州族のアーティストである金大偉が、満州サマンのドキ

ュメンタリー映画『天空のサマン』を制作し公開した。この映画は、満州サマンの伝統と文化を

記録したものであり、サマンの伝承継承に貢献する意義がある。

金大偉は、満州族の血を引くアーティストであり、満州サマンの伝承に強い関心を持ってい

る。彼は、満州サマンの伝承者であるシャマンたちと交流し、彼らの教えや儀式を撮影した。こ
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の映画は、満州サマンの奥深い世界を、美しい映像と音楽で伝えている。

『天空のサマン』の制作は、満州サマンの伝承継承に大きな役割を果たした。日本語の

ナレーションでフランス語にも翻訳された。この映画は、満州サマンの存在を広く知らし

めるとともに、サマンの伝承者たちの努力と情熱を記録した貴重な作品である。[4]金大偉

（2）シャマンの倫理の確立

シャマンは、人々の悩みや問題を解決する役割を担っている。そのため、シャマンには、高い

倫理性が求められる。シャマングローバル化を進める際には、シャマンの倫理を明確にするこ

とが重要である。

（3）シャマンの社会的認知度の向上

シャマンは、現代社会においても、まだ社会的に認知されていない部分がある。シャマングロ

ーバル化を進める際には、シャマンの社会的認知度を向上させることが重要である。これらの

課題を克服することで、AI時代のシャマングローバル化を実現することができる。

AI時代のシャマングローバル化は、世界の人々に新たな価値をもたらすことができる。シャ

マンの伝統を継承し、倫理を明確にし、社会的認知度を向上させることで、AI時代のシャマン

グローバル化を実現することができる。

おおわわりりにに

本論文は、内モンゴルのシャマンのグローバル化に関する研究である。本論文では、内モンゴ

ルのシャマンのグローバル化の現状とその背景を分析し、その意味と影響について考察した。

本論文では、以下の三つの論点を検討した。

第一に、内モンゴルのシャマンのグローバル化は、モンゴル文化の復興や、中国社会の変化と

関連していることを明らかにした。内モンゴルのシャマンは、モンゴル民族の伝統的な信仰や

文化を継承し、現代社会に適応させている。また、内モンゴルのシャマンは、中国社会における

民族政策や宗教政策の変遷に対応し、自らのアイデンティティや活動領域を確保している。

第二に、内モンゴルのシャマンは、現代社会において、人々の精神的なニーズを満たす役割を

果たしていることを示した。内モンゴルのシャマンは、人々の健康や幸福を祈願し、悪霊や災厄

から守る。また、内モンゴルのシャマンは、人々に自然や祖先とのつながりを感じさせ、精神的

な支えや安らぎを提供する。

第三に、内モンゴルのシャマンのグローバル化は、内モンゴル文化の新たな展開をもたらし
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ていることを論じた。内モンゴルのシャマンは、国内外の他のシャマニズムと交流し、自らの知

識や技能を高めるとともに、他者から学ぶこともある。

本論文は、内モンゴルのシャマンに関する文献を収集・分析した。そして、AI時代にシャマ

ンの能力を活かし、その叡智をグローバル化するためのシステムを考察した。

本論文は、内モンゴルのシャマンのグローバル化に関する新たな知見を提供したものである。

本論文を通して、内モンゴルのシャマンが現代社会でどのような役割を果たしているかを理解

した。また、現代社会におけるシャマニズムの意義について考えた。本論文は、内モンゴル自治

区におけるシャマニズム復興運動や現代中国社会におけるシャマニズムという研究分野に貢献

するものであると考える。今後は、内モンゴルのシャマンのグローバル化に関するさらなる研

究が必要であると感じる。内モンゴルのシャマンのグローバル化は、内モンゴル文化の新たな

展開をもたらすだけでなく、現代社会における文化の多様性や対話を促進する可能性を秘めて

いると思うからである。

（特定非営利活動法人平泉会・審査員・理事）
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［研究ノート］ 

シシベベリリアア鉄鉄道道のの旅旅(前前半半)
― イルクーツク市とエカテリンブルク市にて ―

サイン・ホビト

【【要要旨旨】】

私は 2022年の 2月から 2023年 1月までブリヤート共和國の国立大学に留学した。シベリア

鉄道で旅をすることが留学するより前から私の夢だった。ところが、当年二月にロシアとウク

ライナの戦争が爆発し、一度日本に帰国することも検討されたが、私はブリヤートに残り、留学

を完成すると決意した。そして夏休みにシベリア鉄道を利用してロシア四つの都市に旅をした。

キキーーワワーードド：：シベリア鉄道、旅、博物館見学、イルクーツク、エカテリンブルク

私は 2022年の 1月 31日の夜にロシアのブリヤート共和國の首都―ウランウデ市に着いた。

ロシア語を勉強するために一年間留学することになった。シベリア鉄道で旅をすることを留学

するより前から夢を見ていた。ところが、当年二月にロシアとウクライナの戦争が爆発し、一度

日本に帰国することも検討されたが、私はブリヤートに残り、留学を完成すると決意した。もち

ろん、私にこう決心に至るまでの理由はある。シベリア鉄道の旅が始まったのは前期期末試験

が終わった次の日、つまり 6月 23日の朝だった。旅に急いて出発した理由は 5月から利用して

いた写本資料館1が、6 月から管理人アユシェヴァ先生の出張により、閉館となり、一ヶ月間利

用休止となった。ちょうど 7~8 月は夏休みで授業がない時期に、資料館を利用するか旅をする

か考えていたところ、資料館が閉館になり、旅をするしか無かった。

未知に対して誰も不安になるが、期待する気持ちが全てを勝った。梅棹忠夫等のアフガニス

タンでの冒険が心に働いている。佐野先生はいつも「民は賢い」という。それが私に十分な勇気

を与えてくれた。だから「民」のいる場所で私は生活や旅することが問題ないと信じた。後田多

先生は「ロシアだけでやれることを考えて行動する」と言ってくれた。旅は間違いなく、意義の

あることで、やれるかどうかは私次第だと思った。コロナの感染やウクライナ戦争の世論の影

 
1 モンゴル学・仏教・チベット学研究所の東洋学写本木版画資料館を利用するには特別の招待状が必要
で、学校と指導先生、当センター長の許可をもらう必要がある。オープン時間は週二回、火曜日と木曜

日の 14:00から 16:40までになっている。古文書など貴重な資料も借りられるが、当日の資料請求は認
められず、一日前の申請を要求している。資料は撮影と持ち出しは禁止で、館内の閲覧室のみにて利用

することができる。私はそこでシャーマニズムテキストー拝火祭祀書を勉強していた。
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響により、また最初に神奈川大学から十分な許可をもらえてなく、自分は不安を抱きながら、旅

をすることにした。実際に大学からの心配は確実なもので、コロナ時期においてロシア国内の

感染者が出続いているし、ウクライナ戦争による国際社会からロシアに対する批判と制限があ

った。だからこそ今時期が最も意義のある旅に間違いない。

私はまだロシア語をうまく話せなく、ブリヤートの半年間住んでいるとは言え、ロシアにつ

いて実に何もわかっていない。「ロシアを見回る」ことを目指して、旅に出かけることを決心し

た。私は計画書を持って大学に改めて申請をし、許可をもらったが、旅の移動は列車のみ利用す

るように要求された。旅の計画とそれに伴う一切のことが大変だった。

まずは大まかな計画を立ててみた：イルクーツクに三泊して、エカテリンブルクに二泊する。

後者は休むためでもあり、続けてモスクワとサンクトペテルブルクに行く。6月 23日からスタ

ートして 7 月中旬にウランウデに戻る。ウランウデにいる期間にモスクワまでの列車のチケッ

トを買っておいた。移動は夜にしたら、宿泊費用を減らすことができる。移動のチケットはトト

（туту.ру）アプリ、宿泊はオスタロヴォク（Островок）アプリを利用した。実際に移動するとき

はツウゲス（2гес）地図を利用し、訪問地や博物館などの情報はグーグル地図（google.com/maps）

と他ネット情報を利用する。市内の移動は主に歩いて回ることにし、便利を図って、宿泊はでき

るだけ市内中心地の旅館にしたい。

旅を出発する前にモスクワまでの移動のチケットと宿泊を予約しておいた。モスクワから先

の予定は延長を予定していたため、先の移動のチケットや宿泊情報は一応確認していたが、予

約はしない。ロシア國内の時差が大きく、偶にどちらの時間か分からなくなる。ネットでチケッ

トを買う時、鉄道の運営時間はモスクワ時間が表示される。だが自分は現地の時間で行動しな

ければならない。とにかく旅は長く、先に行ってから考え直すことにした。また、旅はなんかの

原因で進められず、途中からウランウデに戻っていることさえ想像している。

ウランウデに半年ぐらい生活するが、学校や資料館と買い物、食事などに行くぐらいで、知っ

ている場所にしか行かない。ソルゴグさん（シリンゴル出身の留学生）は私より半年前にウラン

ウデに来ていて、いつも私を連れて新しい場所に行ってくれる。今度はロシアを横断する一人

の旅になるので、確かに旅の直前まで緊張と興奮、心配と不安、はっきりと言えない気持ちだっ

た。

今回はシベリア鉄道の旅の前半、エカテリンブルクまでの旅を共有し、言語と文化を超える

（確かに越えられるか？）産業社会に流動するため、どんな要素を満たすべきか？政治境界を

超えている「普遍的な要素」とは何か、国際社会においてまた我々が越えられることと、越えら

れないことを考え、今後の積み重ねにより、これら旅の経験はとても貴重な材料になるだろう

と、ノートを記録に残しておきたい。
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一一．．イイルルククーーツツクク市市ととババイイカカルル湖湖 滞在期間 6月 23~26日。

６６月月 23日日 木木曜曜日日、、晴晴れれ。。

ウランウデ市からイルクーツク市へ出発した2。

朝、6:30に起きて朝食を済ませ、7:20頃に荷物を持って寮を出た。朝の空気は一番よく、大好

きだ。今日はいい天気で、空気もきれい。まるで私の旅の順調を守ってくれるような感じで、自

信満々になった。駅は近く、歩いて向かい、7:40頃に着いた。駅は小さく、客用の軌道は二つし

かないが、自然資源―石炭、天然ガス、木材などと貨物用の軌道は十以上数えられるほど多い。

発車まで少し時間があったので、電子チケットを紙チケットに変えようと思い、ホームのすぐ

隣のチケット販売所に入った。販売員は一人、年寄りの乗客は四人がペンチに坐っている。窓口

に三人が並び、チケットを買っている。私の番になって、電子チケットを見せて、「紙のチケッ

トが欲しいです」と携帯で翻訳したロシア語を見せたら、「ここじゃない」と回答した。私は慌

てた。ここが列車駅じゃないという意味にも繋がる。「もう少し行けばある」とまた言ったので、

そこから出てチケットの情報を確認したら、一ホームから列車に乗るとある。紙チケットの発

券を諦めて、まず駅の位置を確認した。近くに駅の表記や案内の看板はなく、ホームのところに

何人か列車を待っている。乗車員は何人いる。

駅は間違いなく合っているので安心したら、メールのチケット情報と駅のホームの情報が違

っている。一ホームから乗車するとあるが、二ホームに私の乗る列車が来ていた。安心できず、

自分のチケット情報を乗車員に確認したら、列車は間違いない。でも乗車する際にチケットに

表示している名前とパスポートの表記と一致してないことが問題になり、乗車員がパスポート

を一時預かった。大した問題にならず、パスポートを返してくれた。それに名字がない場合の書

き方と、チケットをロシア鉄道会社（РЖД）のアプリから買った方が少し安いと教えてくれた。

私が乗ったのはウラジオストクからモスクワ行きの「ロシア号」061列車７号車の下の席 039

番で、全車はベッド席だ。この線は昼間の乗車を大勧めする。ウランウデから三時間ぐらい走る

と、有名なバイカル湖の南端を沿って通るため、綺麗な湖の景色が見える。やっぱり「水に近い

人は心が晴れる」。私の上の席はジマ（Дима）という若者で、彼もイルクーツクまで行くそうだ。

英語が話せるので、二人はずっとおしゃべりし、楽しい旅ができた。話題の戦争について、多く

のロシア人と同じくロシアの正当性を強調し、アメリカを批判している。

車内は禁煙で、清潔だが、トイレだけ酷い匂いがする。布団カバーのセットは有料で貸す。シ

ャワー、充電、お湯、冷水などの設備を備えている。寝席の上に荷物用の柵があり、高いとは言

え、若い男性が荷物の出し入れに手伝ってくれる。車室ごとに食品販売所があり、また列車にス

トランワゴン（車室）が付いている。そこの料理は値段が高く、多くの乗客は自分で食品を用意

 
2 列車情報：8:15~15:24（現地時間）チケットの値段は 1620.87ルーブル、7h9minかかる。
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して食べる。ベッドの上の布団などが乱れているが、車内は穏やかで、人々は自由に、楽な状態

にいるように感じる。列車は 7 時間走り、時間通りにイルクーツクに着き、ジマさんは私を旅

館まで送ってくれた。これからは義務兵役3を服するそうだ。心から彼の安全と幸運を祈ってい

る。

イルクーツク州のイルクーツク市はアンカラ川とイルクート川の交流所に建つ。市内の緑化

がよく、街に人は少ない。16:30頃に入居手続きを完了し、カウンターにある市内地図を持って

出かけた。地図に表記している「露日友好記念碑」が関心を引いた。1994年 8月に建てたイル

クーツク市と鈴鹿市
ス ズ カ シ

の友好の証の碑だった。鈴鹿で生まれた江戸時代の漂流民、大黒屋光大夫

の結ぶ縁である。そこからまたスヘバートラ（улица Сухэ-Батора）大通りを沿って広場に向かっ

て歩くと政府機関のビルが立つ。ビルに近づくと、左辺に小さい記念碑―1997年 10月に建てた

イルクーツク州と石川県の友好記念碑がある。道を沿って進むと、アンカラ川を背いて大きな

広場の真ん中に「永遠の火」が燃えている。そこを右に川を沿って行くと、公園とイルクーツク

市の創建者ヤコフ・バハボフ（Яков Похабов）の像が立つ。

旅が始まる前に後田多先生から島袋光裕
シマブクロコウユウ

のロシア極東（ナホトカ、ハバロフスク、チタ、イ

ルクーツク）における琉球芸能出演に関する回想録を送ってくれた。彼らは 1956年 7月 12日

に横浜から出発し、ロシアの 10か所都市を経由し、8月 18日に横浜に帰った。彼らは沖縄芸能

に対する伝承発展のための努力で知られているが、当時のロシアへの旅は、本土復帰前とはい

え、日露の平和友好交流に対する功績は大きいなものである。彼らのような国際交流を続けて

こそ、今の世界平和、国際関係が維持できると思う。中村哲医師など他国際事業のために努力す

る方々に比べ、自分の努力は足りてないに実感し、これからの人生に国際平和維持に対して強

い意思を持ち続けるとアンカラ川の畔に歩きながら思った。

写真 1 1994年露日交流記念碑 写真 2 1997年イルクーツク州と石川県の友好交流 30周記念

 
3 ジマさんによると男性は一年間の義務兵役を服しなければならないようだ。兵役期間が終わったら兵隊
に残るかどうかは選抜により本人が選択できるそうだ。
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20:00頃に旅館に帰った。ここはいま時期では 22時4に日が暮れる。明日はバイカル湖博物館

に行きたいが、どこからどうやって行くかまだ分からない。旅館のカウンターに置いている旅

行会社の情報は全部使えないものだった。最後にやっとバス会社のホームページを見つかり、

バイカル湖博物館行きのバスとバス駅が分かった。博物館はリストヤンカ（Листвянка）のバイ

カル湖の畔にあり、バスで一時間ぐらいかかる。ウランウデからバイカル湖の左側が近いが、初

めてのバイカル湖を訪れるのは右側だった。

6月月 24日日 金金曜曜日日 晴晴れれ

8:30に旅館を出て、パン屋に朝食を済ませて、歩いてバス駅に行った。チケットを買おうと駅内

に入ったらある若い男が訪ねて来た。「リストヤンカの博物館に行く」と言ったら、タクシーを

勧め、ここは他の方法がないなどと言った。私はロシア語が話せない理由で彼から離れて、窓口

からバスチケットを買えた。チケット代は 167ルーブルで、安いが、駅の発車所（看板、案内は

ない）で 1時半も待ち、10:50にやっと出発できた。他の乗客も一緒に待っていたが、私だけが

イライラしているようだった。12 時前に目的地に着いた。さすがに世界最大の淡水湖で、湖水

の清らかさと周りの自然環境の綺麗さは言うまでもない。周辺に住民居住地で、多くの建物が

あるが、ほとんど人姿が見えない。湖畔に観光用の船と漁猟用の小舟が幾つある。博物館の外に

二、三人の小物販売者がいて、スタップ、旅行者など周りに見える人を全部数えて、20 人程度

だった。静かで、とても落ち着かせる場所だ。静岡の海辺を思い出させる。

博物館（Байкальский музей СО РАН）はバイカル湖のすぐ辺りに建つ三階の建物で、全館チケ

ットは 800ルーブルで、学生証は効かない。一階にバイカル湖の紹介、産物、探測歴史と使用機

器の展示、ダイブ体験室と地下階に水族館がある。二階に顕微鏡を使って、湖の微生物を観察で

きる。三階にスリディ（3D）の体験室とスタップ向きの図書館、研究室などが設けられている。

一時間程度で見学が終わって、しばらく湖を眺めた。

バイカル湖と博物館はとても楽しめたが、市内に戻るには大変だった。訪問者が少ないに、ド

ライブツアーの人が多かった。バス停の表示がなく、ネットでバス会社の運用時間を調べても

実際の情報が合わない。三十分ほど待って、博物館のスタッフさんにバス情報を尋ねたら、道の

側で待つことだとおっしゃる。14:16にやっとバスが来て、市内に帰れた。

市内に戻って、カザフスタン料理を食べた。モンゴル系からするととても馴染みのある味で、

美味しかった。次にユリヤ町（ул.3 Июля）に行った。カザフ系の人が集まった町を通って、教

会（Крестовоздвиженская Церковь）に入ってみた。厳かな正教堂が聳え、建物の半身が周りの大

きな木に隠れ、神秘性に満ちる。綺麗な庭に、築山と噴水があり、日本庭園っぽく感じた。初め

 
4 イルクーツク市の時間帯はウランウデ市と同じくUTC+8、日本時間より一時間早い。７月中の日の出の
時間は 4時 20分頃。 
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て近くに来て、教会の庭園内に入っていたので、建物の中に入るかどうか遠慮していたが、入っ

てみた。教会の中、一階の入り口の隣に記念品やお香、蝋燭の売店があり、二階に本堂がある。

写真 3 バイカル湖風景 写真 4 バイカル湖博物館内の展示

本堂内は薄暗く、特別な油の匂いと幾つかの蝋燭が光り、何本柱が立ち、何箇所の祈る台があ

る。そして救世主、聖母聖子、聖人の絵や彫刻製品が柱や、祈り台、壁などにあり、人々はそれ

らの下で祈り、キスをする。堂全体の壁、屋根に聖書のストリーを語る壁画が広がる。入り口を

真正面に本堂の奥に壁みたいな大きな扉（塀風）があり、司会（三人いた）のみが入れる。儀式

に使う聖品をその中に保管する。本堂に入るには男性は帽子を外し、女性は頭巾で髪を隠さな

ければならない。外来者用の頭巾は入り口のところに無料で提供している。コロナの対策とし

て「マスク着用」の紙が入り口に貼ってあり、床に 1.5ｍ距離の足のマークがあるが、スタップ

も信者も誰も気にしてない。私は何よりも気になったのは、信者が聖画をキスすることだった。

消毒は時々やっているだろうが、それだけで足りないと思った。

新しい街を知るには歩き回るのは一番だから、ユリヤ町まで一時間ほど歩いた。気温は 35~6

度、暑くて熱中症になる恐れがある。ユリヤ町は古風の建物がある故有名で、町の入り口に大き

な虎の像がある。シベリア並びイルクーツク地域のシンボル（昔は信仰のシンボルで、今は年の

シンボルになったようだ）の像―バブル（Бабр）が立つ。ここは若者が多く集まり、小売屋がた

くさん並んでいる。ギターしながら歌う人やサクソフォーンを演出する人がいる。なんて気持

ちを良くする町だろう。

街の真中ごろに小さい博物館が二つあり、一つが地域博物館（Отдел "Окно в Азию" Иркутского 

областного краеведческого музея）だった。展示は地下階と一階にあり、入館料が学生証で半額、

200ルーブルになる。地下は本館で、人類の歴史と石器、骨など発掘品を少し陳列している。一

階は子供向けの触りの場と玩具などがある。ここはロシア語がうまくできない人にお勧めでは

ない。見学を素早く済ませて、20 時頃に旅館に戻った。旅館には洗濯機があり、台所と食器も

備えてある。カプセル旅館で六人部屋だが、プライベートの配慮は十分できている。宿泊料は一
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人三泊で 1850ルーブル、とても便利で、綺麗な旅館だ。

ふと思い出したらいつの間にか帽子を無くしていた。モンゴルで帽子を無くすのは良いこと

である。

6月月 25日日 土土曜曜日日 晴晴れれ〜〜雨雨

9時に起きて、朝食を作って、ゆっくりした。自分は計画のミスで、旅館を一泊延長しなけれ

ばならない。宿泊延長の手続きを済ませて、11 時に出かけた。ユリヤ町を経由（帽子を探すた

め）して、アンカラ川を沿って歩いた。アレクサンダル III（Александр III）の像に着いて、道を

渡れば州立地域博物館（Иркутский областной краеведческий музей）がある。屋頂にシルバーの

ドムが 4つ付く赤色の大きな二階の建物で、学生入館料は半額になり 70ルーブルで安い。イル

クーツク地域の考古学的発掘、出土品、マンモスや史前動物の化石、人骨など、そして先住民な

るエベンキ族、ブリヤート人の生活風景を復元したもの、都市を創建する際のカザフ人（コサッ

ク,казак）の生活や教会堂の模型がある。そして近代的な生活や革命時代の人物、用品や軍器、

プロバガンダの絵本やチラシなどが展示してある。民族的な服装、日常生活の用品と食品、道具

など数多く陳列してある。ここは地域や都市の形成時間順にその歴史、民俗文化、宗教をアピー

ルできた素晴らしい博物館である。カウンターの隣の大きな棚の中に多くの出版書物が並べて

あり、値段も表示しているが、販売しないそうだ。館内に解説スタッフがいるが、ロシア語のみ

で対応している。

次に 1976 年創設した州立美術館（Иркутский областной художественный музей им. В.П. 

Сукачева）に行った。入館料は学生半額で 100ルーブルだが、写真を撮るには 250ルーブルを支

払わなければならない。見学はとても楽しかった。日本でも何回美術館を見学しているが、やっ

ぱり明確な文化の違いを感じる。その違いの多くが私の見る目と考えが時によって変わってい

るからだと思う。私は時々、人類が遺伝子上、身体技能や思想、脳の機能などがずっとより良く

なるのかと考える。画家は手で描ける技術からしては、現代の人が必ずしも四百年前の人に叶

うわけではない。ある意味でこれまでの画家達は人類の最高の絵描く技術のレベルに達し、後

者はもう乗り越えるスペースがなくなったかもしれない。もちろん視点を変えれば上達点は多

いだろう。

美術館から出てきたら雨が降っていた。多くの町人は傘も、レインコートも持たない。私も雨

の中に平気に歩いてみた。15:00に旅館近くのレストランに着いた。疲れを感じてきたが、美味

しい料理とケーキを食べて、すぐ元気を取り戻した。雨が止まなかったら、お寺の見学はやめる

つもりだったが、雨が止んだ。旅館を寄って、カメラのバッテリーを交換して、また出かけた。

お寺（Иркутский Дацан）の開院時間は 18時までで、徒歩だと時間がかかるため、軌道車を利用

した。車内は人が少なく、席が余る。17 時過ぎてお寺に着いた。この地域は丸で森の中の町の
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ように、大きな樹木に囲まれたところだった。

ここに来られたのは今回の旅の一サポライズに違いない。ダライラマ十四世猊下のおわす、

インドのダラムサラから贈られた、2020 年に出版された縦文字モンゴル語の大蔵経―ガンジュ

ルは 108 部が本堂の仏像の前に山積みしている。縦文字を読める人はロシア、ブリヤートで一

人もいないではないが、極少ないと思う。お寺のラマさんはブリヤート人で、ブリヤート語が話

せる。私は声かけしたら、十分理解できないと、モンゴル語がわかるもう一人のラマ（お坊さん）

のところに連れて行ってくれた。確かにこの寺にはそれを読める人がいないそうだ。これを誰

かにまた供養のために人に渡すものではないようだ。ロシア内に四つの寺に送っているそうだ。

写真 5 イルクーツク・ダツァン

それぞれブリヤート共和國のイェボルギスキ寺（Иволгинский дацан Хамбын Хурээ）、ザバイカ

ル地域のアギンスキー寺（Агинский дацан）とアバ・ダツァン（дацан）だそうだ。会話中にサ

ンクトペテルブルクにもお寺があることを知った。このお経については彼らもよく知ってなく、

とにかく詳しいことをウランウデのイェボルギスキ寺のハンボ・ラマに聞いたら知っているだ

ろうとおっしゃった。

6月月 26日日 日日曜曜日日 時時々々曇曇りり

9:00 に起きて、ソーセージと焼き卵の朝食を作って食べた。今日は旅館のチェックアウトも

するため、全部の荷物を持って、10:00に出かけた。荷物を一日中に持って移動するのは大変だ
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が、仕方がない。夜は駅に泊まって、27日の 3:54の列車で次の都市に移動する予定だ。

目的地の博物館に近づいたら、ある穏やかな風景の公園に 5ｍ高い女性の像、名は「妻」が立

つ。「妻」の像を背向いて少し歩けば奥に博物館がある。着いて見たら、入り口の外の広い場に

工事中で、歩きにくい柔らかい土になっている。ツウゲス（map）の情報では確かに開館してい

るが、入れないかと思っていたところ、ある若者が私に声をかけた。彼は作業帽子を被り、すで

に酔っ払っていた。私がお金を払えば、ケースを入り口まで運んでくれるそうだ。お金は少しだ

けでいいと言う。この時博物館から何人が出てきたので、彼を離れて博物館に入った。十二月党

員の旧居博物館（Историко-Мемориальный Музей Декабристов）だった。入館料は 170ルーブル。

疲れてきたので、公園で軽食しながら、休んだ。その間に周辺の地図を検索してみたら、すぐ

近くに面白そうな博物館がある。実は近くに博物館が四、五箇所もあり、全部行けないから、ネ

ット情報を参考し、二箇所を選んだ。一つがまた十二月革命人の旧居博物館（Дом-музей 

Трубецких）で、もう一つが商人さんの旧居博物館（Музей городского быта,直訳は都市生活博物

館）＆お茶の博物館（Музей чая）だった。お茶の博物館が小さく、前者と同じ庭内にあり、チ

ケットはセットで 70ルーブルだ。夫人の部屋、子供の部屋、食事所、道具所、休憩所などがあ

る。木製の屋敷、棚、机、椅子とガラスの食器、金属の器と蝋燭台など、一個一個の物を誰かの

民が知識と技術を尽くし、努力に重ねて作ったと考えると、この世をもっと愛するようになる。

世界中のどこの国、どの民族にかかわらず、「民は賢い」ものだ。私は生活博物館や旧居博物館

が好きだ。

写真 6都市生活博物館                写真 7 窓の模様 欧州屋園内 
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写真 8、9トルベスキフの旧居博物館外観と「革命人」の絵

二、三日間の旅生活を経て、移動生活に慣れてきた。効率高く、日程を調整できるようになっ

てきた。私が期待していた旅は丁度このように、歩き回るものだった。本日はこの都市の最終の

日なので、汽車駅に向かって途中の博物館を訪れながら移動する。15:00頃にギャラリー（Галерея 

В. Бронштейна）に入り、一階のコーヒー屋に食事しながら旅ノートを書いた。

ギャラリーは現代の芸術を楽しめるに、その価値（値段）を知る良いところだ。本館が二階にあ

り、記念品雑貨店もある。本館の展示室が二つあり、大衆向けと会員（VIP）向けの室がある。

大衆向けの室が入館無料だが、会員室は証明書が必要のようだ。品物の多くがブリヤート風の

ものだった。州立芸術館の中の油絵と芸術品とは違った風景だった。バイカル湖をテーマにし

ているもの、モンゴル相撲や民族衣装した人物像、家畜や動物をテーマにしたナイフなど、どの

ステールにおいても絵や彫刻品、手工品（織物など）がいくつかある。ところがいつの時代にも

関わらず、芸術品はやっぱり金持ちの消費品に違いない。

写真 10 都市歴史博物館 英雄記念展
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ギャラリーを出て、最後の戦争博物館を向かっていた途中にイルクーツクの都市歴史博物館

（Музей истории города Иркутска им. А.М. Сибирякова、）が見えた。これはまた計画以外の出会

いで、スプライズに違いない。都市歴史博物館は入館料が写真撮影付きで 320 ルーブルで、二

階の大きな建物だ。イルクーツクの創設から発展、拡大の歴史を展示してある。考古発掘品から

教会の建設歴史とその模型、近代までの生活に関する衣食住品、器具など、宗教関連の使い物、

革命時代の生活風景を復元したスペースなどがある。ここはとても繊細に、綺麗にできた博物

館で、ロシア語が話せない私にとってもいい勉強になった。見学ルートの最後に、一階の一隅に

同都市軍人の軍事功績と勲章の特別な展示室がある。展示室の外のロビにウクライナ戦争に亡

くなった英雄たちの写真と情報を掲示してある。写真を見るとみんな 20~30 歳の若者で、彼ら

の命と人生を考えると悲しくてたまらない。

そこから出て、大通りを右に進み、突き当りのアンカラ川に沿って右に進んで、橋を渡って駅

に着く。地図から見ると徒歩で 50分かかるようだ。途中に川の近くのケンタッキー（KFC）に

入って、夕食を食べた。店内は人が一杯で、大人気のようだ。戦争のため、ロシアへ国際制裁が

実施されているが、ケンタッキーは 24時間営業している。天気が良く、川沿いの日暮れの風景

と町の人々を見るのは楽しいことである。日本と比べて、人々はのんびりしているように感じ

だ。

現在ウランウデの空気に白い木の子が飛ぶ。イルクーツクにもそうだった。私たちはマスク

を嫌うのだが、空気の中の木の子が口や鼻に入ってしまう。でもイルクーツクが好きでたまら

ない。自然がよく、緑一杯の街にロシア風の木のハウス、西洋風の建築が並ぶ。人々は自由自在

にし、道路に日本（ブランド）の車が多く走る。たまにラッパの音を大きくして音楽を流しなが

ら走る車もある。自分が想像していたシベリアとは全く違う。

写真 11、 12 都市歴史博物館内の展示
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6月月 27日日 月月曜曜日日〜〜6月月 29日日 水水曜曜日日

3:54発の列車で、ずっと駅で待っていた。駅内は広くて清潔に見える。駅内にコーヒー機と軽

食機、お湯場があり、携帯充電所も何箇所ある。小売屋は深夜過ぎまで営業している。またロシ

ア正教の礼拝小屋が備えている。駅内に十何人の乗客が床に寝たり、席に横にしていたり、携帯

を見たり、食事をしたりしている。そして警備員さんは乗客席で座りながらうと寝をして、スタ

ップさんが座ったり立ったり、ダラダラしている。日本の厳しい勤務環境より、ここの仕事は

軽々に見えるが、楽しいそうだ。列車は「ロシア号」001番 14号車、全席がベット席になって

いて、私は 040番上の方だった。上の席は狭く（坐れない幅）、寝ている間にいいが、起きてい

る時も横になるしかないと思ったが、車内の皆さんは席を共有しながら、仲良く、楽しそうにい

る。

二二．．エエカカテテリリンンブブルルクク市市 滞在期間：6月 29〜30日5

6月月 29日日 小小雨雨

4:30ごろに駅から出た。真夏なのに、寒くて駅から出てきてすぐ体が震えてきた。バーガーキ

ン（レストラン）にて旅ノートを書く。ブレーキタイムだ。

列車の中からずっともめていたことがあった：二日間の列車生活を経て、髪の毛の匂いが大変

気になる。車内のシャワー室を使いたい。でもシャワー室はトイレの奥にあって、臭い匂いが酷

く、髪の毛の匂いを我慢することにした。旅の途中の唯一の嫌な思いだ。

イルクーツク市より出発した列車は、大きな駅に着くと、一時間ほど停車する。その時間に列

車のホームにて歩いたり、立ったりしていた。乗客たちはタバコを吸ったり、買い物をしたり、

電話をかけたりする。そして車内は窮屈だが、皆さんは楽しそうな顔で、話したり、笑ったりし

て、駅も車内も落ち着いている。この環境が私の疲れと不安をなくしてくれた。走る列車の窓か

ら外の自然景色を見るのが楽しい。森、草、花と緑ばかりの自然で、内モンゴル人の私はとても

羨ましく思った。偶に漢字が書かれた物資運送の列車は往復する。車内に軍服を着た若者たち

は何人見える。途中駅にも新兵と歓送する家族たちが見える。例の戦争のことは気にしないわ

けではなく、多少心配するが、人々の顔からそれほど緊張、不安、不快を感じなかった。

先生、学校、家族、親友たちに連絡し、安全を報告した。7時ごろにレストランから出て行っ

た。雨が降っていたので、バス（32ルーブル、ウランウデは 20~25ルーブル）を利用して移動

した。駅の近くの博物館が 10 時に開館し、寄ってみたかったが、携帯電源が切れてきたので、

まず旅館の場所を探さないといけない。

 
5 Irkutsk―Yekaterinburg 移動使用時間：2d3h29m。宿泊地：Хостел Roomy ул. Добролюбова, 16/2, 

Екатеринбург.
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6月月 30日日 小小雨雨〜〜曇曇りり 6℃。

8:30ごろに起きて、旅館の中に旅のノートを書く。現在横浜の気温は 33℃、ウランウデでは

26℃、イルクーツクは 19℃、エカテリンブルクは 6℃、モスクワは 14℃だ。外は冬着をしてい

る人がいれば、夏着をしている人もいる。ユムジャーナさん6によると、ウランウデでは熱中症

に恐れていると言うが、私は寒くて体が震える。これがロシアで、大変面白い国だ。

旅館のチェックイン時間は 14:00からだったので、旅館近くのグリンヴィチというモールに行っ

たが、10時から営業する。幸いのこと、そこの地下に 24時間営業のスーパーがあり、助かった。

都市生活はやっぱり便利なものだ。モールから 9時 40分に出て、近くの博物館に寄ることにし

た。ウラル山脈地質博物館で、11:00 からの開館だったので入れず、近くのロシア歴史博物館

（Мультимедийный исторический парк «Россия — Моя история»）に行ってみた。開館閉館時間

においてはネット情報がそれほど正確ではない。

写真 13、14 「ロシアの歴史」博物館 スクリーンと第二次世界大戦の実態

写真 15、16「ロシアの歴史」博物館 戦争時期の人々

 
6 ブリヤート人、ウランウデでの友達で、留学期間に大変お世話になった。 
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ここは 10:00から開館し、入館料は 200ルーブルだ。スクリン（図、写真、動画など）と音声

で出来上がった博物館で、臨時主催したかと思われる。館内にまだ多くの工事中エリアがあり、

天井が粗末のまま、鉄筋が見える。コスト的に低い上、短時間内に出来上がる「博物館」だが、

使用面積が広く、内容も充実していた。ロシアの建立からモンゴルの支配、国土の拡大、宗教戦

争、産業化と革命時期など歴史的変遷の順に紹介している。科学的な進歩と民俗的、文化的（衣

食住と信仰）な紹介とそれの変化など多くの内容を含んでいる。歴史とその変遷はそれを作る

のは支配者、そして勝利者の物語ばかりを語る。ロシアの歴史とは結局イヴァンやアレクサン

ドル・ツァーリが代表してしまう。

特別展として第二次世界大戦の写真や映像が生のまま写している。驚くよりは、ショックだ

った。戦争の悲惨な状態に胸が痛く、涙が出ちゃった。人類歴史において我々は戦争を嫌うべ

き、あらゆる理由の戦争を拒否するべきだと思う。ただし、嫌でも戦争に巻き込まれるのが一般

市民で、この歴史的運命を変えられるのか。

ウクライナ戦争の挑発者として、国内に開催するこの展示（博物館）の目的は何だろう？戦争と

いうものの真実を受け入れようとしているか？それとも侵略されるという記憶の想起なのか？

歴史の流れから見てロシアは大きな戦争の後に新しい時代を作りだし、より良い社会に発展し

ているように見える。でも、人間社会は本当に進んでいるだろうか？

12:00ごろに旅館に着いて、食事を済ませて、15:30に出かけた。博物館はたくさんある。

写真 17、18 ウラル山脈鉱石博物館内容風景

ウラル山脈鉱石博物館(Уральский геологический музей)に行った。4階の建物で、１階に宝石

類、2〜3階は鉱石、4階は化石類と発掘に関する情報の展示をやっている。石は石だが、場合に

よって価値が違う。芸術品と宗教上使用される用具は常民の道具より実用性が劣れるが、価値

は何百倍の差、更に無価値にも登り、特別な意味を付与される。私たちはそれを必要としてい

る。産業社会では、石を構造と成分を研究され、医療、工業に利用されるようになっている。こ
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れも人類社会の必要に応じた「発展」だろう。

モンゴルで山は神の居場所、大地は「母なる神」であり、絶対に「傷つかない（掘らない）」。

自然を愛する民族の世界観として評価されてきた。ただし、今の我々社会において、大地、自然

を守る意志が鉱石の利用と工業の発展、更に自然への研究し、正しく理解し、利用することが衝

突しないと思う。産業社会が進んでいく今、グローバルの変化に応じて行かないと、世界と言う

大きな森の中、劣れていくしかない。次は、ウラル山脈の、またロシア内の鉱石の科学的利用と

現段階での研究成果を知りたい。

17:00ごろにその辺の都市デザイン博物館（Музей архитектуры и дизайна УрГАХУ）に行った。

学生は無料で入館できる。市内の大きな建物の模型が展示され、デザインに関する説明会もあ

ったが、聞き取れなく、写真を撮って出てきた。向こうの部屋にエカテリンブルクで生産した硬

貨の展示があり、我々訪問者六人に説明会をしてくれた。隣の会場にロシア最後の王と王子の

油絵、そして戦争をテーマにした絵を展示してある。

写真 18 ピョートルⅠ像 写真 20 旧居博物館の一部屋

6月月 30日日 雨雨〜〜曇曇りり

エカテリンブルクの最後の日は忙しく、とても充実した日だった。それにスプライズがあっ

た。訪問地予定リストの中、宿泊地に最も離れた博物館の近くまでバス7で行くことにした。10:45

に都市歴史博物館（Музей истории Екатеринбурга）に行った。入館料は 150ルーブル。昼はシァ

 
7 バス代は 32〜〜36ルーブル。 
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ウルマ（шаурма、100ルーブル）を食べて、見学は続く。

エカテリンブルクの名前は女皇エカテリンナ（ピョートルⅠ世の妻）に由来する。ウラル山脈

の都市として有名だが、最初は 16世紀からサンクトペテルブルク側の許可をもらって、工業を

し始め、都市となる。この近くは両川の交差点で、自然の水力が使えて、当時の工業―硬貨生産

の発祥地となる。またロシア革命期において、皇帝ノコライⅡ世の家族がここに送られ、家族全

員が処刑される。現在処刑された場所に「血の上の教会」、これから訪れる教会が建つ。

写真 21 ノコライⅡ世の家族 写真 22 ノコライⅡ世と王子

12:45ごろにそこから出てきてまもなく、大きな教会・ハラム（Храм-на-Крови）が見えた。そ

の隣にかつて最後の皇帝ニコライ二世退位後の配所であった「聖皇帝家族博物館」（Музей 

Святой Царской Семьи）がある。博物館は一階の一部屋のみが展示室で、内の物は少なく、おそ

らく革命時期に破壊されただろう。王様夫婦は娘四人、息子一人がいて、全員公の場で裁かれ

た。王子はまだ子供なのに。宮殿を出てきて、園内にドンバス（ウクライナ東部ドネツク地域、

ルガンスク両州）の子供を題にした大きな写真の展示が見えた。
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写真 23 血の上の教会 写真 24 ノコライⅡ世宮殿博物館

今まで教会に入るには遠慮していたが、とにかく入って見ようと思った。そして初めて教会

での儀式を見た。教会から出てきて、街街を沿って歩いていたら自然博物館（музей природы）

があった。化石と動物の標本がたくさんあり、初めて見るものも多く、楽しかった。かなり疲れ

てきたが、ウラル作家の旧居博物館と人形の博物館にも寄って見た。

写真 25 「ドンバスの子供」写真展
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写真 26、27 自然博物館内の展示物

写真 28 都市芸術博物館内の油絵            写真 29 旧居博物館外観

写真 30 人形博物館内の人形
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ᠣᠳᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ  ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠦᠨ 

ᠰᠢᠷᠢᠰ ᠲᠠᠨᠢᠯᠴᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ 

︵ ᠨᠢᠭᠡ 

︶

ᠪᠣᠷᠵᠢᠭᠢᠨ ᠨ  · ᠤᠷᠲᠤᠨᠠᠰᠤᠲᠤ

1.

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ 

ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠴᠢᠨ ᠤ ᠡᠯ ᠠ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠦ
ᠲᠦᠴᠡ 

︾

    ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠪᠣᠯ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠦᠨ 

ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠦ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ 

ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠭᠠᠷᠮᠠᠭᠠᠢ ᠠᠮᠵᠢᠯᠲᠠ 
ᠲᠠᠢ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠵᠤ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠰᠢᠮᠤ᠋ 
ᠾᠢᠷᠤᠲ᠋ᠤᠰᠢ ᠳᠣᠺᠲ᠋ᠣᠷ ᠤᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ 
ᠪᠦ

ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃ ᠲᠤᠰ 
ᠨᠣᠮ  ᠢ 

2013 
ᠣᠨ ᠳᠤ 

ᠲᠣᠣᠺᠢᠤ᠋ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ᠤᠨ 

ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠡᠴᠠ 
ᠬᠡᠪᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠡᠢ ᠃ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠨᠢ 1128 ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠰᠤ ᠲᠠᠢ ᠂ 1.6  ᠺᠢᠯᠣᠭᠷᠠᠮ ᠬᠦ

ᠨᠳᠦ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠰᠢᠮᠤ᠋ 
ᠾᠢᠷᠤᠲ᠋ᠤᠰᠢ ᠳᠣᠺᠲ᠋ᠣᠷ ᠤᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠨᠠᠰᠤᠨ ᠲᠤᠷᠰᠢᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠨᠦᠷᠢ ᠬᠥ
ᠳᠡᠯᠮᠦᠷᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭ ᠠᠮᠵᠢᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠠᠬᠢ ᠫᠸᠷᠰ 
ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠢᠶᠡᠷ ᠭᠣᠣᠯ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ ᠥ

ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠠ ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠣᠯᠠᠨ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠤ 
ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠥ

ᠰᠢᠶ ᠡ ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ 

ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠨᠢ 3 ᠠᠩᠭᠢ 15 ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠦ
ᠷᠢᠯᠳᠦᠵᠡᠢ ᠃ 

ᠨᠣᠮ ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠠᠷᠴᠠᠭ ᠨᠢ ᠳᠣᠣᠷᠠᠬᠢ ᠮᠡᠲᠦ ᠄

ᠣᠷᠣᠰᠢᠯ ᠵᠠᠯᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠲᠠᠢ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠠᠯᠳᠠᠭ ᠠ

ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠠᠩᠭᠢ  

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠪᠣᠯᠣᠨ 

︽ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠤᠨ ᠴᠢᠭᠤᠯᠭᠠᠨ 

︾ ᠳᠠᠬᠢ 

︽ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ  

︾

    ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  ᠢᠰᠲ᠋ᠠᠨᠪᠦ᠋

ᠯ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠸᠾᠸᠷᠠᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ
    ᠬᠣᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠢᠰᠲ᠋ᠠᠨᠪᠦ᠋
ᠯ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠸᠾᠸᠷᠠᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠪᠣᠯᠣᠨ

ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠤ ᠬᠣᠵᠢᠮ ᠤᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠬᠤᠪᠢᠯᠪᠤᠷᠢ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ
    ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠢᠰᠲ᠋ᠠᠨᠪᠦ᠋
ᠯ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠲᠡᠬᠢ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠮᠵᠢ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠸᠾᠸᠷᠠᠨ
ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠲᠠᠬᠢ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ

    ᠳᠥᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  ᠢᠰᠲ᠋ᠠᠨᠪᠦ᠋

ᠯ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠤᠨ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠤᠨ ᠲᠸᠾᠸᠷᠠᠨ 

ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠲᠠᠬᠢ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯ
    ᠲᠠᠪᠤᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠢᠰᠲ᠋ᠠᠨᠪᠦ᠋
ᠯ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠲᠡᠬᠢ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠨᠢ ᠲᠸᠾᠸᠷᠠᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠲᠣ 

ᠬᠠᠰᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠬᠣᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠠᠩᠭᠢ  ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠤ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠴᠢᠨ ᠤ ᠡᠯ ᠠ 
ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ 

︽ ᠨᠥᠬᠥᠷ 

︾ ᠬᠥ
ᠮᠥᠰ

    ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠤᠭᠰᠠᠭ ᠠ ᠤᠳᠤᠮ ᠡᠴᠠ ᠭᠠᠷᠤᠯ ᠲᠠᠢ ᠡᠯ ᠠ ᠣᠪᠣᠭ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ

    ᠬᠣᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠳᠡᠭᠡᠳᠦᠰ ᠤᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠡᠴᠠ ᠭᠠᠷᠤᠯ ᠲᠠᠢ ᠡᠯ ᠠ ᠣᠪᠣᠭ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ
    ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠳᠠᠶᠢᠰᠤᠨ ᠤ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠡᠴᠠ ᠳᠠᠭᠠᠷ ᠡ ᠣᠷᠣᠭᠰᠠᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠣᠪᠣᠭ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ
    ᠳᠥᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠤᠳᠤᠮ ᠵᠠᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠤᠷᠤᠭ ᠤᠭᠰᠠᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠡᠳᠡᠨ ᠤ ᠤᠷᠤᠭ ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠤᠨ 
ᠣᠪᠣᠭ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ

    ᠲᠠᠪᠤᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  ᠪᠠᠶᠢᠯᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠭᠠᠷ ᠡ ᠣᠷᠣᠭᠰᠠᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠣᠪᠣᠭ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ
    ᠵᠢᠷᠭᠤᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠡᠷᠭᠦᠮᠡᠯ ᠬᠡᠦᠬᠡᠳ ᠤᠨ ᠭᠡᠷ ᠤᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠣᠪᠣᠭ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ
『モンゴル文化研究』第 5号（2023）：177-181 

書評 



 

― 178 ― 

    ᠳᠣᠯᠣᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  ᠳᠠᠶᠢᠰᠤᠨ ᠤ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠣᠪᠣᠭ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ

    ᠨᠠᠢᠮᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠪᠤᠰᠤᠳ ᠢᠷᠠᠯ ᠭᠠᠷᠤᠯ ᠨᠢ ᠪᠠᠯᠠᠷᠬᠠᠢ ᠡᠯ ᠡ ᠣᠪᠣᠭ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ

    ᠶᠢᠰᠦᠳᠦᠭᠡᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠳᠡᠬᠢ ᠬᠠᠰᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠣᠭᠠᠴᠢᠯ ᠤᠨ 
ᠭᠣᠣᠯ ᠴᠢᠮᠦᠭᠡ

ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠠᠩᠭᠢ  ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠴᠢᠨ ᠤ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ
ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠳᠠᠬᠢ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ

ᠳᠦᠩᠨᠡᠯᠲᠡ / ᠵᠡᠭᠦᠯᠲᠡ ᠲᠠᠶᠢᠯᠪᠤᠷᠢ / ᠬᠣᠶᠢᠨᠠᠬᠢ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ / ᠨᠥᠬᠥᠷ  ᠤᠨ ᠬᠡᠯᠬᠢᠶᠡᠰᠦ / ᠢᠵᠠᠭᠤᠷᠲᠠᠳ
 ᠤᠨ 

ᠬᠡᠯᠬᠢᠶᠡᠰᠦ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠳᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠵᠡᠢ ᠃ 
    ᠰᠢᠮᠤ᠋ ᠾᠢᠷᠤᠲ᠋ᠤᠰᠢ ᠳᠣᠺᠲ᠋ᠣᠷ ᠤᠨ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠪᠣᠯ  

︽ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠤᠨ ᠴᠢᠭᠤᠯᠭᠠᠨ  
︾ ᠤ ᠡᠯ ᠠ ᠬᠤᠪᠢᠯᠪᠤᠷᠢ 

ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠭᠣᠣᠯ ᠴᠢᠮᠦᠭᠡ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠬᠥ
ᠯᠥᠭ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠠᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠬᠤ ᠡᠯ ᠠ ᠵᠦᠢᠯ ᠤᠨ 

ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠢ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠵᠢᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ
ᠷ ᠠ ᠪᠦ

ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ 
ᠳᠣᠲᠣᠭᠠᠳᠤ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠳᠤ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠣᠨᠣᠯ ᠢ ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠴᠢ 
ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠪᠦ

ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠨᠢ 
︽ ᠡᠳᠦᠭᠡ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯᠠᠬᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ 
ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠣᠷᠣᠰᠢᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠠᠩᠵᠤ ᠪᠦ
ᠷᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠯᠳᠠᠭ ᠠ ᠳᠤᠲᠠᠭᠳᠠᠯ ᠢ 

ᠪᠦ
ᠷᠢᠮᠦᠰᠦᠨ ᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠲᠣᠭᠲᠠᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ 

ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠨ ᠡ  

︾ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠳᠣᠣᠷ ᠠ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠵᠡᠢ ᠃ ᠲᠡᠶᠢᠮᠦ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ 

ᠬᠡᠪᠯᠡᠭᠳᠡᠮᠡᠭᠴᠡ ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ
ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠠ ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠳᠠᠪᠴᠠᠩ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ 

ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠤᠳᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠳᠣᠩᠰᠣᠯᠭᠠᠯ ᠠᠪᠴᠢᠷᠠᠵᠤ ᠂ ᠡᠯ ᠡ ᠡᠲᠡᠭᠡᠳ
 ᠤᠨ ᠬᠢᠨ ᠤ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷ 
ᠦ

ᠨᠡᠯᠡᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠨᠢ  2015 ᠣᠨ ᠤ 3 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ  12 ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠂ ᠶᠠᠫᠤᠨ 
ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 105 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠤᠳᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠱᠠᠩᠨᠠᠯ ᠢ ᠲᠣᠰᠴᠠᠢ ᠃ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠱᠠᠩᠨᠠᠯ ᠢ ᠬᠢᠨᠠᠨ 
ᠰᠢᠯᠭᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ ᠤᠨ  1087 ᠤᠳᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠦ

ᠬᠦ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ 
ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯᠲᠡᠳ ᠡᠴᠡ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠳᠤ 

︽ 13,14 ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠣᠶᠠᠷᠬᠠᠵᠤ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠤ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠦ

ᠲᠦᠴᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠢᠯ 

ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠤ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠫᠸᠷᠰ ᠬᠡᠯᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠵᠤ 
ᠲᠤᠶᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠲᠠᠢ ᠪᠥ

ᠭᠡᠳ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠲᠠᠢ ᠵᠠᠳᠠᠯᠵᠠᠢ ᠃ ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠤ ᠪᠦ
ᠬᠦᠶᠢᠯᠡ 

ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠠᠮᠤᠷᠴᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠣᠪᠣᠭ ᠤᠭᠰᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠭᠣᠣᠯ ᠳᠡᠳ᠋ ᠪᠠ ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠬᠤ ᠤᠯᠤᠰ 
ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠣᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠨ ᠲᠡᠳᠡᠨ ᠤ ᠨᠢᠭᠲᠠᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠦ

ᠴᠦᠨ ᠤ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠢ 

ᠰᠦᠪᠡᠭᠴᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠵᠠᠩᠵᠤᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠨᠠᠷ ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠷᠢᠯᠠᠯ ᠨᠢ ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠨᠢᠭᠡᠨ 
ᠤᠭᠰᠠᠭ ᠠ ᠯᠤᠭ ᠠ ᠴᠢᠰᠤᠨ ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠤᠷᠤᠭ ᠤᠨ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠵᠤ ᠨᠠᠷᠢᠨ 
ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠪᠠᠷ ᠲᠠᠶᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃ ᠰᠢᠮᠤ᠋ ᠾᠢᠷᠤᠲ᠋ᠤᠰᠢ ᠳᠣᠺᠲ᠋ᠣᠷ ᠤᠨ ᠡᠶᠢᠮᠦᠷᠬᠦᠦ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠮᠵᠢ ᠨᠢ ᠾᠦᠩᠨᠦ ᠂ ᠲᠥᠷᠬᠦᠳ ᠂ ᠤᠶᠢᠭᠤᠷ ᠵᠢᠴᠢ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠪᠠᠷᠢᠬᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠯᠤᠭ ᠠ 

ᠨᠢᠭᠡᠳᠴᠦ ᠂ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠶ᠋ᠢ  ᠨᠣᠶᠠᠷᠬᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠭᠰᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠲᠥᠷᠺ ᠤᠭᠰᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠴᠢᠨ 

ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠠᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠦ
ᠲᠦᠴᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠵᠠᠢ ᠃ ᠰᠢᠮᠤ᠋ 

ᠾᠢᠷᠤᠲ᠋ᠤᠰᠢ ᠳᠣᠺᠲ᠋ᠣᠷ ᠤᠨ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠮᠵᠢᠯᠲᠠ ᠨᠢ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠵᠠᠭᠠᠭᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠲᠠᠢ ᠬᠤᠪᠢ ᠨᠡᠮᠡᠷᠢ ᠦ
ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ 

︾ ᠭᠡᠵᠦ ᠰᠠᠨᠠᠯ ᠨᠢᠭᠡᠲᠡᠢ ᠦ
ᠨᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠮᠥᠨ ᠴᠤ ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠠᠬᠢ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ 
ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠨᠢ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷ ᠲᠦᠪᠰᠢᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠠᠪᠤᠭᠳᠠᠵᠤ 

ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠨᠤᠲᠠᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ ᠃

ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠄
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頁  

︵ 
ᠰᠢᠮᠤ᠋ ᠾᠢᠷᠤᠲ᠋ᠤᠰᠢ 

︽ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ 
ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠴᠢᠨ ᠦ ᠡᠯ ᠠ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠦ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠦ
ᠲᠦᠴᠡ 

︾ 

︶ 

。



 

― 179 ― 

2. ᠰᠦᠭᠢᠶᠠᠮᠨ ᠮᠠᠰᠠᠠᠺᠢ 

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠠᠭᠠᠨᠲᠤ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠶᠤᠸᠠᠨ 
ᠤᠯᠤᠰ 

︾

    ᠫᠷᠤᠹᠸᠰᠰᠤᠷ ᠰᠦᠭᠢᠶᠠᠮᠨ ᠮᠠᠰᠠᠠᠺᠢ ᠪᠣᠯ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠭᠯᠡᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠬᠢᠵᠦ ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ 

ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ  ᠲᠤᠰᠬᠠᠯ ᠲᠠᠢ 
ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ 

ᠨᠣᠮ ᠢ 
ᠬᠡᠪᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ 

ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠤ 
ᠣᠳᠣ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 
ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠨ 
ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ ᠃ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ 
ᠲᠤᠰ 

ᠨᠣᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ  
2006 ᠣᠨ ᠳᠣ ᠺᠢᠦᠲ᠋ᠣ᠋ 
ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠡᠴᠠ 

ᠳᠣᠺᠲ᠋ᠣᠷ ᠴᠣᠯᠠ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ ᠃ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠬᠡᠪᠯᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠤ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠤ ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠲᠠᠪᠴᠠᠩ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠲᠣᠩ ᠶᠡᠬᠡ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠲᠤᠰᠬᠠᠯ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠤᠨ 
ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ   ᠤ ᠰᠢᠭᠦᠮᠵᠢ ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠦ
ᠨᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠥ

ᠭᠡᠳ
 2007 ᠣᠨ ᠳᠣ  

ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠤ 97 ᠤᠳᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠦ
ᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ ᠤᠨ ᠱᠠᠩᠨᠠᠯ ᠢ ᠬᠦ

ᠷᠲᠡᠵᠡᠢ ᠃
    ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ  ᠢ 

︽ 13-14 ᠳᠣᠭᠡᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠳᠣ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠤᠨᠳᠠᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠣᠮᠣ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ  ᠢ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠤ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠯ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠥ

ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠠ 
ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠡᠯ ᠡ ᠭᠠᠵᠠᠷ  ᠢᠶᠠᠷ ᠦ

ᠯᠡᠳᠡᠨ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠤᠤᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠢ 
ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶᠢᠯᠡᠨ ᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠤᠴᠢᠷ ᠢ ᠠᠮᠵᠢᠯᠲᠠ ᠲᠠᠢ ᠰᠡᠷᠭᠦᠭᠡᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠵᠤ ᠂ 

︿ 

ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

﹀ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠢᠯᠡᠷᠬᠡᠢ ᠳᠠᠪᠰᠢᠯᠲᠠ ᠳᠣ ᠬᠤᠪᠢ ᠨᠡᠮᠡᠷᠢ 
ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠨᠥᠷᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠵᠠᠢ 

︾ 
ᠭᠡᠵᠤ ᠂ ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠤ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠬᠦ
ᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ ᠤᠨ ᠱᠠᠩᠨᠠᠯ ᠰᠢᠯᠭᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠺᠣᠮᠢᠰ ᠤᠨ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ ᠡᠴᠡ ᠰᠠᠨᠠᠯ ᠨᠢᠭᠡᠲᠡᠢ ᠳᠦᠩᠨᠡᠵᠠᠢ ᠃ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠦ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠳᠡᠪᠢᠰᠬᠡᠷ ᠨᠢ ᠥ
ᠷᠭᠡᠨ ᠠᠭᠤᠳᠠᠮ ᠂ ᠬᠡᠰᠡᠭᠯᠡᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠮᠡᠯ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠲᠠᠢ ᠪᠥ
ᠭᠡᠳ ᠲᠥᠪᠯᠡᠷᠡᠩᠭᠦᠢ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠲᠠᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠶᠤᠮ ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠤ ᠪᠦ

ᠬᠦᠶᠢᠯᠡ ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠦᠭᠦᠯᠬᠦ ᠳᠥ ᠂ ᠡᠯ ᠡ ᠤᠯᠤᠰ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠣ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ 

ᠬᠡᠯᠡ ᠂ ᠤᠶᠢᠭᠤᠷ ᠬᠡᠯᠡ ᠂ ᠬᠢᠲᠠᠳ ᠬᠡᠯᠡ ᠂ ᠲᠥᠪᠡᠳ ᠬᠡᠯᠡ ᠂ ᠫᠸᠷᠰ ᠬᠡᠯᠡ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠥ
ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠠ 

ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠤᠤᠯ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠢ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤ ᠨᠢ ᠬᠠᠷᠭᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ 
ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠥ

ᠪᠡᠷᠮᠢᠴᠡ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ 
ᠲᠠᠢ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ ᠃ ᠰᠦᠭᠢᠶᠠᠮᠨ ᠪᠠᠷ ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠳᠣ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠣᠨᠣᠯ ᠢ ᠠᠩᠬ

ᠠᠯᠠᠨ ᠳᠤᠷᠠᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠤ 
ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡᠴᠢ ᠬᠤᠨᠳᠡ ᠮᠢᠨᠤᠪᠦ᠋ (

本
田
実
信,H

onda M
inobu,1923-1999) 

ᠫᠷᠤᠹᠸᠰᠰᠤᠷ ᠤᠨ ᠣᠨᠣᠯ ᠢ ᠵᠠᠯᠭᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠨ ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠤᠴᠢᠷ ᠤᠨ ᠲᠣᠭᠠᠴᠢᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠮᠵᠢᠲᠤ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠩᠭ
ᠤᠢ ᠪᠠᠷ ᠳᠠᠪᠠᠭᠤᠯᠢᠭ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠫᠸᠷᠰ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠳ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠤ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠲᠤᠭᠠᠴᠢᠭᠳᠠᠳᠠᠭ ᠬᠢᠲᠠᠳ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠤᠳ

 ᠢ ᠬᠠᠷᠭᠤᠭᠤᠯᠤᠨ ᠵᠠᠳᠠᠯᠬᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠦ
ᠨᠡᠨ ᠮᠥᠨ ᠢᠶᠠᠷ 

ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶᠢᠯᠡᠨ ᠲᠣᠭᠠᠴᠢᠬᠤ ᠳᠣ ᠬᠦ
ᠴᠦᠨ ᠢᠶᠠᠨ ᠲᠥᠪᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠤ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠢ ᠲᠤᠭᠤᠷᠪᠢᠵᠠᠢ ᠃

    ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠠᠷᠴᠠᠭ ᠨᠢ ᠳᠣᠣᠷᠠᠬᠢ ᠮᠡᠲᠦ ᠄

ᠣᠷᠣᠰᠢᠯ  ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠨᠳᠤᠰᠢ

ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠠᠩᠭᠢ  ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠤ ᠤᠤᠭᠠᠯ ᠲᠥᠷᠬᠦ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯ
    ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠤ ᠤᠤᠭᠠᠯ ᠲᠥᠷᠬᠦ
    ᠬᠣᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠤ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯ ᠬᠣᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠠᠩᠭᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠶᠤᠸᠠᠨ 
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ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠸᠠᠩᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ
    ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠬᠤᠪᠢᠯᠠᠢ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠳᠠᠶᠢᠲᠦ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

︿ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠬᠣᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ
ᠲᠣᠭᠣᠷᠠᠭ 

﹀ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ
    ᠳᠥᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠳᠠᠶᠢᠲᠦ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠱᠠᠩᠳᠤ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤ  ᠵᠢᠦᠢ ᠶᠦᠩ ᠤᠨ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠬᠣᠶᠢᠲᠤ 
ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠪᠣᠭᠣᠮᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤᠬᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠵᠢᠷᠭᠤᠭᠠᠨ  ᠤ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠳᠤ

    ᠲᠠᠪᠤᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  ᠪᠠ ᠪᠦ᠋ ᠱᠠ ᠸᠠᠩ ᠤᠨ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠬᠥ

ᠰᠢᠶᠡᠨ ᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠡᠰᠦ ᠡᠴᠡ ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ 
ᠠᠩᠭᠢ  ᠶᠡᠬᠡ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ

    ᠵᠢᠷᠭᠤᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  ᠴᠦᠪᠠᠢ ᠸᠠᠩ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠤ ᠢᠷᠠᠯ ᠭᠠᠷᠤᠯ

    ᠳᠣᠯᠣᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠴᠠᠭᠠᠳᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠤᠳᠤᠮ ᠴᠦᠪᠠᠢ ᠸᠠᠩ ᠤᠨ ᠤᠳᠤᠮ ᠤᠨ ᠮᠠᠨᠳᠤᠯ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠯ

    ᠨᠠᠢᠮᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  1314 ᠣᠨ ᠤ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠪᠠᠷᠠᠭᠤᠨ ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷ
ᠳᠥᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠠᠩᠭᠢ  ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ
ᠷᠦᠨ ᠤ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ 
ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠵᠠᠮᠨᠠᠯ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠂ ᠬᠥ

ᠰᠢᠶᠡᠨ ᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠡᠰᠦ ᠂ ᠭᠠᠷᠤᠯ ᠭᠠᠷᠪᠠᠯᠢ ᠂ 
ᠪᠠᠷ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠂ ᠬᠠᠭᠤᠯᠤᠮᠠᠯ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ

    ᠶᠢᠰᠦᠳᠦᠭᠡᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠤᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠮᠵᠢ
    ᠠᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠱᠠᠨᠳᠦᠩ ᠮᠤᠵᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠽᠸᠦ ᠰᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠶᠢ ᠱᠠᠨ ᠠᠭᠤᠯᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠷᠰᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠠᠭᠤᠢ ᠳᠡᠬᠢ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠬᠥ

ᠰᠢᠶᠡᠨ ᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠡᠰᠦ
    ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠼᠤ ᠲᠠᠩ ᠰᠧ ᠰᠦᠮ ᠡ ᠳᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠥ
ᠭᠡᠳᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠤᠨ

ᠬᠥ
ᠰᠢᠶᠡᠨ ᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠶᠢᠯᠪᠤᠷᠢ

    ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠬᠣᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ  ᠥ

ᠷᠥᠨᠡᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠠ ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠲᠣ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠬᠤ 
ᠬᠥ

ᠳᠡᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠤᠳᠤᠮ ᠭᠠᠷᠤᠯ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ
    ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ  ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠲᠠᠩᠭ
ᠤᠳ ᠭᠠᠷᠤᠯ ᠲᠠᠢ ᠺᠦ

ᠩᠽᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠᠨ ᠭᠣᠣ ᡁᠢ ᠶᠣᠣ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠦ

ᠨᠡᠨ ᠳᠦᠷᠢ
    ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠳᠥᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠪᠦ

ᠯᠦᠭ  ᠨᠦᠷ ᠤᠰᠮᠠᠨᠢᠶᠸ ᠦᠨ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠮᠵᠢ ᠳᠠᠬᠢ ᠫᠸᠷᠰ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠡᠷᠲᠡᠨ ᠤ

ᠬᠠᠭᠤᠯᠤᠮᠠᠯ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ

    4 ᠠᠩᠭᠢ  13 ᠪᠦ
ᠯᠦᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠦ

ᠷᠢᠯᠳᠦᠭᠰᠡᠨ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠨᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠤᠴᠢᠭᠠᠳ ᠵᠢᠯ ᠤᠨ 
ᠲᠤᠷᠰᠢᠬᠢ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠤ ᠡᠯᠪᠡᠭ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠯᠲᠠ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠤᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ 

ᠬᠥ
ᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠳᠥ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠪᠡ ᠃ 

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠤᠤᠭᠠᠯ ᠳᠦᠷᠢ 

ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯ  

︾ ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠠᠩᠭᠢ ᠳᠣ ᠂ ᠷᠠᠰᠢᠳ᠋ ᠠᠳ᠋  ᠳᠢᠨ  ᠦ ᠫᠸᠷᠰ ᠬᠡᠯᠡᠨ   ᠤ 

︽ 
ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠤᠨ ᠴᠢᠭᠤᠯᠭᠠᠨ 

︾ ᠂ 

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠨᠢᠭᠤᠴᠠ ᠲᠣᠪᠴᠢᠶᠠᠨ 

︾ ᠂ 

︽ ᠶᠤᠸᠠᠨ 
ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ 

︾ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠤᠶᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠲᠠᠢ ᠬᠠᠷᠭᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ 
ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠦ

ᠲᠦᠴᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠲᠠᠢ ᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠨ ᠥ
ᠭᠦᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠬᠤᠪᠢᠯᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠢ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠵᠠᠢ ᠃ 

︽ ᠶᠡᠬᠡ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ 
ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠸᠠᠩᠲᠤ ᠤᠯᠤᠰ 

︾ ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠬᠣᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠠᠩᠭᠢ ᠳᠦ ᠂ ᠬᠤᠪᠢᠯᠠᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠵᠠᠰᠠᠭᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ 

ᠶ᠋ᠢᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠣᠶᠠᠷᠬᠠᠯ ᠤᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢ ᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠵᠠᠢ ᠃ ᠬᠤᠪᠢᠯᠠᠢ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠵᠤᠨ ᠤ 
ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ 

︵ 
ᠱᠠᠩᠳᠤ 

︶ 
ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠡᠪᠦᠯ  ᠥ

ᠨ ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ 

︵ 
ᠲᠠᠶᠢᠳᠣ  

︶ 
ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠬᠣᠶᠠᠷ 

ᠨᠡᠶᠢᠰᠯᠡᠯ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ ᠴᠢᠳᠠᠪᠬᠢ ᠶ᠋ᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠵᠠᠢ ᠃ 

︽ ᠶᠡᠬᠡ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠥᠪ ᠠᠽᠢᠶ ᠠ 

︾ ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠠᠩᠭᠢ ᠳᠣ ᠂ ᠶᠡᠬᠡ ᠶᠤᠸᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ 
ᠬᠥ

ᠪᠡᠭᠦᠳ ᠤᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠤ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠵᠠᠰᠠᠭᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠦ
ᠴᠦᠨ ᠤ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤᠬᠢ 

ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠰᠡᠷᠭᠦᠭᠡᠬᠦ ᠪᠠᠷ ᠪᠢᠷ ᠪᠡᠬᠡᠰ ᠢᠶᠠᠨ ᠵᠠᠷᠤᠴᠠᠭᠤᠯᠵᠠᠢ ᠃ ᠢᠯᠠᠩᠭ
ᠤᠶ ᠠ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ 

ᠪᠤᠰᠤ ᠵᠦᠢᠯ ᠣᠯᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ 

︽ ᠴᠠᠭᠠᠳᠠᠢ ᠤᠯᠤᠰ 

︾ ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ   ᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ 
ᠳᠣ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ ᠪᠠᠷ ᠫᠸᠷᠰ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠂ ᠬᠢᠲᠠᠳ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠂ ᠬᠥ

ᠰᠢᠶᠡᠨ ᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠡᠰᠦ 
ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠬᠠᠪᠰᠤᠷᠤᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠡᠭᠡᠳᠡᠷᠡᠭᠡᠨ ᠲᠠᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠡᠷᠬᠡ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠢ 
ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃

 

︽ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ  ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠤ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ 

ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠵᠠᠮᠨᠠᠯ  ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠂ ᠬᠥ
ᠰᠢᠶᠡᠨ ᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠡᠰᠦ ᠂ ᠪᠠᠷ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠂ ᠬᠠᠭᠤᠯᠤᠮᠠᠯ 

ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ 

︾ ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ ᠳᠥᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠠᠩᠭᠢ ᠳᠦ ᠂ ᠮᠣᠩᠭ
ᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨᠲᠦ ᠭᠦ

ᠷᠦᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠲᠠᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠬᠤ 
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ᠡᠯ ᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠳᠣ ᠨᠠᠷᠢᠯᠢᠭ ᠲᠠᠶᠢᠯᠤᠮᠵᠢ ᠬᠢᠵᠦ ᠂ ᠬᠥ
ᠳᠡᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠦ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠬᠥ

ᠰᠢᠶᠡᠨ ᠤ 
ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠲᠥ ᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠯᠲᠠ ᠬᠢᠵᠦ ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠳᠠᠬᠢ ᠡᠬᠡ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠳᠡᠬᠦᠨ ᠤ ᠦ

ᠨ ᠡ 
ᠥ

ᠷᠲᠡᠭ ᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠵᠠᠢ ᠃ 
    ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠨᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠢ ᠴᠢᠳᠠᠮᠠᠭᠠᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠵᠤ ᠂ 
ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠣᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ ᠳᠣ ᠂ ᠫᠸᠷᠰ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠦ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠂ 
ᠬᠢᠲᠠᠳ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠤ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠂ ᠬᠥ

ᠰᠢᠶᠡᠨ ᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠡᠰᠦ ᠂ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠤᠳᠤᠮ 
ᠭᠠᠷᠤᠯ ᠤᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢ ᠬᠠᠷᠭᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠤᠴᠢᠷ ᠤᠨ 
ᠶᠠᠪᠤᠴᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠥ

ᠷᠭᠡᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠠᠰᠤ ᠡᠴᠠ ᠲᠣᠳᠣᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢ ᠪᠣᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ 
ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠤ ᠡᠲᠡᠭᠡᠳ

 ᠤᠨ ᠬᠢᠨ ᠤ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷ ᠦ

ᠨᠡᠯᠡᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢ ᠣᠯᠵᠠᠢ ᠃ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ ᠪᠠᠰᠠ ᠫᠸᠷᠰ 
ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠤ ᠡᠯ ᠡ ᠬᠤᠪᠢᠯᠪᠤᠷᠢ ᠳᠠᠬᠢ ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠢᠯᠡ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠵᠢᠷᠤᠭᠯᠠᠨ ᠳᠦᠷᠰᠦᠯᠡᠭᠰᠡᠨ 32 
ᠬᠤᠪᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠵᠢᠷᠤᠭ ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠤ ᠨᠠᠷᠢᠯᠢᠭ ᠲᠠᠶᠢᠯᠤᠮᠵᠢ ᠬᠠᠪᠰᠤᠷᠭᠠᠵᠤ 
ᠤᠩᠰᠢᠭᠴᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠴᠢᠳ ᠲᠣ ᠣᠶᠣᠨ ᠤ ᠬᠦ

ᠷᠲᠡᠭᠡᠯ ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠬᠤᠪᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠲᠠᠢ 
ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠃
    ᠰᠦᠭᠢᠶᠠᠮᠨ ᠮᠠᠰᠠᠠᠺᠢ ᠫᠷᠣᠹᠧᠰᠰᠣᠷ ᠤᠨ ᠲᠤᠰ ᠨᠣᠮ ᠨᠢ ᠶᠠᠫᠤᠨ ᠤ ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯᠴᠢ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠨ ᠤ ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 
ᠮᠣᠩᠭ

ᠣᠯ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠳᠣ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠦ
ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭ ᠪᠦ

ᠲᠦᠭᠡᠯ ᠬᠡᠮᠡᠨ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷ ᠢᠶᠠᠷ 

ᠦ
ᠨᠡᠯᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠶᠤᠮ ᠃

ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠄
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日日本本モモンンゴゴルル文文化化学学会会収収支支状状況況

日本モンゴル文化学会 2019年度収支決算（2019年 2月 2日～2019年 12月 31日）

収入（円） 支出（円）

学会費 30,000
事業費

雑誌制作費 133,100

寄付金 110,000 会議費 100,000

雑誌売上金 51,000

事務費

印鑑制作費 20,000

懇親会費残額 3,780 横断幕制作費 27,282

学会登録前払い 50,000

合計 194,780 合計 330,382

残高 －135,602円

日本モンゴル文化学会 2020年度収支決算（2020年 1月 1日～2020年 12月 31日）

収入（円） 支出（円）

学会費 53,000
事業費

雑誌制作費 50,000

寄付金 35,000 会議費 0

雑誌売上金 5,000
事務費

－ －

懇親会費残額 0 － －

合計 93,000 合計 50,000

残高 +43,000

日本モンゴル文化学会 2021年度収支決算（2021年 1月 1日～2021年 12月 31日）

収入（円） 支出（円）

学会費 33,000
事業費

雑誌制作費 70,000

寄付金 70,000 会議費 0

雑誌売上金 30,000
事務費

－ －

懇親会費残額 0 － －

合計 133,000 合計 70,000

残高 +63,000円

『モンゴル文化研究』第 5号（2023）：183-184 
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日本モンゴル文化学会 2022年度収支決算（2022年 1月 1日～2022年 12月 31日）

収入（円） 支出（円）

学会費 38,000
事業費

雑誌制作費 62,700

寄付金 25,000 会議費（会議室） 12,890

雑誌売上金 25,000
事務費

Zoom 2,200

懇親会費残額 0 Wi-Fi 4,589

合計 88,000 合計 82,379

残高 +5621

日本モンゴル文化学会 2023年度収支決算（2023年 1月 1日～2023年 12月 31日）

収入（円） 支出（円）

学会費 48800
事業費

雑誌制作費 72,700

寄付金 30,000 会議費（横断幕 2） 3558+4266

雑誌売上金 0
事務費

ホームページ 50,000

懇親会費残額 0 サーバー代+ Zoom 25,000+2338

合計 78,800 合計 157,862

残高 －79,062

日本モンゴル文化学会 2023年度残高（2019年 1月 1日～2023年 12月 31日）

年代 収入（円） 支出（円） 残高（円）

2019 194,780 330,382 －135,602

2020 93,000 50,000 +43,000

2021 133,000 70,000 +63,000

2022 88,000 82,379 +5,621

2023
78,800 157,862 －79,062

合計＝587,580 合計＝690,623 －103,043円

年会費及び寄付は以下の銀行に振り込みお願いします。 
ゆうちょ銀行 
記号：10530 番号：96583831 
他の銀行から振り込みの場合 
店名・店番：0五八（058） 口座番号（普）：9658383 
名前：ニホンモンゴルブンカガッカイ（日本モンゴル文化学会） 
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学学会会写写真真集集

写真 1 日本モンゴル文化学会・第七回夏季学術大会（2023年 6月 24日,会場参加者）

『モンゴル文化研究』第 5号（2023）：185-192 
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写真 2 日本モンゴル文化学会・第七夏季学術大会（2023年 6月 24日,会場参加者）

写真 3 日本モンゴル文化学会・第七回夏季学術大会（オンライン発表者）



 

－187－ 

写真 4 日本モンゴル文化学会・第七回夏季学術大会（会場発表者）
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写真 日本モンゴル文化学会・第七回夏季学術大会（会場参加者記念写真）

写真 日本モンゴル文化学会・第七回夏季学術大会（会場参加者記念写真）



 

－189－ 

写真 国際シンポジウム「グローバル化とモンゴル文化研究の新たな展開」（ ）

写真 国際シンポジウム現場（ ）



 

－190－ 

写真 国際シンポジウム現場・発表者（ ）

写真 国際シンポジウムのオンライン参加者（ ）



 

－191－ 

写真 国際シンポジウム現場・発表者（ ）

写真 国際シンポジウムのオンライン質問者（ ）



 

－192－ 

写真 国際シンポジウム現場・発表者と司会（ ）

写真 国際シンポジウムのオンライン司会（ ）
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ああととががきき

日本モンゴル文化学会が創立以来、5年間を経て、国際シンポジウムを含めて 9回の研究会を行っ

た。今年は、日本モンゴル文化学会誌である『モンゴル文化研究』についても第5号を刊行した。こうし

た中で、大変多くの方に参加して頂き、心から感謝している。

日本モンゴル文化学会の主な活動は学術発表会であり、毎年、冬季と夏季の 2 回行っていたもの

が、2020 年から毎年一回行うことにした。会員はモンゴル文化研究及び文化交流を純然たる目的とす

る人々によって構成され、発表者や投稿者は事前に会員として登録する必要がある。日本における一

般会員の会費は年間 4 千円で、学生は 2 千円である。内モンゴル自治区や他の国家・地域から参加

する一般会員の会費は年間 200 元で、学生は 100 元。日本モンゴル文化学会の雑誌（紀要）である

『モンゴル文化研究』を毎年1回刊行する（投稿を希望する場合は、本学会で発表した上で、本学会の

ホームページや公開ウェブサイトに掲載の投稿要項に沿って送付。締め切りは 10月１5日）。

2024年の活動は、まずは 7月初に日本モンゴル文化学会・第8回夏季学術大会を開催する予定で

ある。

日本モンゴル文化学会の趣旨を理解し、発表・投稿したい方は、ぜひご連絡を！

日本モンゴル文化学会 Email：mglculture@yahoo.co.jp
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謝謝辞辞

まず本学会の活動に寄付して頂いた方々に感謝します。2023 年度に学会の活動や出版物の経費

（または会費）として池田健雄さんに 3万円の援助を頂きました。池田さんにこの場を借りて感謝の意を

表します。池田さんに頂いた援助を学会のために、大事に使わせていただきます。池田さんは、また

2019 年から日本モンゴル文化学会の発表会に参加し、日本モンゴル文化学会誌である『モンゴル文

化研究』に論文の投稿を行って参りました。

次に、多年にわたり日本モンゴル文化学会の発展に寄与されてきた河村俊明先生に感謝を申し上

げます。河村俊明先生は日本モンゴル文化学会誌である『モンゴル文化研究』が第 1 号（2019 年 12

月）創刊から現在まで編集を協力し、若手研究者の論文や書評に関するネーティブチェックを行いま

した。

その次に、本学会の発表会に積極的に参加し、本学会の活動を支えてくれた方々、また、会員とし

て本学会の活動を応援してくれている皆さんに感謝します。

最後に、本学会の活動を組織し、主催や司会に携わってきた理事の方々、本当にありがとうござい

ました。本学会は理事の方々あればこそ、活動が維持でき、成長しています。理事の皆さま、これまで

大変お疲れさまでした。これからもよろしくお願い致します。

そして 2023 年 12 月に私の会長任期が終了し、2024 年 1 月からサイン・ホビトさんが会長として勤

めることになりました。会長任期は 2年間です。引き続きよろしくお願いいたします。

会長：T.アルタンバガナ

2023年 12月吉日



 

 

※本学会誌の一部から著者本人以外が引用を行う場合や、本報告書の内容を参照・利用した場

合は、通常の引用・参照方式に則り、必ず出典を明記してください。

日本モンゴル文化学会誌 
Journal of the Mongolian Cultural Society in Japan

『モンゴル文化研究』 
Mongolian Cultural Studies
2023 年 12 月 第五号 
編者 T.アルタンバガナ 

朝克 
令和 5（2023）年 12 月 発行 
発行 日本モンゴル文化学会 

東京都・船橋市 
印刷・製本 株式会社彩流工房 

神奈川県横浜市中区山手町 −

 

日本モンゴル文化学会誌  
LOGO Taliinhu（Artist） 
カバー モンゴル文字 
表面 バートル（内モンゴル図書館） 
裏側 フスレン（名古屋大学大学院） 



 

 


